
沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書　第 99集

神山古集落

－普天間飛行場雨水排水施設整備に伴う発掘調査報告書－

平成 31（2019）年３月

沖縄県立埋蔵文化財センター





ᕳ㢌ᅗ∧㸰ࠉᬑኳ㛫㣕⾜ሙ㐀ᡂ᫬ࡢ⚄ᒣྂ㞟ⴠ（国土地理院空中写真使用）

ᕳ㢌ᅗ∧㸯ࠉᡓ๓ࡢ⚄ᒣྂ㞟ⴠ（宜野湾市提供図を改変）

ᬑ
ኳ
㛫
㣕
⾜
ሙ
ࣇ
࢙
ࣥ
ࢫ

ᐅ㔝‴
⮬ື㌴Ꮫᰯ

ᐅ㔝‴ᑠᏛᰯ

ᐅ㔝‴ᗂ⛶ᅬ

Ꮠ⚄ᒣ㒓཭఍

ᅜ
㐨
��
�ྕ

� ��� ���㹫� ��� ���㹫

A地区A地区

B地区B地区

C地区C地区

A地区A地区

B地区B地区

C地区C地区



ᕳ㢌ᅗ∧㸱ࠉ⚄ᒣྂ㞟ⴠㄪᰝ区㐲ᬒ㸦໭ࡾࡼ㸧

ᕳ㢌ᅗ∧㸲ࠉ㸿地区✵୰෗┿

ᕳ㢌ᅗ∧㸳ࠉ㸿地区㐨㸯㸦6)���㸧㸦すࡽ࠿㸧 ᕳ㢌ᅗ∧㸴ࠉ㸿地区㹑㹉 ���㸦༡ࡽ࠿㸧



ᕳ㢌ᅗ∧㸵ࠉ㹀地区✵୰෗┿

ᕳ㢌ᅗ∧㸶ࠉ㹀地区ᘓ≀㸰㸦㹑㹑 ��� ࿘㎶㸧㸦すࡽ࠿㸧 ᕳ㢌ᅗ∧㸷ࠉ㹀地区㹑㹉 ���㸦すࡽ࠿㸧

ᕳ㢌ᅗ∧ 㹀地区஭ᡞ㹑㹃ࠉ�� ���㸦༡すࡽ࠿㸧 ᕳ㢌ᅗ∧ ஭ᡞ㸦Ꮠ⚄ᒣ㒓཭఍㸧ࡓࡋ⠏᚟ඖ⛣ࠉ��



ᕳ㢌ᅗ∧ ┿㹁地区✵୰෗ࠉ��

ᕳ㢌ᅗ∧ 㹁地区㹑㹉ࠉ�� ��� 㑇≀ฟᅵ≧ἣ㸦༡ࡽ࠿㸧



序

本報告書は、沖縄県立埋蔵文化財センターが沖縄防衛局より委託を受けて平成
28・29 年度に実施した普天間飛行場雨水排水施設整備に伴う神山古集落の緊急発掘
調査の成果をまとめたものです。
　この調査は、普天間飛行場の範囲を含む宜野湾市字神山の周辺では大雨の際に冠
水する場所が見られており、その対策として普天間飛行場内に雨水排水施設として
の調整池整備に伴う記録保存を目的として実施しました。また、調査面積は 6,800
㎡であり、普天間飛行場内では最初の本格的な記録保存調査となりました。

今回の調査地は、沖縄戦前まであった神山集落の範囲内で、碁盤目状に整備された
屋敷が立ち並んでいた場所に当たります。しかし、この神山集落には米軍上陸以前
に日本軍が駐屯しており、1945 年４月４日に米軍と応戦しました。その後、1945
年６月には既に普天間飛行場の整備が始まっており、神山集落の大部分は破壊され
てしまいました。

そこで、事前の試掘調査によりグスク時代以前の遺構・遺物が確認された地点と、
戦前・戦後の空中写真などで戦前の集落が想定される範囲に調査区を設定しました。
調査の結果、グスク時代の耕作地や、戦前の屋敷地の区画、また良好に残っていた
石組井戸などを確認することができました。井戸については、字神山郷友会の要請
によりその事務所敷地に移築復元することができました。

さらに今回は、日本軍によるタコツボや交通壕といった陣地、また住民もしくは日
本軍が利用したと考えられる防空壕などの沖縄戦に関連する遺構・遺物なども発見
することができました。日本軍が集落の道路や屋敷を利用しながら米軍と応戦する
ための陣地を作り上げていたことが良く分かります。
　今回の報告書が、沖縄県の歴史・文化を理解する資料として活用されるとともに、
地域における文化財の保存活用のために役立てば幸いです。
　最後に、様々な御指導・御助言・御協力を戴きました諸機関及び関係各位に心か
ら感謝申し上げます。

　２０１９（平成３１）年３月
沖縄県立埋蔵文化財センター

　所長　　登川　安政



例　　言

１．本報告書は、沖縄防衛局による普天間飛行場雨水排水施設整備工事に際して、神山古集落遺跡の記録保
存発掘調査及び資料整理の成果をまとめたものである。

２．本発掘調査及び資料整理業務は、沖縄防衛局が沖縄県と委託契約を交わし、沖縄県教育委員会の指導の
もと、宜野湾市教育委員会、字神山郷友会など関係者の協力を得て沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。

３．調査期間は、現地調査を平成 29 年３月 16 日より平成 29 年８月 17 日まで実施し、資料整理作業・発
掘調査報告作成を平成 29・30 年度に実施した。

４．本書に掲載した遺構図の座標軸は国土座標軸（第ⅩⅥ座標系）を使用し、その座標値は日本測地系である。
ちなみに、報告書抄録の緯度経度については世界測地系で算出している。

５．現地調査及び資料整理に際して、下記の諸氏・機関に協力・指導・助言を戴いた（敬称略、順不同）。

６．本書の編集は、瀬戸哲也が行った。執筆分担は、下記以外は瀬戸が行った。
　　　第３章第４節　石器・石製品…大堀皓平、金属製品…具志堅清大、沖縄産陶器…荻堂匠美

ガラス・プラスチック製品…平良和輝、本土産近代陶磁器…太田樹也・瀬戸
　　　第４章第１節　株式会社パリノ・サーヴェイ　

第４章第２節　千田寛之（日本植生史会）
第４章第３節　株式会社イビソク　　　

７．土色は、農林水産省農林水産技術会事務局監修「新版標準土色帖」2010 年版を使用している。土質は
肉眼で粒径を観察し、地質学によるウエント・ワース法による表記法（文化庁 2010『発掘調査のてびき』）
で記録している。

８．本書に掲載した写真は、発掘調査状況を瀬戸哲也・玉城綾・太田樹也・奥平大貴、遺物を領家範夫・知花香織・
伊禮若菜（埋蔵文化財資料整理員）が主に撮影した。

９．発掘調査で得られた遺物及び実測図・写真等の記録は、全て沖縄県立埋蔵文化財センターにて保管して
いる。
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第１章　経緯と経過

第１節　調査の経緯
普天間飛行場の範囲を含む宜野湾市字神山の周辺では、大雨の際に冠水する場所が見られた。沖縄防衛

局（以下、防衛局）は、その対策として普天間飛行場内に雨水排水施設としての調整池整備を計画しており、

平成 25 ～ 26 年にかけて当該地における埋蔵文化財の有無とその保護について、宜野湾市教育委員会（以

下、市教委）と調整を行ってきた。その中で、防衛局は本調査が必要な場合は早急に対応するよう求めて

いたが、市教委は平成 27 年度末に返還が予定されていたキャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区の跡地利用に

伴う発掘調査等を急ピッチで実施しており、その対応は困難であった。

その中で、平成 26 年 11 月 20 日の日米合同委員会により合意された普天間飛行場内における雨水排水

施設の改修が承認されることになり、平成 29 年度中の竣工を予定した工程が計画された。防衛局は、周

知の遺跡である神山古集落周辺において、試掘調査を実施するに当り市教委に立会・指導を求めてきた。

それによって、試掘調査が平成 27 年６月から平成 28 年３月の間断続的に実施され、工事影響範囲に当

たる神山古集落の範囲内で時期不明の遺構が検出され、さらに地表にも井戸等が現存する可能性も指摘さ

れた。そこで、市教委は詳細な踏査や範囲確認調査の必要性を防衛局に指導し、その方法・時期について

も十分調整するよう求めていた。

平成 28 年度に、沖縄県教育庁文化財課（以下、文化財課）は、防衛局より神山古集落跡における範囲

確認調査と本発掘調査を合わせて、民間会社へ直接委託する場合の積算・方法等についての質問を口頭で

受けたが、宜野湾市教委も含めた再度の調整が必要である旨を回答した。その後、防衛局は文化財保護法

第 94 条に基づく埋蔵文化財発掘通知を平成 28 年６月９日付沖防第 3316 号にて市教委を経由して沖縄

県教育委員会に提出し、県教育長は平成 28 年７月 11 日付で教文第 625 号にて防衛局に対して発掘調査

をする旨を指示した。

この指示を受けて、文化財課・市教委・防衛局による３者で調整を繰り返して行い、市教委の協力のも

とに県が実施する方向性を確認した。その上で、整備予定地の大半は木 ・々ブッシュで覆われているので、

まずは人力による伐採後に地表踏査を行ったうえで、本調査の範囲を決定することになった。踏査は、同

年９～ 10 月にわたって、防衛局が発注した工事業者による伐採が終了した範囲を随時、市教委と文化財課、

沖縄県立埋蔵文化財センター（以下、当センター）が実施することになった。ただ、第２章第２節や第３

章第１節で詳述するように、今回の工事掘削が及ぶ範囲全体（約 36,000㎡）に戦前の屋敷地が位置して

いたが、残存状況は不明であった。そこで、試掘・踏査成果と共に戦前・戦後の空中写真などを検討する

ことにより、戦前の神山集落については遺構が良好に残存していると思われる範囲を調査対象とすること

にした。

以上の検討を経て、市教委と文化財課で本調査範囲を決定し、調査区を３つに分けてその面積は 6,800

㎡となった。市教委は平成 28 年 10 月 21 日付宜教文第 20 号－ 14 にて、県教育長あてに記録保存調査

への協力依頼を行い、県は平成 28 年 11 月 9 日付教文第 1172 号にて、宜野湾市が将来の文化財保護体

制を整備することを前提に、当センターが本調査を実施することになった。ただ、防衛局と県の間で協定・

契約、補正予算への計上を行う必要があることから、その実施は早くても平成 29 年１月以降とならざる

を得なかった。しかし、防衛局による掘削工事の開始は平成 29 年度中に入らないと、遅れが生じるとい

うことで調査期間の決定については難航した。そこで、表土掘削とそれに伴う不発弾探知のための磁気探

査については、市教委・当センターの立会のもと、平成 28 年 11・12 月中に実施することになった。また、
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それ以降の掘削工事は調査に影響がない範囲から実施し、調査は終了した調査区を順次引渡し、平成 29

年７月中までには全て終了させることが要求された。このような調整を経て、平成 28 年 12 月 20 日付

で沖縄防衛局長と沖縄県教育委員会教育長との間で、記録保存調査を行う旨の協定書を取り交わした。そ

れに基づき、平成 29 年１月 17 日付で、「普天間（28）文化財発掘調査業務委託（沖縄県）」として、事

業期間を平成 30 年３月 31 日までとして契約書を取り交わした。

　当センターは、県と防衛局の契約締結前後からすみやかに普天間飛行場内への立ち入り・空撮許可申請、

掘削・実測等の発掘調査支援委託の発注などの調査準備を行っていた。しかしながら、防衛局と米軍への

調査説明が行うことができたのは２月中旬以降であったことや、駐車場や現場事務所の設置などに際して

防衛局発注工事業者との調整も必要となったため、現地における調査準備は３月上旬までずれこんだ。こ

のような事前準備が終わり、支援業者の作業員を貼り付けることができた平成 29 年３月 17 日をもって、

調査開始日とした。また、同日付埋文第 749 号にて、県教育長あてに文化財保護法第 99 条第１項の規定

による発掘調査の着手を報告した。終了時には、平成 29 年８月 21 日付埋文第 328 号にて文化財課長あ

てに報告した。

　発掘調査は A 地区から開始し、調査が終了した順で防衛局に引渡しすることになり、続々と工事が並

行して行われ、何台もの大型トラック・ショベルカーなどの重機が行きかう現場となり、安全面への配慮

に気を配った。また、６月には天候不良で２週間近く作業が出来なかったこともあり若干遅れが生じたが、

防衛局・工事関係者との調整を行い、現地調査は８月 17 日まで及ぶことになった。なお、出土遺物は遺

物収納コンテナ 150 箱に及び、平成 29 年８月 21 日付埋文第 327 号にて、文化財課長を経由して、平成

29 年８月 25 日付教文第 756 号で宜野湾警察署へ通知した。

調査中は、適宜市教委に現場説明を行うと共に、防衛局を通して基地接収以前の住民らで構成される字

神山郷友会により住民らへの現地見学と、検出された井戸を移築復元することが要求された。文化財課、

防衛局、市教委との調整により、両者については当センターが現地での対応を行うことになった。現地見

学は平成 29 年６月８日に、字神山郷友会ほか関係者 20 名前後が参加され、調査で検出された屋敷地の

関係者もおられた。

移築する井戸については、調査終了日の８月 17 日に記録を進めながら解体し、その部材については移

築先の字神山郷友会事務所の敷地に仮置きすることになった。その後、設計業者に移築復元設計について

委託し、また字神山郷友会に対しては市教委と共に、復元後の姿や説明板の内容などについて打ち合わせ

を数度行った。それと共に、施行業者により９月には復元用の部材の調達を行い、10 月に２週間程度の

移築工事、12 月に説明板の製作にも入り、平成 30 年１月 15 日に移築復元作業を終了させた。

　また、調査終了後にすみやかに資料整理を行い、報告書の刊行を目指した。しかし、平成 29 年度中の

刊行は困難であったことから防衛局と協定書と契約書を変更し、平成 31 年３月 15 日までに事業期間を

変更した。

第２節　調査体制
神山古集落遺跡の発掘調査は、当センターが県教委の指導の下に平成 28・29 年度に現地調査、平成

29・30 年度に資料整理・報告書作成を実施した。実施体制は以下のとおりである。

事業主体　沖縄県教育委員会　平敷昭人（教育長）

事業主管　沖縄県教育庁文化財課　萩尾俊章（課長、28・29 年度）、濱口寿夫（同、30 年度）、上地博（記

念物班長、28・29 年度）、仲座久宜（同 30 年度）、知念隆博（主任専門員）

調査所管　沖縄県立埋蔵文化財センター　金城亀信（所長、28・29 年度）、登川安政（所長、30 年度）
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調査総括　濱口寿夫（副参事、28・29 年度）、仲座久宜（調査班長、28・29 年度）、中山晋（同、30 年度）

調査担当　瀬戸哲也（主任専門員）、玉城綾（専門員）

調査補助　奥平大貴・太田樹也（史跡・埋蔵文化財調査員）

整理担当　瀬戸哲也（主任専門員）、大堀皓平・具志堅清大（主任）、荻堂匠美（専門員）

整理補助　上原園子・小渡直子・嘉数渚・狩俣由利・工藤孝美・城間彩香・嶺井多津美・宮城綾子・宮城

　かの子・領家範夫・伊禮若菜・大城友里華・大村由美子・島千賀子・照屋元子・當真香・當山由貴・仲

　村綾乃・根岸敦子・比嘉美智子・玉那覇美野・松田仁美

整理協力　平良和輝・太田樹也（史跡・埋蔵文化財調査員）、赤嶺雅子・伊藤恵美利・池宮城聡子・崎原

　美智子・島仲美香・下地勝恵・玉那覇美野 ･ 手島永子・當間郁子・比嘉なおみ・松田栄子・松田仁美・

　宮里美也子（埋蔵文化財資料整理員）

発掘調査支援業務委託（28・29 年度）　株式会社イビソク

自然科学分析業務委託（29 年度）　　　株式会社パリノ・サーヴェイ

井戸移築整備設計業務委託（29 年度）　株式会社真南風

井戸移整備築施工業務委託（29 年度）　沖縄県石材事業協同組合

脆弱遺物保存処理業務委託（30 年度）　株式会社イビソク

調査指導　坂井秀弥（奈良大学）、伊藤厚史（名古屋市教育委員会）、上原靜・吉浜忍（沖縄国際大学）、

　小畑弘己（熊本大学）、千田寛之（日本植生史学会）

第３節　調査の経過
　試掘調査から本調査、報告書作成に至る経過については以下のとおりである。
試掘調査

　沖縄防衛局の依頼により、宜野湾市教育委員会の現地立会・指導の元に、現地作業は株式会社イビソ

クが実施した。調査期間は平成 27 年６月 24 日～９月 24 日、11 月 17 日～ 12 月８日、平成 28 年 2 月

22 日～３月４日の間である。調査方法は原野部分については人力により２×２ｍ、それ以外については

重機を使用し４×４ｍの試掘坑を掘削し、合計 52 ヶ所の試掘調査が行われた（第７図）。これにより、

本工事範囲において時期不明の４ヶ所の遺構を確認することになった。また、調査時において、井戸等の

地上構築物が幾つか確認され、本調査範囲は、工事範囲を伐採後に、現地踏査を実施することにより、調

整することになった。
現地踏査

　現地踏査は、防衛局発注工事業者が人力で一定の範囲を伐採した都度に、文化財課、市教委、当センター

の職員で立会を行うことにした。その結果、井戸５基、くぼみなどを確認した。また、工事範囲南東側に

はおそらく戦後、米軍によるコンクリート基礎の設置や大規模な削平などがなされていた。今回の工事範

囲では、普天間飛行場内で現存している赤道渡呂寒原屋取古集落などのように、屋敷の石積みや土塁など

は確認できなかった（図版１－１）。

　そして、防衛局及びそれ以前の市教委が平成 14 年度に行った試掘調査の成果、井戸の位置、戦前の米

軍による空中写真などから、集落の区画などが把握できるように３つの調査区（Ａ～Ｃ区）を設定するこ

とにした（第９図）。調査区の設定については第３章第１節で詳述する。
防衛局工事に伴う立会

　防衛局の要望で調整池を一刻も早く竣工するために、調査区以外の工事は進捗させることになり、その

ために掘削が必要な範囲について市教委及び当センター職員による立会を行ったが、地表で確認された井
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戸以外の遺構は確認できなかった。また、少しでも早く調査を進めるために防衛局発注工事業者による調

査区内の表土掘削も行うことになり、市教委及び当センター職員の立会のもと 11 月 22 日～ 12 月８日

の間で、井戸等の遺構に配慮しながら行った（図版１－２）。あくまでも工事業者による表土掘削である

ことを考慮し、できるだけ掘りすぎないように注意したが、Ａ・Ｃ地区では表土が浅く地山面が露出し既

に遺構が検出された場所もあった。この表土掘削では、屋敷の石積みや土塁があることを想定して注意深

く見ていたが、確認することはできなかった。だが、やはり時間的に迫った中での表土掘削であったこと

は否めず、今後は関係者との十分な事前調整を行った上で調査に入る必要があろう。
本発掘調査

　本発掘調査における現地作業は、平成 29 年３月 16 日より平成 29 年８月 17 日まで実施した。なお、掘削・

実測等現地作業は発掘調査支援業務として当センターの監理のもと、株式会社イビソクが実施した。以下、

調査の進捗について調査日誌をもとにして記す（図版１－３～８）。
３月 16 日　 本日より A 地区から重機による表土剥ぎと、人力による遺構検出を開始することになった。
３月 29 日　 柱穴、石積み囲い土坑など本県の近世・近代集落で確認される遺構が続々と検出された。
４月 10 日　 大型な土坑の大半は、近代・戦後と判断。今後時間短縮の為、小型重機による埋土の掘削を行う。
４月 12 日　 集落内の道と考えられるＳＦ 001 内の側溝を沖縄戦時の交通壕ではないかと推定。
４月 19 日　 Ｂ地区において重機による表土掘削を開始。
４月 24 日　 ドローンによるＡ地区の空中写真撮影。
４月 25 日　 Ａ地区のＳＫ 041・078 の壁面に足掛りのための窪みを検出し、沖縄戦時のタコツボと想定。
５月 ２日　   Ｂ地区では調査前から井戸枠が残存していた井戸ＳＥ 001 を検出。
５月 ８日　   Ｂ地区のＳＤ 001 がコ字状に巡り、屋敷地を区画しているものと想定。
５月 15 日　 Ａ地区は実測等の記録作業を終了し、防衛局に現場引き渡し。
５月 23 日　 Ｂ地区のＮＲ 002 の 13 層上面で植裁痕と思われる小ピット群を検出。
６月 １日　  Ｂ地区の沖縄戦時の防空壕と思われるＳＫ 043 を重機で掘削し、２つの入口を検出。
６月 ７日　  Ｂ地区のＳＫ 045 は埋甕で獣骨が一括で出土。Ｃ地区の重機による表土等掘削開始。
６月 ８日　   神山郷友会の現地視察。
６月 13 日　 雨天でＢ地区の空中写真撮影は中止。以降、６月 20 日までほとんど作業できず。
６月 27 日　 Ｂ地区の空中写真撮影。Ｃ地区の人力による遺構検出開始。
６月 28 日　 Ｂ地区では防空壕ＳＫ 051 の天井部撤去、レンガ囲いＳＫ 012 の半裁、ＳＳ 002 下層遺構の掘削。
７月 13 日　 Ｃ地区のＮＲ 001 下層で植裁痕と思われる小ピット群を検出。
７月 18 日　 Ｂ地区は移設対象となる井戸ＳＥ 001 以外の記録作業を終了し、防衛局に現場引き渡し。
７月 19 日　 Ｃ地区の防空壕と思われるＳＫ 004 で大量の炭化種子が出土。
７月 27 日　 Ｃ地区の空中写真撮影。
８月 １日　   Ｃ地区の防空壕と思われるＳＫ 040 は天井部を重機で掘削し、多くの沖縄産陶器甕が出土。
８月 ４日   　Ｃ地区の作業は終了し、現場引き渡し。
８月 17 日     Ｂ地区の井戸 001 の解体。この時点で現場調査を終了として、防衛局に報告する。

井戸移築整備作業

　平成 28 年５月 12 日に字神山郷友会の要望により、Ｂ地区で検出された井戸ＳＥ 001 の井戸枠及び一

部の石積みを郷友会事務所敷地に移築整備することになった。その作業過程は以下のとおり（図版２）。
６月 29 日　移築整備設計業務発注（株式会社真南風）
７月５日　神山郷友会との井戸移築に関する調整（第１回）…設計内容説明
８月８日　移築整備施工業務発注（沖縄県石材事業協同組合）
８月 14 日　 神山郷友会との井戸移築に関する調整（第２回）…施工内容・工程説明
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　発掘作業で出土した遺物は、現地調査中の雨天時に遺物洗浄作業を行うことで終了させた。遺構図面・

写真の整理については、調査終了後速やかに実施するよう努めた。

遺物・記録類資料整理作業は、平成 29 年度に遺物のナンバリング、平成 30 年度からは遺物の実測・

写真撮影・デジタルトレースに入ったが、当初の予想より出土遺物量が多くその遂行には非常に時間が掛

かった。整理作業を経て作成した遺構・遺物実測図は当センターでパソコン上により作図ソフト（イラス

トレーター）を用いてデジタルトレース及びレイアウトを行った。その後、編集ソフト（インデザイン）

を用いてＤＰＴ印刷用の編集を行いＰＤＦファイルとして作成し、印刷製本業者へ入稿した。

８月 16 日　 井戸遺構の現場での解体
８月 17 日　 井戸遺構の部材を神山郷友会敷地へ搬入
　９月　　   施工業者工房にて石材等材料準備、加工
10 月２日　  神山郷友会との井戸移築に関する調整（第３回）…施工詳細・説明板内容調整
10 月 11 日   井戸施工現場作業開始
10 月 30 日   井戸本体整備終了
11 月 11 日   神山郷友会との井戸移築に関する調整（第４回）…移築現状・説明板内容確認
　12 月　　  説明パネルと滑車の製作
１月 12 日　 説明板・滑車取り付け作業終了
１月 15 日　 終了確認
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第２章　位置と環境

第１節　地理的環境
　神山古集落は、宜野湾市字神山 322 番地ほか、普天間飛行場内に所在する（第１・５～７図）。

宜野湾市は、沖縄本島中部の西海岸にあって、総面積 19.80k㎡、人口 98,495 人である（2018 年 10

月末現在、宜野湾市 HP）。全体の地形としては、海岸沿いには低地が南北に伸びるが、東に向かって４つ

の石灰岩段丘があり、その際には洞穴と湧水が点在する。なお、段丘の第２・３面に米軍基地が位置して

おり、市域北西にキャンプ瑞慶覧、中央には普天間飛行場が占有し、その面積は市域全体の 29.6％である。

　現在の字神山は、宜野湾市小学校より西側の国道 330 号線から普天間飛行場のフェンスとの間の地域

である。旧神山集落はほぼすべて普天間飛行場内に接収されたため、住民は戦前畑地であった東半側と字

愛知の一部に居住している。飛行場外側の神山地番は、現在ほぼ住宅地となっている。旧住民は神山郷友

会を設立し、合祀所を有した郷友会事務所を住宅地の一角に設けている。

神山古集落が所在する普天間飛行場は、1945 年４月以降に米軍占領と同時に接収され、本土決戦に備

えて米陸軍工兵隊が滑走路を建設したことに始まる。1950 ～ 1960 年代には飛行場内での拡張工事、大

規模造成がたびたび行われた。現在では、長さ 2,800 ｍ、幅 46 ｍの滑走路を有し、在日米軍基地の中で

も岩国基地と並ぶ有数のヘリコプター部隊の拠点となっている。その面積は 480.6ha で市域の約 25％の

広さを占める。

本遺跡の立地は、段丘第３面に当り、標高は 90 ～ 80 ｍ付近で西側に下る緩斜面に位置する。その南

にはシリガーラ、北にはシキローという小川が流れており、周辺には神山クシヌカー古湧水や、神山テラ

ガマ洞穴遺跡など、湧水や洞穴が点在している。
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第１図　沖縄本島の位置図
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白地図テクノコ「沖縄本島」を使用し加筆
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第２節　歴史的環境
神山集落について資料的に遡ることができるのは、「絵図郷村張（1646 年）」の浦添間切のうちに記さ

れる「かミ山村」であり、「琉球国由来記」等では 1671 年の宜野湾間切新設時には「神山村」となっている。

集落は宜野湾街道沿いに展開しており、すぐ南には宜野湾村が見られる。1880 年に戸数 100・441 人、

1903 年に士族の戸数 36・229 人、平民の戸数 74・289 人であった。1896 年には中頭郡に所属、1908

年には宜野湾村に編入された（平凡社 2002）。1944 年ごろの神山の戸数 84・467 人であった（宜野湾

市 1998）。

　戦前の生活としては、多くは農家を営みサトウキビ栽培が盛んで自家製糖も見られた。昭和以前には水

田もあったが、沖縄戦の直前にはほとんど畑であったとされる。集落はメーミチ・ナカミチ・クシミチと

称される道路によって、碁盤目状の区画となっており７つの行政班に分けられていた。また、集落の北端

を走る宜野湾街道はウフミチと呼ばれ、商店などが見られた。今回の調査区は、ウシミチとナカミチに挟

まれた集落の北東側に当たり、比較的大きな屋敷地が分布する範囲である。Ａ地区は、神山発祥の家、根

屋（ニーヤー）である屋号比嘉の屋敷地に近接しており、綱引きなどの行事に最初に拝む場所であった（第

２図、宜野湾市 2008・2012）。

1944 年６月以降に、第 62 師団（石部隊）、32 軍直属部隊（球部隊）が吉山（ユシヤマ）、吉元（ユシムトゥ）、

前徳村（メートゥクムラ）、美地（ミーヂ）、徳村（トゥクムラ）、仲元（ナカムトゥ）、西山城（イリヤマ

グシク）、新伊佐小（ミーイサグワァー）の民家に駐屯するようになった。なお、空家を慰安所にしてい

たとされる。また、住民は飛行場建設や陣地構築などの徴用で毎日 10 人程度が動員され、日本軍の食料

調達のため芋・野菜などを頻繁に供出することになった。神山集落では県外への学童疎開はなく、本島北

部への疎開者も少なく、1945 年３月下旬には大多数の住民は自然壕の５ヶ所へ避難することになった（宜
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ᅗ∧㸳ࠉㄪᰝ区࿘㎶≧ἣ㸦���� ᖺ㸳᭶㸧（国土地理院空中写真使用）

ᅗ∧㸲ࠉㄪᰝ区࿘㎶≧ἣ㸦���� ᖺ㸵᭶㸧（国土地理院空中写真使用）
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野湾市 1998）。

日本軍の神山周辺における動向を軍資料によりもう少し詳細に見ておく。第 62 師団は、その参謀部が

1944 年８月 19 日に那覇港へ上陸したのを皮切りに各隊が配備されると共に、浦添市（当時は浦添村）

仲間に戦闘指令所を開設するなど、その近辺に幾つかの部署が設けられた。その内の経理部は８月 25 日、

浦添村當山に開設されたもので、その管轄下である糧秣（食糧・燃料）を補給するための野戦倉庫の一つ

を神山に開設された。第９師団が台湾へ転出した 12 月中旬には、第 62 師団の戦闘指令所が首里へ移動

するに際して神山野戦倉庫も首里へ移転することになり、神山には国頭地区から搬送された木材等を保管

する集積所が置かれた（第３図）。そして、米軍が嘉手納・読谷一帯の海岸に上陸した４月１日の夜間には、

神山集積所の米等の糧秣を移送し、一部は焼却処分したとされる。４月４日には、駐屯していた独立歩兵

第 13 大隊第５中隊が神山集落北側に２カ所の陣地を配備して米軍と応戦した。その戦闘は、米軍より戦

車約 10 両、歩兵約 300 名の攻撃を受け、戦車は集落北側の陣地内に侵入し苦戦し、４日夜に當山（浦添

市）に撤退したとされる（第４図、防衛庁 1968、第 32 軍 1947）。

沖縄戦中の６月には既に神山一帯は米軍によって普天間飛行場としての整備工事が始まっており、 ８月

には旧集落西半側の大部分の民家が破壊されており、長大な滑走路や付帯施設が整備されつつあった（図

版３）。一方、神山集落において自然壕などに避難していた人々は米軍の民間収容所へ入れられ、1947

年 11 月の帰還時には既に集落の大部分は接収されており、元の屋敷には戻ることができなかった。1948

年２月に、わずかに残された旧集落東側の耕地を造成し、それと合わせて隣接する字愛知の一部に居住す

ることになった（宜野湾市 2012）。

その後は、元住民の方々によると、普天間飛行場内に接収された土地で許可された範囲では耕作を行う

ことができたとのことである（黙認耕作地）。1962 年の空中写真では、滑走路や付帯施設以外では畑の

区画と思われる状況が広がっている（図版４）。ただ、1970 年の空中写真によると、その範囲も含めて

旧集落の範囲全体が裸地になっているように見られる（図版５）。1993 年の空中写真では、木々も回復

してほぼ原野のようになっており（図版６）、今回の工事着工前とほぼ同様な状況であった（図版７）。

第３節　神山古集落と周辺の遺跡の現状
　前節で述べたように、神山旧集落は沖縄戦を経て普天間飛行場に接収されており、その後も米軍による

造成等が行われたと見られるが、場外に比べると開発の波は少なく、調査前は原野であった。神山旧集

落が遺跡として認識されたのは 1990 年１月で、市教委による踏査で縄文時代の土器、井戸などが確認さ

れた。2002 年度に宜野湾市教育委員会が普天間飛行場内の試掘調査を開始し、この神山古集落一帯に試

掘調査を行ったところ、グスク時代以前の耕作地・遺物包含層、時代不明の溝が検出された（宜野湾市

2005）。そして、前章で述べたように、このたびの雨水排水施設計画に伴い、防衛局発注による試掘調査、

県・市教委による事前踏査を行うことにより、近代以前と思われる井戸や壕などを確認した。それらの成

果をもとに、本調査の範囲を決定することになった（第７・９図）。

神山古集落の周辺では、縄文時代の土器などが洞穴内で確認された神山カンミン遺跡、時代不明の線刻

石版が発見された神山テラガマ洞穴遺跡、グスク時代から継続し近代の窯が検出された神山原遺跡、当時

の土手が残存する神山後原ウシナー闘牛場跡、戦前の屋敷跡が良好に残存する赤道渡呂寒原屋取古集落、

宜野湾・神山シリガーラ・赤道シキロー・神山後原丘陵などの古墓群などで踏査・確認調査が行われてい

る（第５・６図、　宜野湾市 1989・2007・2008・2017）。
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第３章　調査の方法と成果

第１節　調査の方法
　今回の調査は、沖縄防衛局が実施する普天間飛行場雨水排水施設整備に伴う神山古集落の記録保存調査

であり、その調査面積はＡ地区 2,770㎡、Ｂ地区 2,240㎡、Ｃ地区 1,790㎡で合計 6,800㎡となった（第７図）。

なお、この計画では調整池設置が大きなウェートを占めており、その掘削範囲は約 36,000㎡でその範囲

全体が戦前の神山集落に含まれていた。

　普天間飛行場内においては、2001 年度より市教委と当センターで共通して、国土座標軸第ⅩⅤ座標系

に基づき、日本測地系による座標軸Ｘ＝ 31000、Ｙ＝ 26500 を基準として、第Ⅰ区分を 300 ｍ、第Ⅱ区

分を 30 ｍ、第Ⅲ区分を６ｍごととしてグリッドを設定している。この区分により「フテ○－○－○」な

どと表記している。今回の調査でも遺物取り上げに際しては、このグリッドに基づいた（第８図）。

調査区は、第１章でも述べたように既往及び今回の計画に伴う試掘調査、施工予定範囲全域の伐採後の

表面踏査により設定することになった（第９図）。2002 年度の試掘調査では、工事で掘削が必要な調整

池範囲の中央よりにグスク時代以前のピット群（フテ 43 －Ｈ１－オ・Ｈ２－ア・イ）、時代不明の溝（フ

テ 43 －Ｉ１－ア）が確認されていた（宜野湾市 2005）。防衛局発注の試掘調査では、それらよりやや南

側の No.40 で時代不明の土坑が検出された。表面踏査では井戸５基のほか、窪みや道路や畦などと考え

られる段が確認された。しかし、第１章第１節でも述べたように、これらの成果だけでは戦前の神山集落

については十分な調査が行えるかどうかについて不安が残った。

そこで、戦前・戦後の空中写真などにより、戦前以前の屋敷が残存している可能性を検討した。その結果、

Ａ地区は神山発祥の伝承があることと最も標高が高い場所で遺構が残存している可能性が高いこと、Ｂ地

区は前徳村という屋号の屋敷地で戦後の削平も及んでおらず井戸枠が現存していたこと（井戸ＳＥ 001）、

Ｃ地区は戦後に削平されているが試掘ではグスク時代以前の遺構が確認されていること、以上の理由から

３つの調査区を設定したのである。

　調査区設定後には、 第１章第３節で述べたように、 調査を少しでも進捗させるために工事業者

の重機による表土掘削が市教委と当センターの立会のもとに行われ、 同時に不発弾等除去のため

の 磁 気 探 査 も 実 施 さ れ た。 こ の 表 土 掘 削 で は、 部 分 的 に 地 山 ま で 検 出 し た 部 分 は あ る が、 基 本 的

に は 50cm 以 内 を 目 処 に 掘 削 を 留 め た の で、 全 て の 表 土 を 除 去 さ せ る こ と は な か っ た。 ま た、 重

機は当方らの立会のもとにしか動くことはなく、 屋敷地の石積みや土塁などは確認できなかった

が、やはり工事の一環としての表土掘削であり精度的には不十分な点があったことは否めない。今

回の調査においての大きな反省点であり、やはり関係者と十分な調整期間は確保すべきであった。  

　その後、調査準備が整った後に、当センターと支援業者によるＡ地区において重機掘削と、人力による

遺構検出を開始した。重機掘削では表土（Ⅰ層）と共に、第２節で後述するが近世・近代の遺物を主体と

しながら戦後の遺物が混じる旧表土・耕作土（Ⅱ層）も部分的に剥ぐことにより概ね地山を検出する形で

進めた。今回の神山古集落では、戦前・近代の遺構が主体となることが予想されたため、本来的には別

に剥いでいく必要がある。しかしながら、時間的な制約が大きいことから、B・C 地区で見られた谷部や、

地山に掘り込まれた遺構以外は重機で一様に掘削していくことになった。さらに、検出された遺構につい

てもこのⅡ層が堆積する大型の土坑などについては、可能な場合は当センター職員の常時の指導により小

型重機で掘削していった。また、壕などの天井部を有する遺構については、安全面を考慮し作業員を中に

入れずに、重機で地上から開削して調査を進めた。
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ᅗ∧㸶ࠉᇶᮏᒙᗎ㸦㹁地区㸧

　現地での写真は、35mm のフィルムカメラ、または適宜６×７サイズの中判フィルムカメラを用いて

白黒とリバーサルフィルムで撮影・現像した。なお、デジタルカメラ（ニコンＤ 70 ｓ）でも撮影を行い、

報告書時の写真はＤＴＰ印刷に対応するために、デジタル画像を使用することとした。

　実測については、主に支援業者である株式会社イビソクの調査員、補助員がトータルステーション、オ

ルソ画像、手作業により行い、当センター職員が現地で指示、確認などの監理を行った。

　遺物のナンバリングは、「神山○区（遺構・層名）」と注記しているが、遺構番号は 0 を省いて、ＳＫ

２などとして適宜短縮している。

第２節　層序
　今回の調査では、時代的にはグスク時代以前と近世～戦前・戦後という大きく２時期の遺構・遺物が見

られる。一方、層序としては次のように大きく４層を分けることができる（図版８）。なお、普天間飛行

場内の調査では、宜野湾市教育委員会による時代ごとではなく堆積状況を基本とした層序があるが（宜野

湾市 2005、2013）、ここでは調査区内の状況で判断した。
Ϩᒙࠉ⾲ᅵ

　調査開始前には、調査区の大部分は草木が生い茂った状況であり、その腐葉土が堆積していた。しかし、

第１章で述べたように工事業者による表土掘削が先行して行われたため、当センターの調査前には表土が

除去されている範囲が大半であった。
ϩᒙࠉᪧ⾲ᅵ

表土直下の堆積層であり、色調は褐色～黄褐色（10 ＹＲ）を主体であり、今回の調査における多くの

遺構の埋土でもある。Ⅲ層と比べると、遺物や礫、ブロック土の混入が多く、しまりが弱いのが特徴である。

出土遺物は、近世以前の遺物も見られるが、大半は近代期である。また、戦後の遺物も見られるので、基

地接収後もこの一帯では、黙認耕作地として活用されていたからと考えられる。しかし、埋土の観察から

分類を試みたが、明確に近世・戦前・戦後などと明確に分けることは出来なかった。ただ、柱穴と思われ

るピットについては、掘り形や埋土の堆積状況より推定し、Ａ地区に特に集中した。また、迫地の堆積土

であるＢ地区ＮＲ 002 上層やＣ地区ＮＲ 001 上層はその切り合いからⅡ層の中でも下層であるので、こ

れと類する埋土をもつ遺構についても、近代の中でも比較的古い可能性が指摘できる。

Ϩ

ϩ

Ϫ

ϫ

Ϭ

SD003
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Ϫᒙࢡࢫࢢࠉ᫬௦௨๓ࡢሁ✚ᒙ

Ｂ地区のＮＲ 002 下層、Ｃ地区ＮＲ 001 下層の堆積層であり、色調は褐色～暗褐色（10 ＹＲ）を主体

とする。Ⅲ層と比べると遺物が少なく、しまりが強くⅣ層に近い。遺構としては植栽痕と考えられるピッ

トがある。出土遺物がほとんどみられないが、市教委の平成 14 年度の試掘調査（宜野湾市 2005）周辺

の調査、年代測定（第５章第１節）により概ねグスク時代と考えられる。

ϫᒙࠉ⌰⌫▼⅊ᒾࡢ㢼໬ᅵࠊᓥᑼࠉ

ࢪ࣮࣐ࠉ

　調査区全体の地山層で、色調は明

褐色（7.5 ＹＲ）、いわゆるマージ

層である。
Ϭᒙࠉ⌰⌫▼⅊ᒾ

　調査区内では部分的に露出してい

る。今回の工事範囲では地表下２～

３ｍ前後のマージ層の直下に全て岩

盤が確認されていた。

　

第３節　遺構
　本調査で検出された遺構は、グス

ク時代以前と考えられる迫地とピッ

ト群、近世・近代の建物、井戸、壕

のほか多数の土坑・ピットなどが確

認されたが、後者が主体である。

　これらのうち主要な遺構について

地区ごとに説明していくが、その中

でグスク時代以前の遺構がある場合

は先に記述する。主体である近世・

近代の遺構は、検出された溝などに

より区画されて分布しており、それ

は概ね戦前の空中写真などで確認で

きる屋敷地の区画と合致している。

　そこで、近世・近代の遺構につい

ては設定できた 12 の区画順に説明

していく。また、遺構については調

査時ではＳＰ（ピット）、ＳＫ（土

坑）、ＳＤ（溝）、ＳＥ（井戸）、Ｓ

Ｓ（石敷き）、ＳＦ（道）という記

号を付しており、報告書でも原則的

には踏襲する。ただ、報告時に理解

しやすいように、建物や壕などを別

称したものも見られる。ᅗ∧㸷ࠉ㸿地区✵୰෗┿
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➨ �� ᅗࠉ㸿地区ቨ㠃ᅗ

ᅗ∧ 㸿地区ሁ✚≧ἣ（上…ＳＤࠉ�� 015　下…ＳＫ 052）

１．Ａ地区
ᴫせ　道と区画５つが確認されており、その内部

には建物、井戸、壕などが確認でき、これらは

概ね近代である（第 10・12 図、図版９）。ただ、

後述するように柱穴が集中する区画３などは近世

以前の陶磁器も若干見られている。
ᒙᗎ　Ⅰ層は厚さ 10 ｃｍ以内の表土で、その下

部にはⅡ層が堆積している。Ⅱ層は 10 ～ 20cm
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➨ �� ᅗࠉ㸿地区㏆௦㑇ᵓ区⏬๭

ᅗ∧ 区⏬㸯㹼㸱（東より）ࠉ��

と薄く南東側ではすぐに地山となるが、標高が低い北

西側につれて 50cm に及ぶところもある。Ⅱ層除去後

に遺構が検出されるが、Ａ地区ではその埋土や出土遺

物はⅡ層と大きく変わらない（第 11 図、図版 11）。
㐨㸯　調査時から道としたＳＦ 001 は、Ａ地区の南

西に北より西 50°の方向で延びる幅３～４ｍ、長さ

24 ｍ以上で調査区外にも続くものと思われ、戦前の

空中写真の区画と合致している。路面には明確な地業

は見られないが平坦で区画１・３付近では両端が 20

～ 30cm 掘り下げられており、北端には部分的に拳大

の礫を貼石状に配されていることから、道と考えてよ

いと思われる。

　この道の南端では幅 50 ～ 60cm、最深 60cm の側

溝が見られ、その東端には側溝から下るようにＳＫ

045 は長さ８ｍ、幅４ｍ、最深１ｍの北に張り出し

をもつ長方形の土坑が見られる。第５章で検討する

ように、これと同様な溝が B 地区のＳＤ 006、C 地区

ＳＤ 003 で見られ、また部分的に幅が広くなったり、

微妙に蛇行したりに、底面に段差が見られる特徴があ

り、沖縄戦時の日本軍による交通壕ではないかと考え

られる（第 13・14 図、図版 12・13）。　
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➨ �� ᅗࠉ区⏬㸯࣭㸰㑇ᵓᅗ

（S=1/200）
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ᅗ∧ 区⏬㸯㹑㹉ࠉ�� ���（左…東より　上右…壕部分断面　下右…切石出土状況）
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ᅗ∧ 区⏬㸰㹑㹉ࠉ�� ���（左）࣭ 㹑㹉 ���（右）

ᅗ∧ 区⏬㸯㹑㹉ࠉ�� ���（左…北より　右…印部石転用状況）

　このように考えると、SK045 付近は岩盤が露出しているが、その東方には南端がＳＤ 011、北端には

ＳＤ 008 という同様の溝が見られ、これらも道の側溝または交通壕の可能性がある。
区⏬㸯　北はＳＫ 010、西はＳＤ 017、東はやや浅いがＳＤ 001 で区画されており、内部にはＳＫ 002・

011・036 などの土坑が点在している一方、明確な柱穴と言えるピットは少なかった。

　ＳＫ 010 は検出当初は西端側の土坑として認識していたがその埋土の範囲が広がり、最終的には幅４

～５ｍ、長さ 40 ｍの溝と捉えられた。ただ、西側には底面に幾つかの段があること、中央部には深さ３

ｍ以上落ち込むので調査を中断した後に井戸と判断したＳＥ 002、東側と北側には幅・高さ１ｍほどと思

われる壕状になった部分があるなど、沖縄戦時まで幾つかの改変があったことが想定される。出土遺物に

は沖縄産陶器壺やガラス瓶などが見られるが、埋土の違いが判断できず、SK010 として一括で取り上げ

てしまっている。また、フール（豚便所）の便槽部などの切石も見られた。なお、ＳＥ 002 は重機によ

り３ｍ前後まで掘ったが底面には達せず、石積みなども確認できなかった（第 15 図、図版 14）。

　他に、ＳＫ 002 は沖縄産陶器の瓶類が口縁を欠いた状況で出土、ＳＫ 011 は 1.2 × 1.8 ｍの長方形で

拳大の礫が集中、ＳＫ 036 は内法 1.2 × 0.8 ｍの石囲いを設け床面の石敷きには印部石破片を転用した

土坑などが検出された（第 16 図、図版 15）。
区⏬㸰　北は道１、東は区画２に接し、ＳＤ 017・ＳＫ 042 が区画溝と考えられる。区画内の状況は調

査外のため不明であるが、区画東隅に位置するＳＫ 041・078 は 1.2 × 0.8 ｍで楕円もしくは方形のプラ
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（S=1/200）
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ᅗ∧ ࣭区⏬㸱ᘓ≀㸯（上）ࠉ�� ᰕ✰（下左よりＳＰ 038・041・043・046）

ンで、深さ 1.0 ～ 1.2 ｍの土坑である。これらには壁面の中上位に３・４ヶ所の幅 0.2、高 0.1 ｍ、奥行

き 0.05 ｍの窪みが見られ、第５章で検討するように日本軍によるいわゆるタコツボの足掛かりと考えら

れる（第 16 図、図版 16）。
区⏬㸱　南は道１、西はＳＫ 067 が段なり区画４に接し、東は戦前の空中写真では岩盤が露出した範囲

あたりと考えられ、北は不明であるが長さ 20 ～ 30 ｍの区画と推定される。この内部には建物プランも

含む柱穴と考えられるピット群と長さ１～２ｍの土坑が多く確認されている（第 17 図）。

　建物１は、区画３内でピットが集中した範囲で確認されている。検討の余地はあるが、長さ 4.2 ｍ方形

プランの掘立柱建物と考えられる。このプラン内には長さ 1.6 ～ 1.8 ｍの方形、深さ 20cm の土坑である

ＳＫ 022 が見られるが、位置的には何らかの関連があると見られるが、断定はできない。この建物１周

辺には、同様の柱穴と考えられるピットが集中し、遺物としては近世陶磁器も比較的多く見られる（第

53 表）。また、南側には石囲いを有する土坑が集中するが、ＳＫ 040 が内法 0.8 ｍ四方で石も小ぶり、

ＳＫ 026・027 は内法 0.8 × 1.2 ｍと共通している（第 19 図、図版 18）。

　他に特徴的な土坑を挙げる。その一つとして約１×２ｍで長方形のタイプがあり、ＳＫ 023 は礫が集
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����:R��� ���シルトϒϩοクʢ���:Rʹ࠭ࡉۃ৭ɺシルトʙ׊ ৭ʣ͕ࠞ͡Δ׊໌
ɹ��DN 大ͷ᛽͕ೖΓࠐΜͰ͍Δɺচ໘͸モルλルΛషΔɻ

➨ �� ᅗࠉ区⏬㸱㹑㹉 ���࣭���࣭��� 㑇ᵓᅗ

ᅗ∧ 区⏬㸱㹑㹉ࠉ�� ���（左上）࣭ 㹑㹉 ���（右下）࣭ 㹑㹉 ���（右上）
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S=1/40

➨ �� ᅗࠉ区⏬㸱㹑㹉 ��� 㠃ᅗ᩿࠿࡯

ᅗ∧ ��区⏬㸱㹑㹉ࠉ ���（左…礫検出状況　中…ガラス瓶出土状況　下…沖縄産陶器出土状況）

ᅗ∧ 区⏬㸱㹑㹉ࠉ�� ��� ᩿㠃（東より） ᅗ∧ 区⏬㸱㹑㹉ࠉ�� ��� ᩿㠃（北より）
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   ϒϩοクʢ���:R��� ৭ʣ͕ࠞ͟Δ׊໌
����:R��� ɹ೪ੑͳ࠭͠ࡉۃ৭ɺシルトʙ׊

SP���

��SK�����ͱಉ͡
����:R��� ׊৭ɺシルトʙ࠭ࡉۃʹシルトϒϩοク
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   ʢ��:R��� ԫ׊৭ʣ͕ ࠞ͟Δ
���ʹ౔৭ɾ࣭ ͱ΋ʹಉ͕ͩ͡ɺシルトϒϩοク͕ײ
   ೖΒͳ͍

����:R��� ʹ࠭ࡉۃ৭ɺシルトʙ׊ ��:R��� 
ͷシルトϒϩοク͕·͡Δ׊໌    	�d�DN

   ͠·Γɺ೪ੑͱ΋ʹऑ͍ɻ
����:R��� ԫ׊৭ɺシルトɻ� ͱൺ΂ɺ͠·Γɺ
   ೪ੑͱ΋ʹ͋Γɻ

����:Rɺ���ɺԫ׊৭ɺシルトʙ࠭ࡉۃɺ೪ੑͳ͠ɻ
��SK���ͷ�ͱಉ͡ʹɺম౔ยΛؚΉɻ
����:Rɺ���ɺ׊৭ɺシルトʙ࠭ࡉۃʹシルトϒϩοク
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����:Rɺ��� ׊৭ɺシルトʙ࠭ࡉۃʹ໿̏DN大ͷシルトϒϩοクʢ���:R���໌׊৭ʣ͕ ·͟Δɻ
   SK��ʹ੾ΒΕΔピοトɻ
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ᅗ∧ 区⏬㸱㹑㹉ࠉ�� ���（南より）

ᅗ∧ 区⏬㸱㹑㹉ࠉ�� ���（南より）

ᅗ∧ ┿区⏬㸲࣭㸳✵୰෗ࠉ��

中し、ＳＫ 032 は 60cm と深めのものなどがある。それより

長さが６ｍ以上、深さが 60cm 以上のものとしてＳＫ 052・

081 があり、第５章で述べるようにその規模から日本軍によ

る陣地に関連する可能性がある（第 20 ～ 22 図、図版 19 ～

25）。
区⏬㸲　東は区画３、南は道１、西は幾つか候補があるがＳＫ

053 により区画５と接し、長さは約 30 ｍと推定される。ＳＤ

015 が北側の区画溝の可能性もあるが、調査区の都合上確定で

きない。

　 Ｓ Ｋ 053 は 長 さ ６ ｍ 以 上 で、 先 述 の 区 画 ３ の Ｓ Ｋ 052・

081 と同様な形態・規模である。区画３との境界にＳＫ 068

が位置し、奥がオーバーハングしており高さ・幅 1.2 ｍ、奥行

き 2.0 ｍ、西に開口する壕と考えられ、沖縄産陶器壺が出土し

ている。区画内の遺構は南壁近くにピット群が集中する他、Ｓ

Ｋ 080 は内法 1.0 × 1.2 ｍで壁面はモルタルを塗った石囲い

土坑、調査区外だが石積みの井戸 SE001 がある（第 22 ～ 25 図、
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➨ �� ᅗࠉ区⏬㸲㹑㹉 ��� 㑇ᵓᅗ

ᅗ∧ 区⏬㸲㹑㹉ࠉ�� ���（左…断面　右…遺物出土状況　共に西より）
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ᅗ∧ 区⏬㸳㹑㹉ࠉ�� ���（西より）

ᅗ∧ ��区⏬㸳㹑㹉ࠉ ���（北より） ᅗ∧ 区⏬㸲㹑㹉ࠉ�� ���（北より）

ᅗ∧ 区⏬㸲㹑㹉ࠉ�� ���（左…北より　右…断ち割り状況）　　

図版 26・27・30・31）。
区⏬㸳　東が区画４に接するが、その境界はＳＫ 053

のほかＳＫ 050・064 の可能性もある。大部分は調

査区外となるが、西側にピットや土坑が集中していく

傾向が窺える。

　境界部にＳＫ 066 が位置し、本来は東側に天井を

有した幅 1.2 ｍ、高さ 1.0 ｍの部屋がある壕で、入口

部もあわせると全長 4.0 ｍを測り、沖縄産陶器壺など

が出土していた。

　その他、ＳＫ 063 は径 0.8 ｍの円形、深さ 1.0 ｍ

を測るものでいわゆるタコツボの可能性があるものな

どがある（第 24・25 図、図版 28・29）。
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２．Ｂ地区
ᴫせ　グスク時代以前に遡りいわゆる植栽痕の可能性があるＮＲ 002 と、近世・近代の遺構としては区

画３つが確認できた。後者にはＡ地区と同様に井戸や石囲い土坑、壕の他、石敷きや石柱を用いた建物や、

また瓦が多く出土した土坑などが見られる（第 26 図、図版 35）。
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ᅗ∧ 㹀地区すഃቨ㠃（ＮＲࠉ�� 002 上層）　　

ᅗ∧ 㹀地区໭ഃቨ㠃㸯（ＮＲࠉ�� 001 埋土）　　

ᅗ∧ 㹀地区໭ഃቨ㠃㸰（ＳＳࠉ�� 002 下層）　　

ᒙᗎ　Ⅰ層は A 地区と同様と 10cm 以下と薄く、立会による表土剥ぎで多くは除去した。Ⅱ層は東側で

は 20cm 前後と薄く、西側に向かって全体的に厚く 1.5 ｍに及んだところもある。北東側と南西側に迫地

が２ヶ所あり、戦後も含んだ近世～近代の遺物が多く出土し、その前者をＮＲ 001（図版 32）、後者をＮ

Ｒ 002（図版 33）とした。ＮＲ 001 の範囲は後述する区画８に当り、Ⅱ層を除去すると石敷など多くの

近世～近代の遺構が見られ、部分的に下層遺構も検出できたが、遺物での明確な時期差は確認できなかっ

た（図版 34）。一方のＮＲ 002 の堆積土は東側にも部分的に見られその切り合いから古く、区画成立以

前と考えられる。Ⅲ層はＮＲ 002 下層が相当するが、遺物は出土しなかった（第 27 図）。
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ᅗ∧ 㹀地区㹌㹐ࠉ�� ��� ୗᒙ㑇ᵓ᳨ฟ≧ἣ（上…西より　下…拡大）　　

᫬௦　先述したⅢ層が堆積するＮＲࢡࢫࢢ 002 で検出された迫地が、既往の調査によりグスク時代以前

と考えられる。ＮＲ 002 の中央部に当たる８× 12 ｍの楕円形の範囲では更に最深１ｍになる窪みとなっ

ており、Ⅲ層が堆積していた。このⅢ層内に一辺 20 ～ 30cm で多角形のプランで、断面が緩やかな 7 字

状をఄすることが多く、深さは 10cm 内外のピットが多く検出された。これらのピットは、普天間飛行場

内の野ਹタマタ原遺跡（宜野湾市 2006）、大謝名軍花原第ೋ遺跡（沖縄県埋文 2006）で確認され、概ね

グスク時代のもので植栽痕と言われており、今回もその形態や立地は共通している。ただ、Ⅲ層やピット

群からの出土遺物はない（第 28・29 図、図版 36 ～ 38）。
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ᅗ∧ 㹀地区㹌㹐ࠉ�� ��� ୰ୗᒙሁ✚≧ἣ（北より）　　

ᅗ∧ 㹀地区㹌㹐ࠉ�� ��� ୗᒙ㑇ᵓ᩿㠃（左…ＳＰ 038　右…ＳＰ 064・065）
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㏆ୡ࣭㏆௦　道２、区画６～８を確認した。区画６・８では多くの遺構が確認され屋敷の様相が窺えるが、

区画７はＮＲ 002 が大半を占めその堆積からは耕作地であったことが推測される（第 30 図）。
区⏬㸴　東は調査区外だが、西はＳＤ 002、北は後述する道２、南はＳＤ 016 で画され、長さ 35 ｍほ

どの区画と考えられる。この区画内にコ字状で検出されたＳＤ 001 があり、こちらが屋敷地本体と考え

るとその一辺の長さは 24 ｍとなる。その外側の空間は幅４～５ｍあり、戦前の空中写真で見られる屋敷

林と屋敷間のے道と推測される。なお、ＳＤ 001 は幅２ｍ前後で、礫や獣骨が集中する範囲や井戸ＳＥ

001 が設けられ、コーラ瓶などが出土し最終的な埋຅は戦後であろう（第 31・32 図、図版 39・40）。　

　区画内の遺構は井戸や土坑が多く見られる一方で、柱穴と考えられるピットなどは少なく明確な建物が

確認できていない。ただ、後述するように瓦だまりが検出されている。以下、ݸ別の遺構を説明する。

　井戸ＳＥ 001 は常に଺水しており、その深さは水面まで約 11 ｍを測った。石積みによる井戸組みの上

に、厚さ 0.2 ｍの石灰岩切石５ຕで伱間にはモルタルで埋め、高さ 0.8 ｍ、内法径 0.6 ｍの井戸枠をਾえ

ている。また、この外面には相対する２ヶ所に幅 20cm ほどでモルタルと礫で柱を貼り付けたような痕が

あった。これを௼瓶の支柱があったと推測し、移築復元での根拠とした（図版２）。断ち割りの観察では

石積みは２ｍ前後の୦穴を掘って積んでいったようである。なお、井戸はＳＤ 001 を埋めて造られてお

り、ＳＫ 001 が掘り形で長さ 10 ｍを測り細礫混じり土（コーラル）が造成土となる。このことから、Ｓ

Ｄ 001 は幾度かの変ભを遂げて最終的に戦後に埋まったものと考えられる（第 33 図、図版 41）。

　ＳＫ 002 は厚さ 30cm で堆積した瓦だまりで南側は石敷きＳＳ 001 南に接する。ＳＳ 001 南は 4.5 ｍ

཭れて同方向の石ྻＳＳ 001 北が見られ、上面は削平のため平滑な面ではないが本来は同様な石敷きで

あったと考えられる。そうすると、ＳＫ 002 とＳＳ 001 は瓦෪きの建物の基礎などであったものがഇ

ઈした可能性が考えられる。これらに切られた古い遺構として、新しい順に๒弾片が多く出土したＳＫ

034、７ｍを௒える大型のＳＫ 044、1.5 × 3.0 ｍの長楕円形のＳＫ 036 が見られる。ＳＫ 036・044 は

ＮＲ 002 の堆積土が含まれることから近代の中でも古いもので、SK034 は戦後と考えられる。つまり、

ＳＫ 002・ＳＳ 001 が建物とすれば、戦後に建てられた可能性が高い（第 34・35 図、図版 42・43）。

　石囲い土坑は区画６南半に集中し、ＳＫ 006 は内法 0.7 × 1.4 ｍで地床、ＳＫ 007 は内法 0.6 × 1.1

ｍで石敷き、ＳＫ 011 は幅 1.0 ｍでセメント製というように、微妙な違いが見られる（第 37・38 図、図

版 45 ～ 47）。その西にあるＳＫ 012 はレンガ囲いで内法 0.8 × 1.4 ｍでその一方には並行する石ྻ、２

ｍ南には長さ 2.8 ｍ分が残存するＳＫ 013 もみられ、周辺の堆積土は同一であるので同時に造成した可

能性が高い（第 39・40 図、図版 48・49）。このようなレンガ囲いはت界島等などで現存する製糖用࿍の

可能性なども想定されるが、今後詳細な比較が必要であろう。

　本区画には、ＳＫ 017・024・025･037・020 など長さ 1.5 ～３ｍの長方形土坑も見られ、規模的には石・

レンガ囲いと類ࣅする（第 41 図、図版 51・52）。ＳＫ 031 は、土坑上面に礫が集中している（第 36 図・

図版 44）。ＳＫ 010・065 は径１ｍ、深さ 1.5 ｍに及ぶ土坑も見られるが、その埋土は地山より黒ずんで

いるが、質的には変わらないため人工的な遺構かは明確でない（第 41 図、図版 50・53）。
区⏬㸵　東を区画６、北に区画７に接しており、内部はＮＲ 002 と同方向で埋土も共通するＳＤ 011、

ＳＫ 032・033 などの遺構が見られる一方、区画６・８のような遺物が多く出土みられる遺構は少ない。

先述のようにＮＲ 002 の堆積は東側に伸びており、区画よりも切り合い的に;るい。ＮＲ 002 の堆積土

は拳大以上の礫は少なくブロックの୯位も小さく良く᎟፩されており耕作土と思われる。地山面は西に向

かって段を構築し、ＳＫ 030・032 もそれに並行しテラス状となっており、迫地を利用した耕作地であっ

たと考えられる。また、ＳＫ 033 は径 0.8 ｍ、深さ 1.2 ｍの円形土坑で、埋土は先述のＮＲ 002 下層のピッ

ト群と共通する可能性もある（第 42・43 図、図版 54 ～ 56）。
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ᅗ∧ 区⏬㸴㹑㹂ࠉ�� ���（上左…断面　上右…コーラ瓶出土状況　下左…礫検出状況　下右…獣骨出土状況）➨��ᅗۑۑۑۑۑ�ࠉ
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➨ �� ᅗࠉ区⏬㸴஭ᡞ㹑㹃 ��� 㑇ᵓᅗ

ᅗ∧ 区⏬㸴஭ᡞ㹑㹃ࠉ�� ���（左上…南より　左下…掘方断面　右上…上方より　右下…断ち割り）
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ᅗ∧ ��区⏬㸴㹑㹉ࠉ ���（上左…׬掘　上右…断ち割り西より　下…南より）
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➨ �� ᅗࠉ区⏬㸵㑇ᵓᅗ ˞赤線はＮＲ 002 上層時の遺構
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㐨㸰　調査時には遺構番号を付していなかったが、北にＳＤ 013、南にＳＤ 006 を側溝としてその間に

はほとんど遺構が見られず平坦になっていることから、幅４ｍの東西方向の道と考えた。この間の出土遺

物はＮＲ 001 としてこの一帯の堆積層という形で取り上げてしまっているが、ＳＤ 006・013 と同様で

近代の遺物が主体で戦後のものも若干混じる状況であった。ＳＤ 006 は幅が１ｍに近いところも見られ

るが、その場合も下方は幅 0.5 ｍで、深さも 0.4 ～ 0.8 ｍとアップμウンがみられＡ地区と同様に交通壕

であったと考えられる。それに比べると、S%013 は幅 0.5 ｍだが深さ 0.2 ～ 0.4 ｍと浅く、交通壕とする

には浅い印象を受ける。また、東側に見られる S%017 もこれらと並行するが、幅 0.2 ｍ深さ 0.1m とڱ

小でその性格ははっきりとしない。さらにこの周辺にはＳＳ 004・005 という石ྻが見られ、道内もし

くは区画への֊段であった可能性も想定されるが明確にはできなかった（第 44 図・図版 57）。
区⏬㸶　南は道２で区画されているが、西側は遺構がر薄であり、戦前の空中写真ではＳＤ 007 一帯が

器であった可能性が高いと考えられるが、調査区際でもあり明確な根拠となる状況が把握できなかったڟ

ので新区画とはしなかった。区画内は、石敷きＳＳ 002 を中心とした建物２や石敷きの井戸 SE002 など

の他、東側には壕２基も確認できた。また、ＳＳ 002 の下層にはピットや土坑などの遺構も見られ、区

画内での遺構変ભがあったことが窺える（第 44 図）。

　建物２は、石柱が残存するＳＫ 085・092 とそれに類する掘り形をもつＳＫ 078・094 で構成される

１間のプランを࣋つ。柱中心間ڑ཭は北西（ＳＫ 078・094）－南東（ＳＫ 092・085）間が 3.3 ～ 3.6 ｍ、

北東（ＳＫ 078・092）－南西（ＳＫ 094・085）間が 3.9 ～ 4.2 ｍで、柱穴の掘り形が１ｍ近く大型で

あることからいわゆる高倉の可能性も考えられる。また、この内外には石敷きＳＳ 002 が部分的に見ら

れるが、側溝であるＳＤ 015、石囲いがあるＳＫ 054 の軸が概ね同方向であるので関連性はあると考え

られる。ただ、プラン内にはＳＫ 054 は内法 0.6 × 0.8 ～ 1.0 ｍ、深さ 0.8 ｍの石囲い土坑とその南には

石敷きの中央には石がなく 0.4 × 0.6 ｍの伱間があった。しかし、後者は石がないため掘り下げてしまい、

下層遺構としてＳＫ 100 とした土坑内に含まれることになり、その正確なプラン・構造は確認できなかっ

た。ただ、このような長方形の土坑が建物または屋根内にあるものとして、フール（豚便所）などの可能

性も想定される。いずれにせよ、この建物２は฼屋ではなく、付属的な性格であったと考えたい（第 45 図・

図版 58 ～ 62）。

　また、ＳＳ 002 の石敷き残存範囲の北西端には沖縄産陶器甕の底部が２基検出された埋甕が見られ、

内部には獣ڕ骨・֋類遺体が出土した（第 46 図、図版 63）。さらにこの北に切石や礫が上面に集中する

ＳＫ 089 も見られた。このようにＳＳ 002 は北西側に伸びる可能性が高く、฼屋などが存在していたと

も推測されよう。

　井戸ＳＥ 002 は径 0.6 ｍ、掘り形 1.0 ｍの石積み井戸で、その周囲には長さ不明、幅 1.8 ｍの石敷きＳ

Ｓ 003 が見られ、西側に排水用の伱間をもった水場遺構を有する（第 44・47 図、図版 64）。ＳＳ 003 の 0.8

ｍ北側には並行する石ྻ、西側には拳大の礫が集中しており、関連する遺構があった可能性もある。

　この他、ＳＳ 002 より新しい遺構としては、西側にはＳＫ 044・055 などの長大な土坑、東側には

S%008・009・012 などの溝があり、第２章第２節でも述べたように戦後には畑地としての利用もあった

ため、その関連の可能性もあろうか（第 44 図）。

　一方、ＳＳ 002 の下層は地山ブロック土を利用した造成層と考えられる部分も見られるが、その出土

遺物は近代が主体で上層と明確な差はつけ難いが戦後の遺物は見られない。つまり、それを除去した遺構

は少なくとも戦前に構築されたものといえる。これらにはピットも多く見られ A 地区の区画３のような

柱穴と考えられるものもあるので、近代の範ᙝではあるが建物２より古い時期のものがあったことが推測

されよう（第 48・49 図、図版 65・66）。
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ᅗ∧ 㐨㸰（上…東より　中左…西より　中右…ＳＤࠉ�� 006 断面　下左…ＳＤ 006 遺物出土状況
下右…左よりＳＤ 006・013・012）
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ᅗ∧ 区⏬㸶ᘓ≀㸰࿘㎶（上…空中写真　下…西より）ࠉ��
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ᅗ∧ ��区⏬㸶ᘓ≀㸰࿘㎶（東より）ࠉ

ᅗ∧ 区⏬㸶ᘓ≀㸰▼ᰕ（左…ＳＫࠉ�� 092　右…ＳＫ 085）

ᅗ∧ 区⏬㸶ᘓ≀㸰▼ᰕ（左…ＳＫࠉ�� 054　右…ＳＫ 085）

ᅗ∧ 区⏬㸶ᘓ≀㸰㸦㹑㹑ࠉ�� ���㸧࿘㎶ୗᒙ᩿㠃ࠉ（左…ＳＫ 040 との切り合い　右…ＳＳ 02 造成層）
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➨ �� ᅗࠉ区⏬㸶㹑㹑 ��� ୗᒙ㑇ᵓ᩿㠃ᅗ

ᅗ∧ 区⏬㸶㹑㹑ࠉ�� ��� ୗᒙ㑇ᵓ（東より）

ᅗ∧ 区⏬㸶㹑㹑ࠉ�� ��� ୗᒙ㑇ᵓ᩿㠃　（左…ＳＫ 074　右…ＳＫ 095）
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➨ �� ᅗࠉ区⏬㸶ቸ㹑㹉 ��� 㑇ᵓᅗ

　B 地区の東端には、壕ＳＫ 043 とした壕口２ヶ所を現地踏査で確認していた。一方、10 ｍ北方に窪み

があり重機で掘削したところ壕口を確認したので壕ＳＫ 051 とした。調査はトレンチを設定して壕口を

検出し記録をとった後、安全確保のため重機で天井部を除去して調査を進めた。

　壕ＳＫ 043 は、北西へ開口する壕口が２ヶ所で内部はコ字状につながっている。壕口は北側が幅 0.6 ｍ、

高さ 0.8 ｍで検出時には拳大の礫と遺物が集中していた。それを除去すると、緩やかな２段のテラス状と

なって、60cm の段差をつけて奥行き 1.6 ｍで奥壁に至る。一方、南側は۶ۂするように壕内に至るがそ

の段差は 1.0 ｍで֊段状になっており、その部分は北側より広く幅 1.5 ｍ、奥行き 1.5 ｍで奥壁に至る。

両壕口からܨがった奥側の空間は、幅 1.2 ～ 1.6 ｍ、長さ 3.8 ｍ、高さ 1.2 ｍとなっている。なお、南東

端は 0.4 × 1.2 ｍの張り出し状になっていたと考えられるが、天井や壁面の่落でややプランが่れてし

まった。壕内は上方からの流出土が堆積していたが、天井までは 0.5 ～ 0.8 ｍの空間があり全ては埋まっ

ていなかった。出土遺物の大半は北側の壕口の埋土からであった。なお、黄ྜྷ弾片が出土しているので、

この壕内に౤げ込んだかはݶ定できないが、周辺で使用されたことは確かであろう。また、壕口北側の土

坑が見られたが、調査区外に続いていることもあり、その関連は不明である 	 第 50 図、図版 67）。
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➨ �� ᅗࠉ区⏬㸶ቸ㹑㹉 ��� 㑇ᵓᅗ

ᅗ∧ 区⏬㸶ቸ㹑㹉ࠉ�� ���（左…入口部北より　右…天井除去後）

　壕ＳＫ 051 は、北西へ開口する壕口１ヶ所で直進して部屋状の空間に至り、全長は 3.4 ｍを測る。壕

口に至るまでには幅 0.8 ｍ、長さ 1.2 ｍ、深さ 0.4 ｍの緩やかに掘りこまれた溝状の道があり、そこから

高さ 1.3 ｍで天井部となり、壕内へ続く。壕内へ入ると 0.8 ｍほど直進し、幅 2.0 ｍ、奥行き 1.2 ｍの長

方形状の部屋に至り、天井までの高さは 1.2 ｍである。壕口は埋຅し若干落ち込んでいた状況であったが、

部屋部分の堆積土は 0.2 ｍほどであった。遺物の大半は壕口の埋土から出土した。壕口周辺には溝や土坑

などが見られたが、調査区がڱ小でもあるのでその関連は不明である（第 51 図、図版 68）。
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➨ �� ᅗࠉ㹁地区඲యᅗ

３．Ｃ地区
概せ　Ｂ地区と同様なグスク時代とされる植栽痕が検出された迫地と、近世・近代の遺構としては区画４

つが確認できた。なお、後者は他地区とҟなって近世の遺物がほとんど見られないが、耕作地などの可能

性は残るため近世・近代と捉えている。その遺構については、石・レンガ囲いの土坑や井戸は確認された

が柱穴と考えられるピットはほとんどなく、沖縄戦時の壕や関連すると考えられる大型土坑が多く確認さ

れた。戦前の空中写真（ר頭図版１など）では屋敷地が確認されていたが、1945 年８月時点（ר頭図版２）

では既に削平されており、そのために集落に関連する遺構が他地区より少ないものと考えられる（第 52 図、

図版 69・70）。
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ᅗ∧ ┿㹁地区✵୰෗ࠉ��
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ᅗ∧ 㹁地区㹌㹐ࠉ�� ���

ᅗ∧ 㹁地区㹌㹐ࠉ�� ��� 㸰ୗᒙ（左…検出状況　右…土器もしくは焼土片出土状況）ࢳࣥࣞࢺ

ᅗ∧ 㹁地区㹌㹐ࠉ�� ��� ୗᒙ

㹑㹎ࠉࠉࠉࠉ ��� ᩿㠃

層ᗎ　Ⅰ層は５cm 以下と非常に薄く、B 地区と同様で工事業者によ

る表土剥ぎで多くは除去された。Ⅱ層は南東側が 10cm 以下と薄く、

西側に向かって 50 ～ 80cm 程度堆積している。Ⅲ層は北西に位置し

調査区外に伸びるＮＲ 001 下層で見られる（第 53 図、図版８）。
᫬௦　先述したⅢ層が堆積するࢡࢫࢢ NR002 で検出された迫地であ

るが、幅３～５ｍで東西方向に伸び調査区外へ続いている。NR001

の堆積はⅡ層から見られており、Ⅲ層はその直下に堆積している。Ⅲ

層で細分された 4 層上面では、西側を中心に B 地区ＮＲ 001 と同様

な植栽痕とされるピット群が検出された。この下層を２ヶ所のトレン

チ設定し掘り下げたところ、さらに６層上面でも径 10cm のピットと
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ᅗ∧ 㹁地区㹌㹐ࠉ�� ��� ୰ᒙ㑇ᵓ（上…東より　中…断面　下左…ピット群検出状況　下右…ＳＰ 024 断面）
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➨ �� ᅗࠉ㹁地区㏆௦㑇ᵓ区⏬๭

土器か焼土と思われる小片が確認された。これらのピットから明確な遺物は出土していないが、既往の調

査や第４章第１節で記述する年代測定により、グスク時代以前と推定される（第 54 図、図版 71 ～ 74）。
㏆ୡ࣭㏆௦　他地区と比べると、明確に道と認定できる遺構はなかったが、戦前の空中写真を参考にして

溝の方向・位置と遺構のີ度から、区画９～ 12 を設定した。先述したように、大型の土坑を中心として

検出されており、戦後間もないࠒの造成により削平を受けたことが想定される。一方、ＮＲ 002 とそれ

に並行するＳＤ 005 の東側はこれらの区画とはҟなっている。この出土遺物は多くはないが近世・近代

が主体で戦後とݶ定できるものはないことから、区画９～ 12 より古い遺構といえる 	 第 55 図）。
区⏬㸷　北はＳＫ 034、西は壕ＳＫ 027 付近の遺構分布から設定した。一方、区画南半のＳＤ 009 ～

011 は隣接または切り合いながら概ね東西方向を志向しているが、南の境界そのものとするには北にدっ

ている。また、ＳＤ 011 は石囲い土坑であるＳＫ 030 に切られており、区画以前の遺構である可能性も

否定できない。しかしながら、ＮＲ 001 に比べると溝自体は小規模であるので判然としない 	 第 56 図、

図版 75・76）。

　北の境界に位置する S Ｋ 034 は幅 0.8 ～ 2.4 ｍ、深さ 30 ～ 50cm、長さ 30 ｍ以上の溝として認識で

きる遺構である。ただ、床面は部分的に段を有しており、沖縄産陶器壺が集中して出土し埋甕の可能性も

見られるなどから、検出時では天井部はなかったが沖縄戦に伴う壕的な利用があった可能性もあり、溝と

断定しなかった。この西端に接するＳＫ 035・037 は深さ 50 ～ 70cm で径１ｍの円形土坑であり、沖縄

戦に伴うものとするとタコツボ

などと考えられる（第 57 図、

図版 77）。

　西の境界に位置する壕ＳＫ

027 は、５×８ｍの不整な方形

土坑の南西端に壕部分となるಥ

出部が取り付くෳࡶな形態であ

る。ಥ出部は幅 2.0 ｍで、その

南側に北へ 1.1 ｍ下る３段の֊

段が見られ、西・東・北の３方

向が壕部分で部屋状になってい

る。部屋状の部分は、西と東が

0.8 × 1.6 ｍ、北が 0.4 × 0.8 ｍ、

高さは่落しているが１ｍ程度

であったことが推測される。出

土遺物には本土産近代磁器ࡼや

మು・మ܃などが出土した。長

大な土坑部分と壕部分の埋土に

明ྎな違いは見られなかった

	 第 58 図、図版 78・79
。

　他に、ＳＫ 024 は内法幅 0.8

ｍ、長さ不明のセメント囲い、

Ｓ Ｋ 030 は 内 法 0.4 × 0.8 ｍ

の床面モルタルでレンガ囲い、
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ᅗ∧ ┿区⏬㸷✵୰෗ࠉ��

ᅗ∧ 区⏬㸷㹑㹂ࠉ�� ���࣭���࣭���（西より　左から順に）
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ᅗ∧ 区⏬㸷㹑㹉ࠉ�� ��� ඲ᬒ（左…東より　右上…沖縄産陶器壺出土状況・東側　右下…同・西側）➨��ᅗۑۑۑۑۑ�ࠉ
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➨ �� ᅗࠉ区⏬㸷ቸ㹑㹉 ��� 㑇ᵓᅗ

ᅗ∧ 区⏬㸷ቸ㹑㹉ࠉ�� ��� ඲ᬒ（東より）➨��ᅗۑۑۑۑۑ�ࠉ

岩盤

礫

� �N

S=1/100

SK���

SK��� ஫ه
����:R��� ʹ࠭ࡉۃ৭シルトʙ׊ �̲̼大ͷ
   シルトϒϩοク 	���:R��� ৭׊໌ 
 ͕多͘·͟Γɺ
   � ᶲ大ͷੴփؠ᛽͕Θ͔ͣʹ·͟Δɻ

SK���

SK���

�

�����̼

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

C�

D

A

B

B�

D�

C

A`

SK027

C'
C

D
D`

A

A�

B�

B

86



ᅗ∧ ��区⏬㸷ቸ㹑㹉ࠉ ��� 㒊ศヲ⣽（左…֊段　右…西側部屋）

ᅗ∧ 区⏬㸷㹑㹉ࠉ�� ���（東より）

ᅗ∧ 区⏬㸷㹑㹉ࠉ�� ���（左…南より  右…埋土堆積状況）

ᅗ∧ 区⏬㸷㹑㹉ࠉ�� ���（東より）

ᅗ∧ 区⏬㸷㹑㹉ࠉ�� ��� ᩿㠃（西より） ᅗ∧ 区⏬㸷㹑㹉ࠉ�� ���࣭���（西より）
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ᅗ∧ ⏬区ࠉ�� �� ✵୰෗┿

ＳＫ 031 は推定だが内法 1.2 四方のモルタルを塗布した石囲いを各々設けた土坑などが見られた（第 59

図、図版 80 ～ 84）。また、調査対象外の井戸ＳＥ 002 も本区画内に含まれよう。
区⏬ ��　南は区画９、西はＳＤ 003 によって区画を認識しているが、本来の屋敷地の境界かは分からな

い 	 第 60 図、図版 85）。

　ＳＤ 003 は、ＮＲ 002 のⅢ層面で検出した段֊は幅 0.9 ｍ、深さ 0.2 ｍであったが、調査区北壁面で

はⅡ層上面で確認されており、本来は幅 1.2 ｍ、深さ 1.0 ～ 1.2 ｍ程度であったものと考えられる。検出

時には北壁沿いに本土産近代磁器࿸・ࡼがまとまって出土した（図版８・87）。また、S%003 との切り合

いは明確ではないが、その中央付近で検出された SK020 は、0.9 × 1.8 ｍの長方形プランで壁面に A 地

区ＳＫ 041・078 でみられた足掛かりとした同種の幅 0.2 ｍのԜみがあり、出土遺物には軍ۺや؈など

がある（第 64 図、図版 92）。さらに溝の南端は長大な土坑ＳＫ 028 と接しており、その先は壕ＳＫ 040

に続いている。このような状況から A・B 地区で見られたように、この溝も沖縄戦時に日本軍が構築した

交通壕の役割を担った可能性がある。

　ＳＫ 028 は、4.5 ｍ四方のやや不整な方形プランで、大きく２段掘りとなっており最深は 1.9cm の長

大な土坑である。先述したように北はＳＤ 003、東は壕ＳＫ 040 が取り付く形になる。出土遺物には外

国製ガラス瓶などが出土している（図版 86）。

　壕ＳＫ 040 は、溝状に検出された北側と、壕部分の南側で構成される。北側は幅 1.0 ～ 2.0 ｍ、長さ

89



➨ �� ᅗࠉ区⏬ �� 㑇ᵓᅗ➨��ᅗۑۑۑۑۑ�ࠉ

� �N

4ʹ���50

B�

B

⿬㎸ࡵ⠊ᅖ

␏

82
.0
0

81.00

83.00

83.
00 83

.0
0

㏆௦㝡☢ჾฟᅵ
㞟୰⠊ᅖ

♟㞟୰㒊

A

B

A’

B’

A

B’

A’

B

A’

A

A

A’

A
'

A'

A`

A

A

A’

A
トϨンν

αϒトϨンν

SK���

SP���

SP���

SK���

SK��� 北ଆ

SK��� 

SK���

SK���

SK���

SP���

SK���

SD���

SK���

SK��� 南ଆ

SK���

SP���

SP���

SP���

SP���

SP���

SK���

SK���

SK���

SK���

SK���

SD���

SK���

SE���

SK���

N
R���

NR���

南
北

ト
Ϩ

ン
ν

SK���

NR
��

�

H۷ࢼ��

SK019

SK039

SK026

SK020

SD003

SD003

SD004

SP001

SP002

۠ը ��

۠ը �

۠ը ��

90



ᅗ∧ ⏬区ࠉ�� �� 㹑㹉 ���（東より）

ᅗ∧ ⏬区ࠉ�� �� 㹑㹂 ���（西より）

ᅗ∧ ⏬区ࠉ�� �� 㹑㹉 ��� ᩿㠃（西より）

10 ｍにわたり、東側は۶ۂした部分をもつ深

さ・幅共に 0.8 ～ 1.1 ｍの溝状で、検出時は天

井部がなかった。その中央付近では南へ分ذし

壕部分に至り、この壕部分については重機で

天井部を除去し調査を進めた。その規模は、幅

1.0 ～ 2.0 ｍ、一部の断面によるが高さは 1.0

ｍ、長さは 4.4 ｍを測る。当初、南端では長さ

1.0 ～ 1.5 ｍほどの楕円形プランを検出してお

り、この深さが 0.5 ｍ以上となったためサブト

レンチを設定し、壕の一部であることが判明し

た。ただ、この南端部分が本来の壕口に当たる

かどうかは、安全面を༏先し重機で掘削したた

め明確にできなかった。その後、サブトレンチ

の北側を重機で掘削し、壕部分の床面を検出す

ることにしたが、この時点で全て埋຅した状態

であった。この床面には沖縄産陶器壺を中心に

多くの遺物が出土した 	 第 61 図、図版 89
。

　区画内の遺構としては、井戸ＳＥ 001 は内

径 0.8 ｍの石積み井戸でその掘り形の径 1.6 ｍ

と井戸枠としては今回の調査では最も広い（第

62 図、図版 90）。ＳＫ 026 は、径 0.7 ｍ、深さ 0.25
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ᅗ∧ ��⏬区ࠉ �� 㹑㹉 ���（上…遺物出土状況東より　中左…南より　中右…断面　
　　　　下左…׬掘東より　下右…北より）
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➨ �� ᅗࠉ区⏬ �� 㹑㹉 ��� 㑇ᵓᅗ

➨ �� ᅗࠉ区⏬ �� ஭ᡞ㹑㹃 ��� 㑇ᵓᅗ

➨ �� ᅗࠉ区⏬ ��

㹑㹉ࠉࠉࠉࠉ ��� 㑇ᵓᅗ

ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� 㹑㹉 ��� 㑇≀ฟᅵ≧ἣ（西より）

ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� ஭ᡞ㹑㹃 ���（東より）

ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� 㹑㹉 ���（左上…׬掘　左下…足掛かり　右上…遺物出土状況　右下…拡大）
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➨ �� ᅗࠉ区⏬ �� 㹑㹉 ���࣭���࣭��� 㑇ᵓᅗ

ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� 㹑㹉 ���（東より）

ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� 㹑㹉 ���（南より）

ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� 㹑㹉 ���（左…断面南より　右…׬掘）➨��ᅗۑۑۑۑۑ�ࠉ
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（S=1/1�0）
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➨ �� ᅗࠉ区⏬ �� ቸ㹑㹉 ��� 㑇ᵓᅗ ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� 㹑㹉 ��� 㑇≀ฟᅵ≧ἣヲ⣽

ｍの円形土坑で、本土産近代陶磁器࿸ࡼが多く出土しており、埋納したものと思われる（第 63 図、図版

91）。ＳＫ 023 は内法 1.0 × 1.6 ｍのセメント貼り、ＳＫ 041 は内法 0.5 × 0.9 ｍのサンΰ礫をݻめたい

わゆるࡾ和土（タタキ）貼り、ＳＫ 050 は内法 0.6 × 1.0 ｍの石囲いの土坑が見られた（第 65 図、図版

93 ～ 95）。また、ＳＫ 039 はＳＫ 041 と同様なࡾ和土貼りの土坑であったが、礫が多く混じったＳＫ

038 に切られている（図版 88）。
区⏬ ��　遺構の分布状況から、東は区画９、北は区画 12 によって設定している。遺構としては、壕や大

型の土坑が中心に見られ、その遺構分布はࢄອである。なお、西側に見られるＳＤ 007・008・014 など

は現在の普天間飛行場内の滑走路と同方向および対向であるため、戦後以降と考えられる（第 66 図）。

　壕ＳＫ 004 は、検出時点では天井部がなかった南側と壕部分の北側に分かれており、その形態はෳࡶ

であるが、壕部分を含めた全長は 3.9 ｍ、床面までの深さは 1.6 ｍを測る。南側においては西方がスロー
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ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� 㹑㹉 ���（上・中左・下左…遺物出土状況　中右…断面　下右…׬掘東より）
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➨ �� ᅗࠉ区⏬ �� 㹑㹉 ��� 㑇ᵓᅗ

プ状になっており、そのまま床面に至っており、こちらが壕部分への入口と考えられる。一方、東方及び

西方の張り出し部は 0.1 ～ 0.2 ｍと浅くその性格などは不明である。床面は南北端に部屋が取り付く平面

H 字状で、南側が 0.9 × 1.2 ｍ、接続部は幅 1.0・長さ 1.5 ｍ、北側が 1.5 × 2.5 ｍの広さを有する。遺

物は床面より多量に出土しており、南東側には本土産近代磁器࿸・ࡼなど、接続部には沖縄産陶器壺が３

基直立しておりその周辺には炭化種子や布片、北西側には沖縄産陶器壺と๮状の木材などが出土した。南

東側では焼土が見られたが、この場でՐを受けたものかは不明であった。内部の堆積をみると、南より流

れ込んだ状況が窺えるので、現在天井がない部分にもあったもしくは֖状のもので覆われていたが、それ

らが無くなった状態に土が流入もしくは埋められたものと考えられる（第 67 図、図版 96・97）。

　ＳＫ 025 は、長さ 4.6 ｍ、深さ 0.6 ｍの土坑で両端が大きく部屋状に張り出した平面が H 字状である。

南側は平面ತ形で短軸が幅 2.0・長さ 0.8 ｍ、長軸が幅 3.0・長さ 1.0 ｍ、接続部が幅・長さ共に 1.2 ｍ、

北側は幅 2.8・長さ 1.6 ｍを測る。南北の部屋の中央部分と接続部の床面には５cm の段差があり、周辺

はベッド状に高くなっている。遺物は南東に沖縄産陶器壺、北西には本土産近代磁器香࿍、南側中央には

同小࿸、北東の壁面には同࿸・ࡼ、ガラス瓶、ハブラシなどが点在して出土している。堆積状況は、拳大

の地山ブロック土が多く見られるので人為的に埋めた可能性が高い。壕ＳＫ 004 と比べると浅く天井部

は有していないと思われるが床面の平面形態が類ࣅしており、本調査で壕とした遺構と同様に遺物の出土

量が多く、やはり沖縄戦に伴う何らかの遺構と考えられる（第 68 図、図版 98）。

　他の遺構としては、ＳＫ 006・008・009 などはまとまって存在する長方形の土坑だが、区画とは方向
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ᅗ∧ �⏬区ࠉ� �� 㹑㹉 ���（上…西より　中・下左…遺物出土状況詳細　下右…断面）
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（S=1/1�0）
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➨ �� ᅗࠉ区⏬ �� 㹑㹉 ��� 㑇ᵓᅗ

ᅗ∧ ��⏬区ࠉ �� 㹑㹉 ���㸦ୖ͐すࠉࡾࡼୗᕥ͐㑇≀ฟᅵ≧ἣヲ⣽ࠉୗྑ͐㕲㘠ෆ☢ჾ─㝖ཤᚋ㸧

が ҟ な る。 Ｓ Ｋ 046 は、B 地 区

ＳＫ 010 などのように不整形な

断面で、埋土も地山の変色の可能

性が高い。
区⏬ ��　 南 は Ｓ Ｄ 006 で 区 画

11、 東 は Ｓ Ｄ 003 で 区 画 10 と

接している。本区画の遺構はＮＲ

001 の上面で確認されている。な

お、ＳＤ 005 はＮＲ 001 に並行

するもので、ＳＤ 001 に切られ

ているように他の遺構よりは古い

と考えられる。一方、境界として

捉えたＳＤ 006 は్切れていた

が、東側にはＳＤ 005 と並行す

るのではなく区画の方向を示すと

考えた（第 69 図）。

　ＳＫ 001 は、2.6 × 3.2 ｍの不整な方形で深さは

0.35 ｍの土坑で、మುと本土産時期ࡼが重ねられ

て出土しており、埋納したものと思われる（第 70 図、

図版 99）。

　他にＳＫ 047 は埋土に拳大の礫とค末状のセメ

ントと思われるものが混じり、ＳＫ 002 は明らか

に重機の௺痕が残る。このように、本区画の土坑の

多くは戦後以降の新しい可能性が高い（第 71 図、

図版 100 ～ 103）。
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第４節　遺物
　遺物の種類としては、グスク時代以前は石器・中国産陶磁器等、近世～近代は中国・本土・沖縄産の各

陶磁器、瓦、石・金属・ガラス・プラスチック等の各種製品があり、遺構出土のものと特徴的なものにつ

いての出土点数は 10,989 点である（第１表）。自然遺物については、当センター保管サンプルをもとに

同定しており、֋類を第 42 表・図版 133・134、獣ڕ骨を第 43 表・図版 135 ～ 138 にまとめた。

　以下、種類ごとにその概要と分類について説明し、調査区ごとに掲載遺物の中で特徴的なものを記述し

ていくことにするが、記載に当たっての断り書きを記す。陶磁器類の小型品を便宜的に、小ࡼは 11cm ະ

ຬ以下、小࿸・小ുは 10cm ະຬ、小ഋは７cm ະຬとした。石材名は岩石標本等を参考に同定したもの

である。各遺物の出土量については先述のように遺構出土及び特徴的なものについて集計しており、出土

した遺物の全てではない。集計表では同一ݸ体と思われるものは１つと数えた。

１　グスク時代以前の遺物
　時代不明の土器片もみられるが、明確なものとしては石器、中国・タイ産陶磁器がある。
▼ჾ（第 16・17 表）　ຏ製石佁は図示されている２点が出土している。輝྘岩製（766）と྘色片岩製（129）

とが認められ、ともにਕ部にはਕ縁に対して斜方向の線条痕が残されることからॎ佁と推定される（図版

ᅗ∧ ౑⏝⑞（766）ࡿࢀࡽぢ࡟ล㒊ࠉ���

時代 個数 個数
先史 7 7

⻘磁 12
⽩磁 51
⻘花 269
褐釉陶器 21
その他陶磁器 17

1
71

施釉陶器 2461
無釉陶器 3382
陶質⼟器 486

2496
17
876
50
164
358
26
9
14
6
2
2
1
1

130
4
4
1
10
1
9
30

1509

189

10989

分類

中国産

タイ産褐釉陶器

⽯器

371

8913

⼟器
漆喰
漆膜
⽊製品・⽊材
⽯材

合計

軍靴

不確定

本⼟産近世陶磁器

⽡
銭貨
本⼟産近代陶磁器
⽯造物・⽯製品
ガラス製品
⾦属製品
プラスチック製品
ゴム製品

銀紙
布
円盤状製品
産地不明陶器
⼟製品

グスク〜
近世

沖縄産近世〜
近代

近代
レンガ
乾電池
⾻製品

104）。また、特に前者は重厚・全面ݚຏ・側面定角・輝

྘岩製などの特徴から、縄文時代൩期に多いタイプである

（大堀 2014）。Ꮟ石類は３点が出土しており、そのうちの

１点が図示されている（626）。輝྘岩製で平坦面がݚຏ、

端部がᏏ打に用いられている。その他図示していない石器

には、チャート製の̪Ｆ（微細Ṟ཭Ṟ片）や細粒࠭岩製の

台石が出土している。
୰ᅜ⏘㝡☢ჾ（第２～４表）　出土量は多くはないが、明

代の੨磁・白磁（෱建産）・੨花・褐ᬵ陶器が出土しており、

概ね 15 ～ 16 世ل代のものである（瀬戸ほか 2007）。ただ、

褐ᬵ陶器壺（476）は四ࣖ壺であるがややੇ಑であまり見

られない資料であるので、近世に下るものかもしれない。
。㔙㝡ჾ　壺の಑部片が１点出土している〓⏘࢖ࢱ

➨㸯⾲ࠉேᕤ㑇≀ฟᅵⅬᩘ
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２　近世～近代の遺物
　出土量では本土産近代陶磁器、沖縄産陶器がѹ౗的に多いが、近世の中国・

本土産陶磁器も見られる。また、金属・ガラス・プラスチック製品は戦後に及

ぶものもある。

㸦㸯㸧୰ᅜ⏘㝡☢ჾ

　最も多いのは清代੨花で 259 点を数え、徳化窯、ܠ徳௟窯のほか、明確な

୊˕˕නɻ中国産⽩磁
産地 器ܙ 分類�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ 合計

ঘ࿺ ʷ 1 1

ঘ഍ ʷ 1 1

ʷ 1 1 2

̚ 1 1

ൃ ʷ 1 1 2

࿺ ʷ 1 1

ঘ࿺ ʷ 1 1 2

഍ ʷ 1 14 10 12 37

ঘ഍ ʷ 1 1 2

不明 ʷ 1 1 2

2 18 15 16 51

ಛ௡ܢ

ෳݒ

ಛԿ

࿺

合計

୊˕˕නɻ中国産⻘磁ॄ計න

器ܙ 分類�෨Ғ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ 合計

ᶝ 2 3 1 6
ᶟ 1 1
ᶝ 1 1
ʷ 1 1

෇ ʷ 1 1
ᶝ 1 1
ᶞ 1 1

3 6 3 12

࿺

ࡾ

不明

合計

時代 産地 器ܙ 分類�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ 合計 ૱計

܊̛ 1 1

ʷ 2 1 3

ঘ࿺ ʷ 1 1

܊̚ 1 1

ʷ 1 1 2

෇ ʷ 1 1

㦈य ࿺ ʷ 1 1

࿺ ʷ 8 8 3 19

ঘ࿺ ʷ 1 1 2

ࡾ ʷ 1 1 2

഍ ʷ 2 2

ঘ഍ ʷ 2 2

෇ ʷ 1 1

࿺ ʷ 1 40 50 31 122

ঘ࿺ ʷ 5 1 6

ൃ ʷ 1 3 4

෇ ʷ 1 1

֘ ʷ 1 1

不明 ʷ 12 12

࿺ ʷ 1 32 30 10 73

ঘ࿺ ʷ 1 1 2

ࡾ ʷ 2 3 5

഍ ʷ 1 1

不明 ʷ 4 4

3 90 117 59

10

28

146

85

269

࿺

ࡾ

合計

明

ੜ

ಛ௡ܢ

ಛ௡ܢ

ෳ߁・ݒ౨

ಛԿ

生産窯は不明だが෱建・広東産と思われるものが

あり、࿸が 214 点とѹ౗的に多い（第４表）。白

磁は徳化窯とܠ徳௟窯のものが近世のものと思わ

れる（第３表）。その他、主に徳化窯系と考えら

れる色絵・ྤཨᬵ、宜ڵ窯の急ਢ等の無ᬵ陶器、

྘ᬵ・褐ᬵ磁器がある（第５表）。

㸦㸰㸧ᮏᅵ⏘㏆ୡ㝡☢ჾ

　陶器・છ付・色絵・土器があるが 71 点と出土

量は少ない（第６表）。陶器では関西系の褐ᬵᎬ

ു（189）や灰ᬵの࿸（261）・ು（145）・֖ （146・

320）、ං前の灰྘ᬵ࿸（335・336）・（337）ࡼ

の他、掲載していないがḈຎの壺・急ਢがみられ

る。છ付は草花文࿸（335）、ೱいコバルトでඳ

かれる֖（762）がある。

㸦㸱㸧ᮏᅵ⏘㏆௦㝡☢ჾ

　明࣏～戦前・戦中に使用された陶磁器類で 876

点出土している（第７表）。陶器と磁器があるが、

後者の中には、昭和 16 ～ 21 年に戦時中の国に

よる陶磁器生産の౷制・管理を行ったことを示す

౷制番号が標示されているものがある。
㸯㸧☢ჾ

　磁器は 854 点で、器形としては、࿸・小࿸・ࡼ・

小ࡼ・小ഋ・急ਢ・瓶などがあるが、࿸・ࡼ類が

654 点と７割以上占める。技法により下記のＡ

～̜類に分類しており、以下その特徴を記す（第

８表）。生産地で見ると、Ａ類が౐部産、Ｂ～Ｆ

類が瀬戸・美ೱ系と考えられ、౷制番号も見られ

୊˕˕නɻ本⼟産陶磁器ॄ計න
分類 産地 器ܙ�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ ࡳ ೼घ ঘ計 中計 ૱計

࿺ 4 7 1 12
ࡾ 1 4 5 1 11

不明 1 1

௹ 1 1

ਤٺ 1 1

࿺ 1 1 2

ࡾ 1 1

֘ 1 2 3

ೃ 1 1

Ꭾൃ 1 1

௹ 1 1 2

不明 3 3

࿺ 5 8 2 15

ঘ࿺ 2 2

ࡾ 1 4 1 6

෇ 4 1 5

֘ 1 1

不明 1 1
৯ֈ ඄઴ ঘࡾ 1 1
⼟器 不明 ᗁᖽ 1 1

5 22 35 6 2 1合計

陶器

ઝ෉

඄઴

Ḋຐ

ؖ੤ܧ

不明

඄઴

1
2

71

39

24

2

8

5

30

୊˕˕නɻ中国産その他の陶磁器
झ類 器ܙʙ෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ 合計 ૱計

࿺ 1 1 2
ঘ഍ 1 2 3

഍ 1 1
ྦཪ釉 ঘ഍ 1 1 1
ྚ釉 不明 1 1 1
褐釉磁器 ഍ 1 1 2 2

ਤٺ 1 3 1 5
ೃ 1 1

不明 1 1

3 6 6 2 17 17

৯ֈ

無釉陶器

合計

6

7

➨㸰⾲ࠉ୰ᅜ⏘㟷☢

ฟᅵⅬᩘࠉࠉࠉࠉ

➨㸱⾲ࠉ୰ᅜ⏘ⓑ☢ฟᅵⅬᩘ

➨㸲⾲ࠉ୰ᅜ⏘㟷ⰼฟᅵⅬᩘ

➨㸴⾲ࠉᮏᅵ⏘㏆ୡ㝡☢ჾฟᅵⅬᩘ

➨㸳⾲ࠉ୰ᅜ⏘ࡢࡑ௚ࡢ㝡☢ჾฟᅵⅬᩘ
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୊˕˕නɻ本⼟産近代陶磁器
झ類 分類�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ 他ō不明 ঘ計 中計 ૱計

̘類 49 41 23 7 120
̙類 14 6 1 21
̚類 3 8 4 1 16
̛類 1 3 1 5
̜類 1 1 2
̝類 1 1
̞類 12 6 3 4 25
ʷ 3 3
̘類 1 1
̙類 53 54 23 17 147
̚類 3 3 9 15
̛類 12 22 5 7 46
̜類 4 11 8 2 25
̝類 4 3 1 8
̞類 17 6 2 25
ʷ 4 1 5
̘類 2 5 7
̙類 42 2 2 46
̚類 1 3 1 5
̛類 4 4
̜類 2 2
̝類 5 1 6
ʷ 1 1 2
̘類 4 1 5
̙類 52 4 2 58
̚類 2 1 3
̛類 3 1 4
̜類 1 1 2
̝類 44 44
̞類 1 1
̙類 10 3 13
̚類 2 1 2 5
̛類 5 1 1 7
̜類 2 12 3 2 19
̝類 9 6 2 1 18
̞類 2 4 1 7
̙類 1 1
̚類 1 3 1 5
̜類 1 1 1 3
̝類 1 1 2 4
̞類 1 1
ʷ 1 1 2
̙類 1 1
̝類 1 1 2
̚類 1 1
̛類 1 2 1 4
̘類 2 1 3
̙類 2 1 1 4
̙類 5 5
̚類 3 3 6
̛類 2 2
̝類 5 2 7
ʷ 1 5 6
̙類 2 1 1 4
̚類 4 7 5 4 20
̜類 1 1
ʷ 1 1 1 3

֘ ̚類 1 1
̙類 1 1
̚類 1 1 2
̜類 2 1 3
̝類 1 1 2 4
ʷ 1 1 2

ਭࠫ ʷ ̜類 1 1 1
ࢢ֗ ʷ ʷ 1 1 1

̙類 1 1
̚類 2 1 3
̛類 1 1
̜類 2 2
ʷ 22 1 1 24

࿺ ʷ ʷ 1 1 2
ঘ࿺ ʷ ʷ 1 1
ࡾ ʷ ʷ 1 1 2
ঘࡾ ʷ 2 2
෇ ʷ ʷ 1 1

ʷ ʷ 1 1
֘ ʷ 1 1

֘ ʷ ʷ 1 1
ਤٺ ʷ ʷ 1 6 1 8
౮ͪΞΈ ʷ ʷ 1 1
ୀ物 ʷ ʷ 1 1
不明 ʷ ʷ 1 1

382 247 134 90 23

ʷ

Ւ೘

֘

ਤٺ

౮ಷ

ʷ

ʷ

ਐ

ʷ

ʷ

ʷ

ʷ

ʖ

ঘൃ

࿏ߵ

器ܙ

合計

磁器

陶器

࿺

ঘ࿺

ࡾ

ঘࡾ

ঘ഍

෇

不明

ൃ

ʷ

ʷ

ʷ

ʷ

876

854

22

193

272

72

117

69

16

3

5

7

26

29

12

31

分類 कགྷ産地 器ܙ ঘ計 ૱計
࿺ 120
ঘ࿺ 1
ࡾ 7
ঘࡾ 5
Ւ೘ 3
࿺ 21
ঘ࿺ 147
ࡾ 46
ঘࡾ 58
ঘ഍ 13
ঘൃ 1
Ւ೘ 4
֘ 5
ਤٺ 4
౮ಷ 1
෇ 1
不明 1
࿺ 16
ঘ࿺ 15
ࡾ 5
ঘࡾ 3
ঘ഍ 5
ਤٺ 20
֘・ਤٺ 1
֘ 6
࿏ߵ 1
౮ಷ 2
෇ 5
不明 3
࿺ 5
ঘ࿺ 46
ࡾ 4
ঘࡾ 4
ঘ഍ 7
࿏ߵ 4
֘ 2
不明 1
࿺ 2
ঘ࿺ 25
ࡾ 2
ঘࡾ 2
ঘ഍ 19
ਤٺ 1
ਭࠫ 1
౮ಷ 3
෇ 3
不明 2
࿺ 1
ঘ࿺ 8
ࡾ 6
ঘࡾ 44
ঘ഍ 18
ঘൃ 2
౮ಷ 4
෇ 4
֘ 7
࿺ 25
ঘ࿺ 25
ঘࡾ 1
ঘ഍ 7
෇ 1
࿺ 3
ঘ࿺ 5
ࡾ 2
ਤٺ 3
౮ಷ 2
֘ 6
෇ 2
ࢢ֗ 1
不明 24

59
・ރੋ
ඔೳ他

不明

・ރੋ
ඔೳ

̘類
ʤܗ紙ʥ

̙類
ʤ఺ࣺʥ

̚類
ʤઝ෉ʥ

̛類
ʤクϫム
⻘磁ʥ

̜類
ʤ⽩磁ʥ

૱計

̞類
ʤ国຿
ৱ器他ʥ

854

౒෨

48

・ރੋ
ඔೳ

・ރੋ
ඔೳ他

・ރੋ
ඔೳ他

・ރੋ
ඔೳʃ

̝類
ʤ৯ֈʥ

136

302

82

73

60

94

➨㸵⾲ࠉᮏᅵ⏘㏆௦㝡☢ჾჾᙧูฟᅵⅬᩘ ➨㸶⾲ࠉᮏᅵ⏘㏆௦☢ჾศ㢮ูฟᅵⅬᩘ
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る。̜類にはいわゆる国民食器も含んでおり、大半は瀬戸・美ೱ系と思われるが産地が不明のものもある。
㸿㢮ࠉᆺ⣬ᦾࡾࡼ࡟ࡾ⤮௜ࡢࡶࡿࡍࡅ

　大半は౐部産のものと考えられѹ౗的に࿸が多く、沖縄で「スンカンマカイ」と称されていた。高台内

に౷制番号「⣀ 2」（302・634）と「⣀ 11」（560 ～ 563）が入るものもある。

ྠ花状大（570）ࡼはあまり見られない。（231・400）はՐ入の׬品で口縁が内側に厚くなり、࿸と同様

の௽・草花がඳかれる。
㹀㢮ࠉ㖡ᯈ㌿෗ࠊุ࣒ࢦࡸ྿ࡿࡼ࡟➼⤮ࡁ⤮௜ࡅ

　瀬戸・美ೱ系のもので、同一の原版を使用したものがあり、෱字文࿸（520 ～ ・では௽３Ӌ（448ࡼ、（524

533 ～ 536・582・583）・੨ക花（572 ～ 578）・྘ക花（382 ～ 385）・天保通ሞなどのમ文がඳかれる（579・

580）、小ࡼではڕ文（386・387・730 ～ 748）などがみっれる。また、壺ਚくしは（451・450）ࡼ、小

538）ࡼ ～ 542）と共通する構図がみられる。

　໏には、౷制番号は小࿸で「ذ 303 ʁ」（638）と「ذ 450」（648 ～ 650）、「新ڵ陶器」໏の小࿸（652

～ 655）、「ヤマカ陶器။社」໏の༸食器（692）ࡼなどがある。
㹁㢮ࠉᰁ௜

　多くは瀬戸・美ೱ系と思われるが、Ｂ類のように同タイプがෳ数見られることが少ない。特徴的なも

のとして、「常山」໏の一合徳利瓶（672）、ֈ文の࿸（67）、మᬵ班が見られる小ഋ（181）と急ਢ（93）

があり、（601・602）は急ਢの֖とセットである。あまり見ないものとして、（673）は٭部のみに文様

がある香࿍などがある。
㹂㢮࣒ࣟࢡࠉ㟷☢

　瀬戸・美ೱ系で׬品のものは少ない。
㹃㢮ࠉⓑ☢

　（656 ～ 659）のように外底に「岩」໏が見られるものなど瀬戸・美ೱ系と思われるが、（603）の水差

はあまり見かけない。
㹄㢮ࠉⰍ⤮

　型ࢴを使った上で色絵付しているものが多く、木ᣀ文小584）ࡼ ～ 588・693 ～ 729・761）、いわゆ

る軍ഋ（22・667）などがある。ઔ文がඳかれた角ࡼは（642 ～ 645）あまり見られない。
㹅㢮ୖࠉグ௨እࡢࡶࡢ

　幾つかのタイプが見られる。いわゆる口縁に྘色のݍ線を巡らす「国民食器」には、小࿸（240・430

～ 439・530 ～ 532・568・569）、࿸（216・278・529）があり、その౷制番号には「ヤマカ陶器　ذ

ذ」、（278・216）「143 ذ」、（569）「280 464」（430 ～ 437・530 ～ 532）が見られる。

　（464・467）はいわゆるⅧ平焼の角型小ࡼで、生産地でࡼＤ類（角ࡼ変形）Ⅱに分類されるもので、明

࣏中ࠒ～大正まで焼かれたものと考えられている（兵庫県教育委員会 2005）。

　その他、（104）は絵付けがある྘ᬵ࿸、（277）は྘・஡色のݍ線を巡らし໏が「⣀ʁ」と見え౐部産

のものか、（480・565・566）は஡色ᬵ࿸などがある。
㸰㸧㝡ჾ

　陶器類は少なく、瀬戸・美ೱ系の「意匠新ऺ登録」໏がある格子状の౬たんΆ（319）や、印判による

花文の༸食器、（338）ࡼ	605・604
 は近代陶器の֖付ുがある。

㸦㸲㸧Ἀ⦖⏘㝡ჾ

　沖縄産陶器には、施ᬵ陶器、無ᬵ陶器、陶質土器がある。
㸯㸧᪋㔙㝡ჾࠉ
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୊˕˕නɻ沖縄産施釉陶器ॄ計න
器ܙ 分類�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ 他 合計 ૱計

̘類 9 214 222 163 608
̙類 4 43 43 25 115

̚類 1 1 5 7

̚�1類 32 211 199 112 554

̚�2類 31 79 51 26 187

ʷ 3 3
̘類 1 11 1 3 16
̙類 18 11 4 33

̚類 2 2

̚�1類 2 12 4 7 25

̚�2類 12 55 10 32 109

̚�3類 1 10 2 2 15

ʷ 1 1
ࡾ 2 26 8 4
ঘࡾ 2
഍ 2
ঘ഍ 1
෇ 2 3 40 28
௹ 3 4 10 1
ൃ 2 18 33 19
Ꭾൃ 1 1
ೃ 16 5 1 4
࿏ߵ 2 2 2 3
Ւ࿏ 5 2 1
Ւ೘ 4 15 20 7
֘ 25 7 12
ਤٺ 1 21 70 23 14
ਭథ 1
౰明۫ 1
ठ器 7 26 9 1
ୀ物 1 51 9
Ԑ؇ 1
不明 2 205

110 804 1024 490 33合計

࿺

ঘ࿺

1474

201

40
2
2
1
73
18
72
2
26

1

9
8
46
44
129

2461

1
43
61
1
207

୊˕˕නɻ沖縄産無釉陶器
器झ 分類�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ 他・不明 合計 ૱計

࿺ 2 1
ࡾ 2 5 1 4
෇ 3 15 85 41
ൃ 3 110 13 38
Ꭾൃ 1 65 204 47
৪⽊ൃ 1

̘類 25 34 59
̙類 14 33 47

ʷ 580 76 10 666
̘類 2 14 16
̙類 3 2 5

ʷ 45 11 56
௹・伭 1150 88
ೃ 1
Ւ࿏ 5 3
Ւ೘ 10 4 1
֘ 5 3
ਤٺ 1 3
ୀ物 1 2
್࣏Յ޽品 8
器झ不明 603 4

54 303 2687 317 10 3382

8
4
3
8
607

合計

௹

伭

3

772

77

12
144
164
317
1

1238
1
8
15

୊˕˕නɻ陶質⼟器ॄ計න
器ܙ�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ ԓ෨޳〜ࡳ ࡳ ࣘ ஭޳ 合計
ࡾ 1 2 2 1 6
ൃ 1 26 4 11 42
ೃ 32 87 2 121
Ւ࿏ 13 6 5 7 31
֘ 12 3 1 2 7 25
ਤٺ 1 29 3 4 37
Ւ೘ 8 14 5 27
ୀ物 1 1 2
௹ 1 1 2
౰明۫ 2 2
不明 6 185 191

合計 2 103 331 30 2 7 7 4 486

　方言では「上焼 	 ジョウヤチ 
」と称され、生地土

に白化হやᬵༀを施すものである。器形は࿸・小࿸・

。壺・瓶・香࿍・Ր入・֖・ञ器・水ణがある・ു・ࡼ

2,461 点出土しており、なかでも࿸が多い 	 第９表 
。

特徴的なものとして、௏形の水ణ 	201
 がある。࿸・

小࿸については白化হや文様の有無、ᬵༀの種類から

以下のように分類している。なお、小片のため図化し

ていないものもある。
　☇ࠉ

A 類ɿ白化হをせず、生地土に直接灰ᬵを掛けるもの。

B 類ɿ白化হをせず、生地土に直接黒ᬵを掛けるもの。

C 類ɿ白化হを施し、ᬵを掛けるもの。文様の有無に

より２つに細分。

　　　　１－無文　　２－有文
　☇ᑠࠉ

A 類ɿ白化হをせず、生地土に直接灰ᬵを掛けるもの。

B 類ɿ白化হをせず、生地土に直接黒ᬵを掛けるもの。

C 類ɿ白化হを施し、ᬵを掛けるもの。文様の有無や

外面の加工により３つに細分。

　　　　１－಑部面取り　　２－無文　　３－有文
㸰㸧↓㔙㝡ჾࠉ

　方言では「ߥ焼 	 アラヤチ 
」と称され、比較的高

Թで焼成された焼き締め陶器であり、自然ᬵやటᬵ、

マンガンᬵが掛かるものもある。このうち、通有のも

のより色調がಷくߗ質で自然ᬵなどが掛かる「初期無

ᬵ陶器」とされる一群は本調査ではほとんど出土して

いない。

　器形はࡼ・ു・Ꭼു・瓶・壺・植木ു・֖・甕がある。

3,382 点が出土しており、多くは甕・壺の಑部片であ

り、口縁・׬品のݸ数ではു 113 点・壺 106 点となっ

ており、この２つが主体と思われる 	 第 10 表 
。

　特徴的なものとして、ೋ次加工品と思われる方形状

の破片が出土している（９）。᫛᫡痕などからുの破

片と考えられるが、用్不明である。壺・甕について

は口縁部の形状やᰍ部の有無から以下のように分類し

ている。

　ና　口縁の形態から２つに分けた。

　　A 類ɿ玉縁状　B 類ɿ方形状

　⏎　ᰍの有無で２つに分けた。　　

　　A 類ɿ有ᰍ　　B 類ɿ無ᰍ

➨㸷⾲ࠉἈ⦖⏘᪋㔙㝡ჾฟᅵⅬᩘ

➨ �� Ἀ⦖⏘↓㔙㝡ჾฟᅵⅬᩘࠉ⾲

➨ �� 㝡㉁ᅵჾฟᅵⅬᩘࠉ⾲
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ᅗ∧ Ⰽㄪศ㢮⎼ࢫࣛ࢞ࠉ���

㸱㸧㝡㉁ᅵჾ

　方言では「アカムヌー」ຢは「カマグァーヤチ」などと称されるೈ質焼成の土器群で 486 点出土して

いるが、かなりの小破片であった 	 第 11 表 
。

㸦㸳㸧⏘地୙᫂㝡ჾ

　４点あるが、掲載したものは格子タタキ目がある破片で壺等か、その傾きからの陶製のුきとも考えら

れる（137）。

㸦㸴㸧࢞ࣛࢫ〇ရ

　ガラス製品はガラス瓶が主体で、その他にビー玉、ランプּなどが確認された（第 12 表）。色調別の

集計は色調と用్が関連するガラス瓶と、֖、器種・用్不明品に対してのみ行った。
⎼ࢫࣛ࢞

　用్の特定や色調分類は『ガラス瓶の考古学』（ࡩ井 2006Q130�135）や『日本のレトロびん』（平成ボ

トル 2017）۞ָ部を参考にした。神山古集落で出土したガラス瓶は清ྋҿ料瓶、調ຯ料瓶、金平糖瓶、ༀ瓶、

化হ瓶、છ料瓶、インク瓶に用్が分けられる。྘色系には୶い྘色も含み、色調観察は肉眼で行った（図

版 105）。

　瓶の用్は以下のように分類した。
Ύᾴ㣧ᩱ⎼…コーラをはじめとする清ྋҿ料水を入れていた瓶ࠉ
ㄪ࿡ᩱ⎼…ে༉瓶、化学調ຯ料瓶等ࠉ
㔠ᖹ⢾⎼…金平糖を入れていた瓶ࠉ
瓶等ࡎ஬ࡴ、目ༀ瓶、ࡎ整௎、ࡎ௟௧…⎼⸆ࠉ
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໬⢝⎼…化হクリーム瓶、化হ水瓶、ϙマード瓶等ࠉ

。インクを入れていた瓶…⎼ࢡࣥ࢖　

　ᰁᩱ⎼…ໟછめ、布છにつかうછ料を入れていた瓶。

　清ྋҿ料瓶の特徴的なものを説明する。コーラ瓶には瓶に直にロΰマークを印刷しているもの（519）

があり、この表記方法が第ೋ次大戦後からのものであることや、1960 年代に施されるようになったナー

リングと呼ばれる底面のತԜの加工もみられることから、戦後の遺物と考えられる（ࡩ井 2006Q17�18）。

　今回確認されたニッキ水かみかん水瓶と考えられる瓶（321）は首里城跡の׻会門・久慶門内側地域の

発掘調査で出土した۲だんご状のガラス製品とࣅࠅし、同様の製品の可能性がある（沖縄県 1988Q138�

139,204）。ニッキ水の「ニッキ」は樹皮が香ਏ料に用いられる肉ܡと呼ばれる木のことで、これを使用し

たҿ料水をニッキ水と呼び、みかん水はຶ׷の皮からできた香༉で風ຯを付けた無果ोのҿ料水で、これ

らはବ՛子屋などでചられていたという（平成ボトル 2017Q90,96）。

　 調 ຯ 料 瓶 に は ে ༉ 瓶 や 化 学 調 ຯ 料 瓶 が あ り、「N0%ASH0:6 C0 -5% 5RA%E	6 角 形 に ᤈ の マ ー ク）

.ARK」（42・507）のエンボスがみられるে༉の一ঋ瓶は野田ে༉（のちのキッコーマン）の製品で、

ে༉の一ঋ瓶は大正 7（1918）年にൢചをはじめている（ࡩ井 2006Q54）。化学調ຯ料瓶としては、底

部に「A+*N0.050」のエンボスがあ

るもの（367）が出土している。

　金平糖瓶（388）は中਎を食べ終わっ

たら؝具になる「՛子入り؝具瓶」の

一種と考えられ、大正末期から昭和初

期にかけて子どもに人気があり、ବ՛

子よりも高Ձで高嶺の花であったい

われる（平成ボトル 2017Q106）。金

平糖瓶の県内類例は北谷ொの平安山

原 A 遺跡の報告にみられる（北谷ொ

2016Q49�51）。

　ༀ瓶には「P0-:5A.*N」（38）、「神

ༀ」（121）、「8akamoUo」（203）、「E:E 

-05*0N R0H50」（244） な ど の エ ン

ボスが確認でき、これらのༀ瓶には࣎

ཆ強૖や気つけ、ң௎、眼පへのޮ能

が窺われる。また、ༀ瓶には南風原

ொの旧日本軍壕などでみられるような

アンプルは確認できなかった（南風原

ொ 2000,2008a,2008C,2010）。化হ瓶

には化হクリーム瓶もしくはϙマード

瓶、化হ水瓶と考えられるものがみら

れる。用్不明瓶の中には県内製造の

ガラス製品に形状がࣅるものもみられ

た（195・196）（倉成 2007Q92）。

　ガラス瓶は無色系が清ྋҿ料瓶から

器झ ৯௒ ༽౏�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ಓ෨ ఊ෨ ԓ෨޳〜ࡳ ࡳ ʷ 不明 合計 ૱計

ࠉ Կ঻෇ 1 1

ࢷ Կ঻෇ 1 1

༂෇ 9 1 1 11

༂෇͖Կ঻෇ 1 1

不明 1 2 4 7

ԭ ༂෇ 1 1

ੜྍӁྋ෇ 1 1
ੜྍӁྋ෇
͖༂෇

1 1

ઝྋ෇ 1 1

不明 2 4 4 10

αώϩφ ༂෇ 3 1 1 1 6

ੜྍӁྋ෇͖௒ັྋ෇ 1 1

௒ັྋ෇ 4 1 1 6

༂෇ 2 2

インク෇ 1 1

不明 5 3 8

ੜྍӁྋ෇ 4 1 5

௒ັྋ෇ 1 1 2

⾦ฑ౸෇ 1 1

༂෇ 6 1 2 2 11

༂෇͖Կ঻෇ 1 2 3

Կ঻෇ 4 1 5

インク෇ 1 1

ઝྋ෇ 1 1 2

不明 3 7 4 14
༂෇
͖Կ঻෇

3 2 3 8

Կ঻෇ 5 2 7

不明 1 1

ྚ ʷ 1 4 1 1 7

無 ʷ 2 2

ランプ־ ⽩ ʷ 15 15 15

ランプの་௹ ⻘ ʷ 1 1 1

൚ガラス 無 ʷ 5 5 5

αップ 無 ʷ 1 1 1

۫؟ ⽩・⻘ ʷ 1 1 1

ྚ ʷ 1 1

ྚ・⽩ ʷ 2 2

無・੼ ʷ 1 1
無・⽩・
αώϩφ

ʷ 2 2

Ψイϩタンク 無 ʷ 1 1 1

ྚ 不明 1 1

無 不明 4 1 5

56 11 25 28 6 1 35 2合計

෇

֘

ϑʖۆ

不明

ண

ྚ

⻘

無

⽩

9

6

6

164

119

➨ �� 〇ရฟᅵⅬᩘࢫࣛ࢞ࠉ⾲
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છ料瓶まで用్が幅広く、஡色系とコバルト色系にはༀ瓶、もしくはその可能性がある瓶がภった。白色

系はༀ瓶や化হ瓶と考えられるものが占める。
〇ရࢫ௚࢞ࣛࡢࡑ

　瓶以外のガラス製品ではランプּ、ランプの༉壺の可能性があるもの、板ガラス、コップ、ビー玉、؝

具の可能性があるものが出土した。ビー玉はガラス瓶の全てが୯色であるのに対してビー玉はෳ数色（376

～ 379）と୯色のもの（380）があり、Ｃ地区ＳＫ 024 に集中してみられた。出土したランプּの色調

は全て白色で׬形品は無い。県内でのランプּは首里城跡で出土している（沖縄県 1988Q143,207）。

（７）金属製品

　材質からは、੨ಔ・మ・アルミニウムの他、多様な合金製品があり、358 点を数えた（第 13 表）。

　一方、用్で便宜的に、調理具、食器関係、૷০・ᅂ好品、文具、家財関係、交通関係、農具、工具、

兵器、不明と便宜的に分けたが、その中では工具 82 点、兵器 54 点の両者が目立った（第 14 表）。以下、

この用్分類によって、特徴的な遺物について記す。

୊˕˕ɻ⾦属製品
झ類 器झ 分類 個数 ૱計

電౰ ʷ 1
घᒛஆ ʷ 1
๔ஆ ʷ 10
॒ஆ ʷ 2
༂ᣝ ʷ 11
スプʖン ʷ 1
ϒンιッφ ʷ 1
Ӏघ ʷ 1
ֱ⾦ ʷ 1
ង ʷ 5
Ԑ؇ ʷ 4
೼घ ʷ 2
軍ౝ ʷ 1
不明 ʷ 29

ֱట 14
ట؛ 22

ය ʷ 1
Ωスガイ ʷ 14
スαップ ʷ 1
ϖラ ʷ 5
܅ ʷ 4
י ʷ 8
⾦Ṃ ʷ 3
᭱ ʷ 1
クγϑ ʷ 1
スϏψ ʷ 1
Ϛϩφ ʷ 2
Ϗイプ ʷ 1
佄 ʷ 2
ೃ ʷ 10
֘ ʷ 8
؊ ʷ 7
ऄ׊ 1
ఛర ʷ 4
ర۔ ʷ 6
రત ʷ 5
రᕧ ʷ 9
๔ஆ ʷ 21
ԭྟஆ ʷ 3
不明 ʷ 104

⻘ಖ・ర製品 不明 ʷ 3 3
൩ᚭの֘ ʷ 1
؊ ʷ 9
スプʖン ʷ 2
電౰ ʷ 1
ٯࢀ ʷ 1
チϣʖϔ ʷ 1
घᒛஆ ʷ 3
๔ஆ ʷ 2
不明 ʷ 7
合計

⻘ಖ製品

ర製品

Πϩϝ製品

合⾦製品

ట

70

258

12

15

358

༽౏ 器झ 個数 ૱計
佄 2
ೃ 10
スプʖン 3
൩ᚭの֘ 1
؊ 16
Ԑ؇ 4
ង 5
チϣʖϔ 1
ϒンιッφ 1
ֱ⾦ 1
Ӏघ 1
ऄ׊ 1
電౰ 2
೼घ 2

ި௪ؖܐ ఛర 4 4
ϖラ 5
י 8
܅ 4
Ωスガイ 14
クγϑ 1
スαップ 1
スϏψ 1
Ϗイプ 1
Ϛϩφ 2
⾦Ṃ 3
ٯࢀ 1
ట 36
ర۔ 6
రત 5
రᕧ 9
ය 1
᭱ 1
軍ౝ 1
๔ஆ 33
ԭྟஆ 3
घᒛஆ 4
॒ஆ 2
༂ᣝ 11
不明 143
֘ 8

௒ཀྵ۫

ৱ器ؖܐ

೸۫

۫޽

ฎ器

12

20

9

3

6

82

54

358合計

ૹ২・
ᅄ޹品

ช۫

Պܐؖࡔ

17

不明 151

　調理具では、ು（391・754・756）は、

口縁が緩やかに開きؙ底のもの方言で

は「シンメーナービ」と言われる形で、

（754）は口径 25m 台とかなり小型で外

面に੨色に着色したもので、他のものと

は用్がҟなるであろうか。また、Ӌ佂

（513・755）もある。

　食器関係には、スプーンにはいわゆる

ティースプーン（110・679）とデザー

ト ス プ ー ン（509） が あ り、（217） は

൧ᚫの֖で「۝۝」との໏があり、サイ

ズから٧؈と思われる؈にはమ᭕で覆わ

れたもの（315・419）と、アルミ製でカッ

プ状のもの（630）がある。

　 ૷ ০・ ᅂ 好 品 に は、 Ԏ 管（233・

255・510・752）、 គ は உ 性 用（257・

369）、ঁ性用（197・296・621）がある。

　文具としたものには他の用్もありう

るがサイズが小さく便宜的にまとめたも

ので、ピンセット（51）、絵の具やグリ

スを入れるような小型のチューブ（63）、

画板やボードの角金（511）がある。

　家財関係としたものにも他の用్も

あ り う る が、 ୻ ਠ な ど の 把 手（198・

268）、ԡ入れなどの引手（411）、ջ中

ి౮などの小型のものి౮部分（753）、

井戸の滑車（256）とした。

　交通関係としては、അ用と思われるఙ

➨ �� 㔠ᒓ〇ရᮦ㉁ูࠉ⾲

ฟᅵⅬᩘࠉࠉࠉࠉ

➨ �� 㔠ᒓ〇ရ⏝㏵ูࠉ⾲

ฟᅵⅬᩘࠉࠉࠉࠉ
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మ（179・180・350）がある。

　工具は最も多いが、 カスガイ（90 ほか）・角ఝ（61 ほか）・ؙఝ（160 ほか）、 金Ṁは大型（43・

287）、通常の先切りのもの（44）、クサビ（46）、スパナ（286）、石工用のᮓ（288）、おそらく測量機

器を載せる（330）٭ࡾを掲載した。

　 農 具 は、 ヘ ラ（45・96・113・218・263）、 、（412・392・351・292・128・125）ח ・316）܃

317・393・394）がある。

　兵器は、日本軍の可能性があるものとして、軍౛と思われる੨ಔ製ฑ（322）があるが、他は黄ྜྷ弾（318

ほか）、手ᒙ弾（188 ほか）、小ॐ・機ॐの弾・ༀᣛ、ロέット弾（114）、๒弾片などおそらく米軍の備

୊˕˕නɻ銭貨

時代 銭झ 個数

௪ሠ ߃ 1

Շܜ௪ሠ 1

Ӯ௪ሠװ 7

Ҳ銭 7

ʷ 無ช銭 1

合計 17

ੜ

ೖ本

୊˕˕නɻ⽯製品・⽯造物・⽯器・⽯材
झ類 器झ 個数 個数

౒⽯ 15

ݝ 4

⽯ޡ 1

⽯ӕ 7

⽯盤 9

֘ 1

ো 1

Ւ଩⽯ 1

һ෨⽯ 1

ે⽯ 4
໚Ν΍ͯ不明
⽯造物ฤ

1

不明 5

̬̝ 1

Ꮡ⽯ 2

ຑ⽯ 1

ຑ製⽯佃 2

ୈ⽯ 1

⽯材 ʷ 30 30

⽯製品

⽯造物

⽯器

合計

40

10

7

87

झ
類

器
झ

ޡ
⽯

⽯
ӕ

Ւ
଩
⽯ ֘ ো

һ
෨
⽯

໚
͍
Ε

̬
̝

ຑ
⽯

ୈ
⽯

⽯
材

ω
ー
ϑ

中
ཽ
࠯
آ

น
آ

ེ
ځ
⽯
օ
آ

ڿ
օ
آ

⽯
օ
質
࠯
آ

⽯
օ
質
࠯
آ

డ
آ

น
آ

೬
൚
آ

ω
ー
ϑ

น
آ

೬
൚
آ

チ
ャ
ー
φ

⽯
օ
質
࠯
آ

中
ཽ
࠯
آ

ͽ
Ξ
آ

ω
ー
ϑ

⽯
օ
質
࠯
آ

ེ
ځ
⽯
օ
آ

ེ
ځ
⽯
օ
آ

ω
ー
ϑ

డ
آ

ེ
ځ
⽯
օ
آ

ք
ශ
ڿ
ݽ
物

チ
ャ
ー
φ

ٍ
ྚ
آ

中
ཽ
࠯
آ

中
ཽ
࠯
آ

ٍ
ྚ
آ

ྚ
৯
ฤ
آ

ω
ー
ϑ

ͽ
Ξ
آ

ٍ
ྚ
آ

ω
ー
ϑ

中
ཽ
࠯
آ

ฤ
状
࠯
آ

డ
آ

น
آ

ེ
ځ
⽯
օ
آ

⽯
օ
آ

γ
ン
ゴ

γ
ン
ゴ
⽯

ྚ
৯
ฤ
آ

ϙ
ϩ
ン
ϓ
ェ
ϩ
ス

आ
໴
آ
͖
ʃ

γ
ン
ゴ
⽯

⽯
օ
質
࠯
آ

合
計 3 2 3 3 2 1 1 1 3 1 7 1 8 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 5 5 1 3 1 1 1 2 1 2 1 1 2 1 87

૱
計

⽯製品 ⽯造物 ⽯器 ⽯材

౒⽯ ݝ

ຑ
製
⽯
佃

ે⽯ 不明 �⽯盤 Ꮡ⽯

品と考えられる。また、不発弾は確認されなかったが、米軍のものと思わ

れるༀᣛ付きの小ॐ弾は調査時に随所で 20 本程度は確認したが遺物とし

ては取り上げなかった。その多くは 7.7mm 小ॐ弾で、掲載遺物ではॐ弾

（229）ༀᣛ（１・112・370）があたる。

　不明品として、特徴的なものをあげる。まず多く見られたのは֖で、特

に（251）はパッキンもついており何かの大型機ցのものか。子ๅ印とཅ

刻された小型の合金製品（314）、日本軍のものと思われる੕が線刻され

るಔ板（323）、文様がཅ刻される環状੨ಔ製品（389・390）、日本軍用Ϥー

ドチンキの੨ಔ製֖の可能性があるもの（622）など他にも様々なものが

ある。

㸦㸶㸧㖹㈌

　મ՟には、寛永通ሞ、一મ、清ேમ、無文મがあり、17 ຕを数える（第

15 表）。

㸦㸷㸧▼〇ရ

　石製品は、ݛ・碁石・౐石・਴・֖・石ӓ・印部石がある（第 16・17 表）。
４点出土している。石材はท岩製（56・123・254）とట岩製（124）ࠉ◵

とが認められた。ท岩製は沖縄県内で比較的出土するタイプの一つで、日

本産とみられる（大堀 2012）。一方でట岩製は不定形かつ両面利用など

の特徴から、県内で応急的に製作された製品の可能性がある。
▼┙　９点が得られおり、残存状態の良好な２点が図示されている。೪板

岩製（208）とท岩製（226）とがあり、ともに加工痕や使用痕が明ྎに残る。

石盤は明࣏から昭和初期まで学校教育において利用された筆記具で、日本

➨ �� 㖹㈌ฟᅵⅬᩘࠉ⾲

➨ �� ჾ࣭▼〇ရ࣭▼ࠉ⾲

㐀≀࣭▼ᮦฟᅵⅬᩘ▼ࠉࠉࠉࠉ
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୊˕˕නɻプラスチック製品ॄ計න
झ類�෨Ғ ఊ෨〜޳ ԓ෨޳ ʷ 合計

ϔラεࣅ 3 3
クε 6 6
ϓΡϩムίʖス 1 1
Ϛタン 6 6
֘ 1 1
定و 1 1
ధ 1 1
സ 1 1
不明 6 6

合計 1 1 24 26

産とみられる。
◻▼　図示された１点（237）のみが出土している。黒の碁石で೪板岩製。
◒▼　石製品中で最も多い 15 点が出土している。石材は細粒࠭岩（ଏ名ニービ）（54・55）、琉球石灰岩

（184・228・373）、石灰質࠭岩（260）、中粒࠭岩（294）、ڽ灰岩（53・757）など多種に及ぶが、県内

で֫得できる石材が利用されている。ただしڽ灰岩製のみは県外からの搬入品の可能性がある。
▼⮻　７点が得られている。คṢӓの上ӓ（119）と下ӓ（169・395・420）、性格不明（118）の３種

が確認される。下ӓはこぼれ目５区画で、沖縄で特徴的とされるものと一致する（ྠࡾ 1978）。沖縄の

石ӓ石材にはེ黄ௗ島産の輝石安山岩と細粒࠭岩が代表的であるが（神谷 1999）、この遺跡の資料は細

粒࠭岩製のみである。
༳㒊▼　図示された１点（64）のみが出土しており、Ａ地区ＳＫ 036 石囲い遺構の床石に転用されたも

のである。文字のூり込まれる正面はよくݚຏされるが、എ面は自然面である。໏には「かみʗま　山原」

とあり、字形の大きい「ま」がいろは記号で「かみ山原」が地名と読み取ることが出来る。

　਴とみられる有޸製品は、図示された１点（298）のみが得られている。重さ 307.8 ̶（82 ໴）。中粒

࠭岩製。

　֖とみられる資料は、図示された１点（515）のみが出土している。ほぼ欠ଛしているが、本来は側縁

部がࡿ状をなす。

　その他図示していない資料には、Ր打石の可能性のあるチャート片や礎石などが得られている。

㸦��㸧ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ〇ရ

　出土したプラスチック製品にはボタン、ᷱ、൅留めの可能性があるもの、ࣃブラシ、Ԏ管入れ、థ、ࡾ

角定規などが確認された（第 18 表）。

　ボタンはどれも円形で、円い޸の数が 4 つのタイプ（134、627）、2 つのタイプ（628・690・691）、

ཪにԣ位に 1 つ޸があるタイプ（689）に分けられる。

ᷱは૷০の無いもの（215・517・518）と、૷০ありのもの（168・516）がみられ、૷০の無いもの

は 3 点とも長軸が長く࣋ち手の部分がހ状であった。൅留めの可能性がある製品（269）はॊೈ性のあ

るプラスチックでできており、類例が県内では首里城跡の׻会門・久慶門内側地域の遺構調査（沖県教

1988Q92,138,139,144）や༩那国島のை原古墓群の報告（沖埋文 2007Q61�62）にみられる。

ブラシは植ໟ穴が長軸に沿ってࣃ　 4 条 66 穴（117）と 3 条 31 穴のもの（183・688）がある。Ԏ管入

れは長くἷ平な形状でඥ通しが付き、表ཪ面に波状文と両側面にԣ線が連なるもの（414）と、表ཪ面に

波状文のみのものがみられる（375）。థ（10）はඥが付き、色調の違う 2 つの部品を組み合わせて作ら

れている。ࡾ角定規（353）は目盛り以外に人名のような文字が刻まれている。
㸦��㸧⎰

　瓦は明ே系瓦が大半で 2,496 点を数える（第 19

表）。また、各地区と区画の出土傾向を部位が不明

なものを除いた最低ݸ体数を集計し、B 地区がѹ౗

的に多いことを確認した（第 20 表）。　

・平瓦（209・210）の瓦当型式は、既往の報告書ݢ　

分類では確認できなかった。（115・116）は赤色

系の೹文ؙݢ瓦だが、円形ではなく上方に伸びる可

能性もあり、明ே系ではなく不明瓦としておく。

➨ �� 〇ရฟᅵⅬᩘࢡࢵࢳࢫࣛࣉࠉ⾲
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㸦��㸧෇┙≧〇ရ

　円盤状製品は 130 点で、沖縄

産無ᬵ・施ᬵ陶器をૉ材としたも

のが多い（第 21 表）。
㸦��㸧ࡢࡑ௚ࡢ〇ရ

　その他の製品として、土製品

（165）ΰム製（354）ݛ、レンガ

、池（271）ిס、（397・396・232）

骨製品（473）、軍（421）ۺ、布

（629）、࣫ ບ（758）などがあるが、

詳細は観察表を参照されたい。

　ΰム製（354）ݛは、ཪ面に「サʁ

の文字がみられる。類例では「ݛ

୊˕˕නɻ⽡

झ類 ৯௒ 個数 個数

明௉؛ݤܧ ੼ 6 6

明௉ݤܧฑ ੼ 7 7

੼ 772

褐৯ 2

陶器質 125

੼ 1098

褐৯ 8

陶器質 32

੼ 437

օ 1

褐৯ 4

陶器質 2

不明؛ݤ⽡ ੼৯ܧ 2 2

明௉؛ܧ⽡

明௉ܧฑ⽡

明௉ܧ౷෨

合計

899

1138

444

2496

地ۢ ۢժ 個ର数
1 18
2 20
3 51
4 25
5 68

182
̙ 6 320

7 109
8 127

556
̚ 9 10

10 44
11 43
12 4

101
839

̘

̘地ۢ�ॄ計

̙地ۢ�ॄ計

̚地ۢ�ॄ計
૱計

୊˕˕නɻ円盤状製品
ો材 個数

中国産⻘磁 1

中国産⽩磁 3

中国産⻘花 15

中国産褐釉陶器 1

本⼟産陶器 1

本⼟産近代磁器 19

本⼟産近代陶器 1

沖縄産施釉陶器 33

沖縄産無釉陶器 47

陶質⼟器 4

明௉ܧ੼⽡ܧ 5

合計 130

୊˕˕නɻ⽊製品・⽊材
झ類 器झ 個数

஬ 1
不明 1
஝ 1
নཁ 1
ʷ 3
不明 2

9

⽊製品

⽊材

合計

浦添市の内間西原近世墓群 27 号墓より出土した「ミササݛ」のཅ刻が確

認されるݛがある（浦添市 2004Q101,107,185）。

　さらに補足すると骨製品２点ともࣃブラシである。他に、掲載していな

いが木製品・木材（第 22 表）、ۜࢴが出土している。

３　各調査区の出土遺物
　各地区において第３節で設定した区画順に沿って遺構ごとに掲載した遺

物の中で特徴的なものを中心に記述する。その際には、文຺に合わせて器

形や分類名称などを略記または省略しているので、詳細は遺物観察表（第

23 ～ 41 表）を参照されたい。

㸦㸯㸧㸿地区

　屋敷地の区画を５つ含んでおり、日常的な陶磁器類が最も多い。他地区

と比べると、મ՟が 11 点と最も多いこと、ガラス製ランプなどが特徴的

である。
区⏬㸯　

　ＳＫ 010 から特に多く出土しており、沖縄産無ᬵ陶器壺などは壕状の

部分から出土している。
㹑㹉 ���（第 72 図　１）　（１）は 7.7 ｍｍ小ॐ弾のༀᣛである。
㹑㹉 ���（第 72 図　２～８）　沖縄産施ᬵ陶器の小࿸（２・３）・ञ器（４・

７）・瓶（５・６）で、ञ器・瓶は口縁を欠いている。
㹑㹉 ���（第 72 図　９）　（９）は沖縄産無ᬵ陶器の甕಑部片を方形に加工したものである。
㹑㹉 ���（第 73 ～ 76 図　11 ～ 56）　陶磁器類には、੨磁࿸Ⅴ類（11）、清代੨花࿸ 	12
、同ܠ徳௟窯

系小ഋ（13）、徳化窯系色絵小ഋ（14）、宜ڵ窯系急ਢ（15）、本土産近代磁器（16 ～ 18・20 ～ 22）、

本土産近世色絵小（19）ࡼ、沖縄産施ᬵ陶器（23 ～ 27）、沖縄産無ᬵ陶器（28 ～ 31）がある。沖縄産施

ᬵ瓶（26）は、小型で口縁を欠いている。ガラス製品（32 ～ 42）には、ランプּ（32）、ランプ༉壺（33）、

瓶（34 ～ 42）には子宮全ؙ࣏（37）・キリン清ྋҿ料（39）・野田ে༉（42）などは戦前からのものも

あるが、ු 文をもつ清ྋҿ料（40）などは戦後のものであろう。金属製品（43 ～ 51）には、మ製の金Ṁ（43・

➨ �� ฟᅵⅬᩘ⎰ࠉ⾲ ➨ �� 地区ูಶయᩘ⎰ࠉ⾲

➨ �� ෇┙≧〇ရࠉ⾲

�ฟᅵⅬᩘࠉࠉࠉࠉ

➨ �� ᮌ〇ရ࣭ᮌᮦࠉ⾲

�ฟᅵⅬᩘࠉࠉࠉࠉ
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➨ �� ᅗࠉ㸿地区区⏬㸯ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧ࠉＳＫ 001…１　ＳＫ 002…２～８　ＳＫ 009…９　ＳＫ 011…10

44）・ヘラ（45）・クサビ（46）などの農工具、੨ಔ製のピンセット（51）の他は用్が不明である。他に、

不明プラスチック製品（52）、౐石（53 ～ 。がある（56）ݛ、（55

　沖縄産無ᬵ陶器壺（30・31）や野田ে༉瓶（42）などは壕部分より出土している。
㹑㹉 ���（第 72 図　10）　（10）は小型のプラスチック製థである。
㹑㹉 ���（第 77 図　57 ～ 64）　（57）はܠ徳௟窯系白磁小ഋ、（58）は本土産近代磁器（59）、ࡼは沖縄

産無ᬵ陶器甕、（60）はガラス製カップ状؝具（ミニチュア）、（61）はమఝ、（62）はమ製不明品、（63）

は合金製小型のチューブ、（64）は印部石「ま　かみ山原」の破片である。

　なお、印部石の破片は遺構の床石に転用されていた。
㹑㹉 ���（第 77 図　65）　（65）は清ேમの嘉慶通ሞである。
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➨ �� ᅗࠉ㸿地区区⏬㸯ฟᅵ㑇≀㸦㸳㸧　ＳＫ 010…53 ～ 56

区⏬㸰　

　本区画ではમ՟が６点と比較的多く出土している。
㹑㹉 ���（第 78・79 図　66 ～ 91）　確実に本遺構から出土したものには、本土産近代磁器（66 ～ 77）、

徳௟窯系色絵小ഋ（78）、沖縄産施ᬵ陶器（79ܠ ～ 83）、ガラス瓶（84 ～ 87）がある。（87）は化হク

リーム瓶で平尾分店と刻印される。また取り上げ時に混入していしまい S'001 の可能性があるものとし

て、（88）は੨ಔ製板状不明製品、（89）は੨ಔ製๒弾の弾体片、（90）はమ製カスガイ、（91）は明࣏十

年໏一મಔ՟である。

　本遺構はタコツボとして考えているが、これらの遺物の多くは集落に係るものが大半であるため、戦後

に埋຅した際に流入したものが多いと思われる。
㹑㹉 ���（第 79 図　92 ～ 101）　（92）は徳化窯系白磁小ഋ、（93）は本土産近代磁器急ਢ、（94）はガ

ラス製の֖（ખ）、（95）はమ製板状不明製品、（96）はమ製ヘラ、（97 ～ 99）は寛永通ሞ、（100）は清

ேમの߁⁝通ሞ、（101）は明࣏ࡾ十ೋ年໏Ҵ一મ੨ಔ՟である。

　મ՟が５点と比較的多く出土しており、区画の境界に位置することと関連するのであろうか。
㹑㹉 ���（第 79 図　102）　（102）はコーラ瓶であり、本遺構は戦後に埋຅したものと思われる。
区⏬㸱ࠉ

　建物１が検出されているが、遺物の出土量はそれほど多くない。ただ、小破片のため掲載できなかった

が、建物１では近世の陶磁器が大半である（第 53 表）。
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➨ �� ᅗࠉ㸿地区区⏬㸯ฟᅵ㑇≀㸦㸴㸧　ＳＫ 036…57 ～ 64　ＳＫ 038…65

㐨㸯㸦㹑㹄 ���㸧（第 80 図　103 ～ 117）　（103）は徳化窯系白磁ഋ、（104・105）は本土産近代磁器、（106

～ 108）はガラス瓶、（109）はガラスコップ、（110）は੨ಔ製スプーン、（111）は੨ಔ不明製品、（112）

は 7.7mm 小ॐ弾のༀᣛ、（113）はమヘラ、（114）はロέット弾の一部、（115・116）は型式ະ確認の

೹文ؙݢ瓦、（117）はプラスチック製ࣃブラシである。

　大半は交通壕と考えられる側溝から出土しているが、多くは埋຅時の屋敷地からの流入であろう。
㹑㹉 ���（第 81 図　118・119）　（118・119）は石ӓで、後者はคṢきӓの上ӓである。
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第  図　 ○層出土遺物（1）
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➨ �� ᅗࠉ㸿地区区⏬㸱ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧　ＳＫ 013…118･119　ＳＫ 022…120　ＳＫ 023…121 ～ 124

　　　　　ＳＫ 026…125　ＳＫ 032…126　ＳＫ 045…127・128
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➨ �� ᅗࠉ㸿地区区⏬㸱ฟᅵ㑇≀㸦㸱㸧　ＳＰ 031…129　ＳＰ 082…130　ＳＤ 011…131 ～ 134

㹑㹉 ���（第 81 図　120）　（120）は੨ಔ製のӔרき状不明品である。
㹑㹉 ���（第 81 図　121 ～ 124）　（121・122）はガラス瓶、（123・124）はݛである。
㹑㹉 ���（第 81 図　125）　（125）はమחである。
㹑㹉 ���（第 81 図　126）　（126）は化হ瓶と考えられるガラス瓶である。
㹑㹉 ���（第 81 図　127・128）　（127）はༀ瓶と考えられるガラス瓶、（128）はమחである。
㹑㹎 ���（第 82 図　129）　（129）は使用痕が残るຏ製石佁である。
㹑㹎 ���（第 82 図　130）　（130）は本土産近代੨磁のࡾ足ӝ形香࿍である。
㹑㹂 ���（第 82 図　131 ～ 134）　（131）は「神ༀ」と໏されるガラス瓶、（132）は੨ಔ製板状不明品、

（133）はネジ޸を有する板状మ製品、（134）はプラスチック製ボタンである。
区⏬㸲ࠉ

　大型土坑の SK067 から多く出土しているが、壕 SK068 はそれに接しており後者のものが含まれている

可能性は高い。また、મ՟が４点出土している。
㹑㹉 ���（第 83・84 図　135 ～ 168）　（135）は෱建産白磁࿸、（136）は徳化窯系੨花࿸、（137）はタ

タキ目のある産地不明陶器、（138 ～ 144）は本土産近代磁器、（145・146）は関西系陶器ುと֖、（147

～ 149）は沖縄産施ᬵ陶器、（150）は沖縄産無ᬵ陶器、（151 ～ 153）はガラス製ランプּ、（154 ～

158）はガラス瓶、（159）はビー玉の変形品か、（160）はؙఝ、（161）は無文મ、（162）は寛永通ሞ、（163・

164）は一મಔ՟、（165）は֖状の土製不明品、（166）は円盤状製品、（167）は不明プラスチック製品、

（168）はプラスチック製クシである。

　ランプּやમ՟がまとまって出土している。
ቸ㹑㹉 ���	 第 85 図　169 ～ 171）　（169）は石ӓ、（170・171）は沖縄産無ᬵ陶器甕である。
㹑㹂 ���（第 86 図　172 ～ 180）　（172 ～ 174）は本土産近代磁器、（175 ～ 178）は沖縄産施ᬵ陶器、（179・
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➨ �� ᅗࠉ㸿地区区⏬㸲ฟᅵ㑇≀㸦㸱㸧　ＳＫ 067・068…169　ＳＫ 068…170・171

180）はఙమである。
区⏬㸳

　壕ＳＫ 066 が位置しており、沖縄産無ᬵ陶器壺がまとまって出土している。また手ᒙ弾も２点見られた。
㹑㹉 ���（第 87 図　181 ～ 183）　（181）は本土産近代磁器小ഋ、（182）はガラス製インク瓶、（183）

はプラスチック製ࣃブラシである。
㹑㹉 ���（第 87 図　184・185）　（184）は౐石と思われるもの、（185）はガラス瓶である。
㹑㹉 ���（第 87 図　186 ～ 188）　（186）はガラス製化হ瓶、（187）は 12.7mm 機ॐ弾、（188）は手ᒙ

弾の信管部である。
ቸ㹑㹉 ���（第 88 図　189 ～ 200）　（189）は関西系近世陶器Ꭼു、（190 ～ 193）は沖縄産無ᬵ陶器壺、

（194 ～ 196）は同一ݸ体の可能性が高く器壁が薄い֖付きの広口で口縁に返しがあるガラス瓶、（197）

はঁ性用੨ಔ製គ、（198）は੨ಔ製把手、（199）は手ᒙ弾の信管部、（200）は明ே系ؙ瓦である。
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㸦㸰㸧㹀地区

　Ａ地区と同様の印象を受けるが、瓦の出土量が最も多い。なお、図面・図版のレイアウトの都合で、区

画６ˠ８ˠ７の順に記述しているので注意されたい。
区⏬㸴　

　区画内には石・レンガ囲いなどの長方形土坑が多い一方ピットは少ないが、瓦だまりであるＳＫ 002

があり建物が建っていたものと思われる。沖縄産陶器壺などの大型品が少ない傾向である。
㹑㹉 ���（第 89 図、図版 106　201 ～ 215）　（201）は沖縄産施ᬵ陶器瓶、（202 ～ 204）はガラス瓶、（205）

は 12.7mm 機ॐ弾ༀᣛ、（206）はమ製֖と思われる不明製品、（207）はమ製๒弾弾֪破片、（208）は石盤、

（209・210）は新出型式の明ே系ݢ平瓦、（211・212）は同ؙ瓦、（213・214）は同平瓦、（215）はプ

ラスチック製クシである。

　本遺構は瓦だまりで、小片のため全て採取しておらず、最低ݸ体数は 80 点程度を数える。遺構の説明

で述べたが、後述する๒弾片が出土するＳＫ 034 よりも新しい遺構なので、戦後の一時期に瓦෪建物が

あった可能性が考えられる。
㹑㹉 ���（第 90 図、図版 107　216 ～ 220）　（216）は国民食器࿸、（217）はアルミ製൧ᚫの֖、（218）

はమヘラ、（219）は板状不明మ製品、（220）は明ே系ؙ瓦である。
㹑㹉 ���（図版 107　221 ～ 226）　（221）は徳化窯系色絵ഋ、（222 ～ 224）は本土産近代磁器、（225）

は沖縄産施ᬵ陶器小࿸、（226）は石盤である。
㹑㹉 ���（第 90 図、図版 108　227・228）　（227）は産地不明の中国産੨磁瓶、（228）はἥ޸されてい

る小型の౐石である。
㹑㹉 ���（図版 108　229）　（229）は 7.7mm 小ॐ弾でༀᣛ部分が一部欠ଛしている。
㹑㹉 ���（第 90 図、図版 108　230 ～ 232）　（230）は౐部産࿸、（231）はおそらく౐部産香࿍、（232）

はレンガである。レンガの׬品のサイズは 24 × 13 ×６cm であった。
㹑㹉 ���（第 90 図、図版 108　233）　（233）は੨ಔ製Ԏ管のأ首でཏӉが部分的に残る。
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207

213
214

210

209

෗┿B�㸦���㹼���㸧ࠉ��㸣

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧　ＳＫ 002…201・206・208・209

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧ＳＫࠉ��� 002…201 ～ 215

㹑㹉 ���（図版 108　234）　（234）はいかりݞのガラス瓶である。
㹑㹉 ���（第 91 図、図版 109　238・239）　（238・239）は๒弾のమ製弾֪片に੨ಔ製弾体片が付着し

ている。

　この土坑がര弾穴と規模の点からは考えにくいので、戦後に整理もしくは造成されたものと思われる。

先述のように瓦だまりである SK002 は本遺構よりも新しい。
㹑㹉 ���（第 90 図、図版 108　235 ～ 237）　（235）は明代ܠ徳௟窯系੨花（236）、ࡼは沖縄産施ᬵ陶器࿸、

（237）は碁石である。
㹑㹂 ���（第 92 図、図版 110　240 ～ 254）　（240）は国民食器小࿸、（241）は沖縄施ᬵ陶器࿸、（242）
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䠌 10cm

216

217

218

㼄 ⥺⏬ീ

෗┿B�㸦���㹼���㸧ࠉ��㸣

���

��� ���

���
���

���

���

���

���

���

���

㸸⁽႞

227

231

232

㸮 �FP

（2��）

㸮 10FP

235

228

237

㸮 10FP

（2�2）

233

236

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧　ＳＫ 005…216 ～ 218　ＳＫ 007…227・228　ＳＫ 012…232
　　　　　ＳＫ 017…233　ＳＫ 042…235 ～ 237

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧ＳＫࠉ��� 005…216 ～ 220　ＳＫ 006…221 ～ 226
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䠌 10cm

238
㼄 ⥺⏬ീ

෗┿B�㸦���࣭���㸧ࠉ��㸣

���

���

෗┿B�㸦���㹼���㸧ࠉ��㸣

���

���

���

���

���

���
���

���

��� ���

���

෗┿%�（���㹼���）　��㸣

��1

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���
���

���

���

��1

���

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸱㸧　　
　　　　　ＳＫ 034…238

ᅗ∧ ＳＫࠉ㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸱㸧ࠉ��� 007…227・228　ＳＫ 011…229　ＳＫ 012…230 ～ 232

　　　ＳＫ 017…233　ＳＫ 025…234　ＳＫ 042…235 ～ 237

ᅗ∧ ���㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸲㸧　ＳＫࠉ 034…238・239

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸳㸧　ＳＤࠉ��� 001…240 ～ 254　ＳＤ 002…255
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242

243

254

㸮 10cm

244

255

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

252 㼄 ⥺⏬ീ

253
㼄 ⥺⏬ീ

251

㼄 ⥺⏬ീ

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸲㸧　ＳＤ 001…242 ～ 244・251 ～ 254　ＳＤ 002…255
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㸮 10cm

256

㼄 ⥺⏬ീ

262

257 264
260

261

258

259

263

෗┿B�㸦���㹼���㸧ࠉ��㸣

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧　ＳＤࠉ��� 006…257 ～ 260　ＳＤ 007…261 ～ 263　ＳＤ 012・013…264

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸴ฟᅵ㑇≀㸦㸳㸧　Ｂ地区南端外表採…256
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䠌 10cm

264

261

262

260
㸮 10cm

�2��࣭2��）

258

㼄 ⥺⏬ീ

259
㼄 ⥺⏬ീ

263 㼄 ⥺⏬ീ

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

䠌 10cm

267

265 ෗┿B�㸦���㹼���㸧ࠉ��㸣

��� ���

���

���

���

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

䠌 10cm

267

265

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧　
　　ＳＤ 006…258 ～ 260　ＳＤ 007…261 ～ 263　

　　ＳＫ 40…265・267

ᅗ∧ 　㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧ࠉ���
　　ＳＫ 040…265 ～ 269

は同（243）、ࡼは同Ր入、（244 ～ 247）はガラス瓶、（248・

249）は不明੨ಔ製品、（250）は 12.7mm 機ॐ弾ༀᣛ、

（251）は何らかのమ製֖、（252・253）はమ製不明製品、

（254）はݛである。

　コーラ瓶（246）が埋土下層で出土しているので、本

遺構は戦後に埋຅したものと思われる。
㹑㹂 ���（第 92 図、図版 110　255）　（255）は੨ಔ製Ԏ管のٵ口である。
区⏬㸴௜㏆⾲᥇（第 93 図　256）　（256）はమ製滑車であり、Ｂ地区南西端の調査区外の地表で採集した。

井戸の滑車と考えられ、位置的にはＢ地区井戸ＳＥ 001 が近いためこれに伴った可能性も考えられる。
区⏬㸶　

　石敷きＳＳ 002 や周辺の建物２などの遺構が見られるが、他地区とಥ出した内容は窺えない。一方、
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෗┿B��㸦���㹼���㸧ࠉ��㸣ࠉ㸦θ���࣭���㸧э���㸣

���

��� ��� ��� ���

���

���

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

275
272

270

㸮 20cm

෗┿B��㸦���㹼���㸧ࠉ��㸣ࠉ㸦θ���࣭���㸧э���㸣

���

��� ��� ��� ���

���

���

෗┿B��㸦���㹼���㸧ࠉ��㸣

���

���
��� ���

���

���

���

���

���

���

���
���

���

���

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧　ＳＫ 045…270・272　ＳＫ 054…275

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

275
272

270

㸮 20cm

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸱㸧　ＳＫࠉ��� 045…270 ～ 274　ＳＫ 054…275　ＳＫ 055…276

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸲㸧　ＳＳࠉ��� 002 直上…284

　　　ＳＳ 002…下層 277 ～ 283・285 ～ 290

東 側 に 位 置 す る 壕 Ｓ Ｋ 043・

051 では、どちらとも沖縄産陶

器壺は少なく、後者には沖縄戦

に関連するような遺物が多いの

が特徴といえる。
㹑㹂 ���（ 第 94 図、 図 版 111　

257 ～ 260）　（257） は உ 性

用の੨ಔ製គ、（258）は角ఝ、

（259）はボンベ状の不明మ製

品、（260）は౐石である。

　道２の南側溝であり、他に沖

縄産陶器（図版 57 下左）も見

られたが、遺物は多くはない。
㹑㹂 ���（ 第 94 図、 図 版 111　

261 ～ 263）　（261）は関西系

近世陶器࿸、（262）は沖縄産

施ᬵ陶器香࿍、（263）はమヘ
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䠌 10cm

277

280

285

286 㼄 ⥺⏬ീ

287

㼄 ⥺⏬ീ

288 㼄 ⥺⏬ീ

289
㼄 ⥺⏬ീ

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸱㸧　ＳＳ 002 下層…277・280・285 ～ 289

ラである。
㹑㹂 ���࣭���（第 94 図、図版 111　264）　（264）は徳化窯系白磁小ഋである。
㹑㹉����（第 94 図、図版 112　265 ～ 269）　（265）は清代෱建・広東産੨花࿸、（266）は本土産近代磁器瓶、

（267）は沖縄産施ᬵ陶器壺、（268）は੨ಔ製把手、（269）はプラスチック製๮状不明品である。
㹑㹉 ���（第 95 図、図版 113　270 ～ 274）　沖縄産無ᬵ陶器甕の底部（270・272）が２基埋められており、

その中に獣ڕ骨や他の遺物が出土した。甕１（270）からిס池の炭ૉ๮（271）、甕２（272）から本土

産近代磁器小（273）ࡼ・沖縄産施ᬵ陶器࿸（274）が出土している。
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298

294

296

291

292

297

301299

㸮 10cm 㸮 5cm

�2��࣭�01）

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

㼄 ⥺⏬ീ

㼄 ⥺⏬ീ

㼄 ⥺⏬ീ

㼄 ⥺⏬ീ

෗┿%1�（��1㹼��1）　1��㸣

���

���

���

��1

���

���

��� ��1

���

���

���

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸲㸧　ＳＫ 074…291・292・294　ＳＫ 089…296 ～ 299　Ｂ地区不明…301

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸳㸧　ＳＫࠉ��� 074…291 ～ 294　ＳＫ 089…295 ～ 299　ＳＫ 095…300

　　　Ｂ地区不明…301
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㸸↴

㸸▼⅊㉁

303

306

309

307

308

311

312

316

317

㸮 10FP

㸮 20FP

��11）

310

318
㼄 ⥺⏬ീ

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸳㸧　ＳＫ 043…303・306 ～ 312・316 ～ 318
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���

���

��� ���

���

��� ���

���

���

���

���

���

���

��� ���

���

���

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸴㸧　ＳＫࠉ��� 043…302 ～ 318

　甕の破断された面は意識的なものは見られないので、本来は甕全体が埋まっていたのがഇઈ時に上半が

削平されたものと考えられる。
㹑㹉 ���（第 95 図、図版 113　275）　（275）は両端をંりۂげ環状にした大型の板状不明మ製品である。

建物２のプラン内にある石囲い土坑で、他の遺物は沖縄産陶器片など若干みられた。
㹑㹉 ���（図版 113　276）　（276）は沖縄産無ᬵ陶器瓶で、ܱ部より上を欠いているが意識的なものか

は不明である。
㹑㹑 ��� ┤ୖ（図版 114　284）　（284）は板状不明合金製品である。
㹑㹑 ��� ୗᒙ（第 96 図、図版 114　277 ～ 283・285 ～ 290）　（277 ～ 279）は本土産近代磁器、（280・

281）は沖縄産施ᬵ陶器࿸、（282）は陶質土器֖、（283）はガラス製છ料瓶、（285）はカスガイ、（286）

はスパナ、（287）は金Ṁ、（288）は石工用ᮓ、（289）はؙఝが付着した不明板状మ製品である。

　ＳＳ 002 は建物２内外に広がる石敷きであり、その下層は造成土にあたり明確に戦後といえる遺物は

見られないため、戦前以降に構築された遺構といえよう。それに対し、下層遺構は戦前に構築された可能

性が高い。
㹑㹉 ���（第 97 図、図版 115　291 ～ 294）　（291）は細長い板状不明మ製品、（292）はమ（293）、ח

は板状不明੨ಔ製品、（294）は２ヶ所にἥ޸された౐石である。
㹑㹉 ���（第 97 図、図版 115　295 ～ 299）　（295）は࣫ᷰが付着した本土産近代磁器֖、（296）はঁ

性用੨ಔ製គ、（297）は角ఝ、（298）は石਴かと思われる有޸石製品、（299）は寛永通ሞ（新）である。
㹑㹉 ���（図版 115　300）　（300）は౵状੨ಔ不明製品である。
ቸ㹑㹉 ���（第 98 図、図版 116　302 ～ 318）　（302 ～ 305）は本土産近代磁器、（306 ～ 309）は沖

縄産施ᬵ陶器、（310・311）は沖縄産無ᬵ陶器、（312・313）はガラス製֖、（314）は「子ๅ印」とཅ

刻された合金製品、（315）はమ製（316）、؈は平（317）、܃はࡾຢ（318）、܃は黄ྜྷ弾の弾頭片である。

　本遺構は沖縄戦時の壕と考えており、この場に౤げ込んだかは確定できないが黄ྜྷ弾片が出土するなど

当時の状況を窺うことができる。ただ、他地区の壕よりは沖縄産陶器壺が少ないという特徴がある。
ቸ㹑㹉 ���（第 99 図、図版 117　319 ～ 331）　（319）は瀬戸・美ೱ系近代陶器の౬たんΆ、（320）は

関西系近世陶器の֖、（321）は団子が連なった形態のガラス製ニッキ水やみかん水などの清ྋҿ料瓶、
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䠌 10cm
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㸮 10cm

��1�）
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331
㼄 ⥺⏬ീ

෗┿%1�（�1�㹼��1）　1��㸣
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���
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���
���

���

���

���

���

��1

���

➨ �� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸴㸧　ＳＫ 051…319・322・330・331

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸵㸧　ＳＫࠉ��� 051…319 ～ 331
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䠌 10cm

342

344

345

353

354㸮 5cm

���0࣭��1）

340

341

339

350 㼄 ⥺⏬ീ

351
㼄 ⥺⏬ീ

㼄 ⥺⏬ീ

㼄 ⥺⏬ീ

➨ ��� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸵㸧　ＮＲ 001…339 ～ 342・344・345・350・351・353・354

ᅗ∧ 㹀地区区⏬㸶ฟᅵ㑇≀㸦㸶㸧　ＮＲࠉ��� 001…332 ～ 354　෗┿B��㸦���㹼���㸧ࠉ�����㸣
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➨ ��� ᅗࠉ㹀地区区⏬㸵ฟᅵ㑇≀　
　　　ＮＲ 002…355・361・362・364・367・371 ～ 373

ᅗ∧ ���㹀地区区⏬㸵ฟᅵ㑇≀　ＮＲࠉ 002…355 ～ 375

੨ಔ製品には౛のฑと思われるもの

（322）・੕を線刻する板状（323）・Ԍ

など刻印される円盤状（324）・その

他不明製品（325 ～ 327）、合金には

手ᒙ弾の信管部（328）・౵状不明製

品（329）・٭ࡾのӢ台部（330）、環

状不明మ製品（331）がある。

　こちらも沖縄戦時の壕であるが、他

の壕よりも遺物が少ない。౬たんΆや

などあまり出土例がないもの、੕٭ࡾ

が線刻された板状੨ಔ品などから日本

軍に関連する遺物の可能性が高いと考

えられる。
㹌㹐 ���（第 100 図、図版 118　332

～ 354）　（332・333）は清代੨花࿸、

（334）は明代੨花（335）、ࡼは近世

છ 付 ࿸、（336） は ං 前 系 近 世 陶 器、

（338）は本土産近代༸食器（339）、ࡼ

は 沖 縄 産 施 ᬵ 陶 器 ֖、（340・341）

は 寛 永 通 ሞ（ 新 ）、（342 ～ 345） は

ガラス瓶、（346）は板状不明੨ಔ製

品、（347・348）は๒弾信管部、（349）

は機ॐ弾ༀᣛの底部、（350）はఙమ、

（351）はమ（352）、חは円盤状製品、

（353）はプラスチック製の小型ࡾ角

定規、（354）はΰム製ݛである。

　道２周辺を覆っている堆積土から取

り上げたものが主体で多様な遺物が見

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

䠌 10cm

355

361

364
362

367

373

371
㼄 ⥺⏬ീ

372
㼄 ⥺⏬ീ
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られ、๒弾片などからは戦後の堆積と考えられる。
区⏬㸵　屋敷地に伴う遺構は少なく、耕作地と考えられるＮＲ 002 からの出土遺物が多い。
㹌㹐 ���（第 101 図、図版 119　355 ～ 375）　（355・356）は清代੨花࿸、（357）はං前系近世陶器358）、ࡼ

～ 360）は本土産近代磁器、（361 ～ 364）は沖縄産施ᬵ陶器、（365）は同無ᬵ陶器、（366）は本土産

近世土器ᖿᖻ、（367・368）はガラス瓶、（369）は੨ಔ製គ、（370）は 7.7mm 小ॐༀᣛ、（371）は不

明మ製品、（372）はؙఝ、（373）は౐石、（374）は円盤状製品、（375）はプラスチック製の長方形の

箱である。
㹀地区ฟᅵ୙᫂（第 97 図、図版 115　301）　（301）は大正十ࡾ年໏ۅ一મ੨ಔ՟である。

㸦㸱㸧㹁地区

　本地区は戦後すぐに削平を受けているが、、埋納遺構や壕などの大型の土坑が多く、׬品に近い沖縄産

陶器壺、本土産近代磁器࿸・ࡼなどが多く出土している。一方、軍ۺや布炭化種子など他地区でみられな

いものが出土しているが、๒弾・ॐ弾片などは少ない。

　なお、他地区より掲載遺物が多いが、それは壕や埋納遺構などからの׬品が多く、それらにおける違い

などを検討するために、できるݶり取り上げたためである。
区⏬㸷　

　壕ＳＫ 027 では܃・ು等のమ製品、ＳＫ 034 は沖縄産無ᬵ陶器が集中して出土している。
㹑㹉 ���（図版 132　ＳＫ 024…376 ～ 380）　（376 ～ 380）はビー玉である。
ቸ㹑㹉 ���（第 102 図、図版 120　381 ～ 395）　（381）は本土産近代磁器小࿸、（382 ～ 385）は同ࡼ、

（386・387）は同小（388）、ࡼは拳ॐ形ガラス製金平糖瓶、（389・390）は文様がある環状੨ಔ製品、（391）

はమು、（392）はమ（394・393）、חはమ（395）、܃はคṢき用石ӓの下ӓである。

　本土産近代磁器ࡼは壕部分の床面から出土したものもある。
㹑㹉 ���（第 103 図、図版 132　396・397）　本遺構はレンガ囲いで（396・397）はその一部のレンガである。
㹑㹉 ���（第 104 図、図版 121　398 ～ 410）　（398・399）は౐部産࿸、（400）は౐部産と思われるՐ入、

（401）は沖縄産施ᬵ陶器࿸、（402）は沖縄産無ᬵ陶器Ꭼു、（403 ～ 407）は沖縄産無ᬵ陶器壺、（408）

は同甕、（409・410）はガラス瓶である。沖縄産無ᬵ陶器壺・甕は、器高 40cm 台（403 ～ 405）、60 ～

70cm 台（406 ～ 408）とサイズでは大きく２種で捉えられる。

　本遺構は、遺物集中範囲が２ヶ所あり、（398 ～ 400・402・407・409・410）は東、（403 ～ 406・

408）は西から出土している。
㹑㹉 ���（図版 132　411）　（411）は੨ಔ製引手である。
㹑㹂 ���（第 103 図、図版 132　412 ～ 414）　（412）はమ（413）、חは環状మ製品、（414）は不明プラスチッ

ク製品である。
区⏬ ��

　軍ۺが出土したＳＫ 020、埋納土坑であるＳＫ 026、壕ＳＫ 040 などが特徴的である。
㹑㹉 ���（第 105 図、図版 122　415 ～ 421）　（415）は本土産近代磁器（416）、ࡼは沖縄産無ᬵ陶器

ു、（417）は同壺、（418）は合金製不明楕円形容器、（419）はమ製（420）、؈はคṢ石ӓの下ӓ、（421）

は軍ۺで᪜・後皮・ඥ޸のリングなどが出土している。
㹑㹉 ���（第 106 図、図版 123　422 ～ 466）　本土産近代磁器（422 ～ 464）が 43 体、沖縄産無ᬵݸ

陶器壺（465・466）が２ݸ体出土している。本土産近代陶磁器には、౐部産（Ａ類）が࿸８ݸ体（422

～ 429）・Ր入１ݸ体（463）、瀬戸・美ೱ系国民食器（̜類）が小࿸ 10 体（430ݸ ～ 439）、同系ࡼ（Ｂ

類）が絵付けの੨色７ݸ体（440 ～ 443・447 ～ 449）・྘色５ݸ体（444 ～ 446・450・451）、同小ࡼ
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➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬㸷ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧　ＳＫ 027…388・392・393

ᅗ∧ 㹁地区区⏬㸷ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧　ＳＫࠉ��� 027…381 ～ 395
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➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬㸷ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧　ＳＫ 030…396・397　ＳＤ 009…412・413

ᅗ∧ 㹁地区区⏬㸷ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧　ＳＫࠉ��� 034…398 ～ 410
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㸮 10cm402
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㸮 20cm

400

��00）

��02）

403

➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬㸷ฟᅵ㑇≀㸦㸱㸧　ＳＫ 034…400・402 ～ 408

11 体（452ݸ ～ 462）、いわゆるⅧ平焼の小型角（464）ࡼである。

　沖縄産無ᬵ陶器は破片で本土産近代磁器࿸・ࡼに覆いඃさるように出土しており、ほぼ׬品の後者を覆

うことでӅಗする意図があった可能性が考えられる（第 63 図・図版 91）。
㹑㹉 ��� ࠿ ���（第 107 図、図版 132　467・471 ～ 473）　（467）はⅧ平焼の小型角（469・468）、ࡼ

は大きさから使用時のセットと思われる瓶と֖、（470・471）はガラス瓶、（472）はۅ一મ੨ಔ՟、（473）
は骨製ࣃブラシである。調査時には（468 ～ 470）がＳＫ 028

から出土していたのを確認していたが、整理時にＳＫ 023 と

間違った遺構番号を付けてしまっていたのを気づいたので、確
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➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬ �� ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧　ＳＫ 026…422・440・442・444・447 ～ 450・459・463・464
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➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬ �� ฟᅵ㑇≀㸦㸲㸧　ＳＫ 040…474 ～ 476・481 ～ 491
➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧
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➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬ �� ฟᅵ㑇≀㸦㸳㸧　
                   ＳＫ 040…492・494 ～ 496・498 ～ 502・505 ～ 507・510・513・515➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧
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➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬ �� ฟᅵ㑇≀㸦㸴㸧　ＳＤ 003…523・525・526・531・535・536・538・539

ᅗ∧ ⏬㹁地区区ࠉ��� �� ฟᅵ㑇≀㸦㸲㸧　ＳＤ 003…520 ～ 545
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ূが࣋てない遺物はＳＫ 023 の可能性もあるので、このような形で記載することになった。
ቸ㹑㹉 ���（第 108・109 図、図版 124　474 ～ 518）　（474）は沖縄産施ᬵ陶器小ഋ、（475）は中国産

ྤཨᬵ小ഋ、（476）は中国産褐ᬵ陶器壺のࣖを࣋つタイプ、（477 ～ 480）は本土産近代磁器࿸、（481・

482）は沖縄産施ᬵ陶器壺で使用時には֖（483・484）が各々セットの可能性があり、（485・486）は

沖縄産無ᬵ陶器瓶、（487）は同֖、（488 ～ 501）は同壺、（502）は同甕、（503 ～ 507）はガラス瓶、

（509）はアルミ製スプーン、（510）は੨ಔ製延べԎ管、（511）は角金、（512）は੨色塗料を着色した

మ֖、（513）はӋ佂、（514）はサンΰ化石、（515）は石製֖か、（516 ～ 518）はプラスチック製クシ

である。沖縄産無ᬵ陶器壺には、器高が 65cm 前後（490 ～ 492）、50cm 前後（488・489）、40cm 前後（493

～ 496・498）、30cm 前後（499 ～ 501）と４サイズくらいの差が見られる。

　本遺構は沖縄戦時の壕と考えられるが、大小の沖縄産陶器壺や、インク瓶（506）、野田ে༉瓶（507）、

クシやスプーンなど多様な種類の遺物が׬品に近い形で出土している。このような遺物と先述した遺構の

状況から、第５章で検討するように本遺構は日本軍の構築・利用が想定される。
㹑㹂 ���（第 110 図、図版 125　520 ～ 545）　本土産近代磁器は掲載したものは全て瀬戸・美ೱ系で、

࿸（520 ～ 528）、（529）は国民食器の࿸、（530 ～ 532）は同小࿸、（533 ～ 537）は538）、ࡼ ～ 542）

は小（544・543）、ࡼは小ഋである。国民食器以外は、文様から࿸・ࡼは２タイプあり、

（545）は沖縄産施ᬵ陶器香࿍である。

　これらは、S%003 の掘削中にまとまって出土しており、一気に取り上げてしまったので詳細な状況は

不明だが、SK026 のように埋納遺構であった可能性もある。
区⏬ ��

　壕 SK004、SK025 で多様な遺物が出土しており、これらは先述のように沖縄戦時で特に日本軍に関連

する遺構だと考えられるものである。
ቸ㹑㹉 ���（第 111 ～ 113 図、図版 126 ～ 128　546 ～ 629）　本土産近代磁器が最も多く、౐部産（A

類）では࿸ 18 体（546ݸ ～ 563）・同ݸ１ࡼ体（570）、瀬戸・美ೱ系では国民食器（( 類）小࿸２ݸ体

（568・569）、ಔ版転写（B 類）小࿸１ݸ体（567）・同ࡼ 13 体（571ݸ ～ 583）・同小ݸ５ࡼ体（584 ～

588）・同小ഋ６ݸ体（595 ～ 600）・色絵小ഋ３ݸ体（592 ～ 594）クロム੨磁（% 類）小ഋ２ݸ体（589・

591）・急ਢの֖（601）と਎（602）、産地不明では஡色ᬵ（( 類）࿸２ݸ体（565・566）・྘ᬵ小࿸１

体（590）、白磁（Eݸ 類）水差（603）がある。（604・605）は本土産近代陶器の֖付きുである。（606

～ 609）は、沖縄産施ᬵ陶器࿸である。沖縄産無ᬵ陶器壺（610 ～ 620）には、ࣖが無いもの（610）、

器高 60 ～ 75cm の大型品（614 ～ 619）がある。（621）はঁ性用੨ಔ製គ、（622）は軍用Ϥードチン

キの੨ಔ製ખと思われるもの、（623）は手ᒙ弾の信管部、（624）は੨ಔ製スナップボタン、（625）は黄

ྜྷ弾の弾頭部片、（626）はᏏ石、（627・628）はプラスチック製ボタン、（629）は炭化した布片である。

他に、第５章第２節で詳述するようにアワ・μイズ・ソラマメ属の炭化種子や炭化した஛やマツなどの木

材もある（図版 141･142）。

　本遺構は沖縄戦時の壕と思われるが、沖縄産無ᬵ陶器壺や本土産近代磁器࿸・ࡼなどの他、炭化種子な

どが出土している。これらの状況より、第５章で検討するように日本軍による構築・利用が想定される。

ただ先述したように、土坑内にも焼土が見られるが陶磁器類にはݦஶなඃ೤痕は見られないので、๒弾や

ॐ弾などによる攻撃を本遺構が受けたもしくはそれによりഇઈしたとまでは言えないと考えられる。
㹑㹉 ���（図版 132　630）　（630）はアルミ؈で௵れているが本来はカップ状で֖付きのものと思われる。
㹑㹉 ���（第 114・115 図、図版 129　631 ～ 691）　本土産近代磁器には、౐部産（A 類）では࿸（631

～ 636）、瀬戸・美ೱ系ではಔ版転写（B 類）の࿸（637）・同小࿸（638 ～ 641・648 ～ 650・652 ～
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655）・セット関係は確定できないが小࿸の֖（660 ～ 664）・小ു（646）・瓶（671）、色絵（' 類）の

角642）ࡼ ～ 645）・小ു（647）・小࿸（651）・小ഋ（667 ～ 670）、છ付（C 類）の急ਢ֖（665）・瓶（672）・

香࿍（673）、྘ᬵ（( 類）の小ഋ（666）がある。特徴的なものとして、（642 ～ 645）はあまり見られ

ないઔ文などがඳかれる角（672・671）、ࡼは一合徳利、（667）は軍ഋなどがある。また、小࿸と֖な

ども本遺構で見られるものが多く、（652 ～ 655）は「新ڵ陶器」、（656 ～ 659）は「岩」໏など各々同
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ᣅᮏᣑ኱

611

612
613

615614 616

617 618

㸸↴

160



ᅗ∧ ⏬㹁地区区ࠉ��� �� ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧　ＳＫ 004…546 ～ 620

෗┿C��㸦���㹼���㸧ࠉ���㸣
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622

624

627 628

623

625

626

621

෗┿C��㸦���㹼���㸧ࠉ���㸣

ᅗ∧ ⏬㹁地区区ࠉ��� �� ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧　ＳＫ 004…621 ～ 628

ᅗ∧ ⏬㹁地区区ࠉ��� �� ฟᅵ㑇≀㸦㸱㸧　ＳＫ 004…629������㹁区6.ࠉ�ᕸ

㸮 10cm629
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➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

䠌 10cm

634

637

638

640

641

639

646

642 643 644

649 652

660

665 667 668

➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬ �� ฟᅵ㑇≀㸦㸲㸧　
　　　　　ＳＫ 025…634・637 ～ 644・646・649・652・660・665・667・668

一品のἧいの一部と思われる。他には、（674）は沖縄産陶器壺、（675）は同壺か甕、（676）は化হ瓶、（677）

は一ঋ瓶、（678）はࣖ付き大型瓶、（679）はアルミ製スプーン、（682）は黄ྜྷ弾片、（680・681・683

～ 686）は不明金属製品、（687）はアルミ製෋士一મ、プラスチック製品はࣃブラシ（688）・ボタン（689

～ 691）がある。

163



෗┿C��㸦���㹼���㸧ࠉ���㸣

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

��� ���

���

���

���

���

���

���

��� ���

���

���

���

���

���

���

���

���

��� ���

��� ���

���

���

��� ���

������
���

���

���

���

���
���

��� ���

���

���

���

��� ��� ��� ���

෗┿Cࡢୖࠉ��ẁ���㸣㸦���㹼���࣭���㸧ୗࡢẁ��㸣㸦θ���࣭θ���㸧
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ᅗ∧ ���⏬㹁地区区ࠉ �� ฟᅵ㑇≀㸦㸲㸧　ＳＫ 025…631 ～ 691

ᅗ∧ ⏬㹁地区区ࠉ��� �� ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧　ＳＫ 001…692 ～ 755・757
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➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

䠌 10cm

674

671

673

676
678

688

672

㸮 20cm

㸮 10cm
����）

����）

681

680

672

682682 683683 684 685 686686

㻢㻤0 䡚 㻢㻤㻢䚷㼄 ⥺⏬ീ

➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬ �� ฟᅵ㑇≀㸦㸳㸧　ＳＫ 025…671 ～ 674・676・678・680 ～ 686・688

　本遺構は壕ではないが、平面形態がＳＫ 004 に類ࣅしており、多様な遺物と陶磁器にはἧいものや௝

しいものなどがあることから、第５章で検討するように日本軍による構築・利用が想定される。
区⏬ ��

　ＳＫ 001 は多くの陶磁器類が出土し埋納遺構の可能性があるが、全体的に出土量は多くない。
㹑㹉 ���（第 116 図、図版 130・131　692 ～ 758）　本土産近代磁器は瀬戸・美ೱ系で、（692）がಔ版転写（Ｂ

類）の「ヤマカ陶器။社」໏༸食器ࡼ、小ࡼは色絵（Ｆ類）で木ᣀなどをඳくもの（693 ～ 729）とＢ

類でڕ文をඳくもの（730 ～ 748）の２タイプ、Ｂ類小ഋ（749）がある。他には、本土産近代陶器 （֖750）、

ガラス製ༀ瓶（751）、੨ಔ製延べԎ管（752）、合金製ి౮のフード部（753）、మುは小型（754）と大

型（756）、Ӌ佂（755）、౐石と思われるもの（757）、土に付着した赤࣫ບ（758）がある。

　మುの内部と周辺に本土産近代磁器ࡼが出土しており、意識的に埋めた埋納遺構と思われる。
㹑㹉 ���（図版 132　759）　（759）はガラス瓶の底部で、໏より外国製と思われる。
㹑㹉 ���（第 117 図、図版 132　760）　（760）は沖縄産陶器の球形瓶で口縁を欠いている。
㹑㹉 ���（第 117 図、図版 132　761）　（761）は瀬戸・美ೱ系の木ᣀなどඳく色絵ࡼで良好に残存している。
㹑㹎 ���（図版 132　762）　（762）はං前系近世છ付の֖である。
㹑㹂 ���（第 117 図、図版 132　763・764）　（763）は෱建産白磁ു、（764）は沖縄産施ᬵ陶器࿸である。
㹁地区⾲᥇（第 117 図、図版 132　765・766）　（765）は沖縄産無ᬵ陶器瓶だがあまり見ない赤褐色の

いわゆるക瓶形のもの、（766）はຏ製石佁である。
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➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬ �� ฟᅵ㑇≀㸦㸯㸧　ＳＫ 001…692・727・742・748 ～ 750・755・756

ᅗ∧ ⏬㹁地区区ࠉ��� �� ฟᅵ㑇≀㸦㸰㸧　ＳＫ 001…756・758

➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

䠌 10cm

756

755

727 742 748

750

㸮 10cm

���2࣭����

�����

㸮 20cm

749

692

��2 እᗏᩥᏐᣑ኱
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519 765 468

471

470

396 397760

469

762

763

764

761

766 414

413

412

467

473

472

630

411

759 376 377 378 379 380

෗┿C��㸦���㹼���࣭���㹼���࣭���㹼���࣭���㹼���࣭���࣭���࣭���㹼���㸧ࠉ���㸣

➨ ��� ᅗࠉ㹁地区区⏬ ��㸦㸰㸧࣭ ⾲᥇㑇≀　ＳＫ 013…760　ＳＫ 047…761　ＳＤ 006…763・764　

　　　　　　表採…765・766

ᅗ∧ 㹁地区区⏬㸷㹼ࠉ��� ��࣭⾲᥇㑇≀　区画９（ＳＫ 024…376 ～ 380　ＳＫ 030…396・397　ＳＫ 035… 

                    411　ＳＤ 009…412 ～ 414）　区画 10（ＳＫ 028…468 ～ 470　ＳＫ 023 か 028…467・471 ～ 473　

 　           　ＳＫ 054…519）　区画 11（ＳＫ 006…630）　区画 12（ＳＫ 005…759　ＳＫ 013…760　ＳＫ 047…

　　　　　 761　S Ｐ 001…762　ＳＤ 006…763・764）　表採…765・766
➨��ᅗۑ�ࠉᒙฟᅵ㑇≀㸦�㸧

䠌 10cm

760
764

761 766 765

763
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ᑠ☇ 㹁�2㢮 ��� ��� ��� ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤ᶳⰍࠋぢ㎸ࡢ⺬ࡳ┠≧㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋ 㸿 1 㹑㹉010

2�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
─ � 1��2 ��1 ���� ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋෆᗏ⺬ࡢ┠≧㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶ෆ㠃࿋㡲࡛᪋ᩥࠋ 㸿 1 㹑㹉010

2�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⎼ � � � ��0 ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤Ⰽࠋእᗏ࡟◁௜╔ࠋ 㸿 1 㹑㹉010

2�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
ⅆධ � 10�2 ���� ��2

ⓑ໬⢝ᚋཱྀࠊ⦕㒊⥳㔙ࠊ⬗㒊〓㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤ᶳⰍࠋ㧗ྎ⬥ࡣᥙࠋࡾྲྀࡁ౑⏝ཱྀ࠿ࡵࡓࡢ၁㔙Ḟ
ࠋࡅ

㸿 1 㹑㹉010

2�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
⎼ � ��0 � � እ㠃⅊㉥〓Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋ㢁㒊พ⥺㸳᮲ࠋෆ㠃⤠ࡾ⑞ࠋࡾ࠶ 㸿 1 㹑㹉010

2�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
᳜ᮌ㖊 � 1��2 11�� ��1 ᶳⰍࠋෆእཱྀ⦕㒊࣐ࣥ࢞ࣥ࡟㔙ࠋᗏ㒊୰ኸ࡟෇Ꮝ1�┤ᚄ�FP�ࠋ 㸿 1 㹑㹉010

�0
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ኑ 㸿㢮 1��� �1�� 21�� እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽࠊෆ㠃ᬯ〓Ⰽࠋ⫪㒊࣊ࣛグྕ㸽ࠋ୍ࠖࠕ 㸿 1 㹑㹉010

�1
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ኑ 㸿㢮 12�� ���0 1��� እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋእ㠃ẼἻࠋࡃࡘࡽࡊࡾࡼ࡟ 㸿 1 㹑㹉010

�2 〇ရࢫࣛ࢞
➟ࣉࣥࣛ
（ⓑⰍ）

� ��� � � ࠋࡿࡋࡣ࡟ᶓ఩࡟ᩘ↓ࡀ➽࠸ⓑࡣ࡟ჾ㠃ࠋࡿࡀᗈ࡟࠿ࡸ⦅࡚ࡅ࠿࡟ୗ᪉ࡽ࠿➃ୖ 㸿 1 㹑㹉010

�� 〇ရࢫࣛ࢞
Ἔኑࣉࣥࣛ
（㟷Ⰽ）

� � � ��� ⬗㒊᩿㠃ᙧࡣ෇ᙧ࡛ୖࡽ࠿⣙1੉࡜ੈ�ࠊẁ≧1ੈࠋࡃ࠸࡚ࢀࡽ⤠࡟኱ࡢẼἻࠋࡿࢀࡲྵࡀ 㸿 1 㹑㹉010

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（㯮）
໬⢝⎼ ��� ��� ��� ໬⢝ࠋ⎼ࢻ࣮࣐࣏ࡣࡃࡋࡶ⎼࣒࣮ࣜࢡᗈཱྀ࡛⫼ࡢప࠸෇⟄ᙧࢪࢿࠋᰦࠋ 㸿 1 㹑㹉010

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（ⓑ）
໬⢝⎼ 2�� ��� 2�� ᗈཱྀ࡛⫪㒊ࢆἼ≧࡟ຍᕤࢪࢿࠋࡿ࠸࡚ࡋᰦࠋ 㸿 1 㹑㹉010

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
࠿⎼⸆ 1�� ��� 1��

㤳㒊ࡽ࠿ᗏ㒊࡟░᫂ࡀ┠ࡏࢃྜ࡟⦪ࠊ࡚ࡅ࠿࡟ṧࠋࡿᆶ┤࡞⬗㒊࡛ᗏ㒊ࡣ෇ᙧࠋ⬗㒊ୗࠕ࡟࿨
（㸽）ࠖࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ

㸿 1 㹑㹉010

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（Ⲕ）
⸆⎼ 2�� ��� ��� ⬗㒊᩿㠃ᙧࡸࡸࡣᴃ෇ᙧࠋჾ㠃୰ኸࠕ࡟⦪࡟Ꮚᐑ඲἞୸ࠖࢪࢿࠋࢫ࢚࣎ࣥ࡜ᰦࠋ 㸿 1 㹑㹉010

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（Ⲕ）
⸆⎼ 2�� 1��� ���

ᗏᙧࡣ㝮୸㛗᪉ᙧࠋ⬗㒊ୗ➃ࠊ7$0,1ࠖ>/32ࠕ࡟ᗏ㒊ࠕ࡟��（ࢆڹ࡟ۑ㔜ࢡ࣮࣐࡞࠺ࡼࡓࡡ）ࠖ
ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ

㸿 1 㹑㹉010

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
Ύᾴ㣧ᩱ⎼

࠿
2�� 2��2 ��� ࠋࠖ（ࢡᶆ࣐࣮ၟࡓࡏࢃྜࢆ.࡜%）��'2�/7&�>5):)5,1�%5,.ࠕ࡟㒊⫪ࠊ࡛⫪࡛࡞ 㸿 1 㹑㹉010

�0 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
Ύᾴ㣧ᩱ⎼

࠿
2�� 21�2 ���

>ࠉ（ࢡ࣮࣐ࡢ㹌࡟୰ࡢᙧۍ）ࠉ12ࠕ࡟ᗏ㒊ࠋᩥࡁᾋࡢ≦఩Ἴ⦪ࡿᕠ࡟≦ᖏ࡟㒊⬗ࠊ࡛⫪࡛࡞
ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ�2ࠖ

㸿 1 㹑㹉010

�1 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（⥳）
Ύᾴ㣧ᩱ⎼

⎼⸆࠿
��2 2��2 ��� ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢࢡ࣮࣐࡞࠺ࡼࡓࡋ࡟஧㔜ࢆ㹋࡟ᗏ㒊ࠊ࡛⫪࡛࡞ࠋ⎼ẅ⹸๣ࡣࡓࡲ⎼࣮ࢲ࢖ࢧ 㸿 1 㹑㹉010

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦㸯㸧ࠉ⾲
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㑇≀
θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

�2 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（㟷）
ㄪ࿡ᩱ⎼ � � 10�0

㓺Ἔ⎼（୍༖⎼）ࠊ࡛⫪࡛࡞ࠋ⬗㒊ୗ➃12ࠕ࡟'$S+2<8�&2�/7'�75$'(��ゅᙧ࡟ⴙࢡ࣮࣐ࡢ）
ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ��㹉��ࠖࠕ࡟ᗏ㒊ࠊࠖ.0$5

㸿 1 㹑㹉010

��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㔠ᵔ � 20�2 10�� 10�1 ኱ᆺ㔠ᵔࡢ㢌㒊ࠋ㔜㔞���0Jࠋ 㸿 1 㹑㹉010

��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㔠ᵔ � 1���
Ꮝᚄ
2�2

��� ඛษࡾ㔠ᵔࡢ㢌㒊ࠋ∦ഃࡣᖹ㢌࡛ࠊ∦ഃࡣ⣽ࡃᑤࠋࡿ㔜㔞���Jࠋ 㸿 1 㹑㹉010

��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

࣊ࣛ � 1��� 0�� ��� ࣊ࣛ㒊ࡣ๢ඛ≧࡛ࠊ᯶㒊᩿ࡢ㠃ࡢࢥࡣᏐ≧ࠋ㔜㔞�02��Jࠋ 㸿 1 㹑㹉010

��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

ࣅࢧࢡ � ��� 0��� 2�1 ඛ➃㒊ࡣḞࠋࡿ࠸࡚ࡅ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞22��Jࠋ 㸿 1 㹑㹉010

��
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��1 0�2 0�� ඲యࡢᖹ㠃8ࡣᏐ≧ࠊ୧➃㒊ࡣ/Ꮠ≧༙ࠋศࡽ࠿᭤ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡀ㔜㔞20��Jࠋ 㸿 1 㹑㹉010

��
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��� 0�2 ��� ㍯≧ࡢ〇ရࠋ㔜㔞���Jࠋ 㸿 1 㹑㹉010

��
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��� 0�2 ��� ࠋ㔜㔞��1Jࠋ〇ရࡢ≦⎔ 㸿 1 㹑㹉010

�0
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

୙᫂ � ��� 0�2 ��� ࠋ㔜㔞102��Jࠋ〇ရࡢ≦⟃ 㸿 1 㹑㹉010

�1
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

ࢺࢵࢭࣥࣆ � 12�� 0�2 1�0 ඛ➃㒊ࡣ┤ᆺࠋ㔜㔞21��Jࠋ 㸿 1 㹑㹉010

�2
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
୙᫂ � 2�� ��0 1�2 ⟄ᙧ࡛Ꮝᚄ1�2FPࠋ∦᪉ࡣཱྀࡢෆഃ࡟≦ࣃࢵࣛࡀᗈࡿࡀ㐀ᙧࠋⰍㄪࡣ㯮Ⰽࠋ 㸿 1 㹑㹉010

�� ▼〇ရ ◒▼ � 21�� ��� ���
▼ᮦ㸸จ⅊ᒾࠋຍᕤ⑞㸸୧ഃ㠃࣭⫼㠃࡟ษ᩿⑞ࠋ౑⏝⑞㸸ṇ㠃࡟พ≧◒㠃ࡢࡑࠋ௚㸸ୗ㠃࡟⮬
↛㠃ṧࠋ

㸿 1 㹑㹉010

�� ▼〇ရ ◒▼ � � ���� 10��
▼ᮦ㸸⣽⢏◁ᒾ（ࣅ࣮ࢽ）ࠋຍᕤ⑞㸸ഃ㠃࣭ୖୗ㠃࡟ษ᩿⑞ࠊୗ㠃◊☻ࠋ౑⏝⑞㸸ṇ࣭⫼㠃࡟
◒㠃

㸿 1 㹑㹉010

�� ▼〇ရ ◒▼ � 1��1 ���� ���
▼ᮦ㸸⣽⢏◁ᒾ（ࣅ࣮ࢽ）ࠋຍᕤ⑞㸸ഃ㠃࣭⫼㠃ᩙ࡟ᡴ⑞ࠋ౑⏝⑞㸸๓㠃࡟พ≧◒㠃ࡢࡑࠋ
௚㸸⫼㠃୍㒊࡜୧ഃ㠃࡟⮬↛㠃ṧࠋ

㸿 1 㹑㹉010

�� ▼〇ရ ◵ � 12�2 2�2 ���� ▼ᮦ㸸㡫ᒾࠋຍᕤ⑞㸸඲㠃◊☻ࠋ౑⏝⑞㸸ṧᏑ㒊ࡢࡑࠋࡋ↓ࡣ࡟௚㸸⾲㠃㉥Ⰽ࡟ኚⰍࠋ 㸿 1 㹑㹉010

�� ୰ᅜ⏘ⓑ☢ ᑠᮼ ᬒᚨ㙠❔ � � 2�� ⣽㧗ྎࠋⓑ⃮ࡓࡋ㔙ㄪࠋෆ㠃ࡣࡁࡘࡽࡊࡢ౑⏝᫬࠿ᇙἐ᫬ࠋ࠿ 㸿 1 㹑㹉0��

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��2 2�� ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃ࠋᩥ⳻࡟ぢ㎸࡟ࡳ୐ᐆᩥࠋ㧗ྎෆ࡟◁௜╔ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㸿 1 㹑㹉0��

��
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
⏎ 㸿㢮 ���0 ���0 2��2 እ㠃⅊㯤〓Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽཱྀࠋ၁㒊พ⥺㸰᮲ࠋ⫪㒊พ⥺ࡸἼ≧ᩥࠊ୸ᩥ㈞௜ࡿࡼ࡟᪋ᩥࠋ 㸿 1 㹑㹉0��

�0 〇ရࢫࣛ࢞
⋵ල࠿

（ⓑ㸩㟷）
� � 1�0� 1�2 ཎᙧࡣᢕᡭࡢ≦ࣉࢵ࢝ࡓ࠸ࡘࡢ⋵ලࠋ࠿ⰍㄪࡣⓑⰍ⣔࡜㟷Ⰽ⣔ࣝࣈ࣮࣐ࡢᶍᵝࠋ 㸿 1 㹑㹉0��

�1
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

ゅ㔥 � ��0 0�� 2�1 ㍈㒊᪉ᙧࠋ㢌㒊୕ࡣゅᙧ≧࡛ഃ㠃ほࡣ/Ꮠ≧ࠋ㔜㔞�1��Jࠋ 㸿 1 㹑㹉0��

�2
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

� � ��0 0�� 2�� Წ≧ࡢ〇ရ࡛ඛ➃㒊ࡣ/Ꮠ≧ࠋࡿ࡞࡜㍈㒊㛗᪉ᙧࠋ඲యⓗ࡟㗵࡛⭾ࠋࡿ࠸࡚ࢀ㔜㔞1���Jࠋ 㸿 1 㹑㹉0��

��
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

ࣈ࣮ࣗࢳ � ���� 0�� 1�� ࠋ㔜㔞2��Jࠋᗏ㒊Ḟᦆࡾ࠾࡚ࢀ₽࡟඲యⓗࠋᘧࡌࡡࡣඛ➃㒊ࠋࣈ࣮ࣗࢳ 㸿 1 㹑㹉0��

�� ▼〇ရ ༳㒊▼ � 2���㸩 ��� 2����㸩
▼ᮦ㸸⌰⌫▼⅊ᒾࠋຍᕤ⑞㸸ṇ㠃࣭ഃ㠃◊☻ࠋ౑⏝⑞㸸ࡢࡑࠋࡋ࡞௚㸸㖭᭷࠿ࠕ（㸽）ࡳ㸭ࡲ
ᒣཎࠖࠊ⫼㠃⮬↛㠃ṧࠋ

㸿 1 㹑㹉0��

�� 㖹㈌ ჆៞㏻ᑌ �
እᚄ
2���

0�1�
Ꮝᚄ
0���

���㹥ࠋ⫼㠃ࡣ‶ᕞᩥᏐࠋᏍ⦕ࠋࡾ࠶ࣜࣂࡢ 㸿 1 㹑㹉0��

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 12�2 ��� ��2

ᆺ㐀ࡾᡂᙧཱྀࠋ⦕㒊ࡣእ཯ࠋእ㠃࡟Ỉ௝ᩥࠊᯇᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶⣲ᆅ
ࠋ⏘㒊◒ࠋⓑⰍ࡛⦓ᐦࡣ

㸿 2 㹑㹉0�1

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹁㢮 12�0 ��0 ��1 እ㠃ࠋᩥ⽣࡟እ㠃ୗ༙ࣟࠋ≦⭡⺬ࡾࡼ࡟┠ࣟࢡ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��1 ��� ��� 㖡∧㌿෗ࠋእ㠃࡟ⰼ㫽ᩥࠊⰼᘚࡣ᱈Ⰽࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��2 ��0 ��2

㖡∧㌿෗（⥳࣭ⲔⰍ）ࠋእ㠃ཱྀ⦕㒊࿘㎶࡟྿ࠊ⤮ࡁ⬗㒊࡟ⰼⰺᩥࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ࣭
⨾⃰⣔ࠋ

㸿 2 㹑㹉0�1

�0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��0 ��� ��� 㖡∧㌿෗（⥳࣭ⲔⰍ）ࠋእ㠃࡟ᶞᮌᩥࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

�1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��0 ��� ��� 㖡∧㌿෗（ⲔⰍ）ࠋእ㠃࡟⚟࣭ᑑ࣭୓ṓྜྷࡢ⚈ᩥᏐࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

�2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��2 ��� 2�� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋⓑⰍ࡛⦓ᐦࡣ⣲ᆅࠋᩥ┠⥙࡟እ㠃ࠋ⏝㌿෗ే࡜ุ࣒ࢦ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��� ��0 㔙ⷧࡣ⥳Ⰽࠋእ㠃ྜྷࡿࡼ࡟ุ࣒ࢦ࡟⚈ᩥᏐࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��� ��� ⥳Ⰽࡿࡼ࡟እ㠃࡟᢯Ⲕ࡜୙᫂ᏐḰࠋࡾ࠶⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 10�� 2�� ��� 㖡∧㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟ட⏥ᩥࠊⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹂㢮 11�0 1�� ��� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋⓑⰍ࡛⦓ᐦࡣ⣲ᆅࠋᱵⰼᩥ㸽࡟ෆ㠃ࠋ☢㟷࣒ࣟࢡ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹂㢮 ��� 2�� 2�� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋⓑⰍ࡛⦓ᐦࡣ⣲ᆅࠋ㕹ࡧ㣕࡟እ㠃ࠋ☢㟷࣒ࣟࢡ 㸿 2 㹑㹉0�1

�� ୰ᅜ⏘Ⰽ⤮ ᑠᮼ ᬒᚨ㙠 ��0 2�� 2�� ཱྀ⦕㒊ࡣእ཯ࠋ㟷㉥㯤ࡣṧᩥࠊࡀࡿᵝ୙᫂ࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�2㢮 1��� ��� ��� ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤ᶳⰍࠋぢ㎸ࡢ⺬ࡳ┠≧㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋእ㠃࡟༳ⰼᩥࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

�0
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
ᑠ☇ 㹁��㢮 ��� ��0 ��� ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋぢ㎸ࡢ⺬ࡳ┠≧㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋእయ㠃࡟࿋㡲࡛ⰼᩥࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

�1
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⎼㸽 � � � � ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵ⅊ⓑⰍࠋእ㠃㣕㕹้࡛ᩥࠋჾቨ᭱኱㸰FP࡜ཌࠋࡵ 㸿 2 㹑㹉0�1

�2
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
ⅆධ � 1��0 10�� ��� 〓㔙ࠋ⫾ᅵ㯤〓Ⰽࠋෆ㠃ཱྀ⦕㒊௨እࡣ↓㔙ࠋ㧗ྎ⬥ࡣ᪋㔙ᚋࠊᥙࠋࡾྲྀࡁ 㸿 2 㹑㹉0�1

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦㸰㸧ࠉ⾲

169



㑇≀
θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

��
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⵹ � ��2 ��0 2�0 ࿋㡲ࠊෆ㠃ⓑ໬⢝ࠋࡳࡢ⫾ᅵὸ㯤Ⰽࠋ෇Ꮝ㸯�┤ᚄ0��FP�ࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（㟷）
࠿⎼⸆ 2�� � � ཱྀ⦕ෆ㒊ࢫࣛ࢞࡟ᰦ（ඹᰦ）ࢆ౑⏝ࡓ࠸࡚ࡋ⑞ࠋࡿࢀࡽࡳࡀࢀ᧿ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ 㸿 2 㹑㹉0�1

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（⥳）
ᰁᩱ⎼࠿ 1�� ��� 2�0 ẼἻࢆከࠋࡴྵࡃ 㸿 2 㹑㹉0�1

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
໬⢝⎼ � � ��0 ໬⢝Ỉ⎼ࠋ㤳㒊ࡀ㛗ࠊ⫪ࡾ࠿࠸ࠊࡃᗏᙧࡀ෇ᙧࠋᗏ㒊࡜࣎ࣥࢺ࡟᱈ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢࢡ࣮࣐ࡢ 㸿 2 㹑㹉0�1

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（ⓑ）
໬⢝⎼ ��� ��� ��� ໬⢝ࠋ⎼࣒࣮ࣜࢡ⬗㒊10ࡣ㠃ྲྀࠋࡾᗏ㒊ࠕ࡟ᖹᑿศᗑࠖࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ 㸿 2 㹑㹉0�1

��
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��2 0�1 ���
ᯈ≧ࡌࡡࠋ✰ከᩘ✸Ꮝࡌࡡࠊࢀࡉ✰ᚄࡣ኱（�PP）୰（2㹼�PP）ᑠ（1PP）ୖࠋࡾ࠶㒊ۑ࡟ෆ࡟
8S㸽้ࡢ༳ࠋࡾ࠶㔜㔞2���㹥ࠋ

㸿 2 㹑㹉0�1࠿㹑㹄1

��
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

◙ᙎ � ��1㸩 0�� 2��㸩 ᙎయ୍ࠋ㒊⇕ࠋࡿ࠸࡚ࡅ⁐ࡾࡼ࡟㔜㔞1���Jࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1࠿㹑㹄1

�0
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

࢖࢞ࢫ࢝ � 1��� 1�� ��2 ᡭ㐪࠸㙥ࠋ୧➃ࠊࢀࡌࡡࡣ∎ࡢ┦஫࡟┤ゅ᪉ྥࠋࡃྥࢆ㍈㒊᪉ᙧࠋ㔜㔞1����Jࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1࠿㹑㹄1

�1 㖹㈌ ୍㖹 �
እᚄ
2���

0�1� � ���㹥୍ࠋ㖹㖡㈌᫂ࠋ἞༑ᖺࠋ 㸿 2 㹑㹉0�1࠿㹑㹄1

�2 ୰ᅜ⏘ⓑ☢ ᑠᮼ ᚨ໬❔ ��� 2�0 1�� ගἑࡿ࠶ࡢⓑⰍࡢ㔙ㄪࠊ⫾ᅵࡶⓑⰍ࡛๭ࠋࡃࡘࡽࡊ┠ࢀ␚௜㔙๤ࠋࡂ 㸿 2 㹑㹉0�2

��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᛴ㡲 㹁㢮 ��� ��1㸩 ��0 እᗏࠊෆ㠃㢁㒊↓㔙ࠋእ㠃࡟㞾ᩥᖏࠊእ㠃࡟㕲㔙ࡾࡼ࡟᪋ᩥࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ 㸿 2 㹑㹉0�2

�� 〇ရࢫࣛ࢞
⵹

（⥳）
� � � � ࠋพฝ࡟⦖ 㸿 2 㹑㹉0�2

��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � 10�� 0�� ��� ᯈ≧ࡢ〇ရ࡛ࠊ㗬ࡢ㤳㒊ศྍࡢ⬟ᛶࠋࡾ࠶㔜㔞���1Jࠋ 㸿 2 㹑㹉0�2

��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

࣊ࣛ � 2��0 0�� 2�� ล㒊ࡣᯈ≧࡛ࠊ᯶ࡣ࡟㘥ࡀ௜ࠋࡃ᯶ࡣ㗵࡛そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞�1�Jࠋ 㸿 2 㹑㹉0�2

�� 㖹㈌ ᐶỌ㏻ᑌ �
እᚄ
2���

0�1
Ꮝᚄ
0���

2��㹥ྂࠋᐶỌࠋ⫼㠃ഃࡃ⦅࡟ᢡࠋࡿࢀ 㸿 2 㹑㹉0�2

�� 㖹㈌ ᐶỌ㏻ᑌ �
እᚄ
2�2�

0�0�
Ꮝᚄ
0���

1��㹥ࠋ᪂ᐶỌࠋഃ⦕࡟Ḟࡀࢫࠊࡕ❧┠ࡅከࠋ࠸ 㸿 2 㹑㹉0�2

�� 㖹㈌ ᐶỌ㏻ᑌ �
እᚄ
2���

0�11
Ꮝᚄ
0���

2��㹥ྂࠋᐶỌࠋ⫼㠃ẁᕪࠋࡋ࡞ 㸿 2 㹑㹉0�2

100 㖹㈌ ᗣ⇊㏻ᑌ �
እᚄ
2���

0�0�
Ꮝᚄ
0��

1/2ṧᏑ0ࠋ��㹥ࠕࠋᗣ⇊㏻ࠋࠖڦ⫼㠃‶ᕞᩥᏐࠋ 㸿 2 㹑㹉0�2

101 㖹㈌ ୍㖹 �
እᚄ
2���

0�1� � ���㹥ࠋ✄୍㖹㟷㖡㈌᫂ࠋ἞୕༑஧ᖺࠋ 㸿 2 㹑㹉0�2

102 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
Ύᾴ㣧ᩱ⎼ ��� 1��� ��0

ࡓࡗධࡢ㹡࡟୰ࡢۑ）2ࠕ࡟㒊ୗ⬗ࠊࠖ.�0$5)'75$ࠕ࡜ࢦࣟࡢ࣮ࣛࢥ࢝ࢥ࡟㒊ୖ⬗ࠋ⎼࣮ࣛࢥ
ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢࠖ��（ࢡ࣮࣐

㸿 2 㹑㹉0��

10� ୰ᅜ⏘ⓑ☢ ᮼ ᚨ໬❔ ��2 ��� ��� ཱྀ⦕እ཯ࠊ➃㒊㔙๤ࠋࡂእᗏ↓㔙ࠋ 㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

10�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹅㢮 10�� ��� ��� ඲㠃࡟⥳㔙ࠊⓑ࣭㯮࡛⤮௜ࠋࡾ࠶ࡅ␚௜ࡅ㔙๤ࠋࡂ 㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

10�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��� ��1 㖡ᯈ㌿෗ࠋእ㠃࡟᱈Ⰽࡢⰼᩥࠊ௨እࡢⴥࡣ࡝࡞㟷Ⰽࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

10� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
࠿⎼⸆ 1 2��� 1��

࢚࣎ࣥࡓࢀࡉグࡃࡉᑠ࡜ࠖ㹵�0（㸽）ࠕ࡟ᗏ㒊ࠋᗏ㒊෇ᙧࠋ㒊⬗࡞┤ᆶ࡚ࡅ࠿࡟ᗏ㒊ࡽ࠿⫪
ࠋᰦࢪࢿࠋࢫ

㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

10� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
࠿⎼⸆ 1�� ��1 1�� ࠋࡴྵࡃከࢆẼἻࠋᗏ㒊෇ᙧࠋ㒊⬗࡞┤ᆶ࡚ࡅ࠿࡟ᗏ㒊ࡽ࠿⫪ 㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

10� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
୙᫂ ��2 ��� ���

⬗㒊ᶓ᩿㠃ࡀ㝮୸᪉ᙧࠊᗏ㒊෇ᙧࠋ⬗㒊ࢆᫍࢶ୕࡟ᅖ࡚ࡗ⿦㣭ࢪࢿࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢࢡ࣮࣐ࡿ࠶ࡢ
ᰦ

㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

10� 〇ရࢫࣛ࢞
ࣉࢵࢥ
（↓）

� ��� ��1 ��2 ⬗㒊୰ኸࡽ࠿ᗏ㒊࡛ࡲ�㠃యࡆୖࠋᗏࠋෆᗏ୰ኸ㒊ࡣഹࠋࡴ❑࡟࠿ 㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

110
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

࣮ࣥࣉࢫ � 11�2 0�2 0�� 㔜㔞��2Jࠋ 㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

111
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ���㸩 0�1 1�2 ㍯≧࡛୧➃ࡣ᭤ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ㔜㔞���Jࠋ 㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

112
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

⸆Ⳓ � ���㸩 � 1�2
���PPᑠ㖠ᙎࡢ⸆Ⳓୖࠋ᪉ࡀ⁁࡟ᕠࠊࡾ࠾࡚ࡗカ⦎⏝ྍࡢ⬟ᛶࠋᗏ㠃้࡟༳ࡀࡿࢀࡽࡳ୙᫂░ࠋ
㔜㔞12��Jࠋ

㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

11�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

࣊ࣛ � � 0�� ��� ล㒊ࡣ᪉ᙧ≧࡛ࠊ᯶㒊᩿ࡢ㠃ࡢࢥࡣᏐ≧ࠋ඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞��0Jࠋ 㸿 � 㹑㹄001

11�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

◙ᙎ � � ��� ��� ࠋ㔜㔞1100Jࠋ࠿㒊୍ࡢ⨨᥎㐍⿦ࡃ௜ࡾྲྀࡀᙎ㢌ࡢᙎࢺࢵࢣࣟ 㸿 � 㹑㹄001

11� ୙᫂⎰ ㌺୸ ㉥Ⰽ⣔ � 2�2 � ⫾ᅵ㌾㉁⢭Ⰻࠊ㞼ẕΰධࠋᕮᩥᩥࠋᵝ㒊ୖ㠃ࢹࢼ㸽11ࠋࣉ࢖ࢱྠ࡜� 㸿 � 㹑㹄001

11� ୙᫂⎰ ㌺୸ ㉥Ⰽ⣔ � 2�0 � ⫾ᅵ㌾㉁⢭Ⰻࠊ㞼ẕΰධࠋᕮᩥᩥࠋᵝ㒊ୖ㠃ࢹࢼ㸽11ࠋࣉ࢖ࢱྠ࡜� 㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

11�
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ṑࢩࣛࣈ � 1��� 0�� 1�2

࡟᯶ࠋࡿ࠼ぢࡀࡢࡶ࡞࠺ࡼࡢ⣒࡟఩⦪ࡣ࡟ẟ✰ෆ᳜ࠋ✰ẟ᳜ࡢ✰���᮲࡚ࡗἢ࡟㛗㍈࡟㒊ࢩࣛࣈ
ⲔࡣⰍㄪࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲ㎸ࡵࡣࡀࡢࡶ࡞࠺ࡼࡢ㔥ࡣ࡟Ꮝࡋ㏻ࡢ᯶ᑼࠋ้⥺ࡢ〇ẟṆࠖ（㸽）≉ࠕ
Ⰽࢩࣛࣈࠊࡃ㒊༙ࡣ㏱᫂ࠋ

㸿 � 㹑㹄001ୗഃ⁁

11� ▼〇ရ ▼⮻ � 2���㸩 ��1 10��㸩 ▼ᮦ㸸⣽⢏◁ᒾ（ࣅ࣮ࢽ）ࠋຍᕤ⑞㸸඲࿘◊☻ࠋ౑⏝⑞㸸ṇ㠃ࡢ≦⁁࡟พࡢࡑࠋࡳ௚㸸ࠋࡋ࡞ 㸿 � 㹑㹉01�

11� ▼〇ရ ▼⮻ � 1���㸩 ��2 12��㸩
▼ᮦ㸸⣽⢏◁ᒾ（ࣅ࣮ࢽ）ࠋຍᕤ⑞㸸඲࿘◊☻ࠋ౑⏝⑞㸸☜ㄆ࡛ࡢࡑࠋࡎࡁ௚㸸⢊ᤂ⮻ୖࡢ
ࠋ⮻

㸿 � 㹑㹉01�

120
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � 2�0 0�1 1�� 㖡⥺ࢆ ᕳ࡟≦ࡁ᭤ࡓࡆ〇ရࠋ㔜㔞1��Jࠋ 㸿 � 㹑㹉022

121 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（ࢺࣝࣂࢥ）
⸆⎼ 1��� ��0� 2�2

⬗㒊ᶓ᩿㠃ࡀᶓ㛗ඵゅᙧࠋ⣽࠸࠿ẼἻࠋࡴྵࢆ⬗㒊ࠊࠖ⸆⚄ࠕ࡟⦪࡟ᗏ㒊࡜ࠕ࡟ཪࢆ㔜ࡼࡓࡡ
ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢࢡ࣮࣐࡞࠺

㸿 � 㹑㹉02�

122 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
໬⢝⎼ 2�0� ��� ��2

໬⢝Ỉ⎼ࠋ㤳㒊ࡀ㛗ࠊ⫪ࡾ࠿࠸ࠊࡃᗏᙧࡀ෇ᙧࠋᗏ㒊࡜࣎ࣥࢺ࡟᱈ࡽࡳࡀࢫ࢚࣎ࣥࡢࢡ࣮࣐ࡢ
ࠋ░୙᫂ࡀࡿࢀ

㸿 � 㹑㹉02�

12� ▼〇ရ ◵ � ��2 0��� 0���
▼ᮦ㸸㡫ᒾࠋຍᕤ⑞㸸඲࿘◊☻ࠋ౑⏝⑞㸸ṧᏑ㒊ࡢࡑࠋࡋ↓ࡣ࡟௚㸸ṧᏑ㒊୍ᖏࡢ኱㒊ศࡀ㉥
Ⰽ࡟ኚⰍࠋ

㸿 � 㹑㹉02�

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦㸱㸧ࠉ⾲
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θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

12� ▼〇ရ ◵ � ���㸩 1�� ��2�㸩
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☇ 㹅㢮 12�� ��2� ��2

ぢ㎸࡟ࡳ┠⑞ࠋࡾ࠶እ㠃࡟⥳Ⰽ࡜ⲔⰍ2ࡢ᮲1⤌ࡢᅪ⥺ࢆ�ẁࠋ⣲ᆅࠋࠉࡣ㧗ྎෆࠕ࡟ঔ㸽ࠖࡀධ
ࠋ࠿⏘㒊◒ࠋࡿ

㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹅㢮 11�� ��2 ���

ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ㧗ྎෆ࣐࢝ࣖࠕ࡟㝡ჾࠉᒱ1��ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜ
Ẹ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��0 2�� ��� 㖡∧㌿෗ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃ᩥࡢᵝࡣⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2�0
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�2㢮 1��� ��� ��0 ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵ㕌㉥〓Ⰽࠋෆᗏ⺬࡟≦┠ࡢ㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶እ㠃ⲡⰼᩥࠋ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2�1
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�1㢮 12�� ��2 ��� ⓑ໬⢝ᚋࠊእ㸸〓㔙ࠊෆ㸸㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵ㉥〓Ⰽࠋෆᗏ⺬࡟≦┠ࡢ㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2�2 㝡㉁ᅵჾ ⵹ � ��� � � ෆእ㯤ᶳⰍࠋእ㠃㎆㎜⑞ࠋ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2�� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
ᰁᩱ⎼ � � 2�1

ཱྀ၁㒊࡟⣽࠸࠿ᡴ๭⑞ࠋᗏᙧࡣ෇ᙧࠋ⬗㒊ࠕ࡟㇂฼ࠖࠊᗏ㒊࡟ඵࢡ࣮࣐࡞࠺ࡼࡓࡏࢃྜࢆྂ࡜
（㇂㸽）ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ

㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2��
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

୙᫂ � ��0 0�� ��0 ༙෇ᙧࡢᯈ≧〇ရࠋ୰ኸ୍࡟㎶�㹫㹫ྎࡢᙧ≧ࡢ✺㉳ࠋࡾ࠶㔜㔞122��Jࠋ 㹀 � 㹑㹑002┤ୖ

2��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

࢖࢞ࢫ࢝ � 1��2 1�� ��� 㙥ࠋ㍈㒊෇ᙧࠋ㔜㔞1�2��Jࠋ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

ࢼࣃࢫ � 20�0 1�� ��1 ࠋ㔜㔞2�2��㹥ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃそ࡟㗵ࠋḞᦆࡣഃ∦ࠋࢼࣃࢫ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㔠ᵔ � 20�0 ��0 ��� 㔠ᵔࡢ㢌㒊ࠋ㔜㔞11�0Jࠋ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ
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2��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㚄 � 2��� 2�� ���
ୖ㹼୰఩᩿ࡣ㠃෇ᙧ࡛ࠊୗ఩ࡣᅄゅᙧ࡛ඛ➃ࡣᑤࡿ㛓ୖࠋ➃ゅࠋࡾྲྀ⦖ࡣ▼ᕤ⏝ࠋ࠿㔜㔞
��0Jࠋ

㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � ��� 0�� ��0 㹈Ꮠᙧࡢᯈ≧〇ရࠋ୸㔥ࠋࡿࡍ╔⁐ࡀ㔜㔞��0Jࠋ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2�0 ෇┙≧〇ရ � ୰ᅜ⏘㟷☢ ��� 2�� ��� ᏶ᙧࠋ㟷☢Ϭ㢮☇ᗏ㒊ࠋ 㹀 � 㹑㹑002ୗᒙ

2�1
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � 2���� 0�� ��0 ⣽㛗࠸ᯈ≧ࡢ〇ရ࡛ࠊᏍࡀᅄ⟠ᡤࠋࡿࢀࡽࡳ඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞2���0Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

2�2
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㙊 � 12�� 1�0 10��� 㙊ࡢล㒊ࠋ඲యࡣ㗵࡛そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞���0Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

2��
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ���㸩 0�2 ���㸩 ᯈ≧࡛ࠋࡾ࠶✰ࡌࡡࠊ㔜㔞12�0㹥ࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

2�� ▼〇ရ ◒▼ � ���� ��1 ���
▼ᮦ㸸୰⢏◁ᒾࠋຍᕤ⑞㸸ୖ㠃㝖ࠊ☻◊ࡁ㸰᪉ྥࡽ࠿✸Ꮝࠋ౑⏝⑞㸸ṇ࣭⫼㠃࡟◒㠃ࡢࡑࠋ
௚㸸ୖ㠃⮬↛㠃ࠊ࠿ഃ㠃࡟㕲㔥௜╔ࠋ

㹀 � 㹑㹉0��

2��
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⵹ 㹁㢮 ��� 2�� �

ᛴ㡲ࡢ⵹ࠋ࠿ᗊ㒊ࡢෆ㠃ࢆࡳࡢ㔙๤ࠋࡂእ㠃࡟࿋㡲ࡿࡼ࡟⤮௜ࠋࡅ⵹እ㠃ࡽ࠿ෆ㠃࡚ࡅ࠿࡟⁽
႞௜╔ࠋ

㹀 � 㹑㹉0��

2��
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

⡌ � 11�� ��� ��� ࠋ㔜㔞���Jࠋභゅᙧࡣ㠃᩿ࠋᦆ◚ࡣࣈ࢝ 㹀 � 㹑㹉0��

2��
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

ゅ㔥 � ��� � 1�1 ㍈㒊᪉ᙧࠋ඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞12�0Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

2�� ▼〇ရ 㙂㸽 � ��0� ��1� ��1
▼ᮦ㸸୰⢏◁ᒾࠋຍᕤ⑞㸸ୗ㠃㝖ࡁᙅ◊☻ࠊୗ㠃ᩙᡴ⑞ࠊ㸰᪉ྥࡽ࠿✸Ꮝࠋ౑⏝⑞㸸☜ㄆࢀࡉ
ࠋ�0���Jࡉ௚㸸㔜ࡢࡑࠋࡎ

㹀 � 㹑㹉0��

2�� 㖹㈌ ᐶỌ㏻ᑌ �
እᚄ
2��

0�2
Ꮝᚄ
0��

2��㹥ࠋ᪂ᐶỌࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

�00
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � 12��㸩 0�1 0�� ࠋ஧ḟຍᕤရ㸽㔜㔞20��Jࡢ⟶↮࡭ᘏࠋ〇ရࡢ≦⟃ 㹀 � 㹑㹉0��

�01 㖹㈌ ୍㖹 �
እᚄ
2�2�
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ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
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ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
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�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 11�0 2�� ��� 㖡∧㌿෗（⥳Ⰽ）ࡿࡼ࡟ෆ㠃࡟㭯ᩥࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ㺃⨾⃰⣔ࠋ 㹀 � 㹑㹉0��
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ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
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⣔ࠋ

㹀 � 㹑㹉0��
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Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�2㢮 1��� ��2 ��2 ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤Ⰽࠋෆᗏ⺬ࡢ┠≧㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶እ㠃༳ⰼᩥࠋ 㹀 � 㹑㹉0��
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Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⎼ � ���� 1���� ��2

ⓑ໬⢝ᚋཱྀࠊ⦕㹼⫪㒊㸸〓㔙ࠊ⫪㒊௨ୗ㸸㯮㔙ࠋ㔙஧ᗘሬࠋ࠿ࡾ⫾ᅵ㯤〓Ⰽࠋ㧗ྎෆ࡟◁௜
ࠋ╔

㹀 � 㹑㹉0��

�0�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
㓇ჾ � � � ��� ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋእ㠃࿋㡲࣭〓㔙࡛᪋ᩥࠋὀཱྀ௜ࡅ᰿ࡣ⥳㔙ࠋእᗏ↓㔙ࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

�0�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
㤶⅔ � � � ��� ⅊㔙ࠊෆ㠃↓㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋእᗏ࣭⬮㒊ᶳⰍࠋ㢁㒊พ⥺㸰᮲ࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

�10
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
㖊 � 2��� 1��� 1���� እ㠃㉥〓Ⰽࠊෆ㠃㯤ⓑⰍࠋእ㠃Ἴ≧ᩥ�㸶᮲㸭1��FP�ࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

�11
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ኑ 㸿㢮 1��� ���� 1��2

࣐ࣥ࢞ࣥ㔙ࡾࡼ࡟እ㠃ᬯ〓Ⰽࠋෆ㠃᫂㉥〓Ⰽ୍ࠊ㒊㯮Ⰽཱྀࠋ⦕ෆ㠃࡟พ⥺ࠊࡾ࠶ㄪᩚ⑞ࠋ࠿ෆ
㠃㎆㎜⑞᫂░ࠋ

㹀 � 㹑㹉0��

�12 〇ရࢫࣛ࢞
⵹

（↓）
� ��0 ���

᧜ࡳ
2�0

෇ᙧࠊ᧜࡟ࡳⰼᙧࡢ㐀ᙧࠋ⿙ࠋࡿ࠸࡚ࢀ᧿ࡀෆ㠃ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ$3$1ࠖ-�1,�)'0$ࠕ࡟ 㹀 � 㹑㹉0��

�1� 〇ရࢫࣛ࢞
⵹

（⥳）
� 10�0 � � ෇ᙧ࡛࿘ᅖࠋࡿ࠸࡚ࢀ᧿ࡀ⣽࠸࠿ẼἻࢆከࠋࡴྵࡃ 㹀 � 㹑㹉0��

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

୙᫂ � ��� 0�1 2�0
ࢀࡽࡳࡀ၈ⲡᩥᵝ࡜Ꮚᐆ༳ࠖࠕ㝧้࡛࡟እ㠃ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜┠⥙ࡢ≦㔠ල࡛▷෉ࡢ≦࣒࣮ࢻ
ࠋ㔜㔞��0Jࠋࡾ࠶ᡤ⟠୕ࡀᏍࡌࡡࠋࡿ

㹀 � 㹑㹉0��

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

⨁ � ��0 0�1 � ୸⨁ࠋ඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞112��Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㘵 � 21�2 0�� 12�� 㘵ඛࡣ᪉ᙧ≧ࠋᖹ㘵ࠋ㔜㔞��0㹥ࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㘵 � 11�0 0�� ��2 ୕ཪࡢ㘵ࠋ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞2����Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㯤⇥ᙎ � ��� 1��0 � 㯤⇥ᙎࡢᙎ㢌㒊ࠋ㔜㔞1����Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0��

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦㝡ჾ
ࡱࢇࡓ‮ � � � ���

㔙ㄪࡣእ㠃〓Ⰽࠊෆ㠃⥳ⓑⰍࠋ⫾ᅵࡣ⅊ⓑⰍࠋ࠸ࡱࡗ◁ࡸࡸࠊᆺసࡿࡼ࡟ࡾᡂᙧࠋእ㠃᱁Ꮚ
ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋࡾ࠶ព໶᪂⾗Ⓩ㘓ࠖ㖭ࠕ࡟ᢕᡭࠋ≦

㹀 � 㹑㹉0�1

�20
ᮏᅵ⏘

㏆ୡ㝡ჾ
⵹ 㛵す⣔ ��� � � እ㠃࡟⅊㔙ࠋ⫾ᅵࡣῐ㯤Ⰽࠊ㌾㉁ࠋ㕲㔥∦௜╔ࠋ 㹀 � 㹑㹉0�1

�21 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
Ύᾴ㣧ᩱ⎼ � � 2�0

ࡃከࢆẼἻࠋ෇ᙧᖹᗏࡣᗏ㒊ࠊࢀࡉẁ࡛ᵓᡂ୕ࡀ㒊⬗ࡢ≦య⌫ࠋ⎼Ỉࢇ࠿ࡳࡣࡃࡋࡶỈ࢟ࢵࢽ
ࠋࡴྵ

㹀 � 㹑㹉0�1

�22
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

㌷ย࠿ � ��0 0�� 2�� ㌷ยࡢ᯶➃㒊ࠋ࠿ⰼᘚ≧ࡢ㗩ࡀ௜ࠋࡃ㔜㔞1���Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0�1

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ���㸩 0�1 ���㸩
㍯ⰼᙧࡢᯈ≧〇ရ࡛ࠊእ㠃ࡣ㩪⫙≧࡛ࠊ୰ኸࠋ้⥺ࢆᫍ࡟᪥ᮏ㌷㛵ಀࠋ࠿㔜㔞�0�0Jࠋ㉁ឤࡣ
ࠋࡿࡍ㢮࡜��2

㹀 � 㹑㹉0�1

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � 1��� 0�0� ��0
෇┙≧ࡢ〇ရ（┤ᚄ⣙10FP）ࡀ㸰ᯛࠊ୙᫂ࡢᯈ≧〇ရࠊ⎰࣭㝡ჾ∦ࠋ╔⁐ࡀ෇┙࡜⅖ࡣ࡟㡫㸽
��0�㔜㔞1ࠋ༳้ࡀᏐ₍ࡴྵࢆJࠋ㉁ឤ࡜��2ࡣ㢮ࠋࡿࡍ

㹀 � 㹑㹉0�1

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��� 0�1 2�0 ᴃ෇ᙧࢆ࿊ࡓࡋᯈ≧ࡢ〇ရࠋ㔜㔞10��Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0�1

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��2 0�1 ��� ᯈ≧࡛ࡌࡡᏍࡀ✸Ꮝࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㔜㔞1���Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0�1

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��2 0�� 0�� ෇ᰕ≧ࡢ〇ရࠋ㔜㔞�2��Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0�1

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

ᡭᵄᙎ � 2�� � 1�� ᡭᵄᙎࡢಙ⟶㒊ศࠋࣥࣆ࡜㔜㔞2��1Jࠋ 㹀 � 㹑㹉0�1
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✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

୙᫂ � 11��㸩 0�1 2�� ࠋ㔜㔞��0Jࠋ〇ရࡢ≦⟃ 㹀 � 㹑㹉0�1

��0
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

୕⬮ � ��� � � ࠋ㔜㔞1200Jࠋࡃ௜ࡀලࡵ␃ࡢ≦⎔࡟⬮ࠋ࠿㞼ྎ㒊ศࡢ⬮୕ 㹀 � 㹑㹉0�1

��1
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � ��2 1�0 1�� ࠋ㔜㔞20���Jࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃそ࡟㗵ࠋ〇ရࡢ≦⎔ 㹀 � 㹑㹉0�1

��2 ୰ᅜ⏘㟷ⰼ ☇
Ύ

（ᬒᚨ㙠）
� � ��� ኻ㏱ᛶࡢ㔙ࠊ࿋㡲ࡣ㟷ࡀࡳᙉࠋ࠸እ㠃෇ᩥࠋ 㹀 � 㹌㹐001

��� ୰ᅜ⏘㟷ⰼ ☇ Ύ
（⚟ᘓ࣭ᗈᮾ）

� � ��� ῐ㟷Ⰽࡢ㔙ࠋぢ㎸ࡢ⺬ࡳ┠㔙๤ࠋࡂእ㠃୙᫂ⰼᩥࠋ࠿ 㹀 � 㹌㹐001

��� ୰ᅜ⏘㟷ⰼ ─
᫂

（ᬒᚨ㙠）
� � ��1 እ཯─ᗏ㒊ࠋぢ㎸ࡳ㫣≧ࠋ⌧⾲ࡢ 㹀 � 㹌㹐001

���
ᮏᅵ⏘

㏆ୡᰁ௜
☇ ⫧๓ � � � እ㠃⢒㞧࡞ⲡⰼᩥࠋ࠿ 㹀 � 㹌㹐001

���
ᮏᅵ⏘

㏆ୡ㝡ჾ
☇ ⫧๓ 11�2 � � ⅊㔙ࠋ⫾ᅵ⅊ⓑⰍࠋ 㹀 � 㹌㹐001

���
ᮏᅵ⏘

㏆ୡ㝡ჾ
─ ⫧๓ 12�0 ��� ��1 ⥳㔙ࠊぢ㎸ࡢ⺬ࡳ┠㔙๤ࠋࡂ⫾ᅵ⅊ⓑⰍࠋ 㹀 � 㹌㹐001

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦㝡ჾ
─ � � � 12�0 ὒ㣗ჾࠋぢ㎸ࡳ༳ุࡿࡼ࡟Ⰽ⤮ࠊⰼᩥࠋ 㹀 � 㹌㹐001

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⵹ � 10�� �

᧜ࡳ
��0

ෆእ〓㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋෆ⦕↓㔙ࡳࡲࡘࠋ㧗ྎᙧࠋ 㹀 � 㹌㹐001

��0 㖹㈌ ᐶỌ㏻ᑌ �
እᚄ
2��

0�0�
Ꮝᚄ
0���

᪂ᐶỌ2ࠋ��㹥ࠋ 㹀 � 㹌㹐001

��1 㖹㈌ ᐶỌ㏻ᑌ �
እᚄ
2�2�

0�11
Ꮝᚄ
0��1

᪂ᐶỌ2ࠋ��㹥ࠋ 㹀 � 㹌㹐001

��2 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
࠿⎼⸆ 0�� ��� � ࠋᰦࢪࢿࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ⢭㷊୹ࠖࠕ࡟㒊⬗ࠋ≦ᙧࡢ≦✑ࡢ➹ 㹀 � 㹌㹐001

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
࠿⎼⸆
໬⢝⎼

� � 2�� ᗏᙧࡣ㝮୸㛗᪉ᙧ࡛ࠊ⬗㒊ࡀኚᙧࠋᗏ㒊1ੈࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢࠖ➟୕ࠕ࡟኱ࡢẼἻࢆከࠋࡴྵࡃ 㹀 � 㹌㹐001

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
໬⢝⎼ 1��� ��� ����

㤶Ἔ⎼ࠋ㤳㒊࡟ṍࡽ࠿⫪ࠊࡾ࠶ࡀࡳᗏ㒊࡚ࡅ࠿࡟ᆶ┤࡞⬗㒊ࠋᗏᙧࡣ෇ᙧࣛࣁࢧࠕ࡟⫪ࠋ㤶
Ἔࠖࠊᗏ㒊ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢࠖ�ࠕ࡟

㹀 � 㹌㹐001

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
ㄪ࿡ᩱ⎼࠿ � � ��� �㠃యࡢჾ㠃ࠋᗏ㒊ࠕ࡟（㹆ࡢୗࡀ$࡟௜ࢡ࣮࣐࡞࠺ࡼࡓ࠸）ࢫ࢚࣎ࣥࡢ10����ࠖ 㹀 � 㹌㹐001

���
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � 1��� 0�1 ��2 ᯈ≧࡛ࡌࡡࠊ✰ከᩘ✸Ꮝࠋࡾ࠶㔜㔞���2㹥ࠋ 㹀 � 㹌㹐001

���
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

◙ᙎ � ��� 1�0 � ◙ᙎࡢಙ⟶ᮎ➃㒊ࠋ∦㠃ࠋࡾ࠶⁁ࡣ࡟㔜㔞���0Jࠋ 㹀 � 㹌㹐001

���
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

◙ᙎ � ���㸩 � ��� ◙ᙎࡢಙ⟶ඛ➃㒊ࠋ㔜㔞11���Jࠋ 㹀 � 㹌㹐001

���
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

⸆Ⳓ � � 0�� 2�� ᶵ㖠ᙎࡢ⸆Ⳓࠋ࠿ᗏ㠃้࡟༳ࡀࡿࢀࡽࡳ୙᫂░ࠋ㔜㔞���Jࠋ 㹀 � 㹌㹐001

��0
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㋟㕲 � 12�0 1�0 10�� 㔥Ꮝࡀᕥྑ࡟㸱ࠋࡘ඲యࡣ㗵࡛そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞1��Jࠋ 㹀 � 㹌㹐001

��1
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㙊 � 1��� 0�� 1��� 㙊ࡢล㒊ࠋ඲యࡣ㗵࡛そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞����Jࠋ 㹀 � 㹌㹐001

��2 ෇┙≧〇ရ � ୰ᅜ⏘㟷ⰼ ��� 1�� ��� Ύ௦㟷ⰼ（⚟ᘓᗈᮾ）ᗏ㒊༙ࠋ෇ᙧࠋ 㹀 � 㹌㹐001

���
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ᐃつ � 10�0 0�1 ��0

┤ゅ୕ゅᙧࠊෆ2ゅࡀḞᦆ�0ࠊ㹼�0PP್ᩘࡢ㒊ศࡀṧᏑࠋ┤ᚄ1��FPࡢᏍࢆタࠕࠋࡿࡅᚨࠖ
ࠋ㏱᫂ࡓࡗ࠿ࡀ㯤Ⰽ࿡࡜Ⲕ〓ⰍࡣⰍㄪࠋ้⥺ࡀᏐࡢ࡝࡞ࠖ�ࠕዪࠖࠕࠖ୕ࠕ

㹀 � 㹌㹐001

��� 〇ရ࣒ࢦ ◵ � � 1�� ��0
඲యⓗ࡟ட⿣ࠋ㝣㒊ࡣ࡟ගἑࡿ࠶ࡢ⢏Ꮚࡀሬᕸࠋ⿬㠃ࢧࠕࡣ࡟（㸽）◵ࠖࡢ㝧้ࡢࡑࠊ࿘ࢆࡾ
⣽࠸࠿ᶓ⥺ࡀ⦖ࡓࡗ࠸ࡣࡢᅖࠋࡴ

㹀 � 㹌㹐001

��� ୰ᅜ⏘㟷ⰼ ☇
Ύ

（ᚨ໬❔）
1��� ��� ��� 㔙ࡣ㟷ⓑⰍࠊ࿃㡲ࡸࡸࡣ㕌ࠋ࠸඲యⓗ࡟⣽࡞࠿യࠋࡾ࠶እ㠃ⰼⰺᩥࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫�㹼�ᒙ

��� ୰ᅜ⏘㟷ⰼ ☇ Ύ
（⚟ᘓ࣭ᗈᮾ）

� � ���
ෆ㠃⺬ࡢ┠㔙๤ࠊࡂ㔙๤ࡂ㒊ࠋ࠿ࡽ⁥ぢ㎸ࡳⰼᘚᩥࠋᗏ㒊ഃ⦕๤㞳⑞ࠊࡾ࠶෇┙≧ࢆពᅗࡓࡋ
ࠋ࠿ࡢ

㹀 � 㹌㹐002㸫�࣭�ᒙ

���
ᮏᅵ⏘

㏆ୡ㝡ჾ
─ ⫧๓ � � ��� ෆ㠃㖡⥳㔙ࠊእ㠃⅊㔙ࠋぢ㎸ࡢ⺬ࡳ┠㔙๤ࠋࡂ 㹀 � 㹌㹐002㸫11ᒙ

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹁㢮 ��2 2�� 2�2 ཱྀ⦕㒊እ㠃ࠊෆ㠃ඹ࡟㕲㔙ࢆ᪋㔙ࠋእ㠃⬗㒊࡟࿋㡲ᩥࡿࡼ࡟ᵝࠋᗏ㒊ࡣ㟢ฟࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫2࣭�ᒙ

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹂㢮 ��� 2�� 2�� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋⓑⰍ࡛⦓ᐦࡣ⣲ᆅࠋ᪋㔙ࢆ㏱᫂㔙ࡣ㧗ྎෆ㠃ࠋཱྀ┤ࡣ㒊⦖ཱྀࠋ☢㟷࣒ࣟࢡ 㹀 � 㹌㹐002㸫2ᒙ

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᛴ㡲 㹁㢮 ��0 ��� ��� ཱྀ⦕㒊ෆ㠃࡜ᗏ㒊ࢆ㔙๤ࠋࡂእ㠃࡟㞼ᩥ㸽ࠊ㫽ᩥࠋ⣲ᆅࡣⓑⰍ࡛⦓ᐦࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫2��ᒙ

��1
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
ᑠ☇ 㹁�1㢮 � � ��� ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤Ⰽࠋෆᗏ⺬࡟≦┠ࡢ㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶እ㠃㠃ྲྀࠋࡾ 㹀 � 㹌㹐002㸫2࣭�ᒙ

��2
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
㖊 � 21�� 11��� ��� ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋእ㠃㕲⤮ࠋ࣮࢟࢞࢕ࣇࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫10ᒙ

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⎼ � � � 10�� ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋᗏ㒊㈨ᩱ࡛ෆእ↓㔙ࠋෆᗏ୍㒊࡟ⓑ໬⢝ࠊ〓㔙ᆶࠋࢀ 㹀 � 㹌㹐002㸫�㹼�ᒙ

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
㓇ჾ � � � ��1 㯮㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋእᗏ↓㔙ࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫�㹼�ᒙ

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
─ � ��� 2�� ��� ึᮇἈ⦖⏘↓㔙㝡ჾࠋ㕌㉥〓Ⰽࠋᗏ㒊ࡣෆእ࡟ࡶ࡜⅊Ⰽࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫�ᒙ

���
ᮏᅵ⏘

㏆ୡᅵჾ
↎ⅹ � ��� 1�� 2�� ⫾ᅵࡣ⣽♟ྵࡀࡴẚ㍑ⓗ⢭Ⰻࠊ㯤ᶳⰍࠋᢕᡭࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫10ᒙ

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
ㄪ࿡ᩱ⎼ 2�0 ��� ��� ࿡ࡢ⣲⎼ࠋ⬗㒊10ࡀ㠃యࠋᗏ㒊ࢪࢿࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ120272ࠖ,-$ࠕ࡟ᰦࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫2ᒙ

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（Ⲕ）
୙᫂ � � ��0

ᗏ㒊∦ࠋᗏ㠃���2')5),͐ࠕ࡟��（࡜ۍᴃ෇ᙧࢆ㔜ࢡ࣮࣐࡞࠺ࡼࡓࡡ）ࠉ2���࡜ࠖ�'�$��%�3�/7
ࠋࡿࡁㄆ࡛☜ࡀࢫ࢚࣎ࣥ

㹀 � 㹌㹐002㸫�ᒙ

���
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

⡌ � 10��㸩 0�2 � ࠋ㔜㔞���Jࠋභゅᙧࡣ㠃᩿ࠋᦆ◚ࡣࣈ࢝ 㹀 � 㹌㹐002㸫�ᒙ
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ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

��0
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

⸆Ⳓ � ���㸩 0�1 1�2 ���PPᑠ㖠ࡢ⸆Ⳓୖࠋ㒊Ḟᦆࠋⅆ⸆ࡀワࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ㔜㔞12��Jࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫�ᒙ

��1
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � ��0 1�1 � ඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞��2Jࠋ 㹀 � 㹌㹐002

��2
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୸㔥 � ��0㸩 � 0�� ୸㔥ࠋᢡࢀ᭤ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞��1Jࠋ 㹀 � 㹌㹐002

��� ▼〇ရ ◒▼ � 10�� ���� ���
▼ᮦ㸸⌰⌫▼⅊ᒾࠋຍᕤ⑞㸸ୖ㠃㝖ࠋ☻◊ࡁ౑⏝⑞㸸ṇ㠃࡟◒㠃ࠊ๐ࡾ⑞ࡢࡑࠋ௚㸸ୖ㠃࡟⮬
↛㠃ṧࠋ

㹀 � 㹌㹐002

��� ෇┙≧〇ရ ̺
ᮏᅵ⏘
㝡ჾ〇

� � ��� 㛵す⣔㝡ჾ☇ࡢᗏ㒊ࢆ฼⏝ࠋ 㹀 � 㹌㹐002㸫12ᒙ

���
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
⟽ � 1��� 0�1 2�1

඲యᙧࡀ㛗ࡃᡥᖹ࡛⣣㏻ࢆࡋᣢࠊࡕ㌟ࡢ➃㒊࡟ᴃ෇ᙧࡢᏍࠋ⵹⾲㠃࡟�᮲ࠊ㌟⾲㠃࡟�᮲ࡢἼ≧
ࠋࡏ࠶Ⰽ࡟㯮㒊ศⓗࡣⰍㄪࠋ้⥺ࢆᩥ

㹀 � 㹌㹐002㸫11ᒙ

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⋣࣮ࣅ

（⥳㸩ⓑ）
� 1�1 1�1 1�1 Ⰽㄪࡣ⥳Ⰽ⣔㸩ⓑⰍ⣔ࡢ」ᩘⰍࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⋣࣮ࣅ

（⥳㸩ⓑ）
� 1�2 1�2 1�2 Ⰽㄪࡣ⥳Ⰽ⣔㸩ⓑⰍ⣔ࡢ」ᩘⰍࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⋣࣮ࣅ

（↓㸩ⓑ㸩
（ࢺࣝࣂࢥ

� 1�2 1�2 1�2 Ⰽㄪࡣ↓Ⰽ⣔㸩ⓑⰍ⣔㸩ࢺࣝࣂࢥⰍ⣔ࡢ」ᩘⰍࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⋣࣮ࣅ

（↓㸩ⓑ㸩
（ࢺࣝࣂࢥ

� 1�� 1�� 1�� Ⰽㄪࡣ↓Ⰽ⣔㸩ⓑⰍ⣔㸩ࢺࣝࣂࢥⰍ⣔ࡢ」ᩘⰍࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

��0 〇ရࢫࣛ࢞
⋣࣮ࣅ
（⥳）

� 1�� 1�� 1�� Ⰽㄪࡣ⥳Ⰽ⣔ࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��0 ��� 㖡∧㌿෗ࠋእ㠃࡟᱈Ⰽࡢⰼᩥࠊⴥ࣭ⰼⰺࡣ⅊Ⰽࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 11�� 2�� ��1 ෆ㠃࡟㟷Ⰽ࡛⣽࡞࠿᱁Ꮚᩥࢆࢡࢵࣂ࡟ᱜⰼᙧ࡟ᢤࠋࡃぢ㎸ࡣ࡟ࡳ஧㔜෇ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 11�1 2�� ��1 ෆ㠃࡟㟷Ⰽ࡛⣽࡞࠿᱁Ꮚᩥࢆࢡࢵࣂ࡟ᱜⰼᙧ࡟ᢤࠋࡃぢ㎸ࡣ࡟ࡳ஧㔜෇ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 11�1 2�� ��1 ෆ㠃࡟㟷Ⰽ࡛⣽࡞࠿᱁Ꮚᩥࢆࢡࢵࣂ࡟ᱜⰼᙧ࡟ᢤࠋࡃぢ㎸ࡣ࡟ࡳ஧㔜෇ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 11�� 2�1 ��� ෆ㠃࡟⥳Ⰽ࡛෇ᩥࡢ୰࡟ᱵⰼࢆධࢆࡢࡶࡓࢀ㸴ࡘ㓄ࠊࡋ㝽㛫ࡣ࡟ⰼ⳻ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 �

㹑㹉02��
㹑㹉02�す

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 ��� 1�� ��1 㖡∧㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟እ࿘࡟㨶ᩥࢆ㸲༉㓄ࡢࡑࠊࡋ୰࡟ὶỈࢆᥥࠋࡃ℩ᡞ㺃⨾⃰⣔ࠋ 㹁 � 㹑㹉02�す

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 ��� 1�� ��� 㖡∧㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟እ࿘࡟㨶ᩥࢆ㸲༉㓄ࡢࡑࠊࡋ୰࡟ὶỈࢆᥥࠋࡃ℩ᡞ㺃⨾⃰⣔ࠋ 㹁 � 㹑㹉02�す

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
㔠ᖹ⢾⎼ ��1� 0�1� ��� ᣙ㖠ᙧ࡛㖠㌟㒊ศࡀḞᦆࠋ 㹁 � 㹑㹉02�す

���
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��1 0�� ��1 ࠋ㔜㔞10��Jࠋࡾ࠶ᵝᩥࡿࡼ࡟〇ရ࡛㝧้ࡢ≦⎔ 㹁 � 㹑㹉02�す

��0
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � ��1 0�2 ��1 ࠋ㔜㔞10��Jࠋࡾ࠶ᵝᩥࡿࡼ࡟〇ရ࡛㝧้ࡢ≦⎔ 㹁 � 㹑㹉02�す

��1
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㘠 � ���� � � 㕲㘠ࠋ∦◚ࡢ඲యࡣ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞�220Jࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

��2
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㙊 � 1��� 0�� 1�� 㙊ࡢล㒊ࠋ඲యࡣ㗵࡛そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞1���2Jࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

���
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㘵 � 2��� 0�� 1��� 㘵ඛࡣ᪉ᙧ≧ࠋ㖭ࡀࡿࢀࡽࡳࡀ୙᫂᧦ࠋಖᏑฎ⌮ᐇ᪋ࠋ㔜㔞1��0㹥ࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

���
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㘵 � 2���㸩 0�� 1��0 㘵ඛࡣ᪉ᙧ≧ࠋ㔜㔞12�0㹥ࠋ 㹁 � 㹑㹉02�

��� ▼〇ရ ▼⮻ � �2�� 10�1 �2��
▼ᮦ㸸⣽⢏◁ᒾ（ࣅ࣮ࢽ）ࠋຍᕤ⑞㸸ഃ࣭⫼㠃ᩙᡴ⑞࣭◊☻ࠊṇ㠃୰ᚰ㒊࡟✸Ꮝලࡿࡼ࡟พ
ᆺ㸳༊┠ࢀࡰࡇ┠⮻௚㸸ࡢࡑࠋ⪕౑⏝⑞㸸ṇ㠃ᦆࠋࡳ้ࡿࡼ࡟సฟ┠⮻ࡢ㠃ᒣᙧ᩿࡟ṇ㠃ࠊࡳ
ࠋ⮻ୗࡢ⮻⢊ᤂࠋ⏬

㹁 � 㹑㹉02�

��� ࣞࣥ࢞ � � 22�� ��� 11�� ᏶ᙧ࢞ࣥࣞࠋᅖ୍ࡢ࠸㒊ࠋ 㹁 � 㹑㹉0�0

��� ࣞࣥ࢞ � � 2��� ��� 10�� ୍㒊Ḟᦆ࢞ࣥࣞࠋᅖ୍ࡢ࠸㒊ࠋ 㹁 � 㹑㹉0�0

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 � 㹑㹉0��ᮾ

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 � 㹑㹉0��ᮾ

�00
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ⅆධ 㸿㢮 11�� ���0 10�1

እ㠃ࡢ㧗ྎ࡛ࡲ᪋㔙ཱྀࠋ⦕㒊࡟㟷ᾏἼࠊட⏥ᩥࠋእ㠃⬗㒊࡟➉ᱵᩥࠊ⭜㒊࣐ࣛ࡟ᘧⶈᘚࠋ◒㒊
ࠋ࠿⏘

㹁 � 㹑㹉0��ᮾ

�01
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�1㢮 1��� ��1 ���

ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋෆ㠃඲యࢼ࣑ࣝ࢔௜╔ࠋෆᗏ⺬࡟≦┠ࡢ㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞
ࠋࡾ࠶

㹁 � 㹑㹉0��

�02
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
᧧㖊 � �0�� 1��� 11�� 㕌㉥〓Ⰽࠊእ㠃㕌㯤〓Ⰽࠋ㘥ୖ㠃พ⥺㸯᮲ࠋෆ㠃ᐦࠋ┠᧧࡟ 㹁 � 㹑㹉0��ᮾ

�0�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 12�� �0�� 1��0 ᫂㉥〓Ⰽࠋእ㠃㹼ෆ㠃㢁㒊࣐ࣥ࢞ࣥ㔙ࠋᶓ⪥㈞௜㸲⟠ᡤࠋ⫪㒊พ⥺㸰᮲ࠋ 㹁 �

㹑㹉0���
㹑㹉0��す

�0�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���� 1��� እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽࠊෆ㠃㕌㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊ࣛ࣊࡟グྕ࠿㸽 㹁 �

㹑㹉0���
㹑㹉0��す

�0�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���� 20�� እ㠃⅊㯤Ⰽࠊෆ㠃ᬯᶳⰍࠋ㢁㒊࡜⫪㒊࡟㸰᮲ࡢพ⥺ࠋ㢁㒊ࡣㄪᩚ⑞ྍࡢ⬟ᛶࠋࡾ࠶ࡶ 㹁 �

㹑㹉0���
㹑㹉0��す

�0�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 20�� ���� 2��1

እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽࠊ㒊ศⓗ࡟㉥〓Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠋእయ㠃୍㒊ࠋࢱࣂ࢔⫪㒊ࣛ࣊࡟グྕࡾ࠶�⦪᭩࡛
༑஧�ࠋ

㹁 �
㹑㹉0���
㹑㹉0��す

�0�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���� 1��� እ㠃⅊㯤Ⰽࠊෆ㠃ᶳⰍ࡛㒊ศⓗᬯ〓Ⰽࠋෆᗏ࿘㎶ࡣ㎆㎜⑞᫂░ࠋ 㹁 � 㹑㹉0��ᮾ

�0�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
⏎ 㹀㢮 1��� ���� 2��1

እ㠃⅊㯤Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋእ㠃୍㒊ẼἻࠋࢱࣂ࢔ࡾࡼ࡟ෆ㠃⬗㒊୰ኸ௨ୗࠊ㎆㎜⑞᫂░ࠋෆᗏ
ࠋࡋᾘࢹࢼ࡞୎ᑀࡣ

㹁 �
㹑㹉0���
㹑㹉0��す

�0� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
୙᫂ � � 2�2 ࠋࡴྵࡃከࢆẼἻࡢ1ੈ኱ࠋࡿṧ࡟░᫂ࡀ┠ࡏࢃྜࠋ㒊⬗࡞┤ᆶ࡚ࡅ࠿࡟ᗏ㒊ࡽ࠿⫪ 㹁 � 㹑㹉0��ᮾ

�10 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（ⓑ）
୙᫂ ��� ��� 2�� ࠋࡿࡅᡤタ࠿㸰ࢆ㒊❆ࠊࡋ᪋ࢆพฝ࡟≦㍯ⰼࡣഃ㠃ࠋᰦࢪࢿ 㹁 � 㹑㹉0��ᮾ

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦��㸧ࠉ⾲
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㑇≀
θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

�11
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

ᘬᡭ � 10�1 0�� ��� 〼ࡢ࡝࡞ᘬᡭࠋ࠿ⰼᘚ≧࡛ᅄ㝮࡟㔥Ꮝࠋࡾ࠶㔜㔞���0Jࠋ 㹁 � 㹑㹉0��

�12
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㙊 � 1���㸩 0�� 12��㸩 㙊ࡢล㒊ࠋ඲యࡣ㗵࡛そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞1����Jࠋ 㹁 � 㹑㹂00�

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � ��� 0�� ��� ���㔜㔞2ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃそ࡟㗵ࡀ඲యࠋ〇ရࡢ≦⎔Jࠋ 㹁 � 㹑㹂00�

�1�
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
୙᫂ � 1���㸩 1�� 2�1

඲యᙧࡀ㛗ࡃᡥᖹ࡛⣣㏻ࢆࡋᣢࠊࡕ⾲㠃࡟Ἴ≧ᩥࠊ୧ഃ㠃࡟ᶓ⥺ࡀ㐃ࠋࡿ࡞⵹ࠊࡎࢀྲྀࡣ୧➃
㒊ࡀḞᦆࠋⰍㄪࡣ㯮Ⰽࠋ

㹁 � 㹑㹂00�

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2�� ��� 㖡∧㌿෗ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃ࠋᩥ⳻࡟ぢ㎸࡟ࡳ୐ᐆᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉020

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
㖊 � ���1 10�� 1��� ෆእ㠃࡟ࡶ࡜㉥〓Ⰽཱྀࠊ⦕㒊௜㏆ࡳࡢᬯ〓Ⰽࠋ 㹁 10 㹑㹉020

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���2 22��

እ㠃ᬯ〓Ⰽ୍ࠊ㒊㕌㉥〓Ⰽࠋෆ㠃ᬯ〓Ⰽࠋእ㠃⫪㒊࣊ࣛグྕ࠿㸽ࠕ༑ࠖࠋእ㠃ᦶ⪖ࡵࡓࡢ୙᫂
ࠋ░

㹁 10 㹑㹉020

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

୙᫂ � ��� 0�2 ��0㸩 ࠋ㔜㔞����Jࠋ࠿ᴃ෇ᙧᐜჾࠊࡾ࠾࡚࠸௜ࡀ␒⼖ 㹁 10 㹑㹉020

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

⨁ � 1��� 0�1 ��� ୸⨁ࠋ඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞�20Jࠋ 㹁 10 㹑㹉020

�20 ▼〇ရ ▼⮻ � �1�� 10��� �1�2
▼ᮦ㸸⣽⢏◁ᒾ（ࣅ࣮ࢽ）ࠋຍᕤ⑞㸸ഃ࣭⫼㠃◊☻ࠊṇ㠃୰ᚰ㒊࡟✸Ꮝලࡿࡼ࡟พࠊࡳṇ㠃࡟
᩿㠃ᒣᙧࡢ⮻┠సฟࠋࡳ้ࡿࡼ࡟౑⏝⑞㸸ṇ㠃ᦆ⪖ࡢࡑࠋ௚㸸⮻┠ࢀࡰࡇ┠ᆺ㸳༊⏬ࠋ⢊ᤂ⮻
ࠋ⮻ୗࡢ

㹁 10 㹑㹉020

�21 ㌷㠐 � ���� 2�� ��� ⓶〇ࠋ㋖（㸰Ⅼ）࡜ᚋ⓶ࠊ⣣Ꮝࡀࢢࣥࣜࡢ☜ㄆࠋἲ㔞ࡣ㋖ࠋࡢࡶࡢ㋖ࡣ࡟㕲㗩ࡀᡴࠋࡿࢀࡓ 㹁 10 㹑㹉020

�22
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��0� ��� እ㠃࡟஬ᘚᩥࠊ၈ⲡᩥࠋ◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��0 ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳ஬ᘚᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��1 ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��0 ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��2 ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� 2�� ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��0 ��� ��1 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2��� ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟⳥ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� ��1 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟⳥ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� ��0 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃ཬࡧぢ㎸࡟ࡳ⳥ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��2 ��0 ��0 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃ཬࡧぢ㎸࡟ࡳ⳥ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2��� ��0 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2�� ��0 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2�� ��0 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 12�� 2�� ��2 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃ࠋᩥ⼖࡟ぢ㎸࡟ࡳᱜᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2�� ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟ட⏥ᩥࠊ㭯ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 11�2 2�� ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ෆ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸ྜྷ࡟ࡳ⚈ᩥᏐࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 11�2� 2�� ���� 㖡∧㌿෗（⥳Ⰽ）㖡ᯈ㌿෗ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟㟷ᾏἼࠊናᑾࠋࡋࡃ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 11�0 2�� ��0 㖡∧㌿෗（⥳Ⰽ）㖡ᯈ㌿෗ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟㟷ᾏἼࠊናᑾࠋࡋࡃ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦��㸧ࠉ⾲
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㑇≀
θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 ��� 2�0 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 10�0 1�� ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 ��� 2�0 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 10�0 2�0 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 ��� 2�0 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 ��� 2�0 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 10�1 2�0 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 10�0 2�0 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 ��� 2�0 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 10�0 2�1 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 10�0 1�� ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟⳻ᙧᩥ࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ⅆධ 㹀㢮 10�� ��� ���

㖡∧㌿෗ࠋࡿࡼ࡟እ㠃ࡢ㧗ྎ࡛ࡲ᪋㔙ཱྀࠋ⦕㒊࡟ᅄ᪉こᩥࠋእ㠃⬗㒊࡟ᱵᩥࠊ㫽ᩥࠊ⭜㒊ࣛ࡟
࣐ᘧⶈᘚࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ࠿

㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹅㢮 ���� 2�0 ���

ᆺ㐀ࡾᡂᙧゅᆺᑠ─ࠋෆ㠃࡟ⰼᘚᩥࠊ᱁Ꮚᩥࠊᮌⴥᩥࠋ඲㠃࡟㯤Ⰽࡢ㔙ࢆ᪋㔙ࠋ␚௜㔙๤ࠋࡂ
ࠋ↝ᖹ⌇ࡿࡺࢃ࠸

㹁 10 㹑㹉02�

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 12�� � � እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽࠊෆ㠃⅊㯤Ⰽࠋ⫪㒊พ⥺㸶᮲ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና � � � 1��0 እ㠃⅊㯤Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊พ⥺㸰᮲ࠋእ㠃୍㒊࡟㕲⁐╔ࠋ 㹁 10 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹅㢮 ��� 2�1 ��2

ᆺ㐀ࡾᡂᙧゅᆺᑠ─ࠋෆ㠃࡟ⰼᘚᩥࠊ᱁Ꮚᩥࠊᮌⴥᩥࠋ඲㠃࡟㯤Ⰽࡢ㔙ࢆ᪋㔙ࠋ␚௜㔙๤ࠋࡂ
ࠋ↝ᖹ⌇ࡿࡺࢃ࠸

㹁 10 㹑㹉02࠿�㹑㹉02�

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⎼ � 12�� 2��� 10��

〓㔙ࠋ⫾ᅵ⅊ⓑⰍࠋ⬗㒊࡟ⴥ≧ࡢ⢓ᅵ㈞௜ࠋෆᗏ୍㒊࡟㔙⸆࡜⢓ᅵ௜╔ࡽ࠿ࢬ࢖ࢧࠋ౑⏝᫬࡟
ࠋᛶ⬟ྍࡢࢺࢵࢭ࡜���ࡣ

㹁 10 㹑㹉02�

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⵹ � ��� � �

㕲㔙ࠊෆ㠃↓㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤ᶳⰍࠋෆ㠃㸱⟠ᡤ࡟㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶ᗊᚄ12�0ࡀFP࡛ࠊ౑⏝᫬ࡣ࡟
ࠋᛶ⬟ྍࡢࢺࢵࢭ࡜���

㹁 10 㹑㹉02�

��0 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（㯤）
⸆⎼ ��1 22�� ���

⬗㒊ࡾ࠿࠸ࠋࡿࢀࡽࡳࡀ࣡ࢩ࡟⫪࡛ᗏᙧࡣ㝮୸㛗᪉ᙧࠋ⬗㒊ୗ➃ࠊ7$0,1ࠖ>/32ࠕ࡟ᗏ㒊࡟ۑ࡟
ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢࢡ࣮࣐ࡓࡡ㔜ࢆڹ

㹁 10 㹑㹉02�

��1 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（↓）
ᰁᩱ⎼ 1�� ��2 2��

ཱྀ၁㒊2ࣨ࡟ᡤࠊ⁁ࡢ⁁ୗ2ੈ࡟኱ࡢᏍࠋ⬗㒊࡟⦪᭩ࠊࠖ⩚ࡾࡿࠕ࡛ࡁᶓ᭩ࠕ࡛ࡁᐃᐜࠖ࡟ୗ⥺
ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡓࡗධࡢ

㹁 10 㹑㹉02࠿�㹑㹉02�

��2 㖹㈌ ୍㖹 �
እᚄ
2��

0�12 � ᱒୍㖹㟷㖡㈌ࠋ⣖ᖺ㖭୙᫂ࠋ���㹥ࠋ 㹁 10 㹑㹉02࠿�㹑㹉02�

��� 㦵〇ရ ṑࢩࣛࣈ � ��� 0��� 1�1
᯶ࢩࣛࣈ࡛ࡳࡢ㒊ࡣḞᦆࠋ⾲㠃ࡣ୎ᑀࢀࡉ☻◊࡟ගἑࢆᖏ᩿ࠋࡿࡧ㠃ࡇࡰࡲ࠿ࡀᙧࠋ᯶ᑼ࡟㔥
ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲ㎸ࡵࡣࡀࡢࡶࡢ≦

㹁 10 㹑㹉02࠿�㹑㹉02�

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
ᑠᮼ � ��� 2�� 2�� 㧗ྎ௨ୗ↓㔙ࠋ⅊㔙ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

���
୰ᅜ⏘
⍠⍵㔙

ᑠᮼ ᚨ໬ ��� 2�� 2�2 ␚௜㔙๤ࠋࡂ 㹁 10 㹑㹉0�0໭

���
୰ᅜ⏘

〓㔙㝡ჾ
ና � 1��� �0�� 1���

እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽ୍ࠊ㒊⅊Ⰽࠋෆ㠃⅊㯮Ⰽࠋ⫪㒊ࡀ኱ࡃࡁᙇࠊࡾᶓ⪥㈞௜㸲⟠ᡤࡾࡲ࠶ࠋぢ࡞ࢀࡽ
ࠋ࠸

㹁 10 㹑㹉0�0

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��1 እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��2 ��2 ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 � � � እ㠃࡟㭯ᩥࠋᩥ➲➉ࠊ◒㒊⏘ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹅㢮 11�� ��� ��0 ඲㠃࡟ⲔⰍࡢ㔙ࡀ᪋㔙ࠋ␚௜㔙๤ࠋࡂ 㹁 10 㹑㹉0�0໭

��1
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
ና � 12�0 22�� 10��

ෆእ࡟ࡶ࡜㯮㔙୍࡟㒊〓㔙᥃ࠋࡅ⫾ᅵὸᶳⰍࠋෆᗏ㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶እᗏ࡟◁ከ㔞௜
ࠋᛶ⬟ྍࡢࢺࢵࢭ࡜���ࡣ࡟౑⏝᫬ࡽ࠿ࢬ࢖ࢧࠋ╔

㹁 10
㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

��2
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
ና � 1��� 2��2 1��0

ෆእ〓㔙ࠋ⫾ᅵὸᶳⰍཱྀࠋ၁㒊࡟㔙๤ࡂᚋࠊⓑ໬⢝ሬᕸࠋ⦪⪥㈞௜㸲⟠ᡤࡽ࠿ࢬ࢖ࢧࠋ౑⏝᫬
ࠋᛶ⬟ྍࡢࢺࢵࢭ࡜���ࡣ࡟

㹁 10 㹑㹉0�0

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⵹ � ��2 ���

᧜ࡳ
���

〓㔙ࠊෆ㠃↓㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤Ⰽࡳࡲࡘࠋ㧗ྎᙧࡳࡲࡘࠋ࿘㎶㔙๤ࠋࡂᗊᚄ1��2FP࡛ࠊ౑⏝᫬ࡣ࡟
ࠋᛶ⬟ྍࡢࢺࢵࢭ࡜��1

㹁 10 㹑㹉0�0

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
⵹ � ��0 ���

᧜ࡳ
���

〓㔙ࠊෆ㠃↓㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࡳࡲࡘࠋ㧗ྎᙧࡳࡲࡘࠋ࿘㎶㔙๤ࠋࡂᗊᚄ11�2FP࡛ࠊ౑⏝᫬ࡣ࡟
㸲㸶㸰ྍࡢࢺࢵࢭ࡜⬟ᛶࠋ

㹁 10 㹑㹉0�0

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
⎼ � ��� 1��� ��� እ㠃⅊㯤〓Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠋእ㠃㎆㎜⑞᫂░ࠋእᗏ࣊ࣛグྕࠋ≦ࠖ୕ࠕ 㹁 10 㹑㹉0�0໭

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
⎼ � ��� 2��2 12�2 ෆእ࡟ࡶ࡜ᬯ㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊พ⥺㸲᮲ࠊእᗏพ⥺㸯᮲ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0໭

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
⵹ � 1���� ��� ��� ᶳⰍࠋእ㠃ࡢࠖڦୖࠕ࡟ቚ᭩ࠋෆ㠃ࡣ㞧࡞ᡂᙧࠋናࡢ࡝࡞኱ᆺရࡢ⵹ࠋ࠿ 㹁 10 㹑㹉0�0

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� �1�� 21�� እ㠃⅊㯤〓Ⰽ୍ࠊ㒊㉥〓Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠋእ㠃↝ᡂ୍ࡾࡼ࡟㒊ṍࠋࡳ 㹁 10 㹑㹉0�0

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��1 ���1 20�2 እ㠃⅊㯤Ⰽ୍ࠊ㒊ᬯ㉥〓Ⰽࠋෆ㠃᫂㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊࣊ࣛグྕࡾ࠶�ᶓ఩㸯᮲࡟ୖࡢ༑�ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

��0
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��1 ���� 1��1 እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊࣊ࣛグྕࠕ኱୍ࠖࠋ㒊➹⑞㸽ࠋࡾ࠶ 㹁 10 㹑㹉0�0

��1
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��1 ���� 2��0 እ㠃⅊㯤Ⰽ୍ࠊ㒊ᬯ㉥〓Ⰽࠋෆ㠃᫂㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊࣊ࣛグྕࠕ༑ࠖࠋ 㹁 10

㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

��2
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���� 2���

እ㠃ᬯ〓Ⰽ୍ࠊ㒊⅊㯤Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠊ⬗ୖ㒊ᬯ〓Ⰽࠋእ㠃⫪㒊ࡣẼἻከࠋᶓ⪥ୖୗ࡟พ⥺㸯
᮲ࡘࡎᕠࠋࡿ⫪㒊ࣛ࣊࡟グྕ�Ḟᦆࡵࡓࡢヲ⣽୙᫂�ࠋ

㹁 10
㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦��㸧ࠉ⾲
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㑇≀
θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��0 ���0 1��� ࣐ࣥ࢞ࣥ㔙ࡾࡼ࡟እ㠃ᬯ〓Ⰽࠋෆ㠃᫂㉥〓Ⰽࠋእᗏ୎ᑀ࡟ᡂᙧࠋ 㹁 10

㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 12�� �2�� 1��� ෆእ࡟ࡶ࡜ᶳⰍ୍ࠊ㒊ᬯ㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊࡟พ⥺᪋ᩥᚋࠊᶓ⪥㈞௜ࠋ 㹁 10

㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 12�� ���� 1��� እ㠃ᬯ⅊㯤〓Ⰽࠋෆ㠃㕌㉥〓Ⰽࠋෆ㠃㎆㎜⑞᫂░ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0�໭�༡

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 1��2 ���� 1��� ෆእ࡟ࡶ࡜ᶳⰍཱྀࠋ⦕㹼⫪㒊Ἶ㔙ሬᕸࠋᶓ⪥㈞௜㸰⟠ᡤࠋ 㹁 10

㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና � � � 21�2 እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋෆᗏ㎆㎜⑞᫂░ࠋ 㹁 10

㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 12�� ���� 1��� እ㠃⅊㯤〓Ⰽ୍ࠊ㒊㉥〓Ⰽࠋෆ㠃ᬯ〓Ⰽࠋ㢁㒊ୗ࡟พ⥺㸵᮲ࠊ⫪㒊พ⥺㸯᮲ࠋ 㹁 10

㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 1��0 ���� 1��� እ㠃㉥〓Ⰽ୍ࠊ㒊⅊㯤Ⰽࠋෆ㠃⅊㯤〓Ⰽࠋእᗏ୎ᑀ࡞ᡂᙧࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�00
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 12�� 2��� 12�1

እ㠃⅊㯤Ⰽ୍ࠊ㒊ᬯ㉥〓Ⰽࠋෆ㠃㕌㉥〓Ⰽࣛ࣊ࠋグྕࡾ࠶�ᩳ఩㸯᮲ࡢᕥഃ࡟Ⅼ㸰ࠋ�ࡘእᗏ⣒
ษࡾ⑞ࠋ

㹁 10 㹑㹉0�0

�01
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 1��� �1�� 1��� እ㠃㯤〓Ⰽࠋෆ㠃ᬯ〓Ⰽࠋ⫪㒊พ⥺㸯᮲ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0�໭�༡

�02
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
⏎ 㸿㢮 ���� ���� 2���

እ㠃㉥〓Ⰽ୍ࠊ㒊⅊㯤Ⰽࠋෆ㠃ᬯ〓Ⰽࠊෆᗏ௜㏆ࡣ㯮Ⰽࠋ⫪㒊พ⥺ࡸἼ≧ᩥ࡛᪋ᩥࠋ୸ᩥ㈞
௜ࠋ㢁㒊࣊ࣛグྕࡢࠖ࡬ࠕࠋࡾ࠶Ꮠ≧ୗࠕ࡟୐ࠖࠋ

㹁 10
㹑㹉0�0�
㹑㹉0�0໭

�0� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（Ⲕ）
࠿⎼⸆ 1�� ��� 2�� ᗏ㒊ࢪࢿࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ��1����ࠖ(ࠕ࡟ᰦࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�0� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（Ⲕ）
࠿⎼⸆ 2�1 ��� 2�� ᗏ㒊ࠕ࡟（㹆࡟ᑠࢡ࣮࣐࡞࠺ࡼࡓࡏࢃྜࡳ⤌ࢆࣟ࠸ࡉ）ࢪࢿࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ1�ࠖᰦࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�0� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（Ⲕ）
࠿⎼⸆
໬⢝⎼

��� ��� ��� ໬⢝⎼1ੈࠋ⎼⸆ࡣࡃࡋࡶ኱ࡢẼἻࢆከࢪࢿࠋࡴྵࡃᰦࠋⰍㄪࡣⲔⰍ⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0໭

�0� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（㟷）
⎼ࢡࣥ࢖ 2�� ���� ��� ࢫ࢚࣎ࣥࡢࠖ（ࢡ࣮࣐ࡓࢀࡉグ࡜'0࡟୰ࡢۑ）�࣮ࢸ࣒࢚ࠕ෇ᙧ࡛ࡣᗏ㒊ࠊࡾ࠶ࡀẁ࡟⫪ 㹁 10 㹑㹉0�0༡

�0� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（㟷）
ㄪ࿡ᩱ⎼ 2�� � ���

㓺Ἔ⎼（୍༖⎼）ཱྀࠊ࡛⫪࡛࡞ࠋ㒊ࠕ࡟�（ȃࡢୗࡀࢺ࡟௜ࢡ࣮࣐ࡓ࠸）ࠖ⬗㒊ୗ➃࡟
ࡓ࠸௜ࡀࢺ࡟ୗࡢȃ）��ࠕ࡟ᗏ㒊ࠊࠖ.5$0（ࢡ࣮࣐ࡢⴙ࡟�ゅᙧ�S+2<8�&2�/7'�75$'($'12ࠕ
ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ2�ࠖ（ࢡ࣮࣐

㹁 10 㹑㹉0�0໭

�0� 〇ရࢫࣛ࢞
⵹

（⥳）
� 2�� ��2 ��� ┤ᚄ2��੉ࡢ᧜ࡀࡳ௜ࠋࡃୗ㒊୰ኸ1࡟��੉ࡢᏍࠋⰍㄪࡣ⥳Ⰽ⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�0�
㔠ᒓ〇ရ

（࣑ࣝ࢔）
࣮ࣥࣉࢫ � 1��0 0�� 0�� ᯶㒊⫼㠃ᩥ࡟Ꮠࠋ㔜㔞����Jࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�10
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

↮⟶ � 20�� 0�� 0�� 㟷㖡〇ࡢᘏࠋ⟶↮࡭㔜㔞2���Jࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�11
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

ゅ㔠 � ��� 0�� ��� 㔜㔞1���Jࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0༡

�12
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

⵹ � 2��0 0�2 22�� ෆእ㠃ࡣ㟷ⰍࠋᣢࡕᡭḞᦆࠋ㔜㔞1���0Jࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0໭

�1�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㔩 � 1��0 � � 㔩࡛⬗㒊ࡀ⩚࡟௜ࠋࡃᗏ㒊Ḟᦆࠋ㔜㔞2000Jࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�1� ▼ᮦ � � 11�� 1�� 10��
▼ᮦ㸸ࢦࣥࢧᒾࠋຍᕤ⑞㸸☜ㄆࠋࡎࢀࡉ౑⏝⑞㸸☜ㄆࡢࡑࠋࡎࢀࡉ௚㸸ࣥࢧࡢ⛉ࢩ࢖ࣛࣅࢧࢡ
ࠋ▼໬ࢦ

㹁 10 㹑㹉0�0

�1� ▼〇ရ ⵹㸽 � � ��� � ▼ᮦ㸸▼⅊㉁◁ᒾࠋຍᕤ⑞㸸඲㠃ᙅ◊☻ࠋ౑⏝⑞㸸☜ㄆࡢࡑࠋࡎࢀࡉ௚㸸↓ࠋࡋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�1�
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ࢩࢡ � ��� 0�� ���

ᣢࡕᡭࡢ㒊ศࡢ∦㠃࡟ⰼ㸽ࡸⴥ᳜ࡓࡗ࠸࡜≀᯶ࡢ≦ࣖ࢖ࢲࠊ࡜้⥺ࡢ㏱᫂࡞⿦㣭ࡘ�ࡀࢶ࣮ࣃ௜
ࠋ⌸⌂Ⰽ࡜㉥〓Ⰽࡣ᯶࡛Ⰽㄪ࡞࠺ࡼࡢ⏥ࡗ࡭ࠋࡃ

㹁 10 㹑㹉0�0

�1�
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ࢩࢡ � 1��2 0�� ���

ᣢࡕᡭࡢ㒊ศ࡞࠿ࡸ⦅ࡀᘼ≧ࠋᣢࡕᡭࡢ୰ኸࠕ࡟ᚰዪ（㸽）ࠖࡀࡿࢀࡽࡳࡀ้⥺ࡢ୙᫂░ࠋᮌ
ࠋ㯤Ⰽ࡛ᵓᡂࠊⰍ〓ࠊ㉥Ⰽࡣᶍᵝ࡛Ⰽㄪ࡞࠺ࡼࡢ┠

㹁 10 㹑㹉0�0

�1�
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ࢩࢡ � 1��0 0�� ��� ᣢࡕᡭࡢ㒊ศࡀᘼ≧ࠋᣢࡕᡭࡢ୰ኸ࡟ۑ࡟஧้ࡢࢡ࣮࣐ࡢ༳ࠋⰍㄪࡣ㯮Ⰽࠋ 㹁 10 㹑㹉0�0

�1� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（⥳）
Ύᾴ㣧ᩱ⎼ 2�� 1���㸩 ��1

ᅄゅ࡜ࢫ࢚࣎ࣥࡢ1��ࠖ（ࢡ࣮࣐࡞࠺ࡼࡓࡡ㔜ࢆ.࡟ᴃ෇ᙧ）���ࠕ࡟㒊ୗ⬗ࠋ᥋༳ๅ┤ࢆࢦࣟࡢ࣮ࣛࢥ࢝ࢥࠋ⎼࣮ࣛࢥ
ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ᪋ࡀຍᕤࡢࢨࢠࢨࢠ࡟≦෇࿘࡟ᗏ㒊ࠋࡳ❑࡞ࡉᑠࡢ 㹁 10 㹑㹉0��

�20
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 11�0 ��� ���

⃰⨾ᡞ࣭℩ࠋ࠿⌧⾲ࢆᯇᯞࠊ෇ᩥ࡟ࡳぢ㎸ࠊ㞾ᩥ࡟ෆ㠃ࠋⰼᩥࠊᑑᏐࠊᏐ⚟࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤
⣔ࠋ

㹁 10 㹑㹂00�

�21
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 10�� ��0 ���

⃰⨾ᡞ࣭℩ࠋ࠿⌧⾲ࢆᯇᯞࠊ෇ᩥ࡟ࡳぢ㎸ࠊ㞾ᩥ࡟ෆ㠃ࠋⰼᩥࠊᑑᏐࠊᏐ⚟࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤
⣔ࠋ

㹁 10 㹑㹂00�

�22
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 11�1 ��� ���

⃰⨾ᡞ࣭℩ࠋ࠿⌧⾲ࢆᯇᯞࠊ෇ᩥ࡟ࡳぢ㎸ࠊ㞾ᩥ࡟ෆ㠃ࠋⰼᩥࠊᑑᏐࠊᏐ⚟࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤
⣔ࠋ

㹁 10 㹑㹂00�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 10�� ��� ���

⃰⨾ᡞ࣭℩ࠋ࠿⌧⾲ࢆᯇᯞࠊ෇ᩥ࡟ࡳぢ㎸ࠊ㞾ᩥ࡟ෆ㠃ࠋⰼᩥࠊᑑᏐࠊᏐ⚟࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤
⣔ࠋ

㹁 10 㹑㹂00�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 11�0 ��0 ���

⃰⨾ᡞ࣭℩ࠋ࠿⌧⾲ࢆᯇᯞࠊ෇ᩥ࡟ࡳぢ㎸ࠊ㞾ᩥ࡟ෆ㠃ࠋⰼᩥࠊᑑᏐࠊᏐ⚟࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤
⣔ࠋ

㹁 10 㹑㹂00�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 11�2 ��0 ���

࡞␗ࡀ᪉ࡁᥥࡢᵝᩥ࡜ࡿ࡭ẚ࡜��2�㹼�2ࠋᅪ⥺㸰᮲࡟㧗ྎእࠋ᱁Ꮚᩥࠊⰼᩥ࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤
ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋࡿ

㹁 10 㹑㹂00�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 11�� ��0� ��� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋᅪ⥺㸰᮲࡟㧗ྎእࠋ᱁Ꮚᩥࠊⰼᩥ࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤ 㹁 10 㹑㹂00�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 11�2 ��1 ��� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋᅪ⥺㸰᮲࡟㧗ྎእࠋ᱁Ꮚᩥࠊⰼᩥ࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤ 㹁 10 㹑㹂00�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 11�2 ��2 ��� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋᅪ⥺㸰᮲࡟㧗ྎእࠋ᱁Ꮚᩥࠊⰼᩥ࡟እ㠃ࠋ☇ཱྀ┤ 㹁 10 㹑㹂00�

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹅㢮 11�� ��2 ��� ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� 2�� ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� 2�� ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� 2�� ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ���ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��1 2�� ��� 㖡∧㌿෗ࠋෆ㠃࡟ட⏥ᩥࠊ㭯ᩥࠋ㧗ྎෆእ࡟࿋㡲ࡿࡼ࡟ᅪ⥺ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�
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▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2�� ��� 㖡∧㌿෗ࠋෆ㠃࡟ட⏥ᩥࠊ㭯ᩥࠋ㧗ྎෆእ࡟࿋㡲ࡿࡼ࡟ᅪ⥺ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2��� ��� 㖡∧㌿෗ࠋෆ㠃࡟ட⏥ᩥࠊ㭯ᩥࠋ㧗ྎෆእ࡟࿋㡲ࡿࡼ࡟ᅪ⥺ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��2 2�� ��� 㖡∧㌿෗ࠋෆ㠃࡟ட⏥ᩥࠊ㭯ᩥࠋ㧗ྎෆእ࡟࿋㡲ࡿࡼ࡟ᅪ⥺ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹄㢮 12�� 2�� ��� Ⰽࡣᢤࠊࡀࡿ࠸࡚ࡅ㌿෗ࡿࡼ࡟ෆ㠃࡟㭯ᩥࠊᯇᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 11�2 2�1 ���� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟㟷ᾏἼࠊናᑾࠋࡋࡃ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 11�1 2�2 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟㟷ᾏἼࠊናᑾࠋࡋࡃ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 11�� 2�� ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟㟷ᾏἼࠊናᑾࠋࡋࡃ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 11�� 2�� ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟㟷ᾏἼࠊናᑾࠋࡋࡃ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹀㢮 11�� 2�2 ��� 㖡ᯈ㌿෗（⥳Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟㟷ᾏἼࠊናᑾࠋࡋࡃ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹃㢮 ��2 ��1 2�� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋᩥ↓ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹂㢮 ��� ��� ��2 ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋእᗏ↓㔙ࠋⓑⰍ࡛⦓ᐦࡣ⣲ᆅࠋࡾ㕹᭷ࡧ㣕࡟እ㠃ࠋ☢㟷࣒ࣟࢡ 㹁 10 㹑㹂00�

���
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
㤶⅔ � ��� ��� ��2 ⓑ໬⢝ᚋࠊእ㠃⭜㒊࡛ࡲ࿋㡲ࠊෆ㠃↓㔙ࠋ⫾ᅵ⅊㯤Ⰽࠋ㧗ྎෆ㠃ࢫࢫ࡟⑞ࠋ 㹁 10 㹑㹂00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��0 ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��0 ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋ⇕⿕ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��0 ��0 ��1 እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋ⇕⿕ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳ஬ᘚᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳ஬ᘚᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��2 ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳ஬ᘚᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 12�� ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶㧗ྎෆࠕ࡟ঔ11ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��0 ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶㧗ྎෆࠕ࡟ঔ11ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��1 ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶㧗ྎෆࠕ࡟ঔ11ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 12�� ���� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶㧗ྎෆࠕ࡟ঔ11ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 12�0 ��� ��2 㖡∧㌿෗ࠋእ㠃࡟ⰼⲡᩥࠋởࠋࡾ࠶∦◚࠸ࡋ⃭ࡀࢀ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹅㢮 11�� ��� ��� ඲㠃࡟ⲔⰍࡢ㔙ࡀ᪋㔙ࠋ␚௜ࡅ㔙๤ࠋࡂ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹅㢮 11�� ��� ��� ඲㠃࡟ⲔⰍࡢ㔙ࡀ᪋㔙ࠋ␚௜ࡅ㔙๤ࠋࡂ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��1 ��� ��� 㖡∧㌿෗ࠋእ㠃ࠋᩥ➲➉࡟℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��0 ��� ��0 ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋᅜẸ㣗ჾࠋእ㠃୍㒊ởࠋࡘ❧┠ࢀ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 ��� ��� ��1

ཱྀ⦕㒊ୗ㒊࡟஧㔜ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆ้࡟༳ࠕࡿࡼ࡟ᒱ2�0ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋᅜẸ㣗ჾࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰
⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉00�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㸿㢮 21�0� ���� ��� Ἴ≧ཱྀ⦕ࢆ࿊ࠋࡿࡍእ㠃࡟㫽ᩥࠋෆ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋ␚௜㔙๤ࠋࡂ◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� 2�� ��1

㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟≦┠┙◻࡟༊⏬ࡓࡋ᪥❶᪝ᩥࠋእ㠃ୗ༙ྠ࡟ᚰ෇≧ࡢ᧿⑞ࠋ
℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉00�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� ��2 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟ᱵᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� ��2 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟ᱵᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� ��2 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟ᱵᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�
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���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� ��2 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟ᱵᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��2 ��1 ��1 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟ᱵᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� ��1 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟ᱵᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��� ��1 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ཱྀࠋ㗵ࠋෆ㠃࡟ᱵᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��0 2�� ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟㖹ᩥࠋእ㠃㧗ྎ࿘ࡢࡾෆእ࡟࿋㡲ࡿࡼ࡟ᅪ⥺ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 12�� 2��� ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟㖹ᩥࠋእ㠃㧗ྎ࿘ࡢࡾෆእ࡟࿋㡲ࡿࡼ࡟ᅪ⥺ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��1 2�� ���

㖡∧㌿෗ࠋෆ㠃࡟㟷Ⰽ࡛ᯇ࡟≦⳻୕ࢆࡾࡗࡃࡰ㓄ࠊࡋỈⰍ࡛ⴥࢆᨺᑕ⥺࡛⾲⌧ࡓࡋᯇᯞᩥࠋ℩
ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉00�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��1 2�� ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟ட⏥ᩥࠊ㭯ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 1��0 ��0 ��� 㖡∧㌿෗（㟷Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟ட⏥ᩥࠊ㭯ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹂㢮 ��1 ��� ��� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋ㔙↓ࡣᗏ㒊ࠋࡳ้ࡢ≦㍯ⰼ࡟ୗ༙ࠋࢀᢡ⭜ࠋ☢㟷࣒ࣟࢡ 㹁 11 㹑㹉00�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹅㢮 � � 2�� ࠋ࠿㕲㖿ሬᕸࠊࡿࡍ࿊ࢆ㯮Ⰽ࡛ࡂ௜㔙๤␚ࠋࡿ࡞␗ࡣ࡜☢㟷࣒ࣟࢡࠊⰍ࡛⥳ࡀ඲యࠋᩥ↓ 㹁 11 㹑㹉00�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹂㢮 ��� 2�2 2�2 ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋᩥ↓ࠋ☢㟷࣒ࣟࢡ 㹁 11 㹑㹉00�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹄㢮 ��� 2�� 2�� ෆ㠃࡟㭯ᩥ࣭ᯇᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹄㢮 ��0 2�� 1�� ෆ㠃య㒊࡟㭯ᩥࠊぢ㎸࡟ࡳὶỈ࡟ⴥࡣࡓࡲᰗᩥࠋ࠿℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹄㢮 ���� ��0 2�� ཱྀ⦕㒊࡟᱈Ⰽࡢ྿௜ࠋෆ㠃࡟᪥❶᪝ᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᱜ࡜㘌ࠋࡿࢀࡽ┒ࡀ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹀㢮 ��� ��0 2�2 ᗏ㒊ࡣᱜ≧ཱྀࠋ⦕㒊2ࣧᡤ࡟⥳Ⰽ࡜᱈Ⰽࡢ྿ࡁ௜ࠋࡅ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹀㢮 ��� 2�� 2�2 ᗏ㒊ࡣᱜ≧ཱྀࠋ⦕㒊2ࣧᡤ࡟⥳Ⰽ࡜᱈Ⰽࡢ྿ࡁ௜ࠋࡅ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹀㢮 ��� 2�� 2�� ᗏ㒊ࡣᱜ≧ཱྀࠋ⦕㒊2ࣧᡤ࡟⥳Ⰽ࡜᱈Ⰽࡢ྿ࡁ௜ࠋࡅ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹀㢮 ��� ��0 2�2 ᗏ㒊ࡣᱜ≧ཱྀࠋ⦕㒊2ࣧᡤ࡟⥳Ⰽ࡜᱈Ⰽࡢ྿ࡁ௜ࠋࡅ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹀㢮 ��� 2�� 2�� ᗏ㒊ࡣᱜ≧ཱྀࠋ⦕㒊2ࣧᡤ࡟⥳Ⰽ࡜᱈Ⰽࡢ྿ࡁ௜ࠋࡅ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�00
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹀㢮 ��� 2�� 2�2 ᗏ㒊ࡣᱜ≧ཱྀࠋ⦕㒊2ࣧᡤ࡟⥳Ⰽ࡜㟷Ⰽࡢ྿ࡁ௜ࠋࡅ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�01
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᛴ㡲࣭⵹ 㹁㢮 ��� 2�� � ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋᱵᩥ࡟እ㠃ࠋ⵹ࡢ�02 㹁 11 㹑㹉00�

�02
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᛴ㡲 㹁㢮 ��� ��2 ��� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋࡂ㔙๤ࡣ㧗ྎ࡜ෆ㠃⦖ཱྀࠋᱵᩥ࡟እ㠃ࠋ㌟ࡢ�01 㹁 11 㹑㹉00�

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
Ỉᕪ 㹃㢮 ��� ��� ��� ᖹ㠃ᙧࠊ࡛≦ࢡࢪࢳ࢖ࡀᑠᙧࡢỈ㣧ࡢ⏝ࡳỈᕪࠋࡋ␚௜㔙๤ࠋࡂὀཱྀ㒊ࡁࡘࡽࡊ⿕⇕⑞ࠋ࠿ 㹁 11 㹑㹉00�

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦㝡ჾ
㖊࣭⵹ � 12�� ��1 10�� ࠋࡂ㔙๤ࡣᗊ㒊ࠋⰼᩥ࡟እ㠃ࠋ㔙↓ࡣෆ㠃ࠋⰍ〓ࡣ㔙ࠊ㌾㉁ࡣᅵ⫾ࠋ⵹ࡢ��0 㹁 11 㹑㹉00�

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦㝡ჾ
㖊 � 12�0 ��� ��� ࠋࡂ௜㔙๤␚࡜၁㒊ཱྀࠋ㐃ᘚᩥ࡟እ㠃ࠋⓑⰍࡀෆ㠃ࠊⰍ〓ࡀእ㠃ࡣ㔙ࠊ㌾㉁ࡣᅵ⫾ࠋ㌟ࡢ��0 㹁 11 㹑㹉00�

�0�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�1㢮 1��� ��� ���

ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤Ⰽࠋෆᗏ⺬࡟≦┠ࡢ㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞୍ࠋࡾ࠶㒊ཱྀ⦕ࢫࢫ࡟௜
ࠋ╔

㹁 11 㹑㹉00�

�0�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�1㢮 1��� ��� ��� ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋෆᗏ⺬ࡢ┠≧㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶↝ᡂࡾࡼ࡟␚௜୍㒊㯮Ⰽࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�0�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�1㢮 1��0 ���� ��2

ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵ㯤ⓑⰍࠋෆᗏ⺬࡟≦┠ࡢ㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶↝ᡂࡾࡼ࡟㧗ྎ୍
㒊㯮Ⰽࠋ

㹁 11 㹑㹉00�

�0�
Ἀ⦖⏘

᪋㔙㝡ჾ
☇ 㹁�2㢮 1��1 ��1 ��1 ⓑ໬⢝ᚋࠊ㏱᫂㔙ࠋ⫾ᅵὸ㯤Ⰽࠋෆᗏ⺬࡟≦┠ࡢ㔙๤ࠊࡂ㔜ࡁ↝ࡡ⑞ࠋࡾ࠶እ㠃༳ⰼᩥࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�10
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 11�� ���� 1��1

እ㠃⅊㯤Ⰽ୍ࠊ㒊㉥〓Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠋእ㠃୍㒊ࢫࢫ௜╔ࠋ㢁㒊࣭⫪㒊࡟พ⥺ࠋ⫪㒊ࣛ࣊࡟グ
ࠋ୍ࠖࠕ࡟Ꮠ≧ୗࡢࠖ࡬ࠕࠋࡾ࠶ྕ

㹁 11 㹑㹉00�

�11
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��0 �1�� 20�� እ㠃ᬯ〓Ⰽࠊෆ㠃㯮Ⰽࠋ⫪㒊኱ࡃࡁᙇࣛ࣊ࠋࡿグྕࡾ࠶�Ḟᦆࡵࡓࡢヲ⣽୙᫂�ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�12
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��1 � � እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽࠊ↴௜╔୍ࡾࡼ࡟㒊㯮Ⰽࠋෆ㠃㕌㉥〓Ⰽࠋእ㠃⫪㒊ࣛ࣊࡟グྕࠋࠖۑࠕ 㹁 11 㹑㹉00�

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㹀㢮 1��� �0�� 1��0 እ㠃ᬯ〓Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋ㢁㒊࣊ࣛグྕࠋ≦ࠖ୕ࠕ 㹁 11 㹑㹉00�

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���� 1��� እ㠃ᬯ〓Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋእ㠃⬗㒊พࠊࡳ⫪㒊࣊ࣛグྕࠋࠖ࣍ࠕ 㹁 11 㹑㹉00�

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��1 ���2 1���

እ㠃ᬯ〓Ⰽࠊ㒊ศⓗ࡟ᬯ㉥〓Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊኱ࡃࡁᙇࠊࡾ⮬↛㔙ࣛ࣊ࠋࣜ࢝ࢸࡿࡼ࡟グ
ࠋ≦୐ࠖࠕ࡟Ꮠ≧ୗࡢࠖ࡬ࠕࠋࡾ࠶ྕ

㹁 11 㹑㹉00�

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦��㸧ࠉ⾲
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㑇≀
θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� �0�� 21�� እ㠃ᬯ㉥〓Ⰽ୍ࠊ㒊ᬯ〓Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊࣊ࣛグྕࠕᅵࠖ≧ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���� 1��� እ㠃⅊㯤Ⰽࠊ㒊ศⓗ㯮Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊࣊ࣛグྕࠕ஧ࠖ≧ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��2 ���� 22��

እ㠃ᬯ〓Ⰽ୍ࠊ㒊⅊㯤Ⰽࠋෆ㠃㉥〓Ⰽࠊ㍯✚ࡳ⑞᫂░ࠋእ㠃⫪㒊ࣛ࣊࡟グྕࡢࠖ࡬ࠕࠋࡾ࠶Ꮠ
≧ୗࠋࠖ࣍ࠕ࡟

㹁 11 㹑㹉00�

�1�
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���� 22�� እ㠃ᬯ〓Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋእ㠃ẼἻከࠋ⫪㒊࣊ࣛグྕࡢࠖ࡬ࠕࠋࡾ࠶Ꮠ≧ୗࠕ࡟அࠖ≧ࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�20
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና � � � 21�� እ㠃⅊㯤Ⰽࠊෆ㠃᫂㉥〓Ⰽࠋእᗏ࿘㎶Ἶ㔙㸽ሬᕸࠋᗏ㒊⦕ᩳࢆ఩࡟๐ࠋࡿ 㹁 11 㹑㹉00�

�21
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

⡌ � 1��� 0�2� 0�� ࠋ㔜㔞��0Jࠋභゅᙧࡣ㠃᩿ࠋ≦ࡁᥙ⪥ࡣࣈ࢝ 㹁 11 㹑㹉00�

�22
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � 1�� � 0�� ⵹≧ࠋ㌷⏝ࢫࣛ࢞ࡢ〇⟄≧ᐜჾࡣ࡟ධࡢ࢟ࣥࢳࢻ࣮ࣚࡓࡗᰦࠋ࠿㔜㔞2�0Jࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（ྜ㔠）

ᡭᵄᙎ � ���㸩 1��㸩 0�� ᡭᵄᙎࡢಙ⟶㒊ศࠋ㔜㔞����Jࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（㟷㖡）

୙᫂ � 0�� 0�� 0�� ᑠᏍࡀ㸲ࠋ࠿ࣥࢱ࣎ࣉࢵࢼࢫࠋࡿࢀࡽࡳࡘ㔜㔞0��Jࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�2�
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㯤⇥ᙎ � 11�2㸩 ��� 0�� 㯤⇥ᙎࡢᙎ㢌㒊ࠋ㔜㔞2����Jࠋ 㹁 11 㹑㹉00�

�2� ▼ჾ ᩙ▼㢮 � 10�� ��� ���
▼ᮦ㸸㍤⥳ᒾࠋຍᕤ⑞㸸☜ㄆࠋࡎࢀࡉ౑⏝⑞㸸ṇ㠃࡟☻㠃ࠊ➃㒊ᩙ࡟ᡴ⑞ࡢࡑࠋ௚㸸➃㒊࣭⫼
㠃࡟⮬↛㠃ṧࠋ

㹁 11 㹑㹉00�

�2�
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ࣥࢱ࣎ � 1�� 0�� 1��

ⓑࠋࡿ࡞࡟ࢺࢵࣛࣇ࡟࠿ഹࡀ୰ኸ㒊ࡿ࠶ࡢᏍࡣ⿬㠃ࠊࡳ❑ࡀ୰ኸ㒊ࡿ࠶ࡢᏍࡣ⾲࡛ࣉ࢖ࢱᏍࡘ�
Ⰽ༙㏱᫂ࠋ

㹁 11 㹑㹉00�

�2�
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ࣥࢱ࣎ � 1�� 0�2 1��

࠶ࡀࡳพࡢ෇ᙧࡢ1PPྎ࡟㛫ࡢᏍࡢࡑࠊࡳ❑࡚ࡋ᭷ࢆẁࡀ୰ኸ㒊ࡿ࠶ࡢᏍࡘ2ࡢ⾲࡛ࣉ࢖ࢱᏍࡘ2
ࠋ㯮ⰍࡣⰍㄪࠋࢺࢵࣛࣇࡣ㎶⦖ࠋࡴࡽ⭾ࡀ୰ኸ㒊ࡿ࠶ࡢᏍࡣ⿬㠃ࠋࡿ

㹁 11 㹑㹉00�

�2� ᕸ � � � � �
Ⅳ໬ࡓࡋᕸ∦࡛ࡢࡏࢃྜ࠸⦭ࠊ㒊ศࡸ⣒ࡀࡵ࡝⋣ࡢぢࠋࡿࢀࡽ

㹁 11 㹑㹉00�

��0
㔠ᒓ〇ရ

（࣑ࣝ࢔）
⨁ � 12�� 0�2 ��1

ࡓ࠸࡚࠸௜ࡀ⵹ࡣᮏ᮶ࠋᏐᩥࡢ࡝࡞㸶ࠖࠕ࡟እᗏࠋࡢࡶࡢ≦ࣉࢵ࢝ࡃ㛤ࡀ⦖ཱྀࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀ₽
���㔜㔞1ࠋࡿࢀࢃᛮ࡜ࡢࡶ㹥ࠋ

㹁 11 㹑㹉00�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��2 ��2 ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��2 ��� ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��0 ��0 ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳ஬ᘚᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 12�� ��0 ��� እ㠃࡟ⰼᩥࠋぢ㎸࡟ࡳ஬ᘚᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶㧗ྎෆࠕ࡟ঔ2ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� 2�� እ㠃࡟㭯ᩥࠊᯇ➉ᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㸿㢮 1��� ��� ��� እ㠃࡟㭯ᩥࠊᯇ➉ᩥࠋぢ㎸࡟ࡳᯇ➉ᱵᩥࠋෆ㠃࡟┠⑞ࠋࡾ࠶◒㒊⏘ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
☇ 㹀㢮 11�� ��1� ���

⨾ᡞ࣭℩ࠋ࿋㡲࡛ᅪ⥺㸯᮲࡟እᗏෆࠋ㯤Ⰽ⅊ࡳࡢእ㠃ࡣ㔙ࠋᯇᯞᩥ࡟እ㠃ࡿࡼ࡟㌿෗ࠋ☇ཱྀ┤
⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��1 ��� 2�� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋྕ␒ไ⤫ࡢᒱ�0�㸽ࠖࠕ࡟㧗ྎෆࠋᯇᱵᩥࠊட⏥ᩥᆅ࡟እ㠃ࠋุ࣒ࢦ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��� ��0 ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋᅄ᪉こᩥ࡟እ㠃ࠋุ࣒ࢦ 㹁 11 㹑㹉02�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��2 ��� 2�� ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋ⥺ᅪࡢ㟷Ⰽ࡟㒊ෆ㠃⦖ཱྀࠋᘧ㐃ᘚ࣐ࣛࠊ㭯ᩥ࡟እ㠃ࠋุ࣒ࢦ 㹁 11 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��2 ���� ��0 ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋⲡᩥࡢ㟷Ⰽࠊⰼᩥࡢ᱈Ⰽ࡟እ㠃ࠋุ࣒ࢦ 㹁 11 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹄㢮 1��� 2�� 12�0

ゅ─ࠋⰍ⤮ࡣṧᏑࡀ୙Ⰻࡀࡔ㉥࣭㔠࣭⥳࣭㯤ࠊෆ㠃࡟ᡪᩥࠊⰼᩥࠋእ㠃࡟࿋㡲ࠋᩥ⳻ࡿࡼ࡟℩
ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹄㢮 1��� 2�� 11��

ゅ─ࠋⰍ⤮ࡣṧᏑࡀ୙Ⰻࡀࡔ㉥࣭㔠࣭⥳࣭㯤ࠊෆ㠃࡟ᡪᩥࠊⰼᩥࠋእ㠃࡟࿋㡲ࠋᩥ⳻ࡿࡼ࡟℩
ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹄㢮 1��� ��1 11��

ゅ─ࠋⰍ⤮ࡣṧᏑࡀ୙Ⰻࡀࡔ㉥࣭㔠࣭⥳࣭㯤ࠊෆ㠃࡟ᡪᩥࠊⰼᩥࠋእ㠃࡟࿋㡲ࠋᩥ⳻ࡿࡼ࡟℩
ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹄㢮 1��� ��� 12�0

ゅ─ࠋⰍ⤮ࡣṧᏑࡀ୙Ⰻࡀࡔ㉥࣭㔠࣭⥳࣭㯤ࠊෆ㠃࡟ᡪᩥࠊⰼᩥࠋእ㠃࡟࿋㡲ࠋᩥ⳻ࡿࡼ࡟℩
ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ㖊 㹀㢮 ��� ��1 ��1

ᖹ㠃ࡣ㝮୸ᙧࡣ⦖ཱྀࠊἼᙧࠋෆ㠃ุ࡛࣒ࢦࡣ❧ᾛ≧ᩥ࡜ⰼᩥࠊ㖡∧㌿෗࡛ᒣỈᩥࠋእ㠃ࡢ୙᫂
ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋ࠿ᰁ௜ࡣᩥ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ㖊 㹄㢮 ��2� ��2 ����

ᖹ㠃ࡣ༑Ꮠᙧࠋ㟷࣭㉥࣭㔠ࡢⰍࡀṧࠋࡿෆ㠃࡟ⲡᩥࠋぢ㎸᪻࡟ࡳ⹸ᩥ㸽ࠋ╔⁐ࡀࢫࣛ࢞ࠋ℩
ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��2 ��1 እ㠃࡟㌿෗ࡿࡼ࡟ⰼᩥ୍ࠊ㒊ᙬⰍࠋࡾ࠶㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ��0ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��1 ��0 እ㠃࡟㌿෗ࡿࡼ࡟ⰼᩥ୍ࠊ㒊ᙬⰍࠋࡾ࠶㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ��0ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��2 ��1 እ㠃࡟㌿෗ࡿࡼ࡟ⰼᩥ୍ࠊ㒊ᙬⰍࠋࡾ࠶㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ��0ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹄㢮 ��� ��2 ��2 እ㠃࡟ⰼᩥࠋ㧗ྎෆࠕ࡟ᒱ�0�ࠖࡢ⤫ไ␒ྕࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��2� ��2

㌿෗ࡿࡼ࡟እ㠃ཱྀ⦕࡟㐃⥆ࠊᩥ≦⩚▮ࡣࡃࡋࡶ≦⌓⎤ࡓࡋୗ༙1࡟᮲ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟᪂⯆㝡
ჾࠖࡢ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��2 ���

㌿෗ࡿࡼ࡟እ㠃ཱྀ⦕࡟㐃⥆ࠊᩥ≦⩚▮ࡣࡃࡋࡶ≦⌓⎤ࡓࡋୗ༙1࡟᮲ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟᪂⯆㝡
ჾࠖࡢ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��� ��2 ���

㌿෗ࡿࡼ࡟እ㠃ཱྀ⦕࡟㐃⥆ࠊᩥ≦⩚▮ࡣࡃࡋࡶ≦⌓⎤ࡓࡋୗ༙1࡟᮲ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟᪂⯆㝡
ჾࠖࡢ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹀㢮 ��2 ��2 ��2

㌿෗ࡿࡼ࡟እ㠃ཱྀ⦕࡟㐃⥆ࠊᩥ≦⩚▮ࡣࡃࡋࡶ≦⌓⎤ࡓࡋୗ༙1࡟᮲ࡢᅪ⥺ࠋ㧗ྎෆࠕ࡟᪂⯆㝡
ჾࠖࡢ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹃㢮 ��� ��2 ��� 㧗ྎෆࠕ࡟ᒾࠖࡢ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦��㸧ࠉ⾲
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㑇≀
θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹃㢮 ��� ��2 ��� 㧗ྎෆࠕ࡟ᒾࠖࡢ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹃㢮 ��� ��2 ��2 㧗ྎෆࠕ࡟ᒾࠖࡢ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ☇ 㹃㢮 ��� ��2 ��2 㧗ྎෆࠕ࡟ᒾࠖࡢ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⵹ 㹀㢮 ��� 2���

᧜ࡳᚄ
1�0

㖡∧㌿෗（᱈Ⰽ）➃㒊ࡣ㔙๤ࠋࡂእ㠃࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋᗊᚄ��0FPࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⵹ 㹀㢮 ��� 2�2

᧜ࡳᚄ
1�0

➃㒊ࡣ㔙๤ࠋࡂእ㠃࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋᗊᚄ��2FPࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⵹ 㹀㢮 ��� 2�2

᧜ࡳᚄ
1�1

➃㒊ࡣ㔙๤ࠋࡂኻⰍࡃࡽࡑ࠾ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋእ㠃࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋᗊᚄ��0FPࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⵹ 㹀㢮 ��� 2�2

᧜ࡳᚄ
1�1

➃㒊ࡣ㔙๤ࠋࡂኻⰍࡃࡽࡑ࠾ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋእ㠃࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋᗊᚄ��2FPࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⵹ 㹀㢮 ��� 2�2

᧜ࡳᚄ
1�1

➃㒊ࡣ㔙๤ࠋࡂኻⰍࡃࡽࡑ࠾ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋእ㠃࡟ⰼᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋᗊᚄ��0FPࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⵹ 㹁㢮 ��0 2�2

᧜ࡳᚄ
1�1

ᛴ㡲ࡢ⵹ࠋ〈㒊㔙๤ࠋࡂእ㠃࡟ὶỈᩥࠋ⬗㒊࡟Ꮝࠋࡾ࠶℩ᡞ㺃⨾⃰⣔㸽ᗊᚄ��0FPࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹅㢮 ��� ���� 2�� 㔙࣭⣲ᆅࡶ࡜⥳Ⰽࠋ␚௜࡟㕲㖿ሬᕸࠋ࠿ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹄㢮 ��� ��1 2�0

㌷ᮼࠋぢ㎸ࡣࡳ⥳Ⰽ࡟ࢡࢵࣂࢆᱜᩥࢆᆺᢤࠊࡁ୰ኸ࡟Ⰽ⤮ࡿࡼ࡟ᡪᙧࡢ᪥❶᪝ࠋᗏ㒊ࡀ◁࡟௜
ࠋᡞ࣭⨾⃰⣔℩ࠋ╔

㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹄㢮 ��2 2�� 1�� ぢ㎸࡟ࡳⰍ⤮ࡿࡼ࡟㭯ᩥࠋእ㠃࡟࿋㡲ࠋᩥ┠⥙ࡿࡼ࡟℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹄㢮 ��� 2�� 2�� 㧗ྎእ㠃࡟㟷ⰍࡢἼ⥺ࡀᶓ఩ࠋࡿࡍෆ㠃࡟ᯇᩥࠋぢ㎸࡟ࡳ㭯ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��0
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠᮼ 㹄㢮 ��0 2�� 2�0 㧗ྎእ㠃࡟㟷ⰍࡢἼ⥺ࡀᶓ఩ࠋࡿࡍෆ㠃࡟ᯇᩥࠋぢ㎸࡟ࡳ㭯ᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��1
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⎼ 㹀㢮 2�� 1��� ��0 㖡∧㌿෗ࠋእ㠃࡟㫽ᩥࠊᯇᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
⎼ 㹁㢮 2�2 1���� ��� ⬗㒊࡟㟷Ⰽࡢᅪ⥺ࠋᗏ㒊ࠕ࡟ᖖᒣࠖᩥࡢᏐࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
㤶⅔ 㹁㢮 10�� ��� 10�1

እᗏ࣭ෆ㠃ୖ༙ࡣ㟢⫾ࠋእ㠃ࡢ㸱༊⏬ࡢᶓᖏࠊ୰ࡣୖࠊᩥ↓ࡣ㸵᮲࣭ୗࡣ㸴᮲ࡢพ⥺ࡣ⬮୕ࠋ
୕ゅᙧ࡛၈ⲡ≧࡟ࡳ้ࡢ㟷Ⰽࡢ࿋㡲ࠋ℩ᡞ㺃⨾⃰⣔㸽

㹁 11 㹑㹉02�

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና 㸿㢮 1��� ���� 21�2 እ㠃⅊㯤Ⰽࠊෆ㠃㉥〓Ⰽࠋ⫪㒊㹼ෆ㠃㢁㒊࡟Ἶ㔙ሬᕸࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
Ἀ⦖⏘

↓㔙㝡ჾ
ና࠿⏎ � � � 22�0 ෆእ㠃࡟ࡶ࡜㕌㉥〓Ⰽ୍ࠊ㒊⅊Ⰽࢱ࣋ࠋᗏࡽ࠿㛤ࠋࡿࡀୖࡕ❧࡟࠺ࡼࡃ 㹁 11 㹑㹉02�

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（ⓑ）
࠿⎼⸆
໬⢝⎼

2�� 2�� 2�2 ᗏᙧࡣ෇ᙧ࡛ۍࠊᙧࢪࢿࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢᰦࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（㟷）
ㄪ࿡ᩱ⎼࠿ ��0 ���� ��� ࠋ⎼༖୍ࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ1�ࠖࠕ࡟ᗏ㒊ࠋᗏ㒊෇ᙧ࡛⫪࡛࡞ 㹁 11 㹑㹉02�

��� 〇ရࢫࣛ࢞
⎼

（㟷）
୙᫂ � � 1��2

⏝㏵୙᫂ࡢ኱ᆺ⎼ࠋ㤳㒊ୗࡘ2ࡀ⪥࡟௜ࠊࡁ㔠ᒓࡀ௜╔ࠋࡿ࠸࡚ࡋᗏ㒊ࢿࠋࢫ࢚࣎ࣥࡢ11ࠖࠕ࡟
ࠋ࠿ᰦࢪ

㹁 11 㹑㹉02�

���
㔠ᒓ〇ရ

（࣑ࣝ࢔）
࣮ࣥࣉࢫ � 11�� 0�2 0�� ᯶㒊⫼㠃ᩥ࡟Ꮠࠋ㔜㔞��2Jࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��0
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � 1��� ��� 12�� ෇┙≧ࡢ〇ရࠋ୰ኸ࡟ᢕᡭ㸽௜ࠋࡃ඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞��0㹥ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��1
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � ���㸩 2�� ��2㸩 ゅ㔠≧ࠋ࠿඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞����Jࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��2
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

㯤⇥ᙎ � ��2㸩 ���㸩 ��0 㯤⇥ᙎࡢᙎ㢌㒊ࠋ㔜㔞221��Jࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
㔠ᒓ〇ရ
（㕲）

୙᫂ � 1���㸩 ��0 2�� Წ≧ࡀࡢࡶࡢ㸰ࡘ㔜ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞㖀Ꮚࠋ࠿඲య࡟㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞1�0��Jࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
㔠ᒓ〇ရ

（㟷㖡࣭㕲）
୙᫂ � 12��㸩 ��2 ��0 㕲㒊ศ࡟㟷㖡〇⟽≧〇ရࡀ௜╔ࠋ඲యࡀ㗵࡟そࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ㔜㔞1����Jࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
㔠ᒓ〇ရ

（㟷㖡࣭㕲）
୙᫂ � ��2㸩 2�� 2��

㕲㒊ศ࡟㟷㖡〇ᴃ෇ᙧ࣒࣮ࢻᙧ⟽≧〇ရ（㛗ࠊ���㧗0��㸬ᖜ1��）ࡀ௜╔ࠋ඲యࡀ㗵࡟そ࡚ࢀࢃ
ࠋ㔜㔞����Jࠋࡿ࠸

㹁 11 㹑㹉02�

���
㔠ᒓ〇ရ

（㟷㖡࣭㕲）
୙᫂ � 10��㸩 ��0 ��2

㕲㒊ศ࡟㟷㖡〇ᴃ෇ᙧ࣒࣮ࢻᙧ⟽≧〇ရ（㛗ࠊ���㧗0��㸬ᖜ1��）ࡀ௜╔ࠋ඲యࡀ㗵࡟そ࡚ࢀࢃ
ࠋ㔜㔞111�0Jࠋࡿ࠸

㹁 11 㹑㹉02�

��� 㖹㈌ ୍㖹 �
እᚄ
1��

0�1� � 㖹ᩥࡢ๤㞳ࡃ࡝ࡦࡀ୙㩭࣑᫂ࣝ࢔ࠊࡀࡔ〇ᐩኈ୍㖹0ࠋ࠿��㹥ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

���
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ṑࢩࣛࣈ � 1���� 0��� 1�0�

㛗㍈࡟ἢ࡚ࡗ�᮲�1✰᳜ࡢẟ✰ࢩࣛࣈࠋ㒊ࡣഹ࡟࠿ඵࡢᏐ࡟㛤ࡃ┤⥺ⓗ࡞ᙧ≧ࠋ᯶ࠕ࡟（᏶඲ᾘ
ẘ）ࠖࠕ኱͐͐�00୍ࠖࡢ㒊୙᫂░ࠋ้⥺࡞᯶ᑼࡣ࡟෇࠸ᏍࠋⰍㄪ࠸࠿ࡽࢃࡸࡣ㯤Ⰽࠋ

㹁 11 㹑㹉02�

���
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ࣥࢱ࣎ � 1�0 0�� 1�0 ⿬࡟ᶓ఩ࡘ1࡟Ꮝࡢ⾲ࠋࣉ࢖ࢱࡿ࠶ࡀ෇࿘ࡢࢨࢠࢨࢠ࡟㐀ᙧࠋ୰ኸ㒊ࠋࡴࡽ⭾ࡣⓑⰍ༙㏱᫂ࠋ 㹁 11 㹑㹉02�

��0
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ࣥࢱ࣎ � 1�1 0�� 1�1

࡟ࢺࢵࣛࣇ࡟࠿ഹࡀ୰ኸ㒊ࡿ࠶ࡢᏍࡣ⿬㠃ࠊࡕࡶࢆࡳཌࡀ㎶⦖ࡓࡧᖏࢆࡳ୸ࡣ⾲࡛ࣉ࢖ࢱᏍࡘ2
ࠋⓑⰍ༙㏱᫂ࠋࡿ࡞

㹁 11 㹑㹉02�

��1
ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ

〇ရ
ࣥࢱ࣎ � 1�� 0�2 1��

࡟ࢺࢵࣛࣇ࡟࠿ഹࡀ୰ኸ㒊ࡿ࠶ࡢᏍࡣ⿬㠃ࠊࡕࡶࢆࡳཌࡀ㎶⦖ࡓࡧᖏࢆࡳ୸ࡣ⾲࡛ࣉ࢖ࢱᏍࡘ2
ࠋⓑⰍ༙㏱᫂ࠋࡿ࡞

㹁 11 㹑㹉02�

��2
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
─ 㹀㢮 22�� 2�1� 1��0

ὒ㣗ჾཱྀࠋ⦕ෆ㠃➃࡟㉥Ⰽ༙ࡢ෇ᩥ࡜Ⅼᩥࢆᒎ㛤ࠋእᗏ࣐࢝ࣖࠕ࡟㝡ჾ᭳♫ࠖ㖭ࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰
⣔ࠋ

㹁 12 㹑㹉001θ�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ��

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ1�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ21

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ�1

➨ �� 㑇≀ほᐹ⾲㸦��㸧ࠉ⾲

184



㑇≀
θ

✀㢮 ჾᙧ ศ㢮
ཱྀᚄ㸭
㛗㍈

ჾ㧗㸭ཌࡉ
ᗏᚄ㸭
▷㍈

ほᐹ஦㡯 ᆅ༊ ༊⏬ ฟᅵ㑇ᵓ

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ2�

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ2�

�00
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ2�

�01
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ10

�02
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ��

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ2�

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ��

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ��

�0�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ��

�10
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�11
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ��

�12
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ1�

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�1 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ�

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ�

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ�

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�1�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ2�

�20
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ20

�21
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 2�0 ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�22
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

�2�
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
ᑠ─ 㹄㢮 ��� 1�� ��� Ⰽᢤࡀࡿ࠶ࡀࡅෆ㠃࡟㉥࣭⥳࣭㔠࣭Ⲕ࣭ⓑࡿࡼ࡟ᮌⱫࠊⴥᩥࠋ℩ᡞ࣭⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001θ1�
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ᑠ─ 㹀㢮 ��� 2�0 ��1 㖡∧㌿෗（⥳Ⰽ）ࠋෆ㠃࡟እ࿘࡟㨶ᩥࢆ㸲༉㓄ࡢࡑࠊࡋ୰࡟ὶỈࢆᥥࠋࡃ℩ᡞ㺃⨾⃰⣔ࠋ 㹁 12 㹑㹉001

���
ᮏᅵ⏘

㏆௦☢ჾ
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䠯䠧1 䡮䡼䢐䡲䢚䡮䠍（㼒1㻕
䠯䠧10 䡭䢈䢔䡲䢋䡮䢋䡮䠍（㼒1）䚸䡳䢙䡽䡨䡴䡲䢚䡮䛾୍✀䠍（㼍㻾1）䚸䡲䢘䢓䡲䢚䡮1（㼡㻸1㻕
䠯䠧㻟㻢 䡲䢙䡳䢚䡴䠎（㼍㻞）䚸䢎䢙䡲䢚䡮㢮1（㼍㻾1㻕䚸䡷䢎䡷䢚䢓1（㼒1㻕䚸䢔䡩䡯䡳䡩䡯䡸䢓䢀䢔1（㼡㻸1㻕䚸䢃䢅䢎䡲䢚䡮䠍（㼍㻾1）

㻞 䠯䠧㻠1・䠯䠢1 䢇䢎䡸䢚䡨䡶1（㼍㻾1）
䠯䠧㻞㻢 䢆䢋䡴䢚䢔㢮ఝ✀1（㼡㻾1㻕
䠯䠧㻠㻡 ୙᫂䠍（㼒1㻕
䠯䠠1㻞 䡷䢓䡷䢆䢚䡿䡮䢓䠍（㼡1）䚸䢔䡩䡯䡳䡩䡯䡷䢕䢊䢚䡯䠍（㼍㻾1）
䠯䠢1 ୙᫂䠍（㼡㻾1㻕䚸䢎䢙䡲䢚䡮㢮䠍（㼍㻾1）
䠯䠧㻢㻣 ୙᫂䠍（㼒1㻕䚸䢎䢙䡲䢚䡮㢮䠍（㼍㻾1）
䠯䠧㻤0 䢆䢋䡴䢚䢔㢮ఝ✀1（㼍㻸1㻕

㻡 䠯䠧㻢1 䡸䢓䢁䢌㢮䠍（㼍㻾1）
䠯䠧1㻞 䡭䢈䢔䡲䢋䡮䢋䡮䠎（㼡㻞㻘㼒㻠）
䠯䠧1㻟 䡭䢈䢔䡲䢋䡮䢋䡮䠍（㼒1）
䠯䠧1㻣 䢎䢙䡲䢚䡮㢮䠍（㼍㻸1）

䠯䠧㻠㻡䜹䝯1 䡮䢘䡲䢂䢏䢔䠍（㼡1）䚸䡱䢂䢅䡾䢅䡲䢚䡮䠍（㼡1）䚸䢔䡩䡯䡳䡩䡯䡷䢕䢊䢚䡯䠍（㼍㻸1）
䠯䠯㻞ୗᒙ 䢔䡩䡯䡳䡩䡯䡷䢕䢊䢚䡯䠍（㼒1）
䠯䠧㻣㻠 䡷䢓䡷䢆䢚䡿䡮䢓䠍（㼒1）
䠯䠧㻤㻥 䡴䢘䢅䢌䡲䢂䢏䢔䠍（㼒1）䚸䢆䢁䢇䢚䢓䡼䢚䡲䢓䠍（㼡1）

10 䠯䠧㻠0 䡷䢓䡷䢆䢚䡿䡮䢓䠍（㼍1）䚸䡳䢙䡽䡨䡴䡲䢚䡮䛾୍✀䠎（㼍㻸㻞）䚸୙᫂㻣（㼒㻣）
11 䠯䠧㻠 ୙᫂䠔（㼒㻤）

䈜㼍᏶ᙧ㻌䚷㼡Ẇ㡬䚷䡂◚∦㻌஧ᯛ㈅䛿㻾（ྑ）・㻸（ᕥ）䚷

1

㻟

㻠

㻢

㻤

➨ �� ��㑇≀ほᐹ⾲㸦ࠉ⾲㸧

➨ �� ㈅㢮㑇యฟᅵⅬᩘࠉ⾲
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༊⏬ 㑇ᵓྡ

䠯䠧㻢 䡯䡸（୰㛫ᡭ᰿㻸1䚸኱⭣㻾1䚸㋖㻾1䚸➨㻠㊊᰿㻸1䚸ᮍ⠇1）䚸䡯䢋（୰ᡭ㻸㼏㼟1䚸ᇶ⠇䠮1）

䠯䠧10 䢄䡹䢚䢌䡷䢚䢎⛉（᳝㻞）䚸䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（⬚᳝1䚸⫪⏥㻾㻞䚸ୖ⭎㻾㼟1䚸ᑻ㻸1䚸）䚸䢐䡳䢚（ᶨ㻸1）䚸䡯䡸（ୖ㢡㐟㞳ṑ㼐㼙
㻠
㻾1）

䠯䠧㻟㻢 䢂䢘䢀䢔（኱⭣㻾1）

䠯䠧㻠1 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ᑻ㻸1）䚸䢐䡳䢚（ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹
㻞
㻾1䚸⫘㻸1）

䠯䠧㻠1・䠯䠢1
䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（⫘㻸1）䚸䢐䡳䢚（ୗ㢡㦵

㻼
㻞
㻘㻼

㻟
㻘㻼

㻠
㻘㻹

1
㻘㻹

㻞
㻸1・䠮1）

䠯䠧㻞㻢 䢐䡳䢚（⫘㻸1）
䠯䠧㻟0 䡯䡸㻛䡯䢋（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻛ୗ㢡㐟㞳ṑ㻸㻾୙᫂㻢）

䠯䠠11 䡯䡸（ୖ㢡㐟㞳ṑ㼐㼙
㻟
㻾1）

䠯䠢1 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（୰ᡭ㻛୰㊊㻸㻾୙᫂1）䚸䡯䡸（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹
㻟
㻸㻾୙᫂1䚸୰ᡭ㻛୰㊊㻸㻾୙᫂1）䚸䡯䡸㻛䡯䢋（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻛ୗ㢡㐟

㞳ṑ㻸㻾୙᫂㻞䚸⫘㻸㻾୙᫂1）

䠯䠧㻢㻣 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୗ㢡㐟㞳ṑ㻵
1
㻸1）䚸䢐䡳䢚（⫪⏥㻾1）䚸䡯䢋（୰ᡭ㻛୰㊊㻸㻾୙᫂㼏㼟1）

䠯䠧㻤0 䡯䡸（኱⭣㻾㻞㻕

䠯䠠1㻡 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୖ⭎㻸㻾୙᫂1）䚸䢐䡳䢚（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹
1
䠮㻞䚸ୗ㢡ษṑ㻾1㻕䚸䡯䡸（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹

1
㻸1）

㻡 䠯䠧㻢㻠 䡯䢋（ᑻ㻾1）

䠯䠧㻡 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（⫪⏥㻾1䚸➨㻟୰ᡭ㻸㼏1）䚸䢐䡳䢚（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹
1
㻾1）

䠯䠧㻣 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（㢌⵹（ᾦ）㻾1䚸⫘㻾1）
䠯䠧1㻞 䢐䡳䢚（⫘㻸㻞）
䠯䠧1㻟 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୖ⭎㻸㻾୙᫂1）䚸䢐䡳䢚（⫘㻸1）
䠯䠧㻞0 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻯㻸1䚸➨㻟୰ᡭ㻸1・㻸㻾୙᫂1䚸⫘㻸1）
䠯䠧㻞㻟 䡯䡸㻛䡯䢋（⬚᳝1）

䠯䠧㻞㻡 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹
㻞
㻾㻞䚸⭜᳝1䚸᳝1）䚸䢐䡳䢚（ୗ㢡㐟㞳ṑ㻸㻾୙᫂㻞）

䠯䠠1

䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻯㻸1・䠮1䚸ୗ㢡㼐㼙
㻞
㻸1䚸ୗ㢡㻹

1
㻸1䚸ୗ㢡㻹

㻞
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻵

1
㻸㻾୙᫂1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻵

㻞
㻸1・㻾1䚸

ୗ㢡㐟㞳ṑ㻼
㻞
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻼

㻟
㻸1・㻾1䚸ୖ⭎㻸㼟1・㻸1・㻸㻾୙᫂㼟1・㻸㻾୙᫂㻟䚸ᶨ㦵㻸㻟・㻾㻞・㻸㻾୙᫂㼟㻞䚸ᑻ㻸㼏1・㻸1䚸➨㻟

୰ᡭ㻸㻾୙᫂㼟㻞䚸ᐶ㻸1・㻸䠮୙᫂1䚸኱⭣㻸㻾୙᫂㻟䚸⭸⵹㻸㻾୙᫂㻟䚸⬯㻸㼟1・㻸1・㻾1䚸⬯㻸㻾୙᫂1䚸㊥㻸1・㻾1䚸㋖㻸㼏1・㻸㻟・
㻾1䚸ᡭ᰿㻸㻾୙᫂㻞䚸୰ᡭ㻛୰㊊㻸1・㻾1・㻸㻾୙᫂1䚸ᮍ⠇㻸㻾୙᫂1）䚸䢐䡳䢚（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻛ୗ㢡㐟㞳ṑ㻸㻾୙᫂1䚸ୖ⭎㻸㼏㻟・

㻸1・㻾1䚸኱⭣㻸1・㻾㼟1䚸ᇶ⠇㻸䠮୙᫂1）䚸䡯䡸（⫪⏥㻸1䚸୰ᡭ㻸㼏1䚸୰ᡭ㻸1）䚸䡯䢋（ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹
㻟
㻸1）䚸䡯䡸㻛䡯䢋（ୖ⭎㻸1・

㻾㼏㼟1䚸ᶨ㻸㻾୙᫂1䚸኱⭣㻾㼏㼟1・㻸㻾୙᫂1䚸୰ᡭ㻛୰㊊㻸㻾୙᫂㼏㼟1・㻸㻾୙᫂1䚸⫘㻸㻾୙᫂㼏1・㻸㻾୙᫂10）

䠯䠧㻤 䢐䡳䢚（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻼
㻟
㻾1䚸ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹

1
㻾1䚸ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹

㻞
㻾1）

䠪䠮㻞 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୗ㢡㻹
㻞
㻾㻞）

䠯䠧㻠㻡 䢄䡶（ୖ⭎㻾1）䚸䢐䡳䢚（⭜᳝1）

䠯䠧㻠㻡䜹䝯1

㨶㦵୙᫂（㻟）䚸䡲䢏⛉（㫽ཱྀ㻾1）䚸䢂䢘䢀䢔（⫪⏥㻸1䚸ୖ⭎㻾1䚸୰ᡭ㻸1䚸኱⭣㻸㼏1・㻾㼏1）䚸㫽㢮㻔ᶨ㻾1䚸ᐶ㻾1）䚸䡮䢃㻔ᇶ⠇㻾1䚸⫘
㻾㼏1）䚸䢄䡶（୰ᡭ㻾1）䚸䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（⬚᳝㻞䚸⭜᳝㻟䚸ୖ⭎㻸1・㻾㼏1・㻸㻾୙᫂1䚸ᶨ㻸1・㻾㻞・㻸㻾୙᫂㼟1・㻸㻾୙᫂1䚸୰㛫ᡭ᰿
㻸㻟䚸➨㻟୰ᡭ㻾㼏1䚸኱⭣㻸㻾୙᫂1䚸⭸⵹㻸1䚸⬯㻸㼏1・㻸1䚸⬯㻸㻾୙᫂㻞䚸㊥㻸㻞・㻸㻾୙᫂1䚸୰ᚰ㊊᰿㻸1・㻾1䚸➨㻠㊊᰿㻾1䚸➨
㻠୰㊊㻸㻞䚸➨㻡୰㊊㻸1䚸୰ᡭ㻛୰㊊㻸㻟䚸ᇶ⠇㻾㻞䚸୰⠇㻸1・㻾1䚸ᮍ⠇㻸1䚸᳝㻞䚸ᅄ⫥㻸㻾୙᫂㻥䚸⫘㻸㻟・㻾㻞・㻸㻾୙᫂㻞㻡）䚸䢐䡳䢚
（ୖ㢡㻛ୗ㢡㻸㻾୙᫂1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻸㻾୙᫂1䚸㍈᳝1䚸㢕᳝1䚸⭜᳝㻞䚸ୖ⭎㻸㼟㻞䚸㻾1䚸୰ᡭ㻾1䚸኱⭣㻾㼟1・㻾1䚸ᇶ⠇㻸1䚸⫘
㻸1・㻾㼏1）䚸୙᫂（ṑ㻸㻾୙᫂1㻕

䠯䠧㻠㻡䜹䝯㻞

䡭䢋䢌䢈䡰䢈䡳ᆺ（᳝㻞）䚸㨶㦵୙᫂（1）䚸䢂䢘䢀䢔（኱⭣㻾1・㻸㻾୙᫂1）䚸㫽㢮（ᶨ㻸㻾୙᫂1䚸⫘㻸1・⫘㻸㻾୙᫂1）䚸䡸䢚䢄䡹䢚䢌㢮（ୖ㢡
㻸㻾㻞䚸ୗ㢡㻸1・㻾1・㻸㻾୙᫂1䚸㢕᳝㻞䚸ᐶ1）䚸䢄䡶（⬚᳝1䚸⭜᳝㻠䚸୰⠇1）䚸䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（㢁᳝1䚸⭜᳝1䚸⫪⏥㻸1䚸ᶨ㻸㻾୙᫂
㻞䚸ᑻ㻸1䚸➨㻟୰ᡭ㻸㼏1䚸㊥㻸㻾୙᫂1䚸➨㻡୰㊊㻸1䚸୰ᡭ㻛୰㊊㻾1・㻸㻾୙᫂1䚸ᇶ⠇㻸㻠・㻾㻞䚸୰⠇㻾1䚸⫘㻸㻟・㻾㻞・㻸㻾୙᫂
1）䚸䢐䡳䢚（⫘㻸1・㻾1）䚸୙᫂（ṑ㻸㻾୙᫂㻠）

䠯䠧㻡㻠 䢄䡶（ୗ㢡㻹
1
㻘㻼

㻠
㻾1）䚸䢐䡳䢚（ୗ㢡㻼

㻟
㻘㻼

㻠
㻸1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹

1
㻾1）

䠯䠧㻣㻠 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（➨㻡୰㊊㻸1）䚸䢐䡳䢚（⬯㦵㻸1）䚸䡯䡸㻛䡯䢋（⫘㻸㻾୙᫂1）

䠯䠧㻤㻥
䢂䢘䢀䢔（኱⭣㻸㻞）䚸䢄䡶（ᐶ㻸1）䚸䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୗ㢡㼐㼙

㻟
㻸1䚸ୗ㢡㻹

1
㻘㻹

㻞
㻸1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹

㻞
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻵

㻞
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳

ṑ㻼
㻟
㻸1䚸ୖ⭎㻾1・㻸䠮୙᫂1䚸ᶨ㻸㻾୙᫂1䚸➨㻟୰ᡭ㻸㻾୙᫂1䚸⫘㻾1㻕䚸䢐䡳䢚（ୖ⭎㻾㼟1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻸㻾୙᫂1）

䠯䠧101 䢐䡳䢚（ୗ㢡ษṑ㻸1）

䠯䠠㻣 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹
㻞
㻾1䚸ୗ㢡㼐㼙

㻟
㻘㼐㼙

㻠
㻘㻹

1
㻸1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻵

1
㻸1䚸㻸㻾୙᫂㻟）䚸୙᫂（ṑ㻸㻾୙᫂1）

䠯䠠1㻡

䡲䢏⛉（୰㊊㻸1）䚸䢂䢘䢀䢔（⫪⏥㻾1䚸኱⭣㻸㻾୙᫂1䚸୰㊊㻾1）䚸䢄䡶（௝᳝1）䚸䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（㢌⵹（ᚋ㢌）㻾1䚸ୖ㢡㐟㞳ṑ㻯㻾1䚸

ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹
㻞
㻸1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻵

㻞
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻼

㻟
㻸1䚸㢁᳝1䚸⬚᳝1䚸ୖ⭎㻸㻾୙᫂㼏㼟1䚸ᶨ㻾㼏1・㻾㼟1・㻸㻾୙᫂㼟1䚸➨㻟

୰ᡭ㻾1䚸ᐶ㻸1・㻾1・㻸㻾୙᫂1䚸኱⭣㻸㻾୙᫂㻞䚸➨㻡୰㊊㻸1䚸୰ᡭ㻛୰㊊㻸㻾୙᫂1䚸ᇶ⠇㻾1䚸୰⠇㻾1䚸⫘㻾1・㻸㻾୙᫂㻟）䚸䢐

䡳䢚（ୖ㢡㻛ୗ㢡㻸㻾୙᫂1䚸ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹
1
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹

1
㻾1䚸⭜᳝㻞䚸ୖ⭎㻾㼏1㻕䚸䡯䡸㻛䡯䢋（ୖ⭎㻸㻾୙᫂㼏1䚸ᐶ㻸㻾୙᫂

1）䚸୙᫂（ṑ㻸㻾୙᫂1）

䠪䠮1 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（㋖㻾1）䚸䡯䡸（ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹
1
㻾1䚸୰㊊㻸㻾୙᫂1）

䠯䠧㻞㻣 䢐䡳䢚（ୖ⭎㻸㻾୙᫂㼏1）

䠯䠧㻟㻢
䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（ୖ㢡㐟㞳ṑ㼐㼙

㻞
㻾1䚸ୗ㢡㻸㻾1・㻾1䚸ୗ㢡㻯㻘㻼

1
㻘㻼

㻞
㻸1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻸1・㻸㻾୙᫂1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻵

1
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳

ṑ㻵
㻞
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻯㻾1䚸⫪⏥㻾1䚸ᑻ㻾㼏1䚸㋖㻸1）䚸䢐䡳䢚（ୖ㢡㻸㻾୙᫂㻟䚸ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹

1
㻸1䚸ୖ㢡㐟㞳ṑ㻹

㻞
㻸1䚸ୗ㢡㻸㻾

୙᫂㻞䚸ୗ㢡㻼
㻞
㻘㻼

㻟
㻘㻼

㻠
㻾1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹

1
㻸1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹

㻞
㻾1）䚸୙᫂（ṑ㻸㻾୙᫂1）

䠯䠠㻥 䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（⫪⏥㻸㻾୙᫂㼏㻞䚸ୖ⭎㻾㼟1䠈ᶨ㻸㼟1䚸ᑻ㻸1䚸➨㻟୰ᡭ㻸1䚸⬯㻸1）䚸䢐䡳䢚（ୗ㢡㻹
㻟
㻸1䚸ୗ㢡㐟㞳ṑ㻹

㻟
㻸1）

䠯䠧㻞㻟
䡮䢅䡸䡸㻛䢈䢚䡼（㢌⵹（ᚋ㢌）㻾1䚸ୗ㢡（㼐㼙
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第４章　自然科学分析・保存処理の成果

第１節　神山古集落の自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
　神山古集落は、沖縄県宜野湾市に所在し、米国海兵隊所属の普天間飛行場内に立地する。普天間飛行場

は、琉球層群からなる更新世の段丘面上に位置する。宜野湾市域では、更新世の段丘面が中位段丘上位面

	 標高 90m 以上 
、下位面 	50 ～ 90m
、低位段丘上位面 	30 ～ 40m
、下位面 	10 ～ 30m
 の 4 面に区分

されており 	 上原 ,2000
、神山古集落は中位段丘上位～下位面に位置する。旧集落の形成は、18 世ࠒل

と考えられている。調査区からは、戦前ࠒと推測される井戸、柱穴群、屋敷の区溝、石敷き遺構、石囲い

レンガ積み遺構、沖縄戦時ࠒと推測されるタコツボ、陣地壕、防空壕、グスク時代と推測される小穴群な

どが確認されている。

　本報告では、３つの調査区のうちＣ地区のＮＲ 001 のトレンチ断面より採取した土৕試料を対象に、

堆積層の年代観、植物資ݯ利用、古植生、土地利用などに関する৘報を得ることを目的として、์ࣹ性炭

ૉ年代測定、花ค分析・微粒炭分析、微細物分析、土৕理化学分析を実施する。

１　試料
　Ｃ地区ＮＲ 001 における調査トレンチは北東側から便宜的に、北東側トレンチ、中央トレンチ、植栽

痕トレンチと名付けている。試料は、北東側トレンチより 8 点 	 上位より試料番号 1 ～ 8
、中央トレン

チより 7 点 	 上位より試料番号 1 ～ 7
、植栽痕トレンチより 7 点 	 試料番号 1 ～ 7
、SK025 炭集中より

1 点採取をしている。

　このうち、北東側トレンチの試料番号 3,7、中央トレンチの試料番号 4,6、植栽痕トレンチの試料番号

5 の 5 点について、花ค分析・微粒炭分析、微細物分析、土৕理化学分析を実施する。์ࣹ性炭ૉ年代測

定の用いる試料は、上記 5 点の各試料より炭化材をந出したが、中央トレンチの試料番号 6 からは炭化

材が回収できなかったため、同層準の試料番号 5 よりந出した炭化材を対象とした。

　なお、Ｃ地区のＳＫ 25 炭集中については、参考データとして微細物分析を実施し、ซせて報告する。

2　分析方法
��� ᨺᑕᛶⅣ⣲ᖺ௦ ᐃ

　炭化材は形状を観察し、小さなものは全量、大きなものは最外年ྠ付近から約 50mH の年代測定用試料

を切り出す。切り出した植物片から、メス・ピンセットなどにより、根や土৕など後代の付着物を、物理

的に除去する。Ԙࢎ 	HCM
 により炭ࢎԘ等ࢎ可༹成分を除去、水ࢎ化ナトリウム 	Na0H
 により腐植ࢎ等

アルカリ可༹成分を除去、HCM によりアルカリ処理時に生成した炭ࢎԘ等ࢎ可༹成分を除去する 	 ア・ࢎ

ルカリ・ࢎ処理ɿAAA
。ೱ度は HCM、Na0H 共に最大 1moM�- である。一方、試料が脆弱で 1moM�- では

試料がଛ໣し、十分な炭ૉが得られないと判断された場合は、薄いೱ度の Na0H の状態で処理を終える。

その場合は AaA と記す。

　精製された試料の燃焼、ೋࢎ化炭ૉの精製、グラファイト化 	 మを৮ഔとし水ૉで還元する 
 は

EMemeOUaS 社の WaSJo *S050PE cVCe と *oOQMVT 社の AHe3 を連結した自動化૷置を用いる。処理後のグラファ
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イト・మค混合試料を NEC 社製のハンドプレス機を用いて内径 1mm の޸にプレスし、測定試料とする。

測定はタンデム加速器をベースとした 14C�A.S 専用૷置 	NEC 社製 
 を用いて、14C の計数、13C ೱ度

	13C�12C
、14C ೱ度 	14C�12C
 を測定する。A.S 測定時に、米国国立標準局 	N*S5
 から提供される標

準試料 	H09� Ⅱ 
、国際原子力機関から提供される標準試料 	*AEA�C6 等 
、バックグラウンド試料 	*AEA�C1


の測定も行う。

　Ў 13C は試料炭ૉの 13C ೱ度 	13C�12C
 を測定し、基準試料からのずれを千分ภ差 	̄ 
 で表したもの

である。์ࣹ性炭ૉの半ݮ期は -*BB: の半ݮ期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年を基点

とした年代 	BP
 であり、ޡ差は標準ภ差 	0Oe SJHma�68�
 に相当する年代である。測定年代の表示方法は、

国際学会でのק告にैう 	SUVJWeS aOE PoMach,1977
。また、ྐྵ年較正用に一ܻ目まで表した値も記す。

　ྐྵ年較正に用いるソフトウエアは 0YcaM4.3	BSoOk,2009
、較正ۂ線は *OUcaM13	ReJmeS eU aM.,2013
 を用

いる。ྐྵ年較正とは、大気中の 14C ೱ度が一定で半ݮ期が 5,568 年として算出された年代値に対し、過

去のӉ஦線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C ೱ度の変動、及び半ݮ期の違い 	14C の半ݮ期 5,730

ʶ 40 年 
 を較正することによって、ྐྵ 年代に近づける手法である。較正のもとになる直線はྐྵ時代がわかっ

ている遺物や年ྠ 	 年ྠは細๔壁のみなので、形成当時の 14C 年代を反өしている 
 等を用いて作られ

ており、最新のものは 2013 年に発表された *OUcaM13	ReJmeS eU aM.,2013
 である。なお、年代測定値に関

しては、国際的な取り決めにより、測定ޡ差の大きさによって値をؙめるのが普通であるが 	SUVJWeS aOE 

PoMach,1977
、将来的な較正ۂ線ならびにソフトウエアの更新に伴う再計算ができるようにするため、表

にはؙめない値 	1 年୯位 
 を記す。
��� ⰼ⢊ศᯒ࣭ᚤ⢏Ⅳศᯒ

　試料 10cc を正確にṝり取り、水ࢎ化カリウムによるట化、ᝲ別、重ӷ 	 ष化ѥԖɼ比重 2.3
 による有

機物の分཭、フッ化水ૉࢎによる߭物質の除去、アセトリシス 	 無水ਣࢎ 9ɼೱེࢎ 1 の混合ӷ 
 処理に

よる植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花คをೱ集する。処理後の残ᕓを

定容してから一部をとり、グリセリンで෧入してプレパラートを作製し、400 ഒのޫ学ݦ微ڸ下でプレパ

ラート全面を走査して、出現する全ての種類を対象に 200 体以上同定・計数するݸ 	 化石の少ない試料

ではこのݶりではない 
。同定は、当社保有の現生標本や島倉 	1973
、中村 	1980
、藤木・小ᖒ 	2007


等を参考にする。

　また、花คプレパラート中に含まれる微粒炭 	 微細な炭化植物片 
 の含量が、自然植生に対する人類干

বの指標として有ޮであるとされていることから 	 安田 ,1987 など 
、試料中に含まれる微粒炭の含量も

求める。微粒炭は花คプレパラート内に残存するものを対象とし、同定基準は山野井 	1996
、井上ほか

	2002
 等を参考にする。計数は、山野井 	1996
 などを参考にし、長径が約 20 Ж m 以上の微粒炭を対象

とし、それ以下のものは除外する。

　結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。微粒炭量は、山野井 	1996
 などを参考とし、分析土

৕量 	cc
、分析残ᕓ量 	mM
、プレパラート作成量 	 Ж M
 を測定し、堆積物 1cc あたりに含まれるݸ数を一

覧表にซせて示す。この際、有ޮ数字を考慮し、10 の位を四ࣺޒ入して 100 ୯位にؙめる。
��� ᚤ⣽≀ศᯒ

　土৕試料から種実や葉などの大型植物遺体を分཭・ந出するために、試料を水にਁし、粒径 0.5mm の

ᝲを通して水洗する。ᝲ内の試料を粒径別にシャーレに集めて૒眼実体ݦ微ڸ下で観察し、ピンセットを

用いて、同定が可能な大型植物遺体や炭化材 	 主に径 2mm 以上 
 をந出する。

　大型植物遺体の同定は、現生標本や石川 	1994
、中山ほか 	2000
、ླ木ほか 	2012
 等を参考に実施し、

部位 ･ 状態別のݸ数を数えて、結果を一覧表で示す。また、各分類群の写真を添付して同定根拠とする。
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次に、保存状態が良好な栽培種等を対象として、デジタルノΪスを用いて種実遺体の大きさを計測し、結

果を一覧表にซ記する。

　炭化材は、一覧表の下部に常Թס૩後の重量と最大径を記し、分析残ᕓは量比を定性的にプラス「�」

で示す。分析後は、大型植物遺体を分類群別に容器に入れ、一部は約 70� のエタノール༹ӷでӷਁ保存

する。分析残ᕓは常Թס૩後、容器に入れて保管する。
��� ᅵተ⌮໬Ꮫศᯒ

　QH（H20）はガラスిۃ法、有機炭ૉはチューリン法、全஠ૉはེࢎ分解－水ৠ気ৠ留法、.* は腐植

؆қ分析法 	 本名・山本 ,1992
、全リンࢎは঳ࢎ・過Ԙૉࢎ分解－バナドモリブデンࢎ比色法、全カルシ

ウムは঳ࢎ・過Ԙૉࢎ分解－原子ޫٵ法、全మ・全マンガンはフッ化水ૉࢎ分解－原子ޫٵ法 	 土৕標準

分析・測定法委員会 ,1986
 にैう。また、ࢎ性シュウࢎԘ可༹మ、ジチオナイト可༹మおよびマンガン

について AcJE�oYaMaUe 法、HoMmHSeO 法 	ReeVXJKk,1986
 にैいந出し、原子ޫٵ法により定量した後、永

௩ 	1973
 の方法により༡཭ࢎ化మの活性度・結থ化指数を算出する。以下に各項目のૢ作工程を示す。

　分析試料の調製は、試料を風ס後、土մをܰく่して 2mm のᝲで;るい分けをする。このᝲ通過試料

を風ס細土試料とし、分析に供する。また、風ס細土試料の一部をೕുでคࡅし、0.5mm ᝲを全通させ、

คࡅ土試料を作成する。風ס細土試料については、105ˆで 4 時間ס૩し、分析試料水分を求める。

QH	H20
 は、風ס細土 10.0 ̶をṝりとり、25mM の७水を加えてガラス๮で֧፩する。30 分間์置後、

再びガラス๮でݒ୙状態とし、QH メーター（ガラスిۃ法）で QH	H20
 を測定する。

　有機炭ૉは、คࡅ土試料 0.100 ～ 2.000H を 100mM 角フラスコに正確にṝりとり、0.4ࡾ Ｎクロムࢎ・

混ӷࢎེ 10mM を正確に加え、約 200ˆの࠭ཋ上で正確に 5 分間ࣽ෸する。ྫྷ却後、0.2� フェニルアン

トラニルࢎӷを指示ༀに 0.2 Ｎེࢎ第一మアンモニウムӷでణ定する。ణ定値および加೤ݮ量法で求めた

水分量からס土あたりの有機炭ૉ量（0SH�C 土ס �）を求める。これに 1.724 を৐じて腐植含量（�）を

算出する。

　全஠ૉは、คࡅ土試料 1.00 ～ 2.00H をέルμール分解フラスコにṝり、分解ࡎ約 3.0H とེࢎ 10mM を

加え加೤分解した。分解後、ৠ留水約 30mM を加え์ྫྷした後、分解ӷ全量を供試し水ৠ気ৠ留法によっ

て஠ૉを定量する。この定量値と加೤ݮ量法で求めた水分量からס土あたりの全஠ૉ量（5�N�）を求める。

また、有機炭ૉ量を全஠ૉ量で除し、C�N（炭ૉ཰）を算出する。

　.*	.eMaOJc *OEeY
 による腐植؆қ分析は、炭ૉ 50mH に相当する微คࡅ試料 	 ୠし、5.0H を上ݶとす

る 
 を 50mM 容ԕ心管に入れ、分注器で 0.5�Na0H ༹ӷ約 25mM を加える。ԕ心管に֖をしてテープでີ

෧し、ࣨ Թで 1 時間ৼとうした後、0.1� 高分子ڽ集༹ࡎӷ 1 ～ 2 ణを加え、よくৼり混ͥた後、4,000SQm、

15mJO のԕ心分཭でந出腐植༹ӷを得る。ޫٵ度の測定は、得られたந出腐植༹ӷ約 1mM を試ݧ管にとり、

0.1�Na0H ༹ӷ 20mM を分注器で加え 	Na0H のೱ度は約 0.1� となる 
、分ޫޫ度計により 450、520Om

のޫٵ度を測定する 	450Om のޫٵ度が 1 をӽえた試料は、さらに 0.1�Na0H ༹ӷでرऍして測定 
。測

定はந出後、3 時間以内に行い、結果の表示を .*	�K450�K520
 で示す。

　全リンࢎ、全カルシウムは、คࡅ土試料 1.00H をέルμール分解フラスコにṝ量し、はじめに঳ࢎ（HN0

３）約 10mM を加えて加೤分解する。์ྫྷ後、過Ԙૉࢎ（HCM0 ４）約 10mM を加えて再び加೤分解を行う。

分解終了後、水で 100mM に定容し、ろ過する。ろӷの一定量を試ݧ管に採取し、リンࢎ発色ӷを加えて

分ޫޫ度計によりリンࢎ（P ２0 ５）ೱ度を測定する。別にろӷの一定量を試ݧ管に採取し、干ব཈制ࡎ

を加えた後に原子ޫޫٵ度計によりカルシウム（Ca0）ೱ度を測定する。これら測定値と加೤ݮ量法で求

めた水分量からס土あたりのリンࢎ含量（P ２0 ５mH�H）とカルシウム含量（Ca0mH�H）を求める。

　全మ、全マンガンは、微คࡅ試料約 0.50H をテフロンビーカーに精ṝし、঳ࢎ 5mM および過Ԙૉࢎ
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5mM を加え、時計ࡼで覆い、サンドバス上で有機物を分解する。過Ԙૉࢎの白Ԏがܹしく出てきた後、過

Ԙૉࢎ 5mM とフッ化水ૉࢎ 10mM を加え、内容物をৠ発ݻסさせる。์ྫྷ後、6N�HCM5mM、঳ࢎ 1mM を

加え加೤し、内容物をܰく༹解させた後、ৠ留水 30mM を加え、内容物を׬全に༹解させる。์ྫྷ後、

100mM に定容する。この定容ӷを適宜رऍし、原子ޫޫٵ度計によりమ 	'e
 およびマンガン 	.O
 のೱ度

を測定する。測定値と加೤ݮ量法で求めた水分量からס土あたりのమ 	'e�
 およびマンガン 	.O�
 の含

量を求める。

　ジチオナイト可༹మ 	HoMmHSeO 法 
 は、微คࡅ試料 500mH に %CB ந出ӷ 30mM を添加して 16 時間ৼ

とうする。ৼとう後、0.4� 高分子ڽ集ࡎを 2 ణ加えてܰくৼとうした後、ԕ心分཭する。上੅みӷの一

定量をৠ留水でرऍし、干ব཈制ࡎを加えた後、原子ޫޫٵ度計によりమ 	'e
 のೱ度を測定する。測定

値と加೤ݮ量法で求めた水分量からס土あたりのమ 	'e�
 の含量を求める。

Ԙ可༹మࢎ性シュウࢎ　 	AcJE�oYaMaUe 法 
 は、微คࡅ試料 300mH に 0.2. Ԙ༹ӷࢎ性シュウࢎ 	QH3
 を

30mM 加え、暗所で 4 時間ৼとうする。ৼとう後、0.4� 高分子ڽ集ࡎを 2 ణ加えてܰくৼとうした後、

3000SQm で 15 分間ԕ心分཭する。上੅みӷの一定量をৠ留水でرऍし、干ব཈制ࡎを加えた後、原子

度計によりమޫޫٵ 	'e
 のೱ度を測定する。測定値と加೤ݮ量法で求めた水分量からס土あたりのమ 	'e�


の含量を求める。

3　結果
��� ᨺᑕᛶⅣ⣲ᖺ௦ ᐃ

　結果を第 44 表、第 118 図に示す。試料の測定年代 	 補正年代 
 は、北東側トレンチの試料番号 3 は

⾲㻝㻚　ᨺᑕᛶⅣ⣲ᖺ௦ ᐃ⤖ᯝ

☜⋡

໭ᮾഃࢳࣥࣞࢺ Ⅳ໬ᮦ $D$ ���s20 �12�2�s0��0 ���s21 Ȫ FDO $' 1��� � FDO $' 1��� �1� � ��� FDO%3 0���2 SDO� <8�

� 2Ȫ FDO $' 1�2� � FDO $' 1��� �21 � ��� FDO%3 0���� 10��2 ���2

໭ᮾഃࢳࣥࣞࢺ Ⅳ໬ᮦ $D$ 1�120s20 ��1���s0�2� 1�11�s21 Ȫ FDO $' ��� � FDO $' �2� 10�� � 1021 FDO%3 0���� SDO� <8�

� FDO $' ��� � FDO $' ��� 1011 � ��2 FDO%3 0���� 10��� ����

2Ȫ FDO $' ��� � FDO $' ��� 10�� � ��� FDO%3 0����

୰ኸࢳࣥࣞࢺ Ⅳ໬ᮦ $D$ 1����s2� �2����s0��� 1����s2� Ȫ FDO $' �0� � FDO $' ��1 1��� � 1�0� FDO%3 0���2 SDO� <8�

� 2Ȫ FDO $' ��� � FDO $' ��0 1��� � 1�00 FDO%3 0���� 10��1 ���1

୰ኸࢳࣥࣞࢺ Ⅳ໬ᮦ $D$ 1�100s20 �2���1s0��� 1�0��s21 Ȫ FDO $' �00 � FDO $' �21 10�0 � 102� FDO%3 0�2�� SDO� <8�

� FDO $' ��0 � FDO $' ��2 1000 � ��� FDO%3 0��0� 10��� ����

2Ȫ FDO $' ��� � FDO $' ��1 10�� � ��� FDO%3 0����

᳜᱂⑞ࢳࣥࣞࢺ Ⅳ໬ᮦ $D$ 1�0��s2� �2��2�s0��0 1�0��s2� Ȫ FDO $' ��1 � FDO $' 101� ��� � ��1 FDO%3 0���2 SDO� <8�

� 2Ȫ FDO $' ��� � FDO $' 102� ��� � �22 FDO%3 0���� 10��0 ���0

1�ᖺ௦್ࡢ⟬ฟࠊࡣ࡟/LEE\༙ࡢῶᮇ�����ᖺࢆ౑⏝ࠋ

2�\U%3ᖺ௦್1ࠊࡣ��0ᖺࢆᇶⅬ࡚ࡋ࡜ఱᖺ๓࡛ࠋࡍ♧ࢆ࠿ࡿ࠶

��௜グࡓࡋㄗᕪࠊࡣ ᐃㄗᕪȪ� ᐃ್ࡀ���ࡢධࡿ⠊ᅖ�ࢆᖺ௦್࡟᥮⟬ࠋ್ࡓࡋ

ࠋࡍ♧ࢆ⌮ฎࡓࡋࡃⷧࢆᗘ⃰ࡢࣜ࢝ࣝ࢔ࡣ$D$ࠊ⌮㸫㓟ฎࣜ࢝ࣝ࢔㓟㸫ࡣ$$$��

��ᬺᖺࡢィ⟬2ࠊࡣ࡟[FDOࢆ���౑⏝ࠋ

��ᬺᖺࡢィ⟬ࡓࡋ♧࡟⾲ࡣ࡟୸ࡿࡵ๓ࢆ್ࡢ౑⏝ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

��1᱆┠ࢆ୸័ࡀࡢࡿࡵ౛ᬺࠊࡀࡔᖺ㍑ṇ᭤⥺ᬺࡸᖺ㍑ṇࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉᨵṇࡓࢀࡉሙྜࡢ෌ィ⟬ࡸẚ㍑1ࠊ࡟࠺ࡼ࠸ࡍࡸ࠸⾜ࡀ᱆┠ࢆ୸ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡵ

��⤫ィⓗࡀ್ࡢ┿࡟ධࡣ⋠☜ࡿȪ2ࠊ���ࡣȪࡣ�ࠋࡿ࠶࡛��

ᖺ௦್
&RGH1ࠉR�ヨᩱྡ ᛶ≧

ศᯒ
᪉ἲ

 ᐃᖺ௦
\U%3

ț
1�
㹁

（͙）
ᬺᖺ㍑ṇ⏝

ᬺᖺ㍑ṇᖺ௦

北東側トレンチ;3

北東側トレンチ;7

中央トレンチ;4

中央トレンチ;5

植栽痕トレンチ;5

200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

Calibrated date (calAD)

OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5 IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

図 1．　暦年較正

435 ʶ 20ZSBP、 試 料 番 号 7

は 1,120 ʶ 20ZSBP、中央トレ

ン チ の 試 料 番 号 4 は 1,445 ʶ

25ZSBP、 試 料 番 号 5 は 1,100

ʶ 20ZSBP、植栽痕トレンチの

試料番号 5 は 1,035 ʶ 25ZSBP

の値を示す。

　ྐྵ年較正年代は、測定ޡ差を

2 Мとして計算させた結果、北

➨ �� ᨺᑕᛶⅣ⣲ᖺ௦ ᐃ⤖ᯝࠉ⾲

➨ ��� ᅗᬺࠉᖺ㍑ṇ
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東側トレンチの試料番号 3 が caMA% 1,429 ～ 1,475、

試料番号 7 が caMA% 887 ～ 983、中央トレンチの

試 料 番 号 4 が caMA% 575 ～ 650、 試 料 番 号 5 が

caMA% 893 ～ 991、植栽痕トレンチの試料番号 5 が

caMA% 973 ～ 1,028 である。
��� ⰼ⢊ศᯒ࣭ᚤ⢏Ⅳศᯒ

　結果を第 45 表に示す。花ค化石はほとんど検出

されず、わずかに中央トレンチの試料番号 6 より、

壊れたマツ属が 1 体検出されるにとどまる。シݸ

μ類๔子の含量も少なく、いずれの試料においても

ⰼ⢊ศᯒ࣭ᚤ⢏Ⅳศᯒ⤖ᯝࠉ�2⾲
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ィࠉྜ

ᮌᮏⰼ⢊ 0 0 0 1 0
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㢮⬊Ꮚࢲࢩ 2 1� � � �
ྜィ 2 1� � � �

ᚤ⢏Ⅳᩘ�ಶ/FF� �100 �100 �100 �100 �100
ⰼ⢊࣭⬊Ꮚᩘ�ಶ/FF� �100 �100 �100 �100 �100

2��100㸸100ಶᮍ‶ࠋ

୰ኸࢳࣥࣞࢺ໭ᮾഃࢳࣥࣞࢺ
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఩࡟୸ࠋࡿ࠸࡚ࡵ

花ค・๔子数は 1ᶶあたり 100 。体ະຬであったݸ

　また、残ᕓ中に含まれる微粒炭数も少なく、いずれの試料においても 1ᶶあたり 100 。体ະຬであったݸ

わずかに検出される微粒炭は、全て฼材推定が困難な不明型であり、木材組織や草本由来の組織をもつݸ

体は確認できなかった。
��� ᚤ⣽≀ศᯒ

　結果を第 46 表に示す。また、大型植物遺体各分類群の写真を図版 1 に、主な分類群の計測値を表 3 に

示して同定根拠とする。

　分析に供された 6 試料 4,600cc	9,369H
 を通じて、裸子植物 1 分類群 	 マツ属ෳҡ管ଋѥ属 
 の葉が 23

ඃ子植物、ݸ 6 分類群 	 アカメガシワ属、イネ、スή属、ヤナΪイチΰ近ࣅ種、タデ属、ナス属 
 の種実

が 86 の、計ݸ 109 の大型植物遺体が同定された。炭化材は計ݸ 0.80H が検出され、植栽痕トレンチᶺ 5

で最も多く 	0.36H
、最大 8.3mm を量る。分析残ᕓは、植物片、࠭礫類などが確認された。

　大型植物遺体群には、炭化していない保存状態がۃめて良好な種実遺体が含まれる。SK25 炭集中より

確認されたヤナΪイチΰ近ࣅ種、ナス属と、中央トレンチの試料番号 4 より確認されたタデ属は、後代

の混入と判断されることから、考察より除外している。
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　炭化大型植物遺体群は、木本 2 分類群 	 マツ属ෳҡ管ଋѥ属、アカメガシワ属 
24 草本、ݸ 2 分類群 	 イ

ネ、スή属 
2 から成る。栽培種は、北東側トレンチの試料番号ݸ 3 よりイネのӱが 1 確認された。栽ݸ

培種を除いた分類群は、SK ０25 炭集中より਑葉樹で常྘高木のマツ属ෳҡ管ଋѥ属の葉が 23 と、植ݸ

栽痕トレンチの試料番号 5 より広葉樹で常྘または落葉小高木のアカメガシワ属の種子が 1 中生草、ݸ

本のスή属の果実が 1 の、計ݸ 25 が確認された。なお、北東側トレンチの試料番号ݸ 7、中央トレンチ

の試料番号 4、6 の 3 試料からは、炭化大型植物遺体が確認されなかった。
��� ᅵተ⌮໬Ꮫศᯒ

　結果を第 47 表に示す。土色は各試料共に暗褐色をఄするやや黒色ຯがかった土色である。野外土性（ϖ

ドロジー学会編 ,1997）は C-（৥৕土）から -JC（ܰ৥土）である。QH（H20）は 7.0�7.4 で中性から微

アルカリ性である。

　腐植含量は 0.67��0.93� であり、最も少ない試料は中央トレンチの試料番号 6 であるが大きな差ҟは

ない。全஠ૉ量は 0.07��0.09� である。C�N 比は 4�7 であり、腐植含量の少ない中央トレンチの試料番

号 6 で最も低い。.* は中央トレンチの試料番号 6 ではந出される腐植が少なく、P 型か RQ 型のいずれ

かの判別に至らなかった他の試料は、B 型腐植ࢎと判定される。検出された試料の中で、植栽痕トレンチ

の試料番号 5 では、A 型腐植1.70）ࢎ 以下）にݶりなく近い値であった。

　全リンࢎは、中央トレンチの試料番号 6 で 5.48mH�H と最も多く、北東側トレンチの試料番号 3 で

3.86mH�H と最も少ない。他の試料は 4.41�4.76mH�H である。全カルシウムは植栽痕トレンチの試料番号

5 で 3.44mH�H と最も多く、他の試料は 3.0mH�H 以下と少ない含有量である。

　మの形態分析からは、全試料で活性度が低く、結থ化指数も低いことが示された。全మ量は中央トレン

チの試料番号 6 試料で 4.92� と最も多く、他の試料は 3.67�3.97� と一定である。マンガンは北東側トレ

ンチの試料番号 3 で 0.09� と最も少なく、他の試料では 0.13�0.15� と同様である。

4　考察
��� ሁ✚ᒙࡢᖺ௦

　์ࣹ性炭ૉ年代測定の結果をみると、北東側トレンチの試料番号 7 は、補正年代で 1,120 ʶ 20ZSBP、

ྐྵ年代で caMA% 887 ～ 983、試料番号 3 は、補正年代で 435 ʶ 20ZSBP、ྐྵ年代で caMA% 1,429 ～ 1,475

の値を示した。このことから、これらの堆積層は 9 世ل後半～ 10 世ل後半、および 15 世ࠒلの堆積物

と考えられる。

　一方、中央トレンチをみると、試料番号 5 は補正年代で 1,100 ʶ 20ZSBP、ྐྵ年代で caMA% 893 ～

991、試料番号 4 は補正年代で 1,445 ʶ 25ZSBP、ྐྵ年代で caMA% 575 ～ 650、の値を示し、堆積層序と
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年代値がٯ転する。試料番号 4 採取層準は、北東側トレンチの試料番号 6、7 採取層準に対応するとされ

ることから、本層準に古い時代の炭化材が混入していた可能性が想定される。よって、中央トレンチは概

ね 9 世ل末～ 10 世ل末以降の堆積物の可能性が高い。

　植栽痕トレンチの試料番号 5 は、補正年代で 1,035 ʶ 25ZSBP、ྐྵ年代で caMA% 973 ～ 1,028 の値を示

すことから、10 世ل後半～ 11 世ل前半ࠒの堆積物と推測される。このことは、パリノ・サーヴェイ株

式会社 	2005
 の中で示された、普天間飛行場の中位段丘下位面に点在する谷埋め堆積物最下部の年代測

定結果と調和し、この中で指摘された耕作・造成が活発化した時期の土࠭流出による谷埋めの時期を示す

ものと推測される。
��� ᳜≀㈨※฼⏝࡜࿘㎶᳜⏕

　北東側トレンチ、中央トレンチ、および植栽痕トレンチのいずれの試料においても、花ค化石はほとん

どあるいはまったく検出されなかった。一ൠ的に花คやシμ類๔子の堆積した場所が、常にࢎ化状態に

あるような場合、花คはࢎ化や土৕微生物によって分解・ফࣦするとされている 	 中村 ,1967� 徳永・山

内 ,1971� 宅・中ӽࡾ ,1998 など 
。།一検出されたマツ属は、花ค外ບが破ଛし、破片として確認された。

これらのことを考慮すると、堆積後の経年変化により、花ค化石やシμ類๔子が分解・ফࣦしたことが窺

える。

　また、土৕中に含まれる微粒炭は、人間活動とີ接に関係していることが知られており、その変化は人

為活動の変化を反өしている場合が多く認められる 	 例えば安田 ,1987� 山野井 ,1996� 井上ほか ,2002
。

今回も、層位ごとの変化が期଴されたが、いずれの試料の微粒炭も 1ᶶあたり 100 、体ະຬと少なくݸ

層位ごとの変化を確認することができなかった。

　一方、微細物分析の結果では、北東側トレンチの試料番号 3 より栽培種のイネの炭化ӱが確認された。

当時利用された植物質食料と示ࠦされ、Րを受けたとみなされる。

　栽培種を除いた分類群は、SK025 炭集中より常྘਑葉樹のマツ属ෳҡ管ଋѥ属 	 おそらくリュウキュウ

マツ 
 と、植栽痕トレンチの試料番号 5 より常྘または落葉広葉樹のアカメガシワ属、中生草本のスή属

が確認された。当時の調査区周辺のೋ次林や明るく開けた草地環境に生育していたと考えられる。
��� ᅵተࡢ⌮໬Ꮫᛶ

　༡཭మの存在形態は、自然環境条݅の違いにより種々さまざまな化合物を形成する。土৕中でೋ次的に

生成した非έイࢎԘ態のమ化合物を༡཭మという。༡཭మ化合物は、非থ質・結থ質の 2 つのҟなった

形態で存在し、ࢎ性シュウࢎԘ可༹మは主に非থ質を、ジチオナイト可༹మは非থ質のమに加えて、ήー

タイト・ヘマタイトを༹解するため、差し引きにより結থ質మのई度とみなすことができる。また、మの

活性度は、ࢎ性シュウࢎԘ可༹మとジチオナイト可༹మの比から表し、主要な土৕生成過程の一つである

༡཭ࢎ化మの結থ化のई度として用いる。結থ化指数とは、ジチオナイト可༹మからࢎ性シュウࢎԘ可༹

మを差し引き、全మとの比により表す。༡཭మの結থ化を伴った風化あるいは土৕生成の発達程度を表す

ई度として用いる。༡཭మの活性度と結থ化指数を用いて、褐色৿林土と黄褐色৿林土、赤色土を判別す

ることができる。

　今回の分析試料は、మの形態分析により全試料が黄褐色৿林土に分類され、༡཭ࢎ化మのうちの結থ質

మの占める部分が、非থ質మに比べ多いことが示された。全మから占める༡཭మの割合が少なく、さらに、

結থ化指数が低いことから、理化学性からみると風化や土৕生成が進んでいるとは捉え難い。.* が中央

トレンチの試料番号 6 を除いて検出されたことから、腐植化度が高く、有機物の分解が進行しているこ

とが示された。中央トレンチの試料番号 6 に関しては、炭ૉ཰やリンࢎ量やమ全量に他の試料と違いが

あることから、他の 4 試料とやや生成環境がҟなると考えられる。これは現地での確認において島৲マー
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ジが฼材となる堆積層と観察されたので、所見と調和するものと言ってよい。

　以上のことから、北東側トレンチの試料番号 3、7、中央トレンチの試料番号 4、植栽痕トレンチの試

料番号 5 の生成時期は、腐植化度の高さから、耕作やՐ入れ等の人為的な影響が存在する可能性が考え

られる。ただし、今回の結果からは結果にばらつきがみられ、これ以上の具体的な言及はできなかった。　　

一方、中央トレンチの試料番号 6 の島৲マージを฼材とする堆積層と想定されるので、生成環境は他の

試料とҟ質であると考えられる。

　今後は、今回の分析結果を踏まえた詳細な土層観察により、想定できる環境の推定に基づく分析を実施

し、比較検討が望まれる。
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図版1　花粉分析・微粒炭分析・大型植物遺体

3
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5a 5b

6a 6b
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(3)

2mm
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1mm

(1,2)

50μm

1 . 花粉分析・微粒炭分析プレパラート内の状況(中央トレンチ;6)
2 . 花粉分析・微粒炭分析プレパラート内の状況(植栽痕トレンチ;5)
3 . マツ属複維管束亜属 葉(SK25 防空壕;炭集中)
4 . マツ属複維管束亜属 葉(頂部)(SK25 防空壕;炭集中)
5 . マツ属複維管束亜属 葉(SK25 防空壕;炭集中)
6 . アカメガシワ属 種子(植栽痕トレンチ;5)
7 . イネ 穎(基部)(北東側トレンチ;3)
8 . スゲ属 果実(植栽痕トレンチ;5)

ᅗ∧ ���ⰼ⢊ศᯒ࣭ᚤ⢏Ⅳศᯒ࣭኱ᆺ᳜≀㑇యࠉ

山野井　ప ,1996, 黒土の成Ҽに関する地質学的検討 . 地質学ࡶ誌 ,102,526�544.

安田ݑت ,1987, 文明は྘を食べる , 読ച新ฉ社 ,227Q.
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第２節　神山古集落出土の植物遺体分析（概報）
千田 寛之

遺跡名ɿ神山古集落

所在地ɿ普天間飛行場内

調査機関ɿ沖縄県立埋蔵文化財センター

調査担当者ɿ瀬戸 哲也

遺跡の年代ɿグスク時代、近世、近代、第ೋ次世界大戦

分析担当者ɿ千田 寛之

１　バックグラウンド
　神山古集落は宜野湾市普天間飛行場内に所在する集落跡で、沖縄県立埋蔵文化財センターにより 2017

年３月 17 日～８月 17 日まで発掘調査が実施されている。調査ではピットや土坑、石組み、石敷き、井戸、

道跡などの遺構が検出されているほか、第ೋ次世界大戦に関連する遺構も確認されている。

　分析を行ったのは C 地区ＳＫ 004（防空壕）より回収された炭化物である。調査担当者の瀬戸によると、

炭化物は陶磁器などの人工遺物や木炭・炭化した布と共に検出されており、出土状況から沖縄戦時代の炭

化物と考えられるという。

　なお、今回の分析は時間的な制約から種子の出土傾向を把握することを目的としたため、概報という形

で報告を行う。

２　分析方法
　植物遺体の分析にあたっては૒眼実体ݦ微ڸ（NJkoO S.;745）を用いて試料の観察を行い、適宜、現

生標本や文ݙ（中山ほか 2004、吉崎・௴坂 2001、小畑 2011）との比較検討を行った。今回は種子の出

土傾向を把握することを目的としているため、分析に際してはᡢやヘソといった種の同定に必要な部分が

残存していて、ঘ׌つ変形や破ଛが少なく、種子全体のプロϙーションを観察することが可能な保存状態

の良いݸ体のみをબ別し分析対象とした。

　図版１掲載の写真は૒眼実体ݦ微ڸにݦ微ڸ撮影用デジタルカメラ（C6�2500-S ʗ 500 ສ画ૉ）を接

眼し撮影を行っている。

 

３　検出された植物遺体
　回収された炭化物は計 226.79H であった。炭化物は

全体的に೤による影響を受けており、写真１のように炭

化物同士が༊着している状況も確認された。༊着してい

るものも含めて炭化物のຆどは植物遺体で、そのほか炭

化した஛・木や炭化した布の破片も検出されている。な

お、植物遺体は破ଛや๲張による変形をしているݸ体が

多く見られた。次に同定された植物遺体について所見を

述べる。

ᅗ∧ ⒵╔≧ἣࡢ≀Ⅳ໬ࠉ���
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.-	 SeUaSJa JUaMJca　࣡࢔ BeaVW.

　アワ（写真２）の種子が׬形７点確認されている。種子はいずれも有;果の状態で出土している。全体

的なサイズやプロϙーションに加え、表面にアワ特有の「ೕ頭ಥى」細๔（௴坂 1993）が存在すること

からアワと同定した。写真２のサイズ（mm）は長さ 1.8 ×幅 1.3 ×厚さ 1.1 である。

.MZcJOe ma9（-.）.eSS)　ࢬ࢖ࢲ

　μイズの果実を׬形 52 粒検出した。果実は楕円形を成しており、へその形態は露出タイプで༮根・ᡢ

軸を確認できるݸ体が多く存在している。全体的なプロϙーションやへその形態からμイズと同定した

が、現生μイズと比較したところサイズが小さいݸ体がຆどであった。これが品種の違いによるものなの

か、生育状況の差によるものなのかは今後の検討課୊である。写真３のサイズ（mm）は長さ 7.3 ×幅 5.8

×厚さ 4.3 である。

.- ᒓ　7JcJa࣓࣐ࣛࢯ

　ソラマメ属の果実を 69 粒検出した。果実は長楕円形を成し、へその形態は露出タイプである。全体的

なプロϙーションやへその形態からソラマメ属と判断した。種皮に覆われているݸ体も存在する。写真４

のサイズ（mm）は長さ 8.9 ×幅 5.5 ×厚さ 6.5 である。

４　まとめ
　今回行った分析は、時間的な制約から種子の出土傾向を把握することを目的とした。分析に際してはᡢ

やヘソといった種の同定に必要な部分が残存しており、変形や破ଛの少ない保存状態の良いݸ体のみを

બ別し同定を行った。以上の条݅で分析を行った結果、アワ（有;果）７点、μイズ 52 点、ソラマメ属

5mm1mm 5mm
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69 点を同定した。次に、今回の分析対象から除外

した植物遺体について؆୯な所見を述べる。これら

は೤による影響を受けているものが多く、発๐によ

る変形や破ଛ・༊着などが見られた。種の同定が不

可能なほど変形・破ଛしているݸ体も存在するが、

同定が可能なݸ体のຆどはマメ科の種子と思われ

る。また、༊着した状態になっているものは保存状

態がѱく同定が難しいが、マメ科の範ᙝに入るݸ体

が多いように思えた。

ᅗ∧ ᒣྂ㞟ⴠ㹑㹉⚄ࠉ��� ��� ฟᅵ᳜ࡢ≀㑇య

➨ �� 㹁地区㹑㹉ࠉ⾲ ��� ฟᅵ᳜≀㑇యࡢ㞟ィ㸦ᬻᐃ㸧
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　以上のことから、植物遺体の多くはマメ科のμイズもしくはソラマメ属の種子で、ᷮかにアワが含まれ

る傾向が見られた。しかしながら、今回の分析は؆қ的なものであることから、今後詳細な分析を行うこ

とが必要であろう。

ཧ⪃ᩥ⊩

沖縄県立埋蔵文化財センター（編） 2018　「神山古集落」『発掘調査速報 2018』QQ.4�7.

小畑 弘己 2011「マメ科種子同定法」『東北アジア古民族植物学と縄文農耕』同成社 QQ.79�107.

௴坂 ګ代 1993　「アワ・キビ・ώエの同定」『吉崎ণ一先生還ྐྵ記念࿦集　先史学と関連科学』吉崎ণ一先生還

ྐྵ記念࿦集刊行会（編）ɼQQ.261�281.

中山 至大・井之口 ر秀・南谷 ஧志 2004「日本植物種子図ؑ 改గ版」東北大学出版会

吉崎 ণ一・௴坂 ګ代 2001「先史時代の౾類について � 考古学の立場から �」『౾類時報』ᶺ 24, 財団法人 日本特

産農産物協会（編）, QQ.20�28.

ᅗ∧ 㹑㹉ࠉ��� ��� ฟᅵᮌᮦ
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第３節　神山古集落出土金属製品保存処理

　出土した金属製品の中で、特徴的な２点について保存処理業務を株式会社イビソクに委託した。その状

況について提出された記録書に基づき記載する。

１　保存処理対象遺物の所見
　遺物は２点ともమ製品である。いずれも比較的新しい遺物のため残存は良好である。業務上の処理番号

を記載し、所見を記す。 法量は第 49 表、処理前後の状況は図版 143。

　１（遺物番号 393）は、మ製܃である。内部にメタルが残存し、表面には黄褐色の分厚いḊがݻ着する。

ਕ先や湾ۂ部のਊమが一部露出する。9 線ಁ過写真からਕ元に目視では見えない໏が刻まれているのが観

察できる。 

　２（遺物番号 256）は、మ製滑車である。ྠࡧ、軸、軸受け、外帯、ᭉを別造りにして組み合わせている。

滑車部はரమ製と考えられる。また、軸を中心とした同心円状のྏ線が確認できる。軸受け部分もரమ製

で、花形の意匠である。内部にメタルが残存し、表面には黄褐色の分厚いḊがݻ着する。軸付近に 18 ᶲ

にわたってͻび割れがあり、滑車の縁は一部欠ଛする。 

ฎ⌮ ⌧Ꮡ㛗 ᭱኱ᖜ ᭱኱ཌ 㔜㔞

๓ 2��� 1��� ��� 1����0

ᚋ 2��� 1��� ��� 1�20��

๓ �� 2��2 10�� �����0

ᚋ �� 2��� 10�� 2�����
2

��� 㘵 㕲

2�� ⁥㌴ 㕲

㹌㹭
㑇≀
␒ྕ

✀㢮 ᮦ㉁
ἲ㔞（FP࣭㹥）

1

ᅗ∧ ܃ಖᏑฎ⌮ᑐ㇟㑇≀（左ɿࠉ��� 393　右ɿ滑車 256　上ɿ処理前　下ɿ処理後）

➨ �� ≀ಖᏑฎ⌮ᑐ㇟㑇ࠉ⾲
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２　処理工程
　保存処理対象の遺物はమ製品２点である。 工程は以下の順で行った。 

　　（１）処理前調査・記録ˠ（２）クリーニングˠ（３）୤Ԙ処理ˠ （４）安定化処理ˠ

　　（５）樹ࢷ含ਁ・塗布ˠ（６）࢓上げˠ （７）処理後調査・記録ˠ（８）保存処理報告書作成
㸰㸫㸯ࠉฎ⌮๓ࡢㄪᰝ࣭グ㘓

　処理前後の遺物の状態を記録するため、遺物 1 点ごとに表ཪ 1 カットずつ、フルサイズ一眼レフデジ

タルカメラを使用して写真撮影を行った。 

9 線ಁ過検査૷置（リガク製ラジオフレックス 200E(.2）を使用して遺物のಁ過写真を撮影し、肉眼で

は判別できない遺物のྠֲやͻび割れの有無、ີ度状態を調査した。撮影条݅は管ిѹɿ140 ～ 200k7、

管ి流ɿ5mA、照ࣹ時間ɿ30 ඵ間、照ࣹڑ཭ɿ0.75 ｍである。撮影ഔ体にはイメージングプレート（෋

士フイルム製 S5�7*）を使用し、*P スキャナー（リガク製 CR�1012）で 25 Ж m ピッチで読み取った。
㸰㸫㸰ࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࠉ

　サンドブラストで表面のట土を除去した。その後、デザインナイフ、精ີグラインμー（リューター）

などをซ用し、ݻ着したట土と不要なḊの除去を行った。またエタノール・キシレン・ਣࢎエチルを２ɿ２ɿ

１の割合で混合した洗浄ӷでḊやԚれを洗浄した。

亀྾部分は不織布をアクリル樹ࢷパラロイド B�72 10� アセトン༹ӷで表打ちしてཆ生した。 
㸰㸫㸱ࠉ⬺ሷฎ⌮࣭Ᏻᐃ໬ฎ⌮

୤Ԙ処理は高Թ高ѹ୤ࢎૉ水法（オートクレーブ法）で行った。७水にϗウࢎ・ϗウ࠭・B5A を༹かし

たインώビター༹ӷを使用し、オートクレーブ %S.�140（平山製作所製）で処理を行った。真空୤気後 

121ˆ２時間の加೤加ѹ処理を行い、自然ྫྷ却した。これを５回繰り返した。 

Ԙ化物イオンおよびེࢎイオンの測定には、イオンクロマトグラフィー %JoOeY ARVJoO （サーモフィッ

➨ �� ௳ᐃ᮲ ࠉ⾲

➨ �� 㐣⤒ࡢฟ⃰ᗘ⁐ࣥ࢜࢖㝜ࡢሷ⁐ᾮ⬺ࠉ⾲
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シャーサイエンティフィック社製）を使用した（P-. １）。୤Ԙ処理の終了点は、༹出したӄイオンの測

定値が１リットルあたり 10mH（ೱ度׵算 10QQm）以下を目安とした。最終的なԘ化物イオンೱ度は１リッ

トルあたり 3.59mH�-、ེࢎイオンೱ度は１リットルあたり 3.58mH�- である（P-. ２, ３）。୤Ԙ後は୤水

処理としてエタノールに 24 時間ਁ௮した。処理後は 105ˆ 24 時間の加೤ס૩を行った。 

ס ૩ 後、 金 属 露 出 面 の 腐 食 防 止、 安 定 化 の た め、 水・ エ タ ノ ー ル 等 量 混 合 ༹ ӷ に ༹ か し 

たタンニン2.5 ࢎ％༹ӷを２度塗布した。1 回塗布ごとに 105ˆ１週間の加೤ס૩を行った。
㸰㸫㸲ࠉ⬡ྵᾐ࣭ሬᕸ

మ製品にはアクリル樹ࢷパラロイド NA%�10 30� ソルベントナフサ༹ӷを使用し、0.1mPa 以下で２時

間ݮѹして༹ӷ注入後２時間੩置し、取り出し後 24 時間加೤ס૩を行った。これを２回繰り返した。  

その後表面保護を強ݻにするため、ݮѹ含ਁに使用した༹ӷを２～３ഒرऍして２度塗布含ਁした。 
㸰㸫㸳ࠉ௙ୖࡆ

ޫ୔を཈えるため、࢓上げに表面処理としてつやফしのアクリル樹ࢷスプレーを１～２度෾ໄした。その

後 60ˆ 24 時間の加೤ס૩を行った。

ཧ⪃ᩥ⊩

�1 松井හ也 2009『出土మ製品の保存と対応』同成社

➨ �� ௳ฟ᮲᳨࡜๣⸆ࡓࡋฟ᳨࡟⛬ᕤྛࠉ⾲
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第５章　総括

　これまで、神山古集落の発掘調査成果を遺構・遺物ごとに述べてきたが、ここでは両者を総括してその

特徴と変ભを述べることにしたい。

　本遺跡では、集落・生業に関連する建物や井戸、石やレンガ囲いなどと、壕やタコツボなどの沖縄戦に

関連する遺構が確認された。現地調査において軍事遺構をڀݚしている伊藤厚史氏、県内米軍基地内遺跡

の調査や近世・近代の遺跡全ൠに精通する坂井秀弥氏の調査指導を戴いた。伊藤氏からは交通壕の周辺や

中間・終点にはいわゆるタコツボ（小ॐ・機ॐ用などのԈ体）などが見られること、坂井氏は軍事遺構だ

けでなく屋敷地の区画を表す地形や遺物の特徴などを意識する必要性などを指摘された。

　以上の点を踏まえて、まず本遺跡の特徴の一つである沖縄戦に関連する遺構について、その歴史的എܠ

や他事例なども踏まえてその性格・内容をより明確にすることから述べていきたい。なお、各地区で 001

から遺構番号を付しているため、本章では例えばＡ地区のＳＫ 001 ならＡ－ＳＫ 001 と表記する。

１．沖縄戦関連遺構について
　神山古集落の歴史的എܠについては、第２章第２節で記述したように、1944 年８月ࠒに第 62 師団の

野戦倉庫が配備され日本兵が民家に駐屯し、陣地の構築などが行われたとされる。その陣地の具体的な様

子を窺える資料として、1945 年１月の米軍撮影の空中写真がある（第 119 図）。これを見ると、神山集

落の北西に蛇行するڱい溝とその先端が少し広くなった空間が確認される。

　これらはᆠ壕と呼ばれることが多いが、当時の日本陸軍の陣地構築マニュアルである『野戦築城教範』

では、交通壕とԈ体と記載されるものに相当する（陸軍省 1943、第 121 図）。前者の交通壕は幅が底面で 0.4

～ 0.6 ｍ、深さが 1.7 ｍで立つことが可能な一ྻ用、1.0 ｍの۶伸用などがあり、地形に沿って作られま

た分ذ点も見られる。後者のԈ体とはいわゆるԈ体壕のように飛行機を格納するものをイメージするが、

軍用ޠとしては戦車や大๒等の෢器、兵士がӅれるいわゆるタコツボも含めたものである。それを踏まえ

て神山北側の空中写真を見ると、交通壕の先端に見られる空間は小型と大型があり、前者は小ॐ、機関ॐ

やᎸ弾౵用Ԉ体、後者は戦車用Ԉ体か小・中隊長指ش所、作業所などと考えられる。

　今回の調査では、道１・２、Ｃ－ＳＤ 003 で見られた側溝は直線的ではあるが幅は共通しており、ま

た底面にはԜತも見られ通常の側溝とは明らかにҟなる。さらにＡ－ＳＦ 001 のように部分的に若干幅

が広くなった空間があり、それは଴避所と考えられる。つまり、空中写真で見られた集落外側だけでなく、

集落内での戦闘を想定した陣地構築がなされたことが窺える。そうなると、今回確認された集落内の交通

壕などの構築は住民が周辺の洞穴などに避難した３月以降の可能性が高いと考えられる。他෎県において

も、交通壕は丘陵上に確認されることが多かったが（第 120 図）、平地部は戦後の開発でফࣦしてしまう

からであり、米軍基地内では大規模な削平を受ける一方、一気に埋め立てられることもあり、今回のよう

に接収された戦前の集落跡で検出されることも想定する必要がある。

　タコツボであるが、Ａ－ＳＫ 041・078、Ｃ－ＳＫ 020 では『野戦築城教範』にあるように、小ॐ用

Ԉ体に見られる穴からঢる際の足掛かりが見られた。今後の沖縄における近代集落の調査では、土坑の壁

面の窪みにも留意していく必要があろう。なお、C －ＳＫ 020 では軍ۺや空؈などが出土しており（図

版 122）、直接この場所での日本兵の行動を示すかは分からないが、当時の戦場をイメージさせるものと

言えよう。また、道１側溝にはＡ－ＳＫ 045、Ｃ－ＳＤ 003 にはＣ－ＳＫ 028 など交通壕に取り付くも

のや、Ａ－ＳＫ 052･53・81 などの長大な土坑については明確な用్はݶ定できないが、戦車Ԉ体や作

業所など日本軍に関連する遺構であったことも想定すべきと思われる。
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　次に壕について検討したい。壕は天井部を有するものとして、Ａ地区ではＳＫ 066・068 の他、ＳＫ

010 の東と北側、Ｂ地区ではＳＫ 043・051、Ｃ地区ではＳＫ 004・027・040 で確認されている。これ

らの立地は推定される屋敷地内の端に位置しており、戦前の空中写真を踏まえると建物の周囲を囲う屋敷

林付近に構築されたことが考えられる。その形態の多くは長さ３～５ｍで直進して奥側に部屋があるタ

イプであるが、壕口を２つもつ平面コ字形のＢ－ＳＫ 051、Ｈ字形のＣ－ＳＫ 004、他の遺構と連結す

るものは２つの部屋をもつＡ－ＳＫ 010、֊段を下り３つの部屋をもつＣ－ＳＫ 027、交通壕Ｃ－ＳＤ

003 から C －ＳＫ 028 に接する形で始まり分ذする全長 16 ｍの C －ＳＫ 040 がある。この他、Ｃ－Ｓ

Ｋ 025 は深さ 60cm と浅いが、平面Ｈ字形でＣ－ＳＫ 004 と類ࣅしている。壕には建物内の土間や৞下

に構築される場合もあるので、これも壕の可能性が高い。

　このような本遺跡の壕であるが、先述したように交通壕と連結するものもあることから多くは日本軍の

構築・利用などの関༩があったものと考えたい。ただ、沖縄でも民間人が屋敷地の隅や家屋内に防空壕を

構築しているので（沖埋文 2015）、୯७なタイプも見られることから元々住人が構築した壕を日本軍が

利用されたなども考えられるかもしれない。また、壕からは米軍のものと考えられる黄ྜྷ弾（318 ほか）

や手ᒙ弾（188 ほか）の破片が出土しており、この場所で使用されたかは分からないが、少なくとも周辺

で利用されたことは確かであろう。

　また壕の用్を考えるために、遺物組成の検討も試みた（第 53・54 表）。これにより壕からは全ൠ的

に沖縄産無ᬵ陶器壺が多く出土しており、その用్は水・ञ・調ຯ料などをஷ蔵していたことが推測され

よう。また、Ｃ－ＳＫ 004 では、アワ、μイズ、ソラマメ属、C －ＳＫ 025 ではヤナΪイチΰ属、タデ

属、ナス属の種子が出土している。ただ、これらは民間・軍のどちらも使用・ফඅするものであるため、

ᑠ㖠⏝᥏య

ᡓ㌴⏝᥏య࠿

஺㏻ቸ
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　　　　　（伊藤 2004 より所収第 76 図の一部を引用し加筆）

஺㏻ቸ

ኳ఑⚄♫

ᑠ㖠᥏య

ᚅ㑊ᡤ࠿

࣎ࢶࢥࢱ

஺㏻ቸ

ᑠ㖠⏝᥏య

㔝ᡓ◙ර୰㝲㝕地

ᡓ㌴⏝᥏య

その遺構の用్を必ずしもݶ定できない。ただ、Ｃ－ＳＫ 004 は౐部産・瀬戸美ೱ系などの同類の࿸・

したような状況である。またＣ－ＳＫغ類がかなり大量に出土しているが、埋納というよりも一気にഇࡼ

025 では、あまり沖縄に見られない角642）ࡼ ～ 645）のほか、小ഋや徳利瓶、香࿍、スプーンなどञ

やᅂ好に関する食器が出土しており、壕内における避難生活の一ൠ的なイメージからは若干ҟなる印象を

受ける（図版 126・129）。つまり、遺物の出土状況からも日本軍の関༩を考えたくなるのである。

　なお、日本軍に関連する可能性がある遺物として、੕が線刻されるಔ板（323）、測量機器用かと思わ

஺㏻ቸ࡜ᑠ㖠⏝᥏యࡢ㐃⤖
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れる（330）٭ࡾ、軍用Ϥードチンキのものと考えられる੨ಔ製ખ（622）などがある。また、瀬戸・美

ೱ系の౬たんΆ（319）も沖縄では類例は探せておらず、日本兵などが࣋ちこんだものかと思われる。

　先述した神山集落における歴史的എܠから考えると、本遺跡で確認された壕などに日本兵がજみながら

上陸戦に備えていた姿が想像される。だが、このような解ऍはあくまでも状況ূ拠からの想像であり、沖

縄における戦前の集落跡の調査時例を検ূしていくことで、より๛かで確かな地域の歴史が௥ڀされてい

くものであろう。

２．神山古集落の変遷
　最後に、今回の調査で判明した神山古集落における変ભについて時代順にまとめる。
᫬௦　Ｂ－ＮＲࢡࢫࢢ 002、Ｃ－ＮＲ 001 という迫地内で植栽痕とされるピット群を確認しており、第

４章第１節での์ࣹ性炭ૉ年代測定結果やै来の類ࣅ遺構から、概ねグスク時代と考えられる。ただ、こ

の遺構の下にも炭や焼土もしくは土器片を含む堆積層があるので、さらに古い時代の遺構が周辺にある可

能性は考えられる。遺物では、石器や 15 ～ 16 世لの陶磁器が出土していることも補強材料であろう。
㏆ୡ　遺物では本土産近世陶磁器や清代੨花などがあり、グスク時代のものより多い。しかしながら、明
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$地ۢ6.10
झ類 器ܙ 合計 ૱計

中国産⻘磁 ࿺ 2 2
中国産⽩磁 ഍ 1 1

࿺ 15
ঘ഍ 1
෇ 1
ঘ഍ 1
ਤٺ 1
࿺ 1
ࡾ 1
ঘࡾ 1
不明 1
࿺ 101
ঘ࿺ 8
ࡾ 10
෇ 4
௹ 1
ൃ 8
ೃ 2
࿏ߵ 2
Ւ࿏ 3
Ւ೘ 5
֘ 2
ਤٺ 1
ठ器 2
ୀ物 6
不明 5
෇ 16
௹ 53
ൃ 7
Ꭾൃ 20
৪⽊ൃ 1
௹・伭 524
伭 5
Ւ೘ 1
不明 3
ൃ 3
ೃ 9
Ւ࿏ 1
ਤٺ 4
࿺ 3
ঘ࿺ 11
ࡾ 5
ঘ഍ 1
ঘࡾ 2
౮ಷ 2
֘ 1
不明 2
ట 2
クγϑ 1
⾦Ṃ 2
ϖラ 1
ϒンιッφ 1
不明 9
౒⽯ 4
ݝ 1
⽯盤 1

⽯造物
໚Ν΍ͯ不明
⽯造物ฤ

1 1

⽯材 ʷ 2 2
⽊製品 ஬ 1 1

෇ 11
ランプの་௹ 1
ランプ־ 2
֘ 1
不明 1

円盤状製品 ʷ 4 4
⽡؛ 7
ฑ⽡ 12

明௉ܧ不明 不明 13
レンガ ʷ 1 1
ゴム製品 ʷ 3 3
プラスチック製品 不明 2 2
産地不明陶器 不明 1 1

945 945

ガラス製品

૱計

中国産⻘花

中国産その他の陶磁器

本⼟産近世陶磁器

沖縄産施釉陶器

沖縄産無釉陶器

陶質⼟器

本⼟産近代陶磁器

⾦属製品

⽯製品

明௉ܧ⽡

17

2

4

160

630

32

17

27

16

6

16

$地ۢ6.2
झ類 器ܙ 合計 ૱計

中国産⻘花 ࿺ 2 2
本⼟産近世陶磁器 不明 1 1

ঘ࿺ 4
෇ 2
ठ器 2
ୀ物 2
不明 4
Ꭾൃ 4
௹ 2
ʷ 1
不明 6
ೃ 3
Ւ೘ 3
ਤٺ 1
不明 2

本⼟産近代陶磁器 不明 1 1
40 40૱計

沖縄産施釉陶器

沖縄産無釉陶器

陶質⼟器

14

13

9

$地ۢ6.22ɼ6340ɼ6341ɼ6343ɼ6346
झ類 器ܙ�Ҫߑ ̢̪22 ̧̪40 ̧̪41 ̧̪43 ̧̪46 合計 ૱計

中国産⻘花 ࿺ 2 2 2
本⼟産近世陶磁器 ࡾ 1 1 1

࿺ 7 1 8
ঘ࿺ 1 1
ୀ物 2 2
不明 6 1 7
Ꭾൃ 1 1
௹ 1 1
不明 4 1 5
ೃ 6 6
Ւ࿏ 1 1
ঘ࿺ 1 1
෇ 1 1

⾦属製品 不明 1 1 1
33 1 1 2 1 38 38

18

7

7

2

૱計

本⼟産近代陶磁器

沖縄産施釉陶器

沖縄産無釉陶器

陶質⼟器

%地ۢ6'1
झ類 器ܙ 合計 ૱計

中国産⽩磁 ഍ 1 1
࿺ 16
ঘ഍ 1

中国産褐釉陶器 ௹ 1 1
中国産その他の陶磁器 ഍ 1 1

࿺ 2
ࡾ 4
࿺ 64
ঘ࿺ 6
ࡾ 1
഍ 1
෇ 4
Ւ೘ 5
֘ 1
ਤٺ 6
ठ器 3
ୀ物 1
不明 3
෇ 5
ൃ 9
Ւ೘ 3
௹ 43
௹・伭 11
Ꭾൃ 12
ʷ 1
不明 12
ൃ 1
Ւ࿏ 1
Ւ೘ 3
ਤٺ 2
ೃ 2
不明 4
࿺ 3
ঘ࿺ 12
ࡾ 1
ঘ഍ 4
෇ 1
ਤٺ 1
౮ಷ 1
不明 1
י 1
֘ 3
༂ᣝ 2
๔ஆ 2
不明 7

⽯製品 ݝ 1 1
⽯材 ʷ 4 4
⽊製品 不明 1 1
ガラス製品 ෇ 4 4
円盤状製品 ʷ 19 19

⽡؛ 117
ฑ⽡ 55

明௉ܧ不明 不明 2
クε 1
֘ 1

474 474

⾦属製品

明௉ܧ⽡

プラスチック製品

合計

中国産⻘花

本⼟産近世陶磁器

沖縄産施釉陶器

沖縄産無釉陶器

陶質⼟器

本⼟産近代陶磁器 24

15

174

2

17

6

95

96

13

&地ۢ6.1
झ類 器ܙ 合計 ૱計

ࡾ 1
ঘࡾ 56
ঘ഍ 1
֘ 1
Ԑ؇ 1
佄 1
ೃ 4
؊ 2
電౰ 2
不明 4

⽯製品 ౒⽯ 1 1
ガラス製品 ෇ 1 1
漆膜 ʷ 1 1
明௉ܧ⽡ ⽡؛ 1 1

77 77૱計

本⼟産近代陶磁器

⾦属製品

59

14

&地ۢ6.26
झ類 器ܙ 合計 ૱計

沖縄産無釉陶器 ௹ 8 8
陶質⼟器 ൃ 1 1

࿺ 8
ঘ࿺ 10
ࡾ 12
ঘࡾ 12
ঘ഍ 1
Ւ೘ 1
ਤٺ 2

⾦属製品 不明 2 2
ガラス製品 ෇ 1 1

58 58૱計

本⼟産近代陶磁器 46

&地ۢ6.34
झ類 器ܙ 合計 ૱計

中国産⻘花 ഍ 1 1
࿺ 2
ঘ࿺ 2
ೃ 1
ठ器 2
不明 1
௹ 13
伭 1
Ꭾൃ 2
࿺ 2
Ւ೘ 1
ਤٺ 1

⾦属製品 不明 1 1
ガラス製品 ෇ 3 3
明௉ܧ⽡ ⽡؛ 7 7

40 40

沖縄産施釉陶器

沖縄産無釉陶器

本⼟産近代陶磁器

૱計

8

16

4

$地ۢ6.36
झ類 器ܙ 合計 ૱計

中国産⽩磁 ঘ഍ 1 1
本⼟産近世陶磁器 ࡾ 1 1

࿺ 6
ঘ࿺ 1
Ւ೘ 1
伭 17
不明 5
ঘ࿺ 3
ࡾ 2
ట 1
チϣʖϔ 1
不明 2

⽯製品 һ෨⽯ 1 1
ガラス製品 ۫؟ 1 1
円盤状製品 ʷ 1 1
明௉ܧ不明 不明 2 2

46 46૱計

8

22

5

4

沖縄産施釉陶器

沖縄産無釉陶器

本⼟産近代陶磁器

⾦属製品

確に近世と確定できる遺構はないが、その可能性があるものについて挙げる。まず、今回調査区内で設定

した 12 の区画は戦前の空中写真でも分かるように近代のものと考えられる。その中で、先述したＢ－Ｎ

Ｒ 002、Ｃ－ＮＲ 001 の迫地はその堆積土から耕作地であったと考えられ、近世とݶ定できるわけでは

ないが遺構の軸方向と切り合いとから区画より古いことは確かである。また、Ａ地区の区画３で検出され

た建物１も遺物自体が少ないが近世陶器が大半であることから（第 53 表）、周辺の柱穴群も含めて近世

に遡る可能性が考えられる。この一帯は第２章第２節で述べたように、集落発祥地とされる屋号比嘉の範
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$地ۢ6.66
झ類 器ܙ 合計 ૱計

࿺ 3
不明 1

本⼟産近世陶磁器 Ꭾൃ 1 1
࿺ 4
෇ 1
ೃ 1
ਤٺ 1
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Ꭾൃ 5
不明 62
ਤٺ 1
不明 4
࿺ 4
ঘ࿺ 2
不明 2
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֘ 1
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4

5

22

4
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5

8

%地ۢ6.43
झ類 器ܙ 合計 ૱計
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࿺ 2
෇ 3
࿏ߵ 1
ਤٺ 2
ठ器 1
不明 1
௹ 1
௹・伭 1
ൃ 1

陶質⼟器 不明 1 1
࿺ 4
ঘࡾ 1
౮ಷ 1
܅ 2
؊ 1
ԭྟஆ 1
不明 1
෇ 3
֘ 4

円盤状製品 ʷ 1 1
34 34૱計
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3

6

5
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෇ 3
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௹・伭 114
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ঘ࿺ 2
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౮ͪΞΈ 1
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不明 16
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円盤状製品 ʷ 2 2
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4
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࿺ 5
ঘ࿺ 1
௹ 1
௹・伭 1
࿺ 7
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ࡾ 4
ঘ഍ 6
෇ 2
ঘൃ 2
࿏ߵ 1
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スプʖン 1
ԭྟஆ 1
不明 13

銭貨 Ҳ銭 1 1
ガラス製品 ෇ 5 5
明௉ܧฑ⽡ ฑ⽡ 2 2
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囲に近接しており、今回の調査により本集落が近世には形成が始まった可能性は高くなったと言える。
㏆௦　今回設定した 12 の区画については、沖縄戦まで継続されたものと思われるが、そのݯىは先述の

ようにそれより古い可能性がある迫地はあるが、近代のどの時期と確定することはできなかった。ただＢ

地区で見たように、石敷ＳＳ 002 の下層にピットなどの遺構があることや井戸ＳＥ 001 が区画溝を埋め

立てて構築されるなど、近代においてもその利用に幾つかの変ભがあったことは確かである。

　屋敷地の特徴としては、その区画は溝として検出されることが多く、その付近には遺構が少ない空

間または先述のように壕が構築されることから、屋敷林があったことをཪ付けている。建物について

は、区画３と区画６で確認され、前者は先述のように近世に遡る可能性を指摘した。後者は、石柱を基

礎とする建物で内部はフール（豚便所）と考えられる穴２基、その周辺に石敷ＳＳ 002 が確認されるな

ど、฼屋以外の付属的な可能性が考えられる。

　他に屋敷地内の遺構としては、石・レンガ囲い土坑があり集中して分布する傾向が窺える。これらの遺

構の性格としては、地床のままや床をモルタル・セメントで貼るなどの違いが見られ、後者は水などをஷ

める必要性があるなど用్がҟなっていたものと思われる。また、レンガ囲いのものは現在のت界島など

で見られる製糖用࿍と類ࣅしているが、明確なඃ೤痕などは確認できていない。他に、Ｃ地区ではＳＫ

001・026、ＳＤ 003 で近代陶磁器࿸・ࡼを埋納したと思われる遺構がある。この遺物組成をみると、壕

とはҟなり沖縄産陶器壺など大型品は少なく（第 53 表）、住民が上陸前に避難する家財道具を埋納した

という解ऍは可能であり、宜野湾市普天間古集落などのように類例は多く見られる（沖埋文 2016）。

　沖縄戦関連遺構については先述したとおりであるが、本遺跡の特徴として交通壕やタコツボに窺えるよ

うに屋敷地の区画を十分に意識し利用して構築されている。このことは、日本軍が沖縄戦をはじめ太平༸

戦૪において、その土地のありとあらゆるものを活用して戦術を࿅り陣地を構築する方਑をとったことを

まさに窺い知ることができる。また、各地区でロέット弾（114）等の๒弾・ॐ弾片が出土しており、そ

の大半は米軍のものであるのは、神山での応戦が１日だけであったことと関連するのかもしれない。

　屋敷地に関連する遺構であるＡ－ＳＫ 002・036、Ｂ－ＳＤ 001 の遺物組成を見てみると、沖縄産陶

器壺だけでなく、多様な種類が見られる。Ａ－ＳＫ 010 も一部壕部分のものも含まれるが、他の壕とは

ҟなり多種類の遺物が出土している（第 53 表）。あまり例がない遺物としては、沖縄産施ᬵ陶器の௏形

水ణ（201）、ガラス製拳ॐ形金平糖瓶（388）、ランプּ（151 ～ 153）、不明໏入りの（393）܃、井戸

滑車（256）などが挙げられる。
ᡓᚋ　Ｂ地区の区画６で確認されたＳＫ 002 瓦だまりと石敷ＳＳ 001 の範囲から瓦෪き建物があった可

能性を指摘したが、時期的には๒弾片を含むＳＫ 034 より新しく戦後のものと想定される。1962 年の空

中写真で見るように、この時期にいわゆる黙認耕作地が営まれ、その作業小屋などと考えられる（図版４）。

　以上、本遺跡の調査成果については今後も多角的な検討が必要であるが、当時使われていた井戸の一部

が地元に移築復元できたことと合わせて、本報告書が宜野湾市をはじめ沖縄本島中部における近代の生活

や沖縄戦時の在りようを窺い考えるための資料となれば幸いである。
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積

沖縄防衛局による普天間飛行場雨水排水施設整備工事に伴う神山古集落の記録保存発掘調
査を実施した。神山古集落は米軍により接収された集落跡で、沖縄戦時には日本軍が駐屯し
物資を補給する野戦倉庫が設置されており、上陸してきた米軍と応戦したとされる。今回の
発掘調査では屋敷地の区画を12ヶ所確認し、空中写真や聞き取りで伝わっていた戦前の神山
集落と概ね一致する。その区画は溝として検出できたが、その周囲全体に石積み囲いがある
ような形跡は窺えなかった。その区画内には、井戸や石積みやレンガで囲われた土坑が確認
できた一方、明確に建物跡として認識できたのは２基に留まった。なお、その建物は掘立柱
によるものだが、１基は石柱を基礎にもつものであった。

一方、沖縄戦に伴う遺構も多く見られ、その性格が分かるものとして交通壕・いわゆるタ
コツボ、防空壕がある。交通壕は集落の旧道の端に掘られた側溝であるがその形態日本軍が
構築したものと考えられる。タコツボは交通壕の周囲に配置され、壁面に足掛かりをもった
深さ１ｍ近い土坑であった。他にも数ｍに及ぶ長大な土坑が随所に見られ、日本軍の陣地に
関する可能性もある。また、防空壕については幾つかの形態が見られ、多くは沖縄産陶器壺
などの日用的な陶磁器や爆弾片が出土している。その中には酒器と考えられる陶磁器や多量
の豆類が出土することなどから、その構築・使用には住民だけでなく日本軍が関与した可能
性も想定される。
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